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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。













　目次








序章　学校生活『幼馴染』──Baritone solo




第一部　都市伝説『コーヒーハウス』──Alto solo

第二部　都市伝説『シェイプシフター』──Tenor solo

第三部　都市伝説『ドッペルゲンガー』──Mezzosoprano solo

第四部　世界征服『モダンタイムス』──Female chorus




終章　学校生活『ティティナ』──Baritone ad lib



あとがき







[image: 序章　学校生活『幼馴染』──Baritone solo]




　都会で歩いている最中、最も身近で恐おそろしいことはトイレが見つからないことだ。







　額に流れる汗あせを手で拭ぬぐい、俺は懸けん命めいに歩く。

　極力腹筋に力を入れないように、背筋を伸のばして腰こしに意識を集中させる。理想的なのは重心を腰よりも上に意識することだ。そこよりも下に意識が回ってしまえば、その瞬しゆん間かんに俺は今日で何度目かの発ほつ作さに見み舞まわれることになる。

　今はまだ大だい丈じよう夫ぶだ。しかし、時間はあまりない。

　俺は人で賑にぎわうデパートに早歩きで侵しん入にゆうすると、まず上方をくまなく捜そう索さくする。

　あの特とく徴ちよう的なピクトグラムを発見するのは容易たやすかった。矢印が向いているのは──赤。

「……隔階、か！」

　こういった繁はん華か街の建物はあまりフロアが広くなく、何かと縦に長いことが多い。その弊へい害がいとして、トイレは男女別に隔階に分けられることが多いのだ。

　この奇き数すう階のフロアには男子トイレがない。額から汗が湧わき出て、俺の頰ほおを伝う。

　少し立ち止まっていたので、走ってきた子供が俺にぶつかった。

　途と端たんに、俺の腸が恐ろしい音を立てて活動を再開する。

　限界は近い。

　俺は走らず、出来る限りの速さで歩いてエスカレーターを登る。階段近くの二階の男子トイレにそのまま雪崩なだれ込んだ。

　一つしかない個室が空いていなかった。

　ドアをノックすると、中の人がノックを返してくる。紙を巻く気配はない。

　舌打ちをして二階のトイレから出る。

　もう躊ちゆう躇ちよしている余よ裕ゆうはない。俺は全速力で走り、階段近くの四階のトイレに駆かけ込む。

　一つしかない個室が空いていなかった。

　ドアをノックすると、中の人がノックを返してくる。紙を巻く気配はない。

　歯は軋ぎしりをして四階のトイレから出る。

　いきなり走ったために、急激な発作が起こって途と中ちゆうで立ち止まる。鋼の意志でそれに耐たえた。

　祈いのるような気持ちで、最後の力を振ふり絞しぼって階段を登る。六階階段近くのトイレに辿たどり着いた。

　一つしかない個室が空いていなかった。

　ドアをノックすると、中の人がノックを返してくる。

　紙を巻く気配は、まだない。

「……神は死んだ」

　俺はぐったりとその場を後にする。

　これ以上耐える気力も、階段を登る体力もない。もしかしたら、もしかすると今なら四階の個室が空いたかもしれない。薄うすれゆく意識の中でそう考えた俺は、ゆっくりと階段を下りる。

　目の前には、階段近くの五階の女子トイレがあった。

　唾つばを飲む。

　そうだ、あそこには間ま違ちがいなく無む駄だな数の個室がある。一つぐらい空いている個室があるだろう。いや、あるに違ちがいない。

　……。

　待て、待つんだ。冷静になれ。早まってはいけない。

　もし、俺が女子トイレに侵入なんてしたら、ひょっとして何か大切な物を失うのではないか。

　だが、もしここで俺が女子トイレを使わなかったら。

　俺は一体どうなる？　俺は一体、何を失う？




　全すべてだ。




　素す早ばやく周囲に人ひと影かげがないか確かく認にんして、俺は正面から堂々と女子トイレに入る。

　個室は全て空いていた。迷わずに一番手前の個室に入り、鍵かぎを掛かける。

　そうだ、こうすれば俺には何も失う物なんてない。

　たとえ何か無くなるものがあるとしても、それは腹に溜たまった異物だけだ！

「くっ……くくっ、ははっ、はっはっは！　はぁーはっはっは!!」

　笑いが止まらない。

　なぜ俺はこんな簡単なことにも気付かなかったのだろう。愚おろかだった。こんなことでは、俺の所属する部活の頭脳明めい晰せきな代表に示しが付かないではないか。

　代表は冷静で、思し慮りよ深く、恐れを知らない。

　恐らく、あの人なら迷わずにこうしただろう。俺の狼ろう狽ばいぶりを見たらきっと呆あきれるに違いない。まったく、まだまだ俺はあの人の足元にも及およばないなと少し虚むなしくなった。

　笑い疲つかれた俺は、ゆっくりと息を吐はいて全身を襲おそう虚きよ脱だつ感に目を閉じる。







　俺は風景が好きだ。大好きだ。

　休日にのんびりと起き床しようして、カーテンを開けた時の昼下がりの景色。テレビに映る、どこか遠い外国の自然ドキュメンタリー番組。アパートから外出した時に目前に広がる背の高い建物の数々。看板、街頭テレビ、信号機、ポスト、空、雲、星。

　そんなどこにでもありそうな日常だろうと、俺は日々ほんの少しずつでも変わる風景や、それでも本質の変わらない美しい風景を見ることが好きだった。

　理り屈くつなんて必要ない。人間が風景を愛するのは野性的な本能である。




　休日ということもあって、今日は一日の予定が丸々空いていた。

　妙みように朝早く目が覚めた俺は、軽く朝食を済ませて少し街をぶらつくことに決める。

　せっかく散歩に出かけたのだから、電気屋にでも寄ってウインドウショッピングを楽しもうかと思った矢先のことだった。あとの展開はもう、説明する方が馬ば鹿からしいだろう。

　そう、出先で漏もれそうになるなんて、どこにだって転がってるつまらない話だ。







　全てを終えた俺が鼻歌交じりにドアを開けると、手洗い場に立っていた少女と目が合った。




　薄うす手での黒いワイシャツによく分からないペイントが施ほどこされていて、とにかくそこに安全ピンが大量に刺ささっているのがすごい。紫むらさき色いろのボロ布のような物を腰こしに巻き、スリムパンツのお陰かげで綺き麗れいに伸のびた足が更さらに細く長く見える。カッコいい系女子の見本のようだ。

　そして、テンガロンハットである。

　西部開かい拓たく時代のカウボーイか何かと勘かん違ちがいしたような、巨きよ大だいで真っ黒なテンガロンハットを被かぶっている。ここは日本で、開拓中の田舎いなかでもない。どちらかと言えば、地方都市の中では賑にぎやかな方だ。──最近のファッションとしてはアリなのだろうか。よく分からない。

　靴くつは動きやすそうな汚よごれたスニーカーだ。黒い大きなギターのハードケースと小さなアンプを担かつぎ、少し赤の混じった長い髪かみの毛を後頭部の根っこの辺りで一つに結ゆっている。

　シャープに整った顔立ちの中のクリクリとした人ひと懐なつっこそうな目が、細く長い身体からだに対して酷ひどくアンバランスでありながらも、その女性を俺に少女と認識させていた。




　ここで俺は初めて気付く。

　女子トイレに入ろうと、入らなかろうとも。

　どちらにせよ俺は、発見されれば間違いなく社会的地位を失ったのだということに。




　沈ちん黙もくが場を支配する。

　彼女は何度か瞬またたきをすると、首を入り口の方に傾かたむけて、自分の入ったトイレが正しかったのかどうかを確認する。
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　個室の数を数えて、テンガロンハットを深く被り、俺に向かってファイティングポーズをとった。

「落ち着け、誤ご解かいなんだ」

「五ご階かいは女子トイレじゃない。男子トイレは上か下の階なんだけど？」

　なんて恐おそろしく低レベルなボケ返しなんだろう。天然なのかワザとなのか混乱しているのか、しかしツッコミをする余よ裕ゆうさえ俺にはない。

「──考えてもみてくれ。男子トイレってのは個室がやたら少なくてな。どの階に行っても、空いてる個室がなかったんだよ。緊きん急きゆうを要する事態だ、分かるだろ？　もしお前が俺と同じ立場だったら、男子トイレの個室がどこも空いてなかったらどうする？」

「あたしは女子トイレに入ると思う」

　女性相手に俺は何を聞いてるんだろう。混乱しているのは、俺の方こそそうだった。

「で、言い訳はそれで終わり？　だったらもう巻くけど」

「ま、待て、暴力はいけない。……自己紹しよう介かいが遅おくれたな。俺は──」

　鼻先を巨大な何かが掠かすめる。

　目の前には、巨大なギターのハードケースの丸くなっている底面があった。

「ご……ご、ごめんなひゃい！」

　声が裏返る。嚙かんだ。

「──問答無用、成敗っ！」

　彼女は吠ほえると、担いだギターケースのネック部分の取っ手を両手で握にぎる。そのまま前方に一回転するように体を捻ひねって、凶きよう悪あくな勢いと共に黒い棍こん棒ぼうを振ふるう。

　俺が狭せまいトイレの廊ろう下かで身を捌さばいて避さけると、棍棒は床ゆかに鈍にぶい破は砕さい音を伴ともなって振り下ろされる。激しい衝しよう撃げき。ギターケースを持ち上げると、タイルがいくつか粉々に砕くだけていた。

「テメェ……、死んだらどうする！」

「うっさい、この変態！」

　彼女は舌打ちして、ギターケースを美しいバッティングフォームで構え直し、そのまま大きくスイングする。俺が頭部を手で庇かばって転がる様に避けると、個室のドアの一つが陥かん没ぼつした。

「ば、馬鹿じゃねぇか!?　今の食くらったらマジで死ぬぞ！」

「ちょこまかと逃にげて……。ロックじゃないじゃん、変態！　ガチンコで勝負しな！」




　その雄お々おしく強大な姿を、なぜか俺は遠い昔に知っていた。




「……もしかしてお前、香か澄すみか？」

　俺が地べたにへばったまま尋たずねると、彼女は怪け訝げんそうに眉まゆを顰ひそめる。その反応が、まさにそのまま返答だった。

　彼女は俺の顔をマジマジと目を細めて見つめると、少しして囁ささやくように喉のどを震ふるわせる。

「──咲さき丘おか？」

　俺が黙だまって首を縦に振ると、再びトイレに沈黙が流れる。




　本来なら出会うはずのない場所で、存在を忘れて久しかった幼おさな馴な染じみと、俺は運命的な再会を果たした。

　ロマンティックの欠片かけらもない風景だったことが悔くやまれる。







「──ってことがあってだな」

　俺が昨日に起きた事件の話をすると、幼い女の子のような声変わりのないハニーボイスを喉に持つ清きよ宮みや一はじめが、「ふぅん……」と呟つぶやきながら不ふ審しん者を見るような目で俺を見ていた。

「とりあえず、かなり引いたかな」

「なんで!?」

　清宮の予想外の反応に、俺も驚おどろきを隠かくせない。「えっと、あの、興きよう味み津しん々しんに続きを聞く所だろ、ここは」

「だって、ねぇ……。さすがに女子トイレで高笑いは無いよ……」

「清宮だって、あれだけ素す晴ばらしい名案が浮うかんだら高笑いくらいするだろう!?」

「ＴＰＯくらいは僕も弁わきまえます」

　正論すぎて言い返せない。

　肩かたを落とす俺に、清宮が少しフォローの言葉を足す。「でも僕もそれぐらいの極限にいたらって思うと気持ちは分かるよ。──あ、高笑いじゃなくて女子トイレに入ったことだからね」

　清宮が言っていることが理解できず、俺は首を捻る。

「何言ってるんだ？　清宮は女子トイレに入ったって大だい丈じよう夫ぶだろう」

「ダメだからね!?」

　泣きそうな顔で清宮は手に持った傘かさを振って否定するが、男子トイレに入ってきた清宮を見て俺が腰こしを抜ぬかしそうになったことは記き憶おくに新しい。

「それで、その幼おさな馴な染じみの──」

　清宮が言葉を切って上空を見上げる。

　ポツポツと、雨が降ってきた。

「うわっ、季節の変わり目ってやだなぁ。天気予報、ちゃんと聞いといて良かったね」

「そうだなぁ、うん。雨は面めん倒どうくさい。布ふ団とんは乾かわかないし、湿しつ気けは機械の敵だ」

　清宮の意見に俺も同調しつつ、二人とも傘を差す。

「ただまぁ、雨の降っている風景は風ふ情ぜいがあるんだよ。夏前の風物詩っていうか、心が穏おだやかにならないか？　雨の景色は、田舎いなかが一番だと思うんだ。野山でもいい。植物と水っていうのは親和性が高くて、昔から良き題材とされているんだ。枝、葉、茎くきに垂れる水すい滴てきの微び妙みような質感の違ちがいを意識するといい。とはいえ、植物は大半が水分を持っているから、区別をするんじゃないんだ。この融ゆう合ごう性を──」

「……咲さき丘おか君って本当に変わってるよねぇ」

　清宮が不意にそんなことを漏もらす。「風景が好きなのは、万ばん人にんに認められるわけじゃないな」

「うーん、趣しゆ味みとかいうレベルじゃないと思うんだけど。というより、それ以外も──」

「俺は日々進化してんだよ」

　俺が鼻歌交じりに答えると、清宮が「まだ進化しちゃうの!?」と愕がく然ぜんとした様子で俺を見る。ふふふ……、そんな清宮がかわいい。

　大通りに出ると、たくさんの制服姿の学生と合流する。

　皆みな同じ、皆一いつ緒しよの服装の人間がゾロゾロと並んで一か所へと向かう。

　ふと見ると、レインコートを着た団体が登校中の学生にビラを熱心に配っていた。にこやかに目の前にそれを差し出され、思わず俺も清宮も受け取ってしまう。

　題名の部分には大きく、『個性を認めろ！』だとか『企き業ぎようの傲ごう慢まんを許すな！』などと書かれていた。よく分からないがありがた迷めい惑わくである、俺の知らないところで勝手にやっていてほしい。頭痛がするのでチラシはくしゃくしゃに丸めて、放置自転車の籠かごに放ほうり込んだ。

　清宮の顔を見る。どうでも良さそうに一いち瞥べつして、丁てい寧ねいに畳たたんで鞄かばんの中にしまっていた。

「あっ、そういえば咲丘君、今日も放課後は部活あるの？」

　清宮が話題を振ふる。俺としてはちょっとさっきの件で相談に乗ってほしいことがあったのだが、まぁ、話す機会なんていくらでもあるだろう。

「活動が無い日っていうのは、うちの代表が休むとか用事がある日だけだし。特に連れん絡らくもないはずだから、今日もあるんじゃないか？　ちょっと待ってくれ」

　俺がスケジュール帳を見るために懐ふところから携けい帯たい電でん話わを取り出すと、清宮が興味津しん々しんに覗のぞいてくる。「新しい携帯電話、やっぱり便利なのかな」

「おう、さすが話題のスマートフォンだ。特にアプリとフルブラウザのネットが便利すぎて手放せないな。もう時代のメインはこっちになるのかねぇ。──ああ、普ふ通つうに部活あるっぽい」

「そっか、放課後は画材屋さんに寄ろうかと思ってるんだけど、咲丘君もどうかなって」

　清宮は絵を描かくのが趣味だ。

　うちの高校にも美術部はあるが、適当な活動をしているだけだったらしく、清宮は部活に所属していない。生憎あいにく、部活には熱意の無い学校なのだ。ウチは学業優先、学業最強。

　何度か絵を見せてもらったこともあるが、ほとんどは街の景観なんかを油ゆ彩さいで描いているものだった。

　印象派風の少し儚はかなげなタッチが、現代的な建物とある種の優やさしい融合を果たしている中々に上手うまい絵だ。しかし、真に心に訴うつたえるものがないなぁと残念な気分になる絵でもある。

　世間に評価されるほどの絵かと聞かれたらさすがに頷うなずけないが、俺は個人的に清きよ宮みやの絵は好きだ。清宮の絵には風景に対する愛を感じるのだ。どこかのエロ馬ば鹿かにも見習ってほしい。

「って、俺が行っても邪じや魔まになるだけだろ？　気にしないで行ってこいよ」

「ええっ、全然そんなことないって！」清宮がぶんぶんと首を振る。「画材に関しては咲丘君に聞くのが一番参考になるし、僕が知らないこととかいっぱい知ってるからさ。一いつ緒しよに来てくれるとすごく助かるんだけど」

「そこまで持ち上げても何も出さないからな」

　清宮は俺のことをやたら神聖視しすぎなのだ。別に俺が付き添そわなくたって色々と描ける奴やつなのに、そういうところがなんとも勿もつ体たいない。「すまん、部活は関係なしに先約もあるんだ」

　そっかぁ、と清宮が残念そうに項うな垂だれる。

「まぁ、雨も降ってるし。今日はやっぱりやめておこうかな」

「でも今度また誘さそってくれよ。都合なんていくらでもつけてやるさ。かわいい清宮の頼たのみなら、荷物持ちでも護衛でも何でもやるぜ！　今度は飯でもご馳ち走そうしてやるよ！」

　正直、俺だって清宮とデートに行きたいのは山々なんだが、今回ばかりは事情が異なるのだ。

「ははは……、最近は物ぶつ騒そうだしね──」

　清宮がふと立ち止まる。俺も釣つられて、清宮がじっと見ている方に目を向けた。

　ビルの壁かべに落書きがされてある。

　恐おそらく、スプレー缶かんで描いたのだろう。コンパスを使ったように綺き麗れいな円に、トゲが生えている絵だった。最近もあんな絵をどこかで見たような気がする。どこだっただろうか。

「あれ、何かの記号かな。……向日葵ひまわり？」

「うーん、さぁな。風景をあんな風に汚よごす奴のメッセージなんて分からん」

　俺が適当に返して先を歩くと、清宮が慌あわてた様子で追いかけてくる。

　そのまま歩いていると、かなり違い和わ感かんのあるモノトーンの校舎が前方に見えてくる。

　俺たちの通う学舎、神楽かぐら咲さき高こう校こうだ。







「とりあえず、咲丘クンが軽けい蔑べつに値あたいする変態だということは分かったよ」

「なんで!?」

　衝しよう撃げき的な一言に俺の指が震ふるえる。次の瞬しゆん間かん、木製のブロックで出来た塔とうが激しい音を立てて崩ほう壊かいする。最初はかなりうるさく思ったものだが、何度目かだったので耳が慣れてしまった。

「聞いてください、代表！　あれは非常事態だったんです」

「ふむ、聞こう」

「そもそも、男子トイレに個室が少ないことがおかしいんですよ！　そうだ、作りを全部女子トイレと同じにすればいいくらいなんだ。──代表、もし代表が俺と同じ立場だったら、男子トイレの個室がどこも空いてなかったら代表はどうするって言うんですか!?」

「女子トイレに入るだろうな」

　雄ゆう大だいな胸を組んだ両りよう腕うでの上に乗せて、冷たい目で代表──沈じん丁ちよう花げ桜さくら先せん輩ぱいが俺を見る。

「生理現象だから仕方がないとはいえ、努力と根こん性じようと不ふ屈くつの意志で君は個室が空くのを待つべきだった。そこで女子トイレに入るなど、ただの自己逃とう避ひの甘えでしかない」

　そう言って、代表はティースプーンでかき混ぜていた淹れたてのコーヒーを、腰こしに手を当てて一気に飲み干す。

「いやぁ、実は計略だったという可能性もあるッスよ」

　崩くずれた木製のブロックを積むのを手伝わず、いくつかを適当に重ねて遊んでいる江え西にし陀だ梔くちなが、ニヤニヤしながら指を立てた。「『全女子便所盗とう撮さつ計画』とか、咲さき丘おかならやりかねません」

「やめろ江え西にし陀だ、これ以上俺から信用を奪うばうな。あと、そのエロビデオはどこに売っている」

「言い方が古いッスねぇ、咲丘は。普通はエロＤＶＤとか、エロ動画ッスよ」

　デジタル音おん痴ちがエロエロとほざく。「とはいえ、他人のそれが気になるのは自分も同じ。分け前をくれるなら手伝わないこともないッス」

「えっ、マジで!?」

「……いや、冗じよう談だんに決まってるじゃないッスか……。せっかく合わせてあげたのに、素すで目を輝かがやかせてもらっても困るんスけど」

　若じやつ干かん引き気味で、江西陀が俺を哀あわれむように眠ねむそうな目を垂れさせて見つめる。

「なんだよ冗談か。紛まぎらわしい奴」

「というか、本気にしますか？　フツー」

「『全女子便所盗撮計画』とか、江西陀ならやりかねん」

　俺が鼻を鳴らすと、江西陀が不ふ愉ゆ快かいそうに眉まゆを顰ひそめた。

「まぁ待てよ、咲丘は恐れず前に進んだんだぜ。まずはそこを褒ほめるべきだろ」

　そう言って、これまで俺への糾きゆう弾だんに口を挟はさまなかった出でじ島ま進すすむ先輩が俺に助け船を出す。

「出てこない奴なんて待ってられねぇだろ。上に登ったり下に降りたり、結局無む駄だだったんなら前に進むべきじゃねぇか。つまり、その場合咲丘の判断は正しかったんだ」

「女子トイレに入ること自体は、何をどう言い繕つくろっても正しくはなかったと思うけどね」

　代表が呆あきれたようにため息を吐つくのを見て、出島先輩が口を尖とがらせる。「じゃああれかよ。咲丘に出先で漏もらせってのか、沈丁花」

　ふむ……、と代表が押し黙だまる。その様子を見て、出島先輩は俺の方にニカッと笑え顔がおを向けた。

　それにしても、なんて爽さわやかな先輩だろう。この人は何かと俺たちの間に入って宥なだめてくれるのだ。実はこの人、この部活の中で一番常識的というか、良識があるのではないだろうか。

「ってか、男子便所とか女子便所とか、わざわざ確かく認にんなんてするのかよ。沈丁花も咲丘も、くだらねぇこと気にしすぎだぜ」

　気のせいだった。

「んー、でも確かに街にトイレってあんまりないよね」

　耳元のヘッドフォンから少しだけ音おと漏もれしているのも気にせず、それでも話の内容をしっかりと把は握あくしているのか、女郎花おみなえし萩はぎ先輩が小さな機械をピンセットで突つつきながら何気なく呟つぶやく。

「食べる気もないのにお店に入っても悪い感じがするし、駅のトイレとか汚きたないもん。デパートだって、いつも誰だれかしら入ってるしさ」

「そうなんですか？」

　あれだけ個室に恵めぐまれた環かん境きようで、空きがない状じよう況きようがあるなんて思いもしなかった。

　俺が首を捻ひねると、ヘッドフォンのコードを指で巻きながら、萩先輩が失しつ笑しようする。

「混こんでる時の女子トイレは戦場だよ？　男の子には分からないかもね」

「意外だ……。そうなると、都会なら有料トイレサロンでもあった方が俺的には助かりますね。いつもニコニコ、綺き麗れいなトイレ、快適なトイレ、とにかく混んでないトイレ！　──おお、見えたぞ！　そこに俺の望む平和な風景が！」

「……売り文句は多少上手うまいかもしれないが、トイレに金を払はらい始めたら私も終わりだな」

　代表が呆れたように苦笑する。

　いつも通り、くだらない風景だった。




　そういえば、今は何をしているかというと。今日も特にすることがないので、俺の身に起きた馬ば鹿か話を中心に雑談をしながら、部室のテーブルの上にジェンガを詰つんで遊んでいる。

　一口にジェンガと言っても、一いつ般ぱん的に使われる木目の付いた一色のやつではない。それぞれのブロックにカラーリングが施ほどこされて、ダイスで指定された色のブロックしか取ってはいけない上級者向けのやつだ。

　ちなみに、指が一番大きくて落ち着きのない出島先輩がぶっちぎりのビリである。

　この大きい人は戦略ゲーで考えるのも無理なら、こういう緻ち密みつな作業も苦手なのだ。あと、お豆とう腐ふボディの代表の方にタワーが倒たおれるような事故が怖こわいので、代表には俺たちの代わりにダイスを振ふってもらっている。

　なぜか俺と出島先輩の時だけ鬼き畜ちくな色が指定されるのは、気のせいに違ちがいない。




「まぁ咲丘クンが変態なのは、この際さいどうでもいいよ。既すでに分かりきったことだ」

　酷ひどく心外なことを言って代表が憮ぶ然ぜんとした表情を浮うかべる。

「そんなことより、異性の幼おさな馴な染じみなんてものがこの世にいる方が驚おどろきだ。オカルトよりありえないじゃないか。信用出来ん」

「幼馴染みくらい普ふ通つうにいるでしょう。というか、代表には確か蜂はち須すが──」

「あれを霊れい長ちよう類るいにカウントするな」

　異性どころか、サルですらないらしい。

「──で、その幼馴染みちゃんとのロマンスがそこからあったんでしょう？　いやぁ、是ぜ非ひ聴ききたいッスねー。童心に返ったプロレスごっこはどちらの勝利だったんスかー？」

　眠そうな目を更さらに細めて、ジットリと睨にらむように江え西にし陀だが俺を見る。

「──わ、私も聴ききたいな。どんな娘こなの？」

　鼻から赤い液体を若干滴したたらせながら、萩先輩が俺の隣となりの席に座る。

　なんだ、この萩先輩と二人の温度差は。

　せっかく話したのに熱心に聞いてくれそうなのは萩先輩だけなんて、ちょっと淋さびしい。

「いや、なにせ久しぶりに会ったもんだから、失礼な話、外見じゃまるで香か澄すみだと分からなかったんですけどね。良い奴やつでしたよ、相変わらず。ただ──」

　淋しさを紛まぎらわすために軽く咳せき払ばらいをする。そうとも、別に俺は女子トイレに突とつ入にゆうしたことを自じ慢まんしたくてベラベラ語ったんじゃない。俺はあいつに頼たのまれていた相談事を解決するために、代表に知ち恵えを借りに来たのだ。

　──ここは丘おか研けん。正式名めい称しようはオカルト研究会。

　この神楽かぐら咲さきに潜ひそむというオカルト現象などを調べ、知ることが俺たちの活動である。

「あいつ、どうも『ドッペルゲンガー』を見たらしいんですよ」







　さすがに女子トイレで立ち話もなんだったので、俺は香澄を連れてデパートの小こ洒じや落れた感じの喫茶店に入った。他ほかの女性がトイレに入ってきてもヤバかっただろうし。何より、破は壊かいしたドアなどのその後について考えたくない。

　席に着いてコーヒーとチーズケーキのセットを二つ頼むまで、香澄は無言だった。

　どうしよう。変態だと思われてる。

　落ち着くんだ、俺は別に間ま違ちがっていない。あれは非常事態だったと筋道を立てて説明したら、きっと香澄も俺に理解を示してくれる。こいつだってさすがにそこまで馬鹿じゃ、いや、……あれ？　もしかして馬鹿だったかも、馬鹿だった気がする……！

「くっ、くふふっ、くっ……」

　色々と試行錯さく誤ごしていると、目の前の女から空気の漏れるような音が響ひびく。

「あっはっはっは！　あー、変わってないね咲丘は！　懐なつかしいなぁ嬉うれしいなぁ！」

　いきなり爆ばく笑しようして、香澄は目め尻じりに溜たまった涙なみだを拭ぬぐう。爽さわやかな笑い泣きだった。「どうせ今、頑がん張ばって言い訳作ってたんでしょ。顎あごに手を当てる癖くせ、昔と同じじゃん」

「……そんな癖あったか？」

「あるある、ずっとだよ。夏休みにプールに行く約束忘れた時も同じことやってた」

「いつの風景だよ!?　ずいぶん根に持つな……」

　香澄が笑いながらコーヒーを啜すする。「あれはショックだったからねぇ、あたし」

　苧環おだまき香か澄すみは俺の小学校低学年の頃ころの同級生だ。

　家が隣となり同どう士しだったこともあり、香澄とは下手なクラスの男子よりも交流があった気がする。

　というか、外でボールを蹴けるわ、家でゲームをするわ、遊びの趣しゆ味みが男子チックだったこともかなり大きいだろう。何をするにも男子を引っ張るガキ大将みたいなことをしていた。サバサバした馬鹿、という印象が昔からあったが、それはあまり変わってないように見える。

　あの頃は背が高く感じたものだが、まさかここまで伸のびるとは思わなかった。モデル体型というか、なんだろう、よく出来た彫ちよう刻こくのような体をしている。少年っぽい顔で胸は小さいが、贔ひい屓き目めに見たらまぁ、美少女の部類に入っている、か……？　最近はちょっと身近に美人が多いので、なんとも比ひ較かくが難しい。

「まぁ、なんだ。久しぶりだよな。俺も会えて嬉し──」

「でも久しぶりに会ったら変態さんか……」

「聞けよ！　……じゃない、聞いてくださいお願いです！　俺に言い訳をさせてください！」

　部活でも酷い言われようなのに、香澄にまで変態扱あつかいなんてされた日には、俺はもう立ち直れない気がする。

「あの、だから、さっきも言ったようにだな──」

「ん、さっきって何時いつの話？　あっ、このチーズケーキ美味おいしい」

「聞いてすらいねぇ、畜ちく生しよう！　馬ば鹿かだった！　こいつやっぱり馬鹿だった！」

　どこまで分かっていないのか見当も付かないから、俺がどうして女子トイレにいたのかの説明のしようがない。というか、さっきからトイレで説明したことを覚えていると思えない発言ばかりだ。

　ケーキを頰ほお袋ぶくろに詰つめ込む香澄はすごく幸せそうだが、ここは心を鬼おににして、一言ハッキリ言わなければなるまい。

「だからな、そもそも便器とは──うわっ！　なんだこのケーキ！　すげぇ美味うまい！」

　何を隠かくそう、俺も馬鹿だ。

　二人してガツガツと目の前のケーキを食べる。美味しすぎて、俺が変態とかいう話はもうどうでもよくなった。そんなこと、美味しい物の前ではどうだっていい話じゃないか。便所の話なんて食事時にすることではないし。

　ほぼ同時に、チーズケーキを平らげる。

「素す晴ばらしいな、この店は覚えておこう。──で、それにしても一体何年ぶりなんだ？　確か四年生の時に九州だったかに引っ越こしたんだから……」

「ちょうど六年ぶりだね」

　即そく答とうだった。

「でもさ、久しぶりなのもあるけど、一目見ただけじゃ正直誰だれだか全然分からなかったよ。どんだけ巻いてもないって。そっちこそ、なんであたしが分かったの？　──おっ、香か澄すみさんは分かったぞぉ。幼おさな馴な染じみのフィーリングっしょ！」

「前後の文脈が繫つながってねぇ、もう意味不明だぞ。──それだよ、その口くち癖ぐせ」

　俺が苦笑いしながら指し摘てきすると、香澄が不思議そうに首を傾かしげる。

「お前、昔から言い悩なやんだら何でも『巻く』って言ったろ。語ご彙いが極きよく端たんに少ないんだよな。あと『ロック』なんて言葉を日常生活で使う奴やつ、俺は香澄以外に知らん。何より、そのテンガロンハットだよ。小学校の頃からまだ持ってたのか……」

「ふははっ、カッコイイっしょ。咲さき丘おかにはまだこの良さが分からないかなぁ」

　昔は大き過ぎて帽ぼう子しお化けみたいになっていたが、ようやく丁度いいサイズになったようだ。それにしたってデカいけど。今いま更さらだが、帽子を見た時点で気付いてもよかったくらいである。

　俺もコーヒーを啜る。部室ではよく苦めのエスプレッソばかり飲んでいたので、アメリカンコーヒーが爽やかだ。「こっちにはいつ来たんだよ」

「春先、だったかなぁ」

「あれ、じゃあこの辺りの高校なのか？」

「うんにゃ、高校は行ってない。今は弾ひき語りしながらデビュー目指してる」

「プー太た郎ろうかよ、感心しないな」

　俺がそう言うと、香澄が頰ほおを膨ふくらませる。「そんなことより、ガンガン練習しないと」

「それをプー太郎って言うんだよ。──それにしても、本当に最近の香澄のこととか知らなかったな。せめて連れん絡らくの一つもくれりゃ良かったのに」

　俺が少し非難がましく言うと、香澄がケタケタと笑う。

「ごめんごめん、連絡したかったんだけど住所忘れちゃってさぁ。はっはっは」

「引っ越した当初は、それこそ毎日のように手紙が届いた気がするんだけどな！」

　正直、その手紙が来なくなって子供心にショックだった記き憶おくがある。俺のセンチメンタルを今すぐに利子を付けて返してほしい。

「咲丘こそこっちに住んでたんだねぇ。前の家は引っ越したの？　一人暮らし？」

「一人暮らしの方。神楽かぐら咲さき高校ってあるだろ、あそこに通ってるんだ」

「おじさんとおばさん、元気してる？　頭のいいお兄さんは？」

「元気だよ。そっちは──」

「さぁねぇ、仲良くやってんじゃない」

　ここから先は若じやつ干かん省くが、お互たがいに質問のオンパレードだった。

　いつの時代だって、懐かしい顔に会ったらこんな風景に違ちがいない。

「そういえば香澄、まだギター弾いてるんだな」

　主に香澄が旅の武勇伝を、俺が風景への愛を熱く語っていたのだが、ふと思い出して話題を振ふる。香澄はロック好きな父親の影えい響きようと、その父親の熱ねつ烈れつな支し援えんもあり、それこそ幼よう稚ち園えん生の頃ころからギターを弾いていたものだった。

「ヒーローってさ、ギター担かついで一人旅とかやってるじゃん。憧あこがれてたんだよねぇ」

「良い子は真似まねしちゃいけない生き方の見本だな」

　俺が皮肉を言うと、香澄が口を尖とがらせる。

「あたしは目指すよ、メジャーデビュー。あたしの歌で世界を変えてやるんだ」

「──お前、本当に子供の頃から変わってないな。将来の夢だっけ、ロックンローラー」

「咲丘は将来の夢『お城の見張り』だったじゃん。それよりマシっしょ」

「んだと!?　見張りっていいじゃん、風景見放題で最高じゃん！　今時ロックンローラーなんてだせぇよ流行はやんねぇよ、バーカバーカ！」

「ムキィィ！　見張り野や郎ろうにだけは言われたくない！」

　醜みにくい争いだった。

　だけど、こいつとこうして喧けん嘩かするのも本当に久しぶりな気がする。色々あったから忘れていたけど、こういう普ふ通つうの知り合いも俺にはいたんだという事実が嬉うれしかった。

「……でも、そんなんで食っていけるのかよ。お前の将来が深刻に不安なんだが」

　話すだけ話したけど、実は今ハッキリしてるのは、こいつが住所不定無職ということだけだ。

「というわけで、お金ちょーだい？」

「過程をすっ飛ばして、貸せと言わない辺りが率そつ直ちよくでよろしい！」

　──ぶっちゃけた話をすれば金は腐くさるほどあるが、管理をしているのは兄貴なので俺が自由に使える現金は実はそれほど多くない。通帳と銀行のカードは兄貴が持っているし、そういう意味でも、金については兄貴にしっかり監かん視しされていると言える。

「いや、金には特に困ってないんだけどな。クレジットカードしか持ち合わせがないんだよ」

「んじゃカードちょーだい」

「張っ倒たおすぞ、貧乳」

「はははっ、……巻くよ？」

「ごめんなさい言わなくていいことを言った俺が全すべて悪いんです」

　意訳は出来ないが、本気の殺意を感じたので全力で謝る。だが、この頃ごろは主に江え西にし陀だのせいでセクハラの加減がよく分からなくなっているのだ。俺は何も悪くない。

　まぁ、香か澄すみはおっぱいはないが一応女だ。何かしら女に貢みついだと知れたら、俺のことを本気で愛してる兄貴の報復が恐おそろしすぎる。そういう場合、危険なのは俺ではなくて香澄だ。

　香澄は俺の苦く渋じゆうの決けつ断だんも知らず、「けちぃなぁ」と言いながら大人しくコーヒーを啜すする。お互いにほとんど飲み終わっていた。

「まぁ、まずはデビューしないとねぇ。しばらくは神楽咲にいよっと。当分の宿も決まったし」

「へぇ、そうなのか。またお互い暇ひまがあったら会おうぜ。色々と話したいしな」

　主に風景とか、丘おか研けんのメンバーとか、丘研の活動とか、あとは風景とか風景とか色々と。

「──そうだ、咲さき丘おか。色々話したい、で思い出したんだけどさ」

　突とつ然ぜん、香澄の表情が曇くもる。言おうか言うまいか悩なやんでいるのか、ソワソワとしていた。

「ん、なんだよ。お前も風景への愛について一家言あるの──」

　そこまで言って、俺も言葉を切る。なんというか、違うのだ。快活な香澄からは考えられないほど、眉まゆを下げたその表情には悲ひ愴そう感が漂ただよっていた。

「──何かあったのか、香澄」

「あった、って言うかその。……遭あった、でいいのかな、うん」

「──おう」

　イマイチ香澄の様子は変わらない。

　少しの間、沈ちん黙もくが続く。

「あの、変だと思うかもだけどさ、けっこうマジな話で。信じてくれないかもしれないけど」

　俺も執しつ拗ように茶ちや化かさない。ようやく決心したように、香澄が重い口を開く。

「最近あたし、色んなところであたしに遭うんだ」







　香澄と話した件のあらましを簡単に説明すると、代表の目つきが鋭するどくなる。話し終えると、代表は特に何も言わずにコーヒーのお代わりを求めて席を立った。

「──今の話って、巷ちまたで噂うわさになってるやつじゃないッスか？」

「最近オアシスに出てきたっていう？」

　萩はぎ先せん輩ぱいが尋たずねると、江西陀が「ええ」と言って机に放置されていた雑誌を広げる。さっきからツチノコのツッチーをハンドリングして遊んでいた出で島じま先輩と、萩先輩がそれを覗のぞき込む。

『オアシスの霊れい!?　ドッペルゲンガー追つい跡せき調査中！』という、太字のダサい副題が俺の目にも映った。




　先日のテロ騒さわぎで一時期は騒そう乱らんとしていたが、現在では落ち着きを取り戻もどしつつあるオアシスに、ある噂が広がっている。

　その場にいるはずのない友人を見た。

　自分にそっくりな人物とすれ違ちがった。

　別の場所にいたはずの自分が、悪戯いたずらをやっているのを見られた。

　──その自分を見た人は、しばらくして謎なぞの死を遂とげた。

　そもそも、このオアシスでは昔からそういうことが稀まれにあったそうだ。しかし、ここ最近になりあまりにも同じような体験をした人が多くなったことで、その噂が爆ばく発はつ的に広まっていく。

　どうにもオアシスには、昔からこういった『ドッペルゲンガー』が出しゆつ没ぼつするらしい。




「眉まゆ唾つば物ものだと思っていたが興味深いな。面おも白しろい、実に楽しい話だ」

　代表がコーヒーを一気飲みしてカップを置くと、神しん妙みような顔をして腕うでを組む。

「決まったね、諸君。咲丘クンの大事な幼おさな馴な染じみを、ドッペルゲンガーから取り返そうじゃないか。──とりあえず、まずは情報を集めて整理しよう」

「でも確か、自分のドッペルゲンガーを見たら死んじゃうんじゃないの？　わざわざそんな不ふ吉きつな物を探さなくたっていいのに……」

　萩先輩が心配そうな顔で代表に尋ねるが、代表は「ハッハッハ」と朗ほがらかに笑うだけだ。この人にそういうことを訊きくのは無ぶ粋すいだろう。

「そうッスか？　自分はけっこう興味があるんスけどね」

　江西陀が萩先輩の方を見て首を傾かしげる。

「江西陀ちゃんは信じてるの、ドッペルゲンガー」

「篠しの塚づかさんとツッチーがいて、ドッペルゲンガーだけいないと決めつけるのはむしろ変ッスよ」

　ある意味、江西陀の意見ももっともだ。

「おい、待てよ。さっきからついていけねぇんだが。そもそもドッペルゲンガーって何だ」

　出島先輩がツッチーをケージに戻し、難しそうな顔をして唸うなる。

　そうこう言ううちに、ジェンガが元通りに復旧した。

「あれでしょう？　こう、主人公によく似た人に化けて、女の子に片かたっ端ぱしからエッチなことをする妖よう怪かいッスよね。自分もゲームで見たことがあります」

　江え西にし陀だが無造作に、ダイスで選ばれた色のブロックを抜ぬく。

「もうちょっとマシなチョイスは無かったのか……」俺の番を無視して、出島先輩がラクそうなブロックを取った。代表はそれを咎とがめず、もう一度ダイスを振ふって仕切り直す。

「でも、主人公とかパーティーメンバーに化けて、能力が一いつ緒しよの敵とかは俺もゲームの風景でたまに見るな」

　基き礎そ知識がゲームな俺と江西陀の勝手な印象に、代表が苦笑いする。

「いや、それはちょっとした勘かん違ちがいなんだよ。厳密に言うと、ドッペルゲンガーというのはドイツ由来の外来語で、元々の意味は自じ己こ像ぞう幻げん視しのことだ」

　俺の番になり、俺がジェンガにそっと手を伸のばすのを見ながら萩先輩は小首を傾げる。

「それってどう違──」




「失礼します、神楽かぐら咲さき高校生徒会執しつ行こう部ぶです！」




　突とつ然ぜん部室のドアが開き、校則通りにキッチリと服装を整えた男女がゾロゾロと部室に入ってくる。萩先輩が、何事かと啞あ然ぜんとした様子でそれを見つめている。

　先頭には我ら丘おか研けんを敵視する毒電波、さくらんぼの髪かみ留どめが特とく徴ちよう的な眼鏡少女が、代表の真似まねか腕を組んで仁に王おう立だちしていた。




　が、そんなことはどうでもいい。




　俺はブロックを取ろうと集中し、片目を瞑つぶって指を突つき出していた。だが、ブロックに指が届く寸前で、部室に乱入してきた男子生徒が机に足をぶつける。

　ジェンガが揺ゆれ、俺の指が揺れ、俺の心臓が激しく揺れた。

「うわああああぁぁぁ！　うるせぇ、動くな黙だまれ！　今は真しん剣けん勝負中だ！」

「えっ!?　あ、ああ、すまない……」

　俺の剣けん幕まくに、生徒会の役員らしき男子生徒もたじろぐ。

　訪おとずれる静せい寂じやく。

　室内に緊きん張ちようが走る。

　気を取り直し、指を突き出す。無事にブロックが取れた。

「ふぅ……、危なかった。萩はぎ先せん輩ぱい、どうぞ」

「はーい。あっ、また赤かぁ。やだなぁ」

「──あの、私達はこの一戦が終わるまで待たなければいけないんですか？」

　心に余よ裕ゆうが出来て、生徒会長──城じよう尾び滝たき椿つばきさんの顔を確かく認にんする。不満そうに口を尖とがらせていた。一いつ瞬しゆんだけ、俺と目が合う。すぐに逸そらされてしまった。

「キミからここに来るなんて珍めずらしいな、城尾滝クン。コーヒーでも飲むかね？」

「生憎あいにくと紅茶派なので結構です。それと、校内にそういった玩具おもちやを持ち込むのは校則違い反はんですよ、沈じん丁ちよう花げさん」

「玩具ではないよ、神かみ懸がかったバランスの芸術だ。キミもやれば分かる」

　朗らかに代表は笑って、萩先輩の番が終わったのを確認しつつダイスを振る。

　そういえば、この二人が話しているのを実は初めて見た。

「それにしても、烏う合ごうの衆しゆうが大所帯でどうしたのかね。何か大事かな？」

「烏合の……っ！　ふん、貴女あなたがそんな大きな口を叩たたけるのもこれまでです」

　そう言って、城尾滝さんは後ろに控ひかえていた生徒から一枚の半紙を受け取り、それを広げて俺たちに見せつける。

『立ち退のき要求』、と達筆で書かれていた。

「新入生が多く入学し、今年は新しい同好会が多く発ほつ足そくしたのはご存知ですね。その影えい響きようもあって、現在は部室の数が不足し始めています。そこで生徒会役員会議で話し合った結果、新生の公認同好会は体育会系と文化系共に旧校舎に臨時として部室を設営することになったんです。まぁ、あくまで仮の処しよ遇ぐうになりますが」

　どうせ新設したって、そいつらは三ヶ月も続けないだろうに。ウチは学業優先、学業最強。

「ほぉほぉ、お勤め御ご苦く労ろう様さまッス」

「あなた方に関係ない話ではありませんよ、江西陀さん」

　城尾滝さんが、勝ち誇ほこったように江西陀を笑う。

　その間にも代表がダイスを何度も振り、その度たびに木製の塔とうの中身が抜けていく。

「その部室の配当を決めるためにも、一度神楽咲高校で活動する部活や同好会の組織図を再編することが採決で決まりました。今後は今まで非公認だった同好会も、生徒会の公認でなければ旧校舎の使用を禁止します。このままこの部屋を使用されると言うのなら、正式な手続きを踏ふんでください。オカルト研究会の場合は、最低定員の三人は残念ですが超こえているので、メンバー表と会計報告を顧こ問もん印付きで生徒会本部に提出していただければ結構です」

「えっ、そんな、今まで部活動って適当だったのに？」

「これまでの管理体制が悪かったんですよ。これからは、生徒会がシッカリと管理します。別に無視をするならご自由にどうぞ。あなた方の事は公認同好会とは別べつ枠わくの仲良し集会として、こちらも対応しますので」

　萩先輩がオロオロと、近くにいた江西陀にしがみついて怯おびえる。

「管理とか、上から物言うのは気に入らねぇな。まぁ、前向きに考えとくから出てってくれよ。お前らがいると部屋が狭せまいんだ」

　出で島じま先輩が特に気にした様子も無く、無造作にブロックを引き抜ぬく。グラグラと揺れたが、まだ倒たおれる気配はない。俺が更さらにブロックを取るが、ジェンガはまだ倒れない。しかし、これが恐おそらく最後の周になるだろう。




「期限は一ヶ月です、それまでにオカルト研究会の顧問を決定してください。でなければ、ただの仲良し集会にはこの部室から立ち退いてもらいます」




　唐とう突とつな宣言に、さすがに全員ジェンガから視線を城尾滝さんに移す。堪たまらなく愉ゆ快かいそうに、城尾滝さんが俺達を見下ろしていた。

「──横暴というより、早計だな。知ち恵えの底が知れるぞ、城尾滝クン」

　代表は笑え顔がおこそ崩くずさないが、不ふ機き嫌げんなオーラを全身から発している。

「顧問もいない非公認同好会で今でもマトモに活動しているのは、もうこの丘おか研けんだけだ。ただの丘研潰つぶしにしては随ずい分ぶんと派手な立ち回りだな」

「いえいえ、そんなつもりは毛頭ありません。私は学校を良くするために、組織的な改革を行っているだけですよ。──では、ゆっくりと顧問を探してください。もっとも、わざわざオカルト研究会の尻しり拭ぬぐいに名乗り出る人なんて、もしかしたらいないかもしれませんが」

　御ご機き嫌げんよう、と城尾滝さんが笑顔で踵きびすを返すと、下したっ端ぱの何人かも共に部室から騒そう々ぞうしく出て行く。後には、茫ぼう然ぜんとした俺達だけが残った。

「──んで、実際のところどうなんスか、代表。ウチって顧問なんていないッスよね」

　ふと我に返った江え西にし陀だの質問に、代表が腕うでを組んで唸うなる。

「うーむ、まぁ、我々の志さえあれば丘研そのものが潰ついえることはないがね。拠きよ点てんとなるこの部屋が接収されるのは面おも白しろくないな。あの子は決めたら頑がん固こだからね、交こう渉しようは無理だろう」

「どっちにしろ、俺たちの意見に耳を貸すと思えませんけど。顧問、と来たか……」

　城尾滝さんとは、こんなやり取りはかわいいと思えるくらいの因いん縁ねんがあるわけだし。そういえば、城尾滝さんがテロの真実を誰だれかに密告するような素そ振ぶりは、今のところまだない。

　俺たちの更こう生せいが狙ねらいらしいが、どうにも計り知れない人だ。要注意人物に違ちがいない。

「……なるようになるんじゃねぇか、らしくもねぇ。前を見ろよ、そのうち何か思いつくって」

「出で島じまくんって、たまにいいこと言うよね」

　あくまでいつも通りな出島先輩に、萩先輩が苦く笑しようする。「私も出島くんの意見に賛成かな。一ヶ月あるわけだし様子を見ようよ。知ってる先生に何人か掛かけ合ってみるから」

　なぜか代表が首を傾かしげている。「──要は血印があればいいのだろう？　簡単じゃないか」

「怖こわいこと言わないでください、代表！　暴力は無しです！」

　不服そうに代表が眉まゆを吊つり上げる。「馬ば鹿かなことを言うな、咲さき丘おかクン。そうでもしなければ、こんな校則違い反はんの塊かたまりのような同好会の顧問になる酔すい狂きような輩やからがいるわけがない！」

　面めん倒どうな部活だという自覚はあるらしい。

「まぁ、正直言ってどーでもいいッス。……つーか、楓かえでの件の復ふく讐しゆうがただの部活潰つぶしだけってのはしょっぱいッスよねぇ。一体何を企たくらんでるんだか」

　江西陀の意見については俺も同感だ。前に一応代表に相談したが、代表は笑うだけで特に何も口を出してこなかった。そして、今も仏ぶつ頂ちよう面づらで何も語らない。

　代表がダイスを振ふるのを再開する。

　江西陀が余よ裕ゆうの表情でブロックを抜く。出島先輩の番になった。

　慎しん重ちように木で出来た塔を出島先輩がデカい指で突つつく。せっかく俺が頑がん張ばって組み上げたジェンガが音を立てて崩ほう落らくし、最終下校時刻のチャイムが部室に響ひびいた。







　そのまま丘研メンバーと帰ろうと思った俺だが、教室に傘かさを忘れていたことに気がついた。梅雨つゆも近いこの季節にはよくある風景である。

　相あい合あい傘がさを申し込んだが全員に丁てい重ちように断られたため、代表達には先に帰ってもらった。一人で新校舎の教室に向かい、暗くなり始めた廊ろう下かを歩く。

「す、すみませーん……」

　あれ、そういえば何度も何かを言い忘れていたり、聞き忘れていることがあった気がする。

　なんだっただろうか。思い出せないということは、大した用事じゃないと思うけど……。

「通してくださーい……」

　ぺた……ぺた……、という足音。

　誰もいないはずの廊下に響く声。

　背中に粘ねばつくようなそれが投げかけられ、思わず背筋が震ふるえる。




　振り返ると、そこには紙の山が俺の目の前に立ちはだかっていた。




「うぉぉあああぁぁぁ！」

「ひゃああごめんなさい私が悪いんですすみません！」

　紙の山が跳はね上がったと思うと、バサバサと軽い音を立てて崩落する。その向こうから、小こ柄がらな女性が頭に書類の乗ったままペコペコ謝っている姿が見えた。

「って、なんだマリちゃんか。脅おどかさないでくれよ」

　白衣を着た女性が頭に書類の乗ったまま首を傾げる。「あれ、ウチのクラスの子だっけ」

「咲丘だよ、ほら、清きよ宮みやとよく一いつ緒しよにいる。担任やってんだから、名前ぐらい覚えてくれ」

　そう言って、俺は床ゆかに散らかった書類を集める。慌あわてて彼女もワシャワシャと掃そう除じに加わった。俺は一応方向を揃そろえようと思ったのだが、相手が気にしない様子だったので俺も速さを優先する。

　あらかた片付いたので、お互たがいに一息ついた。

「ご、ごめんねー。担任なんてやってるとさ、ほら、全員同じ顔に見えない？」

「すげぇ……、発言が教師と思えねぇ！」

　えへへー、と俺を見上げる形で彼女がヘラヘラ笑う。

「そうかなぁ、文人さんっぽい？　……あっ、そうだ、清宮くんのボーイフレンドだよね」

　かなり際きわどい発言だが、まぁ、実は一言も間ま違ちがっていない。

　なんというか、締しまりのない風景だ。




　大学生にも何とか見えそうな、少し長い前まえ髪がみを髪かみ留どめで整えた、若作りの成果の結けつ晶しようのようなこの女性こそ、俺と清宮のクラスの担任である小こ手で毬まり綾あや芽め女史である。

　担当教科は地理歴史、バリバリの文系先生だ。だが、化学教師でも養よう護ご教きよう諭ゆでもないのに毎日のように白衣を羽織っている。前に誰だれかがふざけてそれについて質問したのだが、「スーツって暑いんだよ？」と真面目まじめな顔で返答したという逸いつ話わは、今でも有名だ。
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　一見アホにしか見えない人だが、のんびりした性格で、中々に生徒想おもいな人である。

　進路指導にもかなり力を注いでいて、特にドロップアウト組への就職の斡あつ旋せん補助などは、ほとんどこの人が一人でやっているんじゃないかとも噂うわさされているそうだ。そりゃまぁ、大学へ進学するならともかく、高卒で就職を考える奴やつのために本気で走るような酔狂な教師なんてものは、中ちゆう堅けん以上の進学率を誇ほこるこの高校ではあまりいないタイプだろう。

　そしてそんな小こ手で毬まり先生のことを、生徒は敬意も糞くそもなく『マリちゃん』なんて友人感覚で呼んでいたりする。




　書類の山はそれなりに重量があるものの、一人で抱かかえきれないという程ほどでもない。だが、視界は塞ふさがっているので一人で運ぶのはかなりの恐きよう怖ふを伴ともなうだろう。

　俺がまとめて持つと、前方で声がする。

「大だい丈じよう夫ぶ？　一応前からも押さえるから、そのまま進んでね。こっちで誘ゆう導どうするから」

　最初から手伝うつもりだったし、乗りかかった船だ。帆ほで水平線が見えなくたって、船頭がいればなんとかなる。

　多少フラフラしながら、小手毬先生に引っ張られる形で廊下を歩き、階段を登り、戸を開けてもらって俺は社会科準備室に入る。指示通りに小手毬先生の机の足元に書類の山を置いた。

「ご苦労様、いやぁ手伝ってくれるなんて助かったよー」

「じゃ、評価一個上げてください」

「うんうん、それくらいしてあげるよ。このご恩は忘れるまで忘れません」

　遠回しに断られてしまった、残念。「マリちゃん。これはもしかして、補講のプリントか？」

「そうだよー。そろそろ定期試験のアフターフォローを考えてあげないとね。ほら、一回目の試験って大事じゃない。ここで躓つまずくと、高校三年間ずっと苦手意識持っちゃうしね」

　既すでに苦手な奴はどうしたらいいのだろう。実は補講勧かん告こくを受けている俺としては、億おつ劫くうな話でしかない。

「そりゃ素す晴ばらしい。んじゃ俺、帰るんで」

「えぇー、待ってよぉ。運んでくれたお礼にせっかくだからお茶しよう、ね？　さぁさぁ」

　小手毬先生は無理やり俺を空いている席に座らせると、ドタバタと慌てて散らかった準備室の給湯ポットのスイッチを入れる。「紅茶とコーヒー、どっちか飲める？」

　小手毬先生はクラスの問題児を準備室に呼んで面談をすることがあるらしい、と以前に聞いたことがある。どうやらこれはそれのようだ。──なんとなく断れる雰ふん囲い気きではない。

「はははっ……。じゃ、コーヒーをお願いします」

「コーヒーなんて飲めるんだ、大人だねー。私は苦くって無理。ちょっと待ってて、インスタントのやつでいい？」

　俺も部活に入るまでは紅茶派だったのだと思うと感かん慨がい深くなる。「飲めるなら何でも」と言うと、しばらくしてコーヒーと紅茶を持って小手毬先生が俺の向かいの席に座る。机の上に置いてある小さなＣＤラジカセの電源を入れると、オルゴールの音が流れ始める。

　優やさしい音色だった。ただ部室でクラシックばかり聴きいていたので、どうにも違い和わ感かんがある。

　小手毬先生はガサゴソと机を漁あさって、俺の名前が書いてあるファイルを取りだした。一人一人まとめてるんだろうか。

　少しの間、小手毬先生は黙だまって俺のファイルに目を通す。居い心ごこ地ちが最悪に悪い。

　渡わたされたコーヒーを一口啜すする。不味まずい。

「えっと、咲さき丘おかくんだよね。今から個人面談を始めます」

　いきなり重い話になった。「この学校には、もう慣れましたか？」

「部活は楽しいですね」

「進路はもう決めた？」

「永久就職を狙ねらってるんで大丈夫です」

　男の子の台詞せりふじゃないよー、と小手毬先生が口を尖とがらせる。「もうっ、真面目に考えないと駄だ目めだよ。今の時代、受験勉強を始めるなら今から本格的に勉強しないと大変なんだから」

「適当な大学に入って、適当に就職するって。マリちゃんは神経質過ぎるよ」

　決まり文句を言うと、小手毬先生が神しん妙みような顔をする。

「そういうのがいけないんだって。最近の就職事情って本当に大変なんだから。学歴社会は終わったー、なんて言ってるけど。あれ、噓うそっぱちだから」

「そりゃまぁ、そうだろうけど。一年生の今から就職について考えろって言われても……」

「とりあえず咲丘くんは進学希望、っと。就職の希望はシステムエンジニアだったっけ」

「いや、第一希望は『見張り』って、ちゃんと書いたはず……っ！」

　なぜ第三希望が先に出たんだろう。ちなみに、第二希望は『風景愛好会初代会長』である。

　小手毬先生が、机に置いてあったメモ用紙に何か書き記す。字が汚きたなくて解読できない。

「でもね、今の成績だと進学は難しいよー？」

「これから本気出せばいいんだよ。いや、マリちゃんの言うことは分かるぞ？　俺は古典とか日本史とか苦手だし。でも俺、理系なんで──」

「ここに、今回の咲丘くんの中間テスト全教科の結果があります」

　まだ未発表のはずのそれが書いてあるメモをファイルから取り出し、小手毬先生は静かに俺に見せる。驚きよう愕がくの点数が記き載さいされていた。

「はははっ、誰だれだよこの馬ば鹿かは」

「自覚が無いんだ……」

　小手毬先生が盛大にため息をつく。「進級には差し支つかえないだろうけど、進学するんだったらかなり勉強しないとね。社会は担任が私なのに……、私の授業分かりにくいかなぁ」

「いや、教きよう卓たくでマリちゃんがピョンピョン跳はねてるの見てたら、ついウトウトと──」

「あんまり関係ないよね、それ!?」

　呆あきれた顔で言う小こ手で毬まり先生に対し、俺も仏ぶつ頂ちよう面づらが崩くずせない。

　コーヒーを啜る。すごく不味い。

「でもね、咲丘くんってそういう所が個性的だからさ。なんか人生適当に上手うまくやっていけそうな気がしちゃうんだよね。だから頑がん張ばって評定上げてさ、推すい薦せん狙ねらってみない？」

「個性的、ねぇ……」

　それは悪口だろうか、それとも皮肉なんだろうか。なぜか褒ほめられている気がしない。

　真しん剣けんな顔で小手毬先生は指を立てる。そういえば、紅茶に手をつけていないのはなぜだろう。

「今からでも頑張れば狙えるよ、最近は推薦の基準って緩ゆるいし。私も協力するからさ──」

「そうだそうだ、マリちゃん。ちょっと聞きたいんだけど。マリちゃんはこの世にドッペルゲンガーがいるって話、信じるか？」

　耳の痛い話は無視して、無理やり会話の流れを変える。うーん、と不満そうに唸うなってから小手毬先生は小首を傾かしげる。「どういうものか位は知ってるけど、いきなりどうして？」

「オアシスに出しゆつ没ぼつするらしいんだよ。雑誌とか、最近は新聞でも出てるだろ？」

「へぇー、そうなんだ。とっくの昔に流行が終わったと思ったけど、まだ流行はやってるんだねぇ。なんか懐なつかしいなぁ。私が学生の時にも神楽かぐら咲さきで一度流行ったんだよ、悪戯いたずらお化けの『ドッペルゲンガー』」

「ほー、そうなのか」

　咎とがめられるかと思ったけど、意外にも乗って来た。

「ふふぅん、昔は『オカルトマリちゃん』って呼ばれてたんだよ。ドッペルゲンガーとシェイプシフターの違ちがいとか、《お菊きくちゃん伝説》とか、《かごめかごめの宝》とか、そういうのを大学で勉強してたんだから」

「随ずい分ぶんとアグレッシブな大学だな、おい！」

　そして意外にもオカルト好きだった。

「大学は好きなことを研究する所だからね、案外こういう研究でも評価って貰もらえるんだ」

　初めて小手毬先生が紅茶に口を付ける。ビクッと体を震ふるわせたかと思うと、カップに向かって息を吹ふきかけ始めた。

　猫ねこ舌じただったらしい。

「有名な役者さんを使った映画とかが出てね、本も買ったなぁ。面おも白しろいけど怖こわい話だったんだよ。自分の知らない自分と対面って、マイナスイメージあるよね。絶対に映画のせいだよ」

「ドッペルゲンガーを見ると、その人は死ぬんだよな」

「噂うわさだとね、私は分かんないです」

　そりゃそうだろう。

「ドッペルゲンガーには伝承としての約束事があるの。一つ、ドッペルゲンガーは会話しない。二つ、ドッペルゲンガーは本人に関係のない場所で出現しない。それとね、これが一番重要なんだけど、見えたそれは自分自身だって直感で分かるの。だから怖こわいんだけどねぇ」

　自じ慢まんげに小手毬先生が胸を張る。実際、初耳だった。

「あとね、芥あくた川がわ龍りゆう之の介すけはドッペルゲンガーを見たから自殺したんだよ。知らないでしょー」

「えぇー、それはさすがに噓うそだろ？　──そういえば、代表は特に何も言ってなかったな。どうなんだろう……」

「代表？」小手毬先生が首を傾げる。「咲さき丘おかくんって部活動か何かしてたっけ」

「丘おか研けんに入ったんだよ。どうせ非ひ公こう認にんの同好会なんだし、わざわざマリちゃんに提出する物もないだろ。──って、そういやこれからは必要なのか？」

「まぁねー、この前の生徒会の評議で決まったんだ。今度申しん請せい書しよあげるね。……ああ、代表ってやっぱりオカルト研究会の沈じん丁ちよう花げさんか。大だい丈じよう夫ぶ？　変なことされてない？」

　酷ひどく複雑そうな表情で、小手毬先生は心配そうに俺を見る。あの顔は、きっと城じよう尾び滝たきさんと同じような印象を抱いだいているに違いない。

「マリちゃんも知ってるのか。思ったより代表って有名人だな……」

「いやいや、この学校で沈丁花さんを知らないのは今年入った新入生だけだよ。卒業した前代表君と一いつ緒しよに、去年も『世界を取り返す！』って色々学校でやってたからねー」

　さすが代表、去年からそんなにカッコいいことをやっていたらしい。

　それにしても、前代表君というのはどんな人だろう。「本当に個性的な部活だよね。もうあの子も卒業したんだし、沈丁花さんには今年こそ大人しくしていてもらいたいなぁ」

　既すでにテロを起こしたなんてさすがに口が裂さけても言えない。

「まぁ、変な人たちだし、問題になるようなことがないように俺も気を付けるよ。マリちゃんもそろそろ大台だしな、面めん倒どうは嫌いやなんだろ？」

「大台!?」小手毬先生が目め尻じりに涙なみだを浮うかべる。「ち、違うよ！　まだ二十代だよ！」

「二十代って自分で言う人は、大半が二十代後半だ」

「えええっ、そ、そそそんなことないよー!?」

　目が完全に泳いでいる。カマをかけたんだが、まさか図星だったんだろうか？

　だとしたら、これは俺が弄いじってあげるしかない。

「ほれほれ、想像するがいい。バースディケーキに蠟ろう燭そくが一本ずつ立てられていく。一本、二本、三本──。何だよこの風景、剣けん山ざんか？　随分時間が経たったけど、まだ立て終わってない？　おかしいな。さぁ、ちゃんと数が合ってるか一本目から数え──」

「やめてー！　毎年来る悪夢を実じつ況きようしないでぇぇ！」

「ハッピィバースディ、トゥー、ミ──」

「いやあああ！　違うの、友達は用事があるの、本当なの、……うわぁぁぁぁん！　彼氏欲しいぃぃぃ！」

　号ごう泣きゆうしてしまった。悲しい風景だと俺までつらくなってくる。うーむ、これは萩はぎ先せん輩ぱいに代わる新しいオモチャ発はつ掘くつの予感がする、素す晴ばらしい。

　さて、夜も遅おそくなったし、そろそろ夕飯をその辺で買って──




　忘れていたことを思い出した。




「あっ、あああああああああぁぁぁっ！」




　突とつ然ぜん俺が大声を上げても、小こ手で毬まり先生は突つっ伏ぷして動かない。「すまん、ペットに餌えさをやるのをすっかり忘れてた。もう帰るわ」

　俺が一方的に会話を終しゆう了りようさせて身み支じ度たくを始めるのを、小手毬先生は遮さえぎろうとしない。突っ伏して動かない。

「──ペット飼ってるんだ、いいなぁ」

「勝手に住み着いたんだよ。……あっ、そうだマリちゃん。マリちゃんって部活の顧こ問もんやってたっけ？」

　丘研の顧問問題についてすっかり忘れていた。小手毬先生にも一応聞いてみるべきだろう。

　だが小手毬先生は顔を上げて、どんよりと濁にごった目で俺を見つめる。

「なに、それは『どうせ彼氏もいないんだし暇ひまなんでしょ』っていう嫌み？」

「何でもないです、失礼しましたー」

　ご機き嫌げん斜ななめらしい。俺は足早に社会科準備室を出る。

　小手毬先生は「気をつけて帰ってね」以外に何も言わなかった。

　夜の廊ろう下かにはシクシクと泣き声が響ひびいた、ような気がする。







　雨も降っていたし思いのほか遅くなったので、電車を利用して家に急ぐ。

　途と中ちゆうで駅前のコンビニに寄り、適当にカップ麵めんをいくつかと、季節外れの肉まんを二つ買ってきた。肉まんに季節感も何もあるのかは分からないが、梅雨つゆも始まるこの時期に食べるのはなんとなく珍めずらしい気がする。

　傘かさを差して走る。少し風もあるので、傘がやたら重くて邪じや魔まだ。

　雨の中レインコートを着て走るマラソンマンが、すれ違ちがいざまに俺に振ふり返った。あんたと俺は違う、俺はちょっと急いでるんだ。どうだっていいだろう。

　雨足は弱く、自宅のアパートへ走ってもそれほど濡ぬれずに済んだ。軽く息を整えようと思ったが、日ひ頃ごろの運動不足が祟たたったのかイマイチ落ち着かない。

　仕方なく、荒あらい息のまま自宅のドアを開ける。

「ふぅ、すまん！　遅くなっ──」

　言い終わる前に激痛が走る。

　肉食動物に腕うでを嚙かまれていた。

「いてぇいてぇ！　悪かった、俺だってもうちょっと早く帰ろうと思ってたんだよアイタタタタタ！　すみません噓うそです部活で遊んでたら思ったより遅くなりましたごめんなさい！」

　言い訳と本音と謝罪を十秒もせずに言い切ったところで、ようやく動物が俺の腕から離はなれる。憮ぶ然ぜんとした様子で、腕を組んでいた。

「遅くなるんだったら食べ物置いておいてよ。食事も出ないとはどういうことだぁ！」

「勝手に上がりこんで、飯の要求までしてんじゃねぇよ……」

「でも、香か澄すみさんは分かったぞぉ。咲さき丘おかはあたしの為ためにわざわざ走って帰ってきたんしょ」

「いや、雨が降ってただけだから」

　動物が俺の手からコンビニ袋ぶくろを奪うばうと、中から肉まんを二つ取り出す。少しの間見つめると、無言でそれを自分の着ているシャツの中に突っ込んだ。

「見て見て、おっぱい」

「悲しくならないか？」

「悲しくなった。やめる……」

　半分涙目になって、馬ば鹿かがシャツから肉まんを取り出す。肉食動物はむしゃむしゃと食べながら部屋の奥に戻もどって行った。俺も後に続く。

　そして絶句した。

　丁てい寧ねいに巻数を揃そろえてラックに納めていた漫まん画がや雑誌は部屋に雑然と散らばり、梅雨前の貴重な晴れの日に干したばかりの布ふ団とんはグシャグシャに丸められ、代表から借りたＣＤは裸はだかで適当に放置されている。テレビは点つけっ放しで、元あった卓ちや袱ぶ台だいは部屋の奥に無む理りやり押し込められている。そして元々狭せまいその部屋の中央には、今ではテンガロンハットと大きなギターのハードケースとアンプが冷然と鎮ちん座ざしている。

　学校に行っている間のたった一日で、俺の聖域の風景は不浄の地と化していた。

「咲丘ってクラシックなんか聴きくんだ。意外じゃん。ちょっと巻いたけどさ、やっぱり肌はだに合わないっていうか、眠ねむくなっちゃうんだよね。もっとロックな曲ないの？」

　勝手に居い候そうろうしてきた不浄の地の主が、俺のベッドの上でポロポロと肉まんの皮を溢こぼしながら、熱々のそれを頰ほお張ばって俺に尋たずねる。

「──大人しくしてろ、と言ったつもりだったんだけどな」

「言われた通り、部屋から一歩も出てません！」

　ニシシ、と笑う馬鹿──苧環おだまき香澄を直視していられなくなり、俺は茫ぼう然ぜんと天てん井じようを見つめる。




　この肉食ペット、マジでどうしよう。
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　秋あき元もと（仮か名めい）は疲つかれていたのか、白昼夢を見た。




　いつもの帰り道、ふと気付くと小こ洒じや落れたカフェがあることに気付く。

　こんな所に、店なんてあっただろうか。

　何気なく覗のぞきこむと、それなりに客も入っているようだ。財さい布ふの中身を確かめる。コーヒーを飲むくらいは大だい丈じよう夫ぶだろう。

　店内に入ると、活発そうなウェイトレスに接客される。なぜか既すでに何人も座っているテーブルに案内された。ウェイトレスは何事も無かったように仕事に戻ってしまう。

　まだ空いているテーブルもあるのに、わざわざ相席しろと言うのだろうか。

　接客態度に問題があると文句を言おうか考えているうちに、客の一人が「何やってんだ、座れよ」と隣となりの席を指差した。相手側は別に相席でも構わないらしい。秋元も渋しぶ々しぶ着席する。

　大きめのテーブルの上には新聞が開かれていた。

　経済面や政治面ばかりである。

「ウチの方面は駄だ目めですよ。そろそろ堅かた気ぎが寄りつかない」

　先に座っていた三人のうち、瘦やせた眼鏡の男がため息を吐つく。

「柏木さんの所の穀ごく潰つぶし、何とかならないもんですかね」

「組合の近くじゃ面倒だろ。災難だねぇ」

　秋元を隣の席に誘さそった、小太りの男が鼻で笑う。

　もう一人のサングラスをかけた男は、二人の会話を聞く様子もなく、雑誌を片手にコーヒーを啜すすっている。どうにも、この先客達の共通項こうが見えない。

　秋元が首を傾かしげていると、ウェイトレスが小走りで寄ってきた。

「ご注文は何になさいますか」

「すみません……。ここ、何のお店なんですか？」

　秋元の質問に、ウェイトレスはきょとんとした顔で返す。




「『コーヒーハウス』ですが……、表の看板に書いてありませんでしたか？」




　翌日に秋元はその店を捜さがしたのだが、二度とその『コーヒーハウス』を発見することはできなかった。
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　遡さかのぼること昨日の夕方、チーズケーキの美味うまい喫きつ茶さ店てん。

　香か澄すみの相談を一通り聞いた俺が席を立つと、香澄もそれに続く。勘かん定じようは俺がまとめて払はらった。

　喫茶店から出た香澄は大きく伸のびをすると、俺に笑いかける。

「とりあえず、あたしの荷物これだけだから。ギターケースに最低限の着き替がえとか入ってるし。あとは咲さき丘おかの部屋の広さ次し第だいかなー」

　──は？

「ん、何ボーッと立ってんの？　咲丘の家ってどっちよ」

「よし、待とう。香澄さん、まずは落ち着け。──お前、さっき言ってた『当分の宿』って、どこだ？」

　なんとなく答えが分かっていても、俺としては聞かざるを得ない。

　香澄がポカンと口を開けている。




「いやいや、しばらく咲丘の家に泊とめてよ。アテないし」










　そんなわけで現在。香澄は強ごう引いんに俺の部屋に居い候そうろうしている。

　とはいえ、俺の部屋もそれほど大きくはない。掃そう除じは行き届いている方だと思うが、テレビやパソコンその他ほかが部屋の半分を支配しているのだ。

　さすがに追い出すのも気が引けて、昨晩は仕方なく俺のベッドを譲ゆずって床ゆかで寝ねたのだが、長く続けられる生活だとは思っていない。正直、ただの幼おさな馴な染じみの間あいだ柄がらだというのに、兄貴の無言のプレッシャーが隣の部屋から届くので非常に寝苦しいのだ。

　だから、香澄の寝ね床どこと仕事探しでもするつもりだったのだが。今日一日、誰だれかに相談しようと思っていて、案の定すっかり忘れていた。今日も床で寝ることは確定だろう。

　早く、この風景から抜ぬけ出したい。




　お湯を沸わかし、ビニールから出したカップ麵めんにそれを注ぐ。キッチンタイマーをセットするその様子を、香澄は興味深げに眺ながめていた。

「へぇー、それってそうやって作るものだったんだ」

「じゃあどうやってカップ麵を食うんだよ」

「ん、いつもそのままバリバリ食べてた」

「チャレンジャーだな」

　健康に悪そうな風景だった。「一人暮らしなのに、咲丘はご飯作らないの？」

「面めん倒どうくさいし。たまには自分で作るけど、いつもはコンビニか清きよ宮みやの作ったお裾すそ分わけで過ごしてる」

　実際、清宮にお礼返しということで何度か夕食を作ったことがあるのだが。その度たびに清宮が凄すごく悲しそうな顔をするので、なんとなくわざわざ作る気にならないのだ。

　まぁ、慣れないことをやって失敗するくらいなら、包丁なんて触さわらない方がいいに違ちがいない。

「香澄こそ、普ふ段だんは何食ってんだ？　……まさか草とか食ってないよな」

「香澄さんはもうちょい工く夫ふうします。草だって、ちゃんと焼けば食べられるっ！」

「そうかそうか……。いいよ、その俺の分の肉まんもやろう……」

「いいの!?」

　涙なみだぐましい話に、思わず主食を譲ってしまう。香澄が目を輝かがやかせて、さっきから大事そうに抱かかえている二つ目の肉まんを頰ほお張ばった。とはいえ、そもそも女の子のシャツの中に突つっ込んだ物が食えるわけ──

　一口でも食べておけば良かった……っ！

「そういえば咲丘。咲丘が学校に行ってる間に、言われたことやろうと思ったんだけどさ。結局よく分かんなかったわ。パソコンのやり方教えてよ」

「あー、やっぱり無理だったか。いや、そうだろうと思ったからいいんだけど」

　俺の後こう悔かいも知らず、香澄は二つ目の肉まんをさっさと食べ終えて小型のケースで出来たパソコンに向かう。

　起動スイッチを押すと、目の前に広がる大型テレビに繫つながったパソコンの起動画面が映る。

「画面大きいよねぇ。なんかよく分からないからピコピコ押しちゃったんだけど、こういうのって巻いて大だい丈じよう夫ぶだったの？」

「気にするなよ。それは遊び用の実験パソコンだからな。チャットツールとゲームしか入ってないから、ネットに繫ぐ位なら何やっても平気だ」

「遊び用？」香澄が首を傾かしげる。

「いやな、前からコンパクトケースに収まるネットブラウジング用のパソコンを作ろうと思ってたんだけど、最近になっていい感じのベアボーンが出たんだよ。今まではどうでも良かったんだけど、これが組んでみると中々いい。ブルーレイドライブと大型ＨＤＤが搭とう載さい出来るのに小さくてさ、グラボはオンボードとはいえ動画再生支し援えん機構がちゃんと入ってるから不便も特に無い。何より、無音に近い静音性と消費電力の低さが素す晴ばらしいんだ。若じやつ干かんはレスポンスが遅おそいけど、そこさえ気にしなければサブパソコンとしては十分過ぎる性能を──」

「な、何それ、日本語？　……昔はパソコンって大人が持ってるイメージだったけど。咲丘でも何台も持てるようなもんなんだねぇ」

　どうだろう。何台も、は厳しいんじゃないだろうか。

　キッチンタイマーが鳴る。カップ麵が出来たらしい。

　粉末スープを入れて、追加の液体スープを入れて、かき混ぜて。

「うわああぁぁ！　ビビったぁぁっ！」

　ラーメンをひっくり返しそうになって、慌あわてて支える。画面いっぱいの美しい壁かべ紙がみが、イカした目元のお兄さん達に変わっていた。「テメェ、俺の大事な風景になんてことしやがる！」

「それね、適当にボタン押してたら変わっちゃった。ま、まさにロックンロールっしょ！」

「い、いや、別にいいんだけどよ。すぐに戻もどせるし。……しかし、起動した時にこの顔がクローズアップされるのはグロいな」

　とても恐おそろしい風景だった。とりあえず、後で元に戻しておこう。

　香か澄すみの方を見ると、プルプルしながらマウスを動かしてネットブラウザを立ち上げていた。なんとも手つきがぎこちない。携けい帯たい電でん話わも持っていないくらいだし、機械には疎うといんだろう。

　しかしキーボードを叩たたくことすら嫌いやがっている江え西にし陀だに比べたら、頑がん張ばっているものである。

「うぬぬぬ、右と左のボタンがまだどっちか分からない……。っていうか、このマウスってやつ難しいよ。なんでこんなにボタン付いてるの？」

「マクロ登録してるんだよ、便利じゃねぇか」

　最近買い換かえたゲーミングマウスだが、思いのほか良い物だった。特にオプション設定すればボタン一つで検けん索さく画面に飛べるサーチボタンはけっこう気に入っていて、よく使っている。

「ちょっと間ま違ちがえてボタン押したら、ページが戻っちゃうし使いにくいって。あっ、でもこの音楽流れるボタンだけ使い方分かったよ」

　そう言うと、香澄が音楽プレイヤーを手元のボタンだけで起動させる。そういえば、音楽好きに音楽の聴きき方を教えるのをすっかり忘れていた。

「ああ、すまん、それぐらい教えなきゃ駄だ目めだったな。音楽も聴けなくて一日暇ひまだったろ」

「そうでもないよ、なんかここにゲームとかあったし」

　そう言って香澄は、なぜか一目で見つからないように何重にもフォルダ分けしたはずの俺の秘蔵フォルダを迷いなく開く。

　すごく、嫌な汗あせが背中に流れるのを感じた。

「このゲーム、すごく良かったよ……。第一章から無む茶ちや苦く茶ちや泣いた……」

「よ、良かったよなぁ！　背景ピクチャーの演出がまた最高なんだよ、思い出したら俺も涙出てきた……。くっ、うううっ……」

「うっ、えぐっ……、だよね……。女の子の個別イベントもかわいいから、余計に巻いちゃうんだよね。なんか文章ばっかりで難しいのかと思ったら、声も付いてるし分かりやすいの。メインテーマが流れた時とかもう巻きまくって──」

「やめろよ！　結末知ってる泣きゲーなのに、久しぶりにやりたくなるじゃねぇか……」

　でもそれ、エッチなゲームだからそこまでにしてください。

　おっぱい系お姉さんのセーブデータばかりだとバレたら、なんだか香澄に殺されそうな気がする。まさか見つかるまいと高を括くくっていたので、今度からはさりげなく誘ゆう導どうしてゲストアカウントでログインさせよう……。

　お互たがいに汗と涙なみだと変な汁しるでグチャグチャになった顔を服の袖そでで拭ふいていると、玄げん関かんから突とつ然ぜんチャイムの音が聞こえた。

「──ちょっと待っててくれ、香澄。出てくる」

「うううっ、ほーい……」

　宅配便だろうか、それとも清きよ宮みやだろうか。「清宮だったら、相談に乗ってくれそうだし気楽になるだろうなぁ」なんて考えながらドアを開ける。




「やぁ」




　──何の冗じよう談だんだろう。

　これは夢か、悪夢か、それとも超ちよう現実か!?

　少し見下ろした位置に、沈じん丁ちよう花げ代表の楽しそうな笑え顔がおがあった。

「江西陀クンから聞いてはいたが、思ったより綺き麗れいな建物じゃないか。多少は古ふる臭くさいデザインだと思うが、私は嫌きらいじゃない」

「……突然どうしたんです、代表。今日は雨が降るんじゃないですか？」

「もう降ってるよ」

　代表がハハハッと快活に笑う。「実は皆みな、校門で咲さき丘おかクンのことを待っていたんだが、あまりにもキミが遅おそいんで解散したんだがね。まだ帰ってないか、一応確かく認にんに来たんだよ」

「うわっ、それはその、わざわざすみません」

　そうとは知らずに、マリちゃんと駄だ弁べってしまったとは申し訳ない。

　何気なく、代表の恰かつ好こうを見る。なんと私服を着ていた。

　白くて細い肩かたが見え隠かくれする薄うす手でのシフォン・ワンピースに、明るい色のピッチリしたスリムジーンズが良く映はえている。引っこんでいる部分が引っこんでいるので、ベルトのようなものを腰こしに巻いていると、特とく徴ちよう的な大きな双そう丘きゆうが非常に強調された形になるファッションだ。

　だが、上着のワンピースが淡あわい色をしているために不思議とそれが嫌みに見えず、むしろ少女らしい爽さわやかさを演出していた。

　セーラー服も似合うのだが、私服姿も素す敵てきすぎる。

「と、そんなことは建前で、なんとなくキミがどんな部屋に住んでいるのか気になってね。よく考えたら、一度も遊びに行ってないことに気がついたんだ。一応携けい帯たいに連れん絡らくをしたんだが、まったく繫つながらないので、とりあえず来てしまった。……やはり、一言くらい断りを入れておくべきだったかな」

　少し申し訳なさそうに、代表が眉まゆを曇くもらせる。

「いえいえいえ！　俺が気付かないのが悪いんですよ、それは。とりあえず、こんな所じゃなんですから──」

　そう言って振ふり返る。俺の瞳ひとみには、とある風景が映った。




　部屋が散らかってしまったのはまだいい。問題は香か澄すみだ。




　そういえばシャワー上がりなのか。あの野や郎ろう、シャツにホットパンツ一丁とか、かなり大だい胆たんな恰好をしている。その上、まだ泣きゲーの余よ韻いんが残ってるのか、目め尻じりは涙で濡ぬれていた。




　荒あらしたような部屋。髪かみの乱れた、泣きじゃくる半はん裸らの女の子。




　このまま代表が俺の部屋に入れば、俺の好感度は変態から犯罪者にダウンする恐おそれがある。

　……。

　待て、待つんだ。冷静になれ。早まってはいけない。

　もし、俺が代表を招き入れなかったら、ひょっとして何か大切な物を失うのではないか。

　だが、もしここで俺が代表を招き入れたら。

　俺は一体どうなる？　俺は一体、何を失う？




　全すべてだ。




「こんな所じゃなんですから──何かね？」

　代表が一歩前に進む。

「外で話しましょう」

　ズイッと俺が前に出て押し止とどめると、代表が明らかに不満そうに頰ほおを膨ふくらませた。

「……雨が降ってるんだが」

「単調な雨音は集中力を高め、雨の日は視界が少し悪くなることで記き憶おく力も普ふ段だんより増し、勉強にそれぞれ効果があると言われているんですよ」

「なんだそれは、言った者勝ちのただのオカルトじゃないか。──私はキミの部屋が見たいと言っている。そこをどけ」

「嫌いやです！」

　俺が必死に拒きよ否ひすると、後ろの方から声がする。「どしたのー、咲丘。変態でも来たー？」

「──女性の声が聞こえた気がするんだが。おかしいな、私はキミが一人暮らしだったと記憶しているんだがね」

「それはですね、大音量でエッチなゲームをやっていたからですよ。だから、とてもじゃないけど部屋に女性を入れられないんです」

「そうか、最近のエッチなゲームはプレイヤーの名前を呼ぶんだな」

「ええ、呼びますとも！　現実の休日にはデートにも行きます！　夏休みには一いつ緒しよに旅行にだって行きますよ!!」

　アホなことを言っていると、代表が何歩か下がって距きよ離りを取る。代表が廊ろう下かの方にアイコンタクトを送ると、巨きよ大だいな影かげが俺の部屋のドアを覆おおった。

　──よく考えたら、代表が一人きりなはずがない！

「出で島じま先せん輩ぱい!?　一緒だったんですか!?」

「私が傘かさを差すとでも思ったか？　──出島、やれ」

　俺がドアを閉めるより早く、大きな足がドアの隙すき間まにねじ込まれる。全体重を掛かけて閉めようとしたのだが、ドアが俺を抱かかえたまま何の抵てい抗こうもなく開いてしまった。

　どんな怪かい力りきだろう。プレッシャーに体が固まって動かない。

　出島先輩が、申し訳なさそうに覗のぞきこんでくる。「すまんな、前向きに生きろ」

　ドアにくっ付いたままの俺を置いて、代表がゆったりと俺の部屋に上がる。

　荒らしたような部屋。泣きじゃくる半裸の女の子。

「……おおっ、おっぱい大きい」

　香澄は呆ほうけたように代表を見て、ただその一言しか発しなかった。

　代表が、口の端はしを吊つり上げて笑っている。

「さて、言い訳を聞こうか」







　香澄と出島先輩が隣となり同どう士し、部屋の隅すみでクッションを抱えて小さく丸まって座っている。

　代表がベッドに腰こしをかけて足を組み、俺はその正面の床ゆかで正座していた。

　惨みじめな風景というほかない。

「まさか幼おさな馴な染じみを軟なん禁きんしていたとはな。風景では飽あき足らず、ついに三次元にまで──」

「釈しやく明めいを全部したのにそれですか!?　酷ひどい！」

「じゃあ、最初になぜそう言わなかったのかね」

　呆あきれた表情で代表が言う。「私だって一応は分別くらいつく。正直に言えばいいものを、変に隠かくそうとするから余計に怪あやしまれるんだ。ハッキリ言って、さっきはキミならやりかねんとすら思ってしまったよ」

「はい、仰おつしやる通りです……」

　もはや反論も出ない。

　助けを求めて、出島先輩に視線を流す。出島先輩は笑え顔がおで親指を立てる。

「振り返ったお前の負けだ」

　もはや、かっこいいを通り越こして真実だった。

「よく分かんないけど、この大きい人たちは咲さき丘おかの知り合いなの？」

　どの部位の話だろう。「ああ、紹しよう介かいするよ。沈じん丁ちよう花げ先輩と出島先輩だ」

　俺が香か澄すみに紹介すると、代表が微笑ほほえみ、出島先輩が軽く手を挙げて挨あい拶さつする。「二人とも学校の部活の先輩なんだ。で、すみません代表、出島先輩。こいつが放課後に話した香澄です」

「よろしくな、幼馴染み！」

　出島先輩がグッと親指を立てる。まさか、幼馴染みというのはあだ名だろうか。

　そんなことを気にする様子も無く、「いぇーい、よろしく！」と香澄は早くも出島先輩とフレンドリーになっていた。何かの波長が合うのかもしれない。

　香澄が代表の方を見て、眉まゆを寄せて腕うでを組む。

「えっと、ジンチョウゲ、さん？　……なんか難しい苗みよう字じなんだねぇ」

　香澄が頭を捻ひねる。まぁ、馬ば鹿かには少々厳しいかもしれない。

「沈丁花桜さくらというんだ。私は苗字に誇ほこりを持ってるが、なにぶん面めん倒どうだろう。咲丘クンと一緒で、『代表』と呼ぶことを特別に許可しよう」

　許可制だったらしい。

「ああ、なんだ。じゃあ桜ちゃんだ」

　安心したような香澄の言葉に、代表の表情が珍めずらしく大きく変わる。

　明らかに狼ろう狽ばいし、頰を上気させて焦あせっていた。

「代表でいい」

「それだと誰だれか分からないじゃん。桜ちゃんに決定！　よろしくね、桜ちゃん」

「いや、代表で頼たのむ」

　えー、と香澄がむくれる。そういえば昔から、一度付けた呼び方を変えることを極きよく端たんに嫌いやがっていたような気がした。「いいじゃん、桜ちゃんって名前かわいいし」

「やめろ、何度言ったら分かるんだ。いいかね、私は名前で呼ばれるのがとても嫌きらいなんだ。──そうだろう、咲丘クン！」

「……いえ、初耳です」

　正座したまま事実を口にすると、代表がこれ以上ない失態をしたとばかりに表情を引き攣つらせる。

　なるほど、これ以上ない情報に違ちがいない。

「まぁまぁ、いいじゃないですか。俺もかわいいと思いますよ、桜ちゃん」
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「う、うわああああぁぁぁぁ！」

　代表が真っ赤になって頭を抱えて蹲うずくまる。

　やった……、初めてこの人に勝てる材料を見つけた！

　ゲーム全敗、口論全敗、挙げ句じゃんけんですら全敗のこの俺が、ついに！

「どうしました、桜ちゃん!?　──大変です、出で島じま先せん輩ぱい！　どうやら、代表は『桜ちゃん』と呼ばれると発ほつ作さを起こすようです！」

「えっ、マジかよ。それはたぶんまだ書いてないな」

　出島先輩が、代表のバッグと一いつ緒しよに抱かかえていた薄うすいノートを取り出す。

「やめろ出島ぁぁ！　書くなよ、絶対に書くなよ!?　──目的は何だ、咲丘クン。金か、地位か、それとも名めい誉よなのか!?」

「勝利ですよ、桜ちゃん」

　自分でも悪漢だと分かるくらいに顔を歪ゆがませて笑う。

　代表が、力無く項うな垂だれて動かなくなった。

　俺の──勝ちだ！

「ねー、咲丘。桜ちゃんのことはどうでもいいけどさ。いい加減これの登録の仕方教えてよ」

「んん、おうおう、いくらでも教えてやるさ。そこのブックマークからページを開いてくれ」

　鼻歌交じりに香澄のサポートに回る。今日はとても気分がいい。

「で、沈じん丁ちよう花げ。なんて呼ばれると駄だ目めなんだ？　言ってくれよ、覚えとくから」

「書くな」

　出島先輩が困こん惑わくした様子で俺を見る。善意で聞いてる人と、悪意で聞いてる人の区別も代表はつかないようだ。今はそっとしておくべきだろう。

「よし、そこでメールアドレスを登録してくれ」

「それが分かんないんだよね。何、そのアドレスって」

　うーん、江え西にし陀だ以上の知識の無さだ。ひょっとしてこいつ、しばらく文明に触ふれてないんじゃないだろうか。「要するに、ネット上の住所だ。登録すると荷物や手紙が届くようになる」

「なるほど。で、勝手にあたしの住所作っていいの？」

「あー……。面倒だし、俺のサブケータイ使っちまえ」

「えっ、携けい帯たい電でん話わも二個持ってるの？　なんで？」

　鞄かばんの中にしまっていた携帯電話を取り出して、香澄に放ほうり投げる。

「普ふ通つうの携帯アプリしたかったからついでに一緒に買ったけど、スマートフォンメインにするからいらねぇわ。しばらくは立て替かえてやるから連れん絡らく用にそれぐらい持っとけ。──ああ、そこクリックしたら前の画面に戻もどっちまうよ。もういい、偉えらいぞ、よくここまで頑がん張ばった」

　イチイチ教えるのも面倒になった。香澄からマウスを借りて、俺が一気に入力を始める。

「おー、咲丘もお金持ちだねぇ。ありがと」

「ただの盛大な無む駄だ遣づかいだな」

　ニコニコして携帯を弄いじる香か澄すみに比べて、代表がちょっと冷たい。

　出島先輩もなぜか、俺の説明を真面目まじめな顔をしてメモしている。

「それにしても、とんでもなくデカいテレビだな。なぁ、沈丁花。これって居間のテレビより大きいんじゃないか？」

「知らん」

　代表は拗すねていた。出島先輩も唸うなりながら、どうしたものかと頭を搔かいている。

「──で、咲さき丘おか。さっきからテレビで何やってんだ？　そこの幼おさな馴な染じみに関係でもあるのかよ」

「求人情報サイトに登録してたんですよ、要はネットの雇こ用よう窓口です。学生バイトの求人広告だけを専門に扱あつかっているんですけど、無いよりはマシでしょう」

「──それ、登録しないとマズイのか」

「出島先輩がバイトするかは知らないですけど、覚えておいたら便利ですよ。──ほいよ、今度からはこいつを香澄の携帯電話として使ってくれ」

　メモ帳にメールアドレスとパスワード、求人情報サイトへのログイン方法を書いて香澄に手て渡わたそうとする。しかし、香澄はそれを受け取らずにポカンとしていた。

「──えっ、これって何、仕事探すためにやったの？」

「そうじゃなかったら、何のためにやってたと思ったんだ？」

「聞いてないって！　くそぅ、あたしは絶対に働かないかんね！」

　今いま更さら信じられないことを香澄が言い出す。

「はぁ!?　テメェ、まさか居い候そうろうニートする気か!?　冗じよう談だんじゃねぇ、だったら今すぐ出て行け！　こっちは大きい方の引き籠こもりの世話でお腹なかいっぱいなんだぞ！」

「あたしはデビュー目指すの！　これでも練習で忙いそがしいんだから！」

「ふざけんなよ……、要するにヒモじゃねぇか！」

「ひ、ヒモって言うなぁ！」

「うるせぇ、このヒモ女！　貧乳！　ナイチチ！」

　俺が香澄の頰ほおを抓つねって伸のばすと、香澄も俺の顔を摑つかんで引っ張る。

「おいおい、高校生にもなって醜みにくい争いはやめないか……。──出島、頼たのむ」

　代表の声がして、俺と香澄の間に巨きよ大だいな影かげが立つ。出島先輩が立ち上がっていた。

　出島先輩が俺と香澄の襟えり首くびを摑むと、ひょいと持ち上げる。俺たちの体は宙に浮うき、出島先輩が両手を広げると互たがいに手が届かなくなった。

　香澄は頰を膨ふくらませて俺を睨にらみつける。子供かコイツは。

「……そんな顔してもダメだ。しばらく泊とめてやるのはいいけど、音楽やるんだったら、せめてバイトだけでもやってくれ。いくら幼馴染みでも、さすがにそこまで面めん倒どう見みたくない」

　正直、その方が絶対に香澄のためだ。会った時は馬ば鹿かにしたが、俺だって幼馴染みの夢を応おう援えんしてやりたい気持ちくらいある。だが、それとこれとは話が別だ。

　俺と香澄の息が落ち着いたのを見て、出で島じま先せん輩ぱいが俺達をそっと降ろす。香澄は小さく悪態をついていた。「──ちぇっ、咲丘のケチ」

　俺は立ち上がって咳せき払ばらいをして、台所に向かう。「とりあえずコーヒーでも淹れますよ。代表も出島先輩も、せっかくですからゆっくりしていってください」

「──ああ、悪いね」

　代表も俺たちの様子を見てため息を吐ついていた。さすがにどうでもよくなったんだろう。

　楽な姿勢をとって、俺の部屋の様子を眺ながめている。なんだか、今更になって恥はずかしい。

　俺はお湯を沸わかしながら、ドリップ式のインスタントコーヒーを棚たなから取り出す。

　あっ、そういえばコーヒーカップが足りない。仕方ない、俺と香澄は湯ゆ吞のみで飲もう。

「なんというか、思ったより質素な部屋だな。咲丘クンの部屋はもっとゴテゴテしてると思っていたよ」

「沈じん丁ちよう花げの部屋は本と盤ばんゲームが多すぎるんだよ」

「そうかそうか、本が無いんだ。なるほどね」

　遠目だが、出島先輩の意見に代表が何度も頷うなずいているのが見える。

「桜さくらちゃん、盤ゲームいっぱい持ってんの？　へぇー、いいなぁ」

　相変わらず代表を名前で呼ぶ香澄に対して、代表のピリピリした声が聴こえる。

「咲丘クン、いい加減に私も気付いてしまった。この子は馬鹿だろう」

「ええ、こいつは筋金入りの馬鹿です」

「──同情しないでもない、頑張りたまえ」

　代表がため息をついていた。俺は沸ふつ騰とうしたお湯をインスタントコーヒーに注ぐ。「丘おか研けんには、この手の輩やからはいないからな……。考えれば考えるほど、私は運が良い」

「丘研？」

　香澄が俺に尋たずねる。そういえば、すっかり説明を忘れていた。

「オカルト研究会、通つう称しよう『丘研』だ。この辺りの街で、オカルトを探したりするんだよ」

　台所から俺が説明すると、「ふーん」と感心したように香澄が相あい槌づちを打つ。「部活動やってるってそのことだったんだ。咲丘がそういうのに巻かれるなんて思わなかったなぁ」

　そんなこんなをしている内に、人数分のコーヒーを淹れ終わった。

「コーヒー出来ましたよ──っと」

「うむ、咲丘クンの淹れたコーヒーとは楽しみだ。出島、配はい膳ぜんを手伝ってあげてこい」

　おう、と出島先輩が立ち上がってこちらに来る気配を感じる。コーヒーカップを手渡すと、出島先輩が運んでくれた。俺も自分と香澄の分を持って部屋に戻もどる。

　全員、一口それを啜すする。代表は微笑びしようを浮かべた。

「まぁ、たまにはインスタントも悪くない」

　出島先輩は香澄の方を見ながらノートに何か書きこんでいる。せっかくなので、こいつの事を覚えてくれるといいのだけれど。香澄はそんな出島先輩の様子を興味深そうに見ていた。

「いい機会だ、香澄クンには聞きたいことがある。この街でドッペルゲンガーを見た、というのは本当かね？」

「えっ、──うん」

　香澄が説明を求めるように俺を見る。「俺が相談したんだよ。俺の知り合いの中で、こういう話ではこの人が一番頼たよりになる。もう一度詳くわしく話してくれないか？」

　最初は戸と惑まどっていたものの、俺の表情を見て悟さとってくれたのか、ポツポツと話し始める。

「……一週間くらい前からなんだけどさ。二日に一回くらいかな、遠くのお店からあたしが出てくるんだよ。すごくビックリした」

「疑っているわけではないが確かく認にんしたい。見み間ま違ちがいでは？」

「見間違いじゃないと思う。むしろ、なんかこう、ちょっと灰色で巻いてたっていうか……」

「跡あとは追ったか？」

「二回目は追ってみたんだけど、途と中ちゆうで『すうっ』て消えちゃった」

「ドッペルゲンガーが出てきた店には、入ったことはあるかね？」

「あー、どうだったかな。そういえば、バイトの面接に行った店があったかも」

「他ほかにそれを確認した人間は？」

「──あたし一人だったし、いないよ」

　代表と香か澄すみの、短い質問と応答が続く。出島先輩の方を見ると、ぼんやりとテレビ画面を見ていた。興味はないらしい。

「ドッペルゲンガーを見るようになって、何か体調の変化は無いかね？　具合が悪いとか」

「あっ、そういえば。時々目がチカチカして頭が痛くなるかな。変な病気じゃないよね……」

　心なしか心配そうな香澄に対し、代表は難しい顔をする。「──いまいち要領を得ないな」

「わざわざ噓うそをつく程ほど、器用な奴やつじゃないですよ」

「いや、そういうことじゃないから安心したまえ。なるほど、確かに興味深い話だ」

　フォローしたつもりだったが、代表には無用な計らいだったらしい。「何か解決策とかって無いんですかね。そんなの見えても気味が悪いでしょうし」

「正直な話をすれば、私もまだ良くは知らないんだ。実体のある現象なら話は別だがね、その類たぐいとは思えないしな。例えば、ツチノコは殺せても幽ゆう霊れいは殺せないだろう」

「ツッチーを殺すなよ」

「例えば、と言っているだろうが」珍めずらしく抗こう議ぎする出島先輩を代表が制止する。

　香澄はよく分かってないのかきょとんとしていた。

「が、だからと言って別に放置するつもりもない。原因の考察と共に、私の方でも何かしら対案を練ってみよう。少し時間をくれ、久しぶりに書庫を探してみる」

「う、うーん。なんかよく分からないけどありがと。でも、別に何も分からなくたっていいからさ。今は困ってるわけでもないし」

　とりあえず、代表の協力はとり付けた。あとは経過を少し待ってみよう。

「そういえば代表、香澄のバイトなんですけど。何かコネとか持ってたりしないですかね」

　せっかくのタイミングだったので、思い切ってぶっちゃけてみる。下手にネットで探すより、この人の人脈を頼った方が良さそうだし。

　だが、あまり代表の表情は明るくなかった。

「すまんね、人事方面にはあまり顔が利きかないんだ。それに貸しは作っても、少しでも借りを作ればそこから食い尽つくすハイエナのような連中だ。香澄クンには悪いがリスクが高い」

「そ、そうですか……。いや、無理を言ってるのは承知なんで」

「ハッハッハ、そういう時は前を見ろよ！　とにかく突とつ撃げきしまくれ、道は開ける！」

　俺と香澄の背中を、出で島じま先せん輩ぱいがバンバンと叩たたく。痛い。

「それより何かして遊ぼうぜ。咲さき丘おかもゲームくらい持ってるだろ」

「それだったらテレビに色々くっついてるヤツとか、全部ゲームじゃない？　咲丘、スイッチどれ？」

　出島先輩に唆そそのかされて、香澄が機械類に手を突つっ込む。適当にスイッチを押すと、テレビ画面にムービーが流れ始めた。出島先輩と香澄が、感かん嘆たんの声を上げて凝ぎよう視ししている。

「──咲丘クン、ちょっといいかね？」

　代表が小声で手招きするので、耳を近付ける。

「彼女は恐おそらく本当にドッペルゲンガーを見ている。目のチカチカと頭痛、どこかで聞いたフレーズだ。思い出せないが、良くない兆候なことだけは間ま違ちがいない」

　香澄の様子を盗ぬすみ見る。口を開けたままテレビを見ていた。

「私もドッペルゲンガー関連についての情報を集めてみるよ。確か、いくつか本や映画が書庫にあったはずだ。正直、香澄クンをウチで預かってもいいが、しばらくはキミが様子を見た方がいいだろう。その方が彼女のためだ。……ドッペルゲンガーを見たということは、そういうことが多いと聞いている」




　──ドッペルゲンガーを見ると、その人は死ぬらしい──




「まさか……」

「もちろん可能性の問題だがね、とりあえず留意しておいてくれ」

　そう言って、代表は笑え顔がおでゲームに加わっていった。俺は茫ぼう然ぜんとその様子を見ていた気がする。代表と出島先輩はその後、遊ぶだけ遊んで、しばらく雑談して俺の部屋を後にした。

　その日の深夜、俺はいびきを搔かいて腹を出して寝ねている香澄の布ふ団とんを掛かけ直しながら、天てん井じようを見上げて色々と考えていた。

　いつまでこの生活が続くのだろうか。床ゆかが冷たい。







　神楽かぐら咲さきテロ以降、オアシスの風景で少し変わった点がある。

　まず、ほんの少しだが風通しが良くなった気がする。

　以前は完全な無法地帯で近寄ることすら考えたくなかったが、神楽咲テロ以降は多くの警察官がオアシス全体に常じよう駐ちゆうするようになった。まだあの事件を捜そう査さしているんだろう。

　そのせいもあってか、相変わらずの喧けん騒そうはあるものの、怖こわいもの見たさでちょっと遊びに行こうと思える程度には治安が回復しているように見える。

　あと、落書きがここ最近で随ずい分ぶんと増えた。

　昼間にシャッターが降りてる店のシャッターの多くにグラフィティアートのような落書きが施ほどこされている。先日に清きよ宮みやと見た、円から出っ張りが生えたようなマークだ。だが、どれも形状が微び妙みように違ちがう。

　こういった悪戯いたずらが、最近になってやたら多くなった。

　ニュアンスが伝わりにくいとは思うが、なんというか。今までも物ぶつ騒そうな街だったが、ここ最近はどちらかと言うと幼よう稚ちな悪戯が増えているのである。

　むろん誰だれか偉えらい人が腹を立てたのか、厳いかついお兄さん達が騒さわぐ若者を連行しているのも見たことがある。が、そんな悪戯騒ぎが治まった気配はない。まぁ、これは些さ細さいな変化だろう。

「よう、いきなり呼び出して悪いな」

　遅おくれてやってきた俺が挨あい拶さつすると、無表情な少年を二人引き連れて、金属バットでリズムをとっていた青い男が上じよう機き嫌げんに笑う。

「いいってことよ、マゾダチだろ」

　神楽咲町の中心とも言える歓かん楽らく街『オアシス』の通りの一角に俺はいる。

　まだ昼間だが、オアシスの歓楽街は賑にぎやかなものだった。先日のテロなんて無かったかのように、人々は歩き、車は走り、座りこんだ若者グループがガンを飛ばしている。

　これが夜になるとまた異質な風景になるのだが、どちらにしてもあまり治安が良くないことには変わりない。少なくとも、俺のような普ふ通つうの学生が長居する場所ではないだろう。

　そんな場所で、俺は白昼堂々と、不良グループ『子こ蛇へび』のリーダーである蜂はち須す和かず也やと待ち合わせをしていた。

「さて、用ってのはなんだ。今日は何して遊ぶよ。最近発売したマッサージチェアの『最強モード』でも試ためすか？　──あれな、マジで死ぬほど痛ぇぞ。へっ、うぇへへ……」

「マッサージチェアにマッサージ以外を求める奴やつを初めて見たよ……」

　俺を取り巻く環かん境きようで一番の変化があるとすれば、やたら蜂須と仲良くなったことである。

　あの事件が起きた後も、俺は街中でよく蜂須と再会した。くだらないことを話していたら、そのまま電話で連れん絡らくを取り合い、たまに遊びに行くような間あいだ柄がらにまで今ではなっている。

　一応は年上のはずだが、なんとなく接しやすいので変に敬ったりは俺もしない。

　本人も気にしていない様子だし、何より本人が俺のことをやたら気に入ってるのだ。なぜ、俺は男にばかりモテるのだろう。

　俺が呆あきれると、身に付けた首輪を弄いじりながら蜂須がきょとんとした顔で首を捻ひねる。「何言ってんだよ、求めてんのはマッサージじゃねぇか」

「それもそうか」

　快楽の感じ方なんて、確かに人それぞれなのかもしれない。「行こうぜ」とだけ言って、ふらふらと蜂須が歩きだしたので、俺はそれを引き留める。蜂須が怪け訝げんな顔をしていた。

「もう一人と待ち合わせしてるんだ、ちょっと待ってくれ」

　蜂須は「そうかい」と俺の横にヤンキー座りして、俺と同じ方向を見つめる。恐らく、俺と同じ最低な街の風景が蜂須の目にも映っているはずだ。

「最近多いよな、あの落書き。星か、いや、鉄球かねぇ。ほら、トゲの生えてるヤツだよ。投げられたら痛そうじゃねぇか。むしろ投げられてぇ……」

「さぁな。風景をあんな風に汚よごす奴のメッセージなんて分からん」

　俺の見ている風景と、蜂須の見ている風景は同じなのだろうか。

　同じであるはずがない。

「……蜂須はギターって詳くわしいか？」

「Ｆコードが弾ひけなくて投げた。いきなりどうしたよ」

「いや、最近ギターの話を振ふられることが多くてさ。ネットで検けん索さくしたんだけど、イマイチよく分からないんだよな」

　ふーん、と蜂須がニタニタしながら小指を立てる。「女か？」

「今の流れで何でそうなるんだ!?　──幼おさな馴な染じみだよ。なぁ、蜂須。どこかバイトを探してる店って知らないか？　オアシスでは顔が広いんだろ」

「そんなツテがあったら、『子蛇』のガキ共を何とかしてるっての。何だよ、仕事探しなんてしてんのか？　お前は学校通ってんじゃねぇか」

「それが色々あってさ……」

　香か澄すみの事を話すと、蜂須は胡う散さん臭くさそうに俺を見る。「咲さき丘おか、冗じよう談だんは口くち癖ぐせだけにしろよ。この歳になって仲の良い女の子の幼馴染みなんて現実リアルにいるわけがねぇ」

「代表はどうなんだ」

「俺は愛してるけど、あいつはドＳだからな」

　浮うかばれない風景だった。「で、咲丘の脳内幼馴染みは置いておいて。仕事ねぇ──」

「やっほー、咲丘。お待たせ」

　そんな話をしていると、テンガロンハットの長身貧乳女──香澄が俺たちの元に駆かけ寄ってくる。どれくらいの身長なんだろうと思っていたが、どうやら蜂須並みの背の高さのようだ。蜂須が口をあんぐりと開けて、香澄を凝ぎよう視しする。

「おう、遅おそかったな香澄。どうだった？」

「……ダメっぽい。それに、今日も見ちゃった」

　ドッペルゲンガーのことか。目を凝こらしてよく見ると、少し顔色が良くない。

「──あんまり気にするなよ」

　今日は香澄を無理やりバイトの面接に連れて行ったのだが、結果は良くなかったようだ。というか、最低限はまともな服装で行けと言ったのに、帽ぼう子し被かぶっていつもの恰かつ好こうで行くとか失礼にも程ほどがあるだろう。

　香澄が背負ったギターのハードケースを揺ゆらして肩かたを竦すくめるのを見て、適当に慰なぐさめてやる。

「はははっ、相手がお前の良さに気付かなかっただけだって。そうじゃなかったらお前、もしかして知らない間に面接中に失礼なこと言っちまったんじゃないか？」

「それよりさぁ、その辺で何か食べない？　お店の厨ちゆう房ぼうからずっといい匂においがしてさ。さっきはお腹なか減って、面接どころじゃなくなっちゃったんだよねぇ。はっはっは」

「お前、喧けん嘩か売っただろう……。絶対に面接でお店の人に喧嘩売ったよなぁ、おい!?」

　駄だ目めだ、飲食店では香澄の集中力が保もたない。

「おいやめろ、目の前で女の子とイチャイチャすんじゃねぇよ。──ハッ、これが放置プレイとかいうやつか!?　やべぇ、なるほどムカつく、でも癖くせになりそうだ！」

　蜂はち須すが一人興奮していく。今日は機き嫌げんがいいらしい。

「そんなところだ、新しい性せい癖へき開発おめでとう。……今さっき話した香澄だよ、俺の幼馴染み」

「脳内妄もう想そうじゃない、だって!?」

　愕がく然ぜんとした表情で蜂須が俺を見る。「噓うそだって言えよ、咲丘！　お前も沈じん丁ちよう花げと同レベルのイタイ病気だと思ってたのに！」

「待て、それを代表に言ったのか!?　なんて奴だ、変態だとは思ってたけど見み損そこなったぞ！」

　なるほど、代表と蜂須の確かく執しつの一いつ端たんを垣かい間ま見みた気がする。というか、代表はカッコいいじゃないか。俺はどちらかと言うと一いつ般ぱん人だし。まったく、変態はこれだから度し難がたい。

　香澄が、呆れている俺の横顔に顔をくっつけて囁ささやいた。

（何、このヤバそうな全身マリッジブルーの奴。咲丘の知り合い？）

（マゾだし頭はヤバいが、根はいい奴の蜂須だ。あとな、マリッジブルーは色じゃねぇ）

　全身マリッジブルーの人とか、かわいそうで見ていられないかもしれない。

「で、つまりその、そいつ──香澄の仕事が見つからないのか。ファーストフード店とかスーパーとかコンビニでも行ってこいよ。サボらなきゃ基本は雇やとってくれるぜ、見てくれは悪くねぇんだしよ」

「いやー、それほどでもー……。えへへ……」

　香澄がなぜか照れる。

　少しの間、この空間が静せい寂じやくに包まれる。

　蜂須も絶望的な状じよう況きようを理解したのか頰ほおを引き攣つらせた。

「な、ないわー……。コンビニも無理だったとか、それはさすがにないわー……。田舎いなかにでも行って野菜作ってこい、貧乳は都市部に来んな」

「へへっ……。故郷にゃもう、戻もどれないのさ。あたしはあたしの夢を信じて──」

「うるせぇぞ、まな板」

「ああ、ちょっとは反省して黙だまってろペチャパイ」

　蜂須と俺が交こう互ごに虐いじめると、ついに香澄がキレる。

「ねぇ、咲丘といい蜂須といい、なんでそんなに胸気にするの!?　この街の男の人って胸のちっちゃい人に厳しすぎだよ！　泣くぞゴルァ！」

「おっぱいは大事だろう!?」

　俺と蜂須の怒ど声せいがハモる。

　俺たちは顔を見合わせ、無言で握あく手しゆを交かわした。

　美しい風景に違ちがいない。

「しっかしよぉ。だったらこの街で仕事探すのは難しいだろ、オアシスもあるし」

　香か澄すみの凍こごえるような視線を無視して、蜂須が話を本題に戻す。

「そこなんだけどさ。こういう裏通りって、潜もぐりの酒場とか無いのか？　この際、そういう所でもいいんだって。頼たのむよ蜂須、香澄のバイト探しを手伝ってくれ」

　この通り！　と俺が両手で拝む。しばらくすると、蜂須が大きくため息を吐ついた。

「無理すぎる……。これもマゾ神様のお導きだろうよ、仕方ねぇ。最低限は案内してやっから、自分で仕事は作ってくれ。ただ言っちゃ悪いが、二人とも甘ちゃん過ぎるっての」

　そんな話をしていると、物もの陰かげからボロを纏まとった少年が一人出てくる。蜂須の方へ一直線に駆け寄り、耳打ちして走り去ってしまった。『子こ蛇へび』のメンバーらしい。

「甘ちゃんがまだいたか……。ここじゃ何だ、歩きながら話そうぜ。あと回収してほしい馬ば鹿かがいるから、そいつの面めん倒どうも見てくれや。お前らにちょっと現実リアルを見せてやる」

　そう言って、蜂須がふらふらと歩き出す。護衛の二人も、少し距きよ離りを置いて付いていった。

　俺は香澄と顔を合わせて、首を捻ひねる。小走りに蜂須を追いかけた。




　オアシスには建物の隙すき間まに幾いくつもの路地があり、それら一つ一つに縄なわ張ばりのようなものがあるらしい。小こ競ぜり合いのような抗こう争そうは絶えず起きていて、当然治安は良くない。しかし、それでも組織間の大きな争いがしばらく起きていないだけマシなんだそうだ。

　つい最近、その均きん衡こうが『切きり裂さきジャック』によって崩くずされかけたのだが、神楽かぐら咲さきテロが起きたことによって状況が一変。警察の目も一ひと際きわ光る中では、どこの組織も大人しくしているらしい。それはまぁ、裏で何をやってるのかまでは知らないけれど。

　蜂須率いる『子蛇』は、明確な縄張りを持っていないらしい。

　そもそも組織として統とう率そつされているわけでもなく、ただ子供たちがオアシスで生き残るために小さな集団で動いていただけなのだ。それを蜂須が勝手に子分として連れているだけである。

　だから誰だれかの下もとで働いているわけでもない自由な身分ではあるんだろうが、それゆえに敵を作らないように立ち回るには、また慎しん重ちような調整が必要だろう。

　俺も口に出さないが、そういった意味で蜂須は集団を率いる技能に長たけているんだと思う。だからこそ『子蛇』も、蜂須をリーダーとして認めているのだ。

　これまで俺が蜂須と話して得た情報をまとめると、ざっとこうなる。話を現在に戻そう。




　蜂須は両手をジャージのズボンのポケットに突つっ込んで、ゆらゆらと細い路地を歩く。途と中ちゆうで厳いかついお兄さん方や同じ色のパーカーを着た若者達と何度かすれ違ったが、蜂須が「元気してっか？」や「悪ぃな、通るよ」と一声かける度たびに相手側も軽く会え釈しやくして道を譲ゆずった。

　よく分からないが、人脈は大事なんだなぁと感心する。

「なぁ、蜂はち須す。前から気になってたんだけど、なんでオアシスには逆さまの看板が多いんだ？」

　指を差した先にあるのは、風ふう俗ぞく店てんの看板だ。しかし、どう見ても上下が逆になっている。オアシスにはこういった、逆さまの立て看板が多い。

「お化けのせいだよ」

「──お化け？」

　俺と香澄が同時に訊きき返すが、蜂須は特に気にした風でもない。

「昔からオアシスには時々出てきてな。看板を逆さまにしたり、なんでもないのに非常ベルを鳴らしたり、風ふう俗ぞく嬢じようの顔写真がシャッフルされてたり。どうでもいい悪戯いたずらやってる悪いお化けがオアシスにいる。だから、ここの住人はそれが面めん倒どうくさくてイチイチ直さねぇんだ」

「本気で言ってるのか」

「子蛇のガキでも知ってる言い伝えだよ。オアシスは怖ぇ所だろ？」

　蜂須が振ふり返ってニヤニヤ笑う。どうせからかわれたんだろう。まぁ、そんな話は確かにどうだっていい。

「……で、一体どこに行くんだ、蜂須。こっちに商店街でもあるのか？」

「コーヒーハウスに行くんだ」

　蜂須が鼻歌交じりに言うと、香澄が首を傾かしげる。「こーひーはうす？」

「コーヒーハウスはコーヒーハウスだろ」

「いや、『コーヒーハウス』が何なのか分からないんだが」

　俺の言葉に、蜂須が驚おどろいた様子で振り返る。

「はぁっ!?　コーヒーハウスも知らないってどういうことだよ。表通りには無いのか？」

「うーん、喫きつ茶さ店てんみたいなの？」

　香澄の返答に、蜂須が面倒くさそうに頭を搔かく。「あー、別に違うわけじゃねぇんだけどよ。まぁいいや、行きゃ分かる」

　少し歩くと、なぜか通りに見慣れた後ろ姿があった。




　鉛えん筆ぴつをくるくる回しながら、スケッチブックを広げて唸うなっている江え西にし陀だである。




「ん、おい、こんな所で何やってんだ江西陀」

　俺が声をかけると、眠ねむそうな目を見開いて江西陀が驚く。

「……ありゃ、咲さき丘おかこそ奇き遇ぐうッスね。パーティーが見慣れない珍めずらしい構成してますけど、これから３Ｐッスか？」

「ＲＰＧの話だろう、そうだよな!?　じゃあこのメンバーだと俺は賢けん者じやだな！」

　蜂須も香澄も戦士っぽいから、構成としてはバランスが悪いけど。

「何言ってんスか、咲丘はただの魔ま法ほう使つかいでしょう」

「やめて！　お前に言われると、なんだか違ちがう意味に聞こえてすごく傷つく！」

　俺が耳を塞ふさいで首を振りまわすのを放置し、江西陀が俺の背後に目をやる。それに気付いて振り返ると、香澄がえらく真面目まじめな表情で江西陀を凝ぎよう視ししていた。

「ああ、香澄、紹しよう介かいするよ。部活で一いつ緒しよの江西陀だ」

「う……うん……」

　なぜか恐きよう縮しゆくしている。まぁ、江西陀は一応これでも美人だから、香澄も思うことが色々とあるんだろう。胸の大きさとか胸の形とか、あるいはおっぱいとか。

「ああ、もしかしてトイレで再会した幼おさな馴な染じみちゃんッスか？　代表にメールで聞きましたよ。同どう棲せいしてるそうっすねぇ、むふふふ、けしからんですなぁ。どうッスか、ラッキースケベくらいはあったでしょう？」

「ら、ラッキースケベ!?」

　香澄が真っ赤になって否定する。「そ、そんなわけ。えっ、なにこの美少女!?」

「そういう反応されるから、お前にだけは知られたくなかったんだよ。香澄も真に受けるな、こいつは頭がかわいそうな子なんだ。──蜂須、回収してほしい馬ば鹿かってのはこいつか？」

　俺が訊たずねると、蜂須がため息を吐つく。「そうだ。絵を描かくのはどうでもいいんだけどよ、場所がマズい。ここで最近事件があってな、警察おまわりがうろついててピリピリしてんだ」

「というわけらしい。良かったら一緒に来るか、江西陀」

　訊いても江西陀はそれに答えず、ただ遠い目をして前方の壁かべを見つめる。「江西陀？」

「──咲丘は、これってなんだと思います？」

　そう言って江西陀が指を差す方向を俺も見る。




　鏡があった。




　小さな鏡が、なぜかＴ字路の突つき当たりとなるビルの壁に埋うめ込まれていた。

　前に立つと俺が映る。江西陀も映っている。そこに反射される路地、そして──

「なんだこれ、気持ち悪っ！」

　よく見ると、それ以外にもまた鏡が埋め込まれていた。この辺りの壁に何枚もの鏡が埋め込まれていて、それは時々合わせ鏡のようにもなっている。何かのアートか、儀ぎ式しき跡あとのようだ。

　最高に趣しゆ味みが悪い風景だった。

「な、なんだこりゃ……、前に来た時には無かったぞ？」

　蜂須も鏡を覗のぞきこむ。「しかも何で外されてないんだ……、ああ、そうか。警察おまわりの現場保存ってやつか。なるほど」

「何か事件でもあったんスか？」

「自殺だ。ここで首に包丁突き立てたイカれがいてな、そいつがやったのかねぇ。──とにかく、さっさと離はなれようぜ。なんか気味悪ぃわ」

　蜂はち須すが渋しぶい顔で先に進んで行く。俺も江西陀の手を引いてそれを追いかける。

「おっとっと。付いて行くのは別にいいッスけど。で、どこ行くんスか？」

「『コーヒーハウス』だ」

　俺が答えると、江西陀がうんうんと頷うなずく。「喫茶店ッスか、ゴチになります」

「だってよ。ご馳ち走そう様さま、蜂須。言っておくが、俺も香澄も現金を持ってないからな」

　分かってるのか分かってないのか、江西陀がスケッチブックを畳たたんで後ろに付いてくる。

　遊び人の江西陀が仲間に加わった。

　香澄は様子を見ている。

　蜂須はわけもわからず自分を攻こう撃げきした。

　そのまましばらく歩くと、広場と言ってもいいような大きい路地に出た。

　正直、かなり歩いたのでここが神楽かぐら咲さきのどの辺りか分からない。少し遠くに、この街で一番高いであろうビルである『小お倉ぐらビル』が見えるから、最悪の場合はあれを目印に帰ればいいだろう。俺たちは建物の影で昼間なのに薄うす暗ぐらい路地に入る。




　その路地は、華はなやかなオアシスとはまた別世界のような風景だった。




　ボロボロの服に身を包んだ人々が、アルミで出来たゴミ箱のような物に屯たむろしている。ダンボールハウスやビニールシートハウスも多く、その中にはピクリとも動かない死体のように人間が雑魚ざこ寝ねをしている。

　目は虚うつろだ。俺たちに気付いている様子も無い。

　中には俺たちと大差ないだろう年ねん齢れいの子供や、それよりも小さな子供までも同じゴミ箱を何度も漁あさっていた。

「ここは──」

「現実リアルだ」

　言葉にならない俺を置いて、特に感かん慨がいもないように蜂須と江え西にし陀だと香澄がその中を突っ切ろうとする。俺も置いて行かれないように跡あとを追う。

「ニュースの一つも見てりゃ分かるだろう。外国の景気が悪いのに便乗して、ウチの国だって最悪の不ふ況きようらしいじゃねぇか。ガツガツ会社が潰つぶれて、派は遣けんもバイトもバシバシ切られる。表通りにテントが作れなきゃ、こういう所に集まってくんだろ」

「──香澄が入れるような仕事の隙すき間まは無いって？」

　俺の幼よう稚ちな質問に、蜂須が鼻を鳴らす。

「我わが儘まま言うな、って言ってんだよ。ここは稼かせぐためなら何でもする奴やつらの街だぞ。そうでなくても、最近はオフィス街からどんどん此処ここに流れてくる奴らが増えてる。ここのルールに従わなきゃこうなって当たり前だ」

「咲さき丘おかは貧びん乏ぼうしたことなさそうッスからねぇ」

　江西陀が遠い目をして呟つぶやく。「働きたくても働けない人なんて、実際は無む茶ちや苦く茶ちやいるんスよ」

「──まぁ、俺は確かに甘ちゃんだよな」

　それでも俺は、俺の昔しか知らないでくれている幼おさな馴な染じみのささやかな夢を、出来る形で何とか応おう援えんしてやりたいのだ。

　その大きな路地を抜ぬけ、また狭せまい路地に入る。ようやく、蜂須が歩を止めた。

「着いたぜ。ほら、あれだよ」

　蜂須が指した方向に、一いつ軒けんの小さな建物があった。

　小こ奇ぎ麗れいに装そう飾しよくされているが、建物自体の老ろう朽きゆう化かは見ただけで何となく窺うかがえる雰ふん囲い気きの店だ。表にはメニューが掛かかっているわけでもなく、『コーヒーハウス　ムジカ』と書かれた看板だけが立てかけてある。人によってはただのボロ屋にしか見えないかもしれないが、俺はこういった寂さびれた店は嫌きらいじゃない。

　ここで待ってろ、と蜂須が護衛の二人に言って店に入っていく。俺と香か澄すみと江西陀もそれに続いた。

　外からは分からなかったが、店内は意外と混雑していてザワザワとさざめいていた。

　いくつもテーブルがあり、思ったより奥に広い。外見に比べて内装も立派だ。

　少し気になるのは、テーブルの周りにあるのが椅い子すよりもＬ字形のソファが多いことだろうか。それ以外は、よく見かける喫きつ茶さ店てんの雰囲気に近い。木製のテーブルに、どこの国の民芸品かよく分からない仮面や飾かざりがいくつも壁かべに掛かっている。

　客層はばらばらである。男性の方が多いだろうか、年齢には特に統一性はない。禿はげあがったオッサンとニット帽ぼうを被かぶった若者が相席しているなど、ただ混雑しているだけの喫茶店とは違ちがう異質感と、煙草たばこの煙けむりが店全体を包んでいた。

　共通するのは、全員がコーヒーカップを手にしているという事実だけである。

「よう、マスター。ここ大だい丈じよう夫ぶか？」

　蜂須が勝手に空いていたカウンター席に座ると、向かい側で肘ひじをついて座っていた壮そう年ねんの男が嫌いやそうな顔をする。「見りゃ分かるだろ。ったく、よりにもよって蜂須かよ」

「一番安いやつ、四人分な」

　そう言って蜂須が財さい布ふから札を取り出して男に渡わたすと、振ふり返って手招きする。俺達もカウンター席に座った。

「繁はん盛じようしてるじゃねぇか、マスター。いい加減ウェイトレスでも雇やとえよ。一応忙いそがしいんだろ」

「人件費削さく減げんしてんだよ、サービス残業五時間なら考えてもいいね」

「ブラックな店だなぁ。あっ、俺の分は角砂糖四個くれ。あとコーヒーフレッシュ三つ」

[image: ]

　世間話で二人が盛り上がっている。どうにも居い心ごこ地ちが悪い。

　カウンターの向かい側でコーヒーを淹れているマスターと呼ばれた男を、何気なく観察する。

　この特とく徴ちよう的な髪かみは天然パーマなんだろうか、所々がクシャクシャと丸まっていて、頭部が少しばかり大きく見える。その割に梳すいていない髪の毛は無む駄だに黒光りしていて、やたら水分を含ふくんでいそうなジメジメした感じだ。梅雨つゆのせいなのかもしれない。

　だらしなく着き崩くずしたワイシャツにエプロンに濃こい色のジーパンと、裏通りの喫茶店の店員らしいラフな服装だ。

　あと、やたら目つきが悪い。視力が悪いのではなく、多分普ふ通つうにしていてああなのだろう。傍はた目めには食器やコーヒーメーカーをイチイチ睨にらみつけているんじゃないかと思うくらい、喫茶店には不ふ釣つり合いなほど視線が殺さつ伐ばつとしていた。

「──連れが『子こ蛇へび』じゃないなんて珍めずらしいな。蜂はち須すらしくもねぇ」

　言葉も殺伐としていた。俺たちにコーヒーを差し出す。

　男が鼻を鳴らす。「俺は小こ柳やな津つ亮あきら、見ての通りこの店のオーナーだ。親切心とお節せつ介かいで言うが、そこのマゾガキに関かかわるのはやめておけ。そいつは服の趣しゆ味みが最悪に悪い」

「服の趣味は関係ねぇだろ、マスター」

「大いに関係あるね、人間は見た目だ」

　小柳津の言葉に、蜂須が辟へき易えきとした様子でコーヒーを啜すする。俺もコーヒーに口をつける。

　やたら酸味が強かった。

「人間なんて、大体の人となりは第一印象で考える生き物だ。顔、身長、体形。変えにくいものが多い中で、唯ゆい一いつ気軽に変えられる身み嗜だしなみも考えない真っ青野や郎ろうが、マトモな奴やつのわけがないだろ。この店で俺に信用されたきゃ、美女か美少女か美幼女になれ」

「はははっ、だってよ咲丘。俺らは信用ねぇらしい」

「主にテメェの話だよ、ブサメン。冗じよう談だんは顔だけにして、コーヒー飲んだらさっさと失うせろ」

　もはや接客とは思えない。ただの喧けん嘩かを吹ふっ掛けてる毒どく舌ぜつなオヤジだった。

「ただまぁ、蜂須が連れてきた割には全員いい面つらしてるな。あれだろ、蜂須の知り合いはそこのイケメンだけで、お嬢じようちゃん達はイケメンの連れだろ」

　面と向かってイケメンと言われても、否定も肯こう定ていもしにくいものだ。多分、俺は今、すごく微び妙みような顔をしている。

「ほー、大体当たりッス。なんで分かるんスか？」

　江え西にし陀だが感心したように聞くと、小柳津がニヤニヤと笑う。

「見た目だ。そこのイケメンはともかく、蜂須にゃ一生縁えんのないベッピンさん達だからな」

「はっはっは、お上手で。コーヒー美味おいしいッス」

　露ろ骨こつな口説き文句を江西陀が鼻であしらう。手慣れた感じが頼たのもしい。

「──ねぇ、ここって何の店なの？」

　不安そうに香か澄すみが聞くと、小柳津が呆あきれたようにため息を吐つく。江西陀の時と比べたら、露骨に対応が違った。

「表に看板出してんだろ、コーヒーハウスだよ」

「いや、だからコーヒーハウスってなんだよ。さっきからずっと聞いてるんだが」

　続く俺の質問に、小柳津も蜂須と同じように驚おどろく。素す早ばやくカウンターに乗り上げて、蜂須の首輪を摑つかんで手前に引きずり上げた。

「馬ば鹿か野や郎ろう、何も知らねぇ堅かた気ぎ連れて来るとか何考えてんだテメェ」

「ふへへっ……、今じゃ警察おまわりもイチイチあんたなんかに構ってらんねぇよ、ふっ、ふふふっ……。やべぇ、今月は財布がピンチだ……」

　嬉うれしそうに蜂須が吊つり上げられている。見上げた根こん性じようというか、単にマゾなだけだろう。ある意味すごい。

　小柳津は蜂須から手を離はなすと、懐ふところから煙草を取り出して火を点つける。

「あー、ここに来たことは内ない緒しよだぞ、ゆとり共。──要するにな、ここは喫きつ茶さは喫茶でも『情報喫茶』みたいなもんなんだ」

「情報喫茶って、漫まん画が喫茶みたいなもんスか？　割と自分は好きですよ」

「近いが、コンセプトがまったく違ちがうんだよ。あれを見な」

　小柳津の指差すテーブルに目を向ける。談だん笑しようしていた男の一人が紙かみ袋ぶくろを取り出して、おもむろに隣となりの男に手て渡わたす。それと交こう換かんで、分厚い札束が平然と取引されていた。

「その隣で待ってるのは客待ちの売春高校生、あっちのサラリーマン風のオッサンは探たん偵ていなんてやってる。あそこにいるのはカモ待ちの報道マンだ、インサイダー使った詐さ欺ぎの常習犯」

　なるほど、『情報喫茶』とはそういうことか。漫まん画がみたいな存在だと感心する。

　江西陀も香澄も、口を三角にして客達を凝ぎよう視ししていた。

「大体風景で察しが付いたけど、こういうのってネットで代用利きかないか？　その方が匿とく名めい性あっていいだろ」

「あれにゃ確かに客取られてるな。でも、知っておけよイケメン。マジでヤバいことはネットなんてむしろ頼たよれないことも多い。お前らみたいな学生でも、そんぐらい分かるだろ」

　そりゃまぁ、人の電子での繫つながりなんて結局はそんなものだ。

「あとな、熟練の詐欺師とかは語りが腕うでの見せ所なんだよ。最終的にどこかでリアルに会うなら、そういう時のアリバイ作りの店がここになるってわけだ。高いコーヒーになるけどな」

　小柳津がメニューを突つき出す。中を覗のぞいてみると、値段設定が明らかにオカシイものが幾いくつもあった。システムが分かっていない客には意味が無く、分かっていて頼む客には小柳津による何らかの庇ひ護ごがあるらしい。それでいて、小柳津は相手の事情を聞かずに黙だまって金を受け取るシステムになっているようだ。

　機密性と利便性と信しん頼らい性せいを兼かね揃そろえた、中々お洒落しやれなシステムだと感心する。

「とまぁ、『コーヒーハウス』については大体分かったろ」

「はい、先生。全然分かりません」

　江西陀と香澄が揃って真面目まじめな顔をして挙手する。小柳津の額から血管が浮うき出た。

「これだからゆとりは……。顔が良いからって調子に乗ってんじゃねぇぞ……！」

　全部関係ないのに、この人の気にするところはそこだけか。

「そんなわけで、だ。ネットで見つからない情報があったら、今度からは俺じゃなくてマスターを頼った方がいいぜ。正直言って、オアシスについては俺よりマスターの方が詳くわしい」

「──あれ、待て、それはおかしいぞ」

　俺が口を挟はさむと、蜂はち須すが眉まゆを顰ひそめる。「それだと小柳津には情報が入らないじゃないか。この人がやってるのは、ここを犯罪者の溜たまり場にしてるだけだろ」

「分かってねぇなぁ。俺は見た目が誠実だから、安心と信しん頼らいと実績があるんだよ」

　小柳津が鼻で笑う。なんだか上手うまいことはぐらかされた気分だが、深く詮せん索さくしても仕方ないだろう。「んで、ここに来たってことは何かネタでもあるのかよ、蜂須。まさかコーヒー飲みに来ただけってことはねぇよな」

「ああ、前に頼まれてた情報、ちゃんと仕入れてきたよ。あと仕事を探したいんだけど、何か適当なヤツくれ。風ふう俗ぞく以外で馬ば鹿かでも出来るヤツ」

「仕事？」

　小柳津が胡う散さん臭くさそうに蜂須を睨にらむ。「お前みたいなプー太た郎ろうが珍めずらしいじゃねぇか」

「俺じゃねぇよ。──どこかでこいつを雇やとえないもんかね。どこからもお断りを食くらってるらしいんだが、マゾダチの頼みでな」

「わざわざそんな奴やつ連れてくるなよ……」

　蜂須が香澄を指差すと、小柳津が顎あごに手を当てて香澄をジロジロと見る。

「見た目はやっぱり悪くねぇが、恰かつ好こうが──。で、お嬢じようちゃんはどんな仕事したいんだ？」

「ん、どっちかと言うと今はギターと歌の練習したい」

「そうか、頑がん張ばれよ」

　小柳津がカウンターからそっと離れようとする。俺は必死で食いついた。

「ま、待ってくれ！　これには深い事情が──」

「お代わりの注文だ馬鹿野郎、文句あんならテメェが客に注いで来い。──戻もどって来るまでにその深い事情を解決しろ。じゃなきゃとっとと帰れ」

　苛いら立だちを隠かくさずに、小柳津がブツブツ言いながら煙草たばこを灰皿に押し付けて、コーヒーポットを片手に店内に向かう。その後ろ姿を黙って見送ると、俺と蜂須は香澄の頭をはたいた。

「ふざけんなよ……、次に馬鹿言ったらさすがに怒おこるからな」

「まぁまぁ、落ち着いてください。自分は香澄の気持ちが分からんでもないッス」

　文句の言いたそうな香澄を江え西にし陀だが庇かばう。

「なんだよ、香澄の肩かたを持つのか？」

「咲さき丘おかは芸術に燃える人間の気持ちをちょっとは察しましょうよ。そうッスねぇ、例えば咲丘は風景鑑かん賞しようの時間が削けずられるのは少しでも嫌いやでしょう？」

「俺の心はいつもナイアガラやチョモランマと共にある。そうでなくとも、この目の前に広がる風景を見てるだけで満足なんだよ。だから俺の風景鑑賞の時間が削れるなんてありえん」

　俺の人生には趣しゆ味みの時間しかないのだ。

「咲丘の趣味はそれッスから、代表のチョモランマでいつも満足できるでしょうけどね。香澄の場合はずっと音楽聴ききっ放しとはいかないでしょう。自分も授業中はずっとスケッチしてるから保もちますけど、仕事しろって言われたら多分無理ッス。咲丘は日中ずっと目め隠かくしされたらどうッスか？」

「すまん香澄、俺はちょっと言い過ぎた」

　俺が頭を下げると、香澄がジトッとした目で俺を見下ろす。

「……なんかちょっと違ちがうけど、もういいよ。働けばいいんでしょ」

　どうにも不満そうだが、とりあえずは働いてくれるみたいで安心した。

　小こ柳やな津つが戻ってくる。

「深い事情は解決したか、したよな、続けるぞ。で、蜂須に何頼たのんでたんだっけ。仕事のクチまで利きいてやるかは内容によるぜ。ちなみに俺はイラついてる」

　口元を引き攣つらせた小柳津は肘ひじをついて蜂須に向き直った。




「悪戯いたずらお化けの噂うわさと、『ドッペルゲンガー』だ。……どうにもマジネタらしい」




　蜂須の口から思わぬ単語が出てきて、俺も江西陀も香澄も目を丸くする。そういえば、そんな都市伝説を調べている途と中ちゆうだったことを思い出した。

「ああ、そうだったそうだった。面おも白しろい、聞こう」

　ニヤニヤして小柳津が目を細める。少しは機き嫌げんが直ったらしい。

「大体はやっぱりマスターから聞いた通りだったわ。オアシスのお化けだけど、けっこう前からある噂みたいだな。どうでもいい悪戯ばっかりするお化けがいるって話。最近はやけに活発になってるみたいだけどよ」

「お化けって、さっき言ってたアレのこと？　本当だったの？」

　香澄が二人の話に割って入ると、小柳津が目を丸くした後にケラケラ笑う。「蜂須から何聞いたか知らねぇが、オアシスにお化けが出るって都市伝説はマジであるぜ」

「でもって、『お化け』って言われる理由もなんとなく分かってきたぜ。コイツ、これだけやって本物はまだ捕つかまってないんだな。制裁加えられてるのは全部偽にせ物ものなんだろ」

「──どういうことだ？」

　蜂須は何を言ってるんだろう。そもそも、たかが悪戯いたずら魔まとはいえそんな愉ゆ快かい犯はんを長々と放置するほど、オアシスという場所が甘い世界だとは思えない。

「悪戯魔の犯人として捕まってる奴のほとんどが冤えん罪ざいなんだ。最近だと、よりにもよって柏かしわ木ぎの爺じいさんの事務所に爆ばく竹ちく投げた馬鹿がいて。さすがに犯人は捕まったんだけど、こいつにはアリバイがあったんだよ。でも組合は『目もく撃げき証言がある』とか言って全然取り合ってくれなかった」

「──それ、本当に冤罪か？　命が惜おしくなっただけじゃねぇの」

　どこか聞き飽あきたような表情で言う小柳津に、蜂須がサディスティックに笑いかける。

「間ま違ちがいねぇよ、そいつは俺のマゾダチの一人だ。そいつとはその日、一日中一いつ緒しよに電気屋で新型マッサージチェアの『最強モード』にトライしてたんだ」

　真実だとしても信用し難がたい、意味不明なアリバイだった。

「だから最近、こういう事件を巷ちまたじゃ『お化けの仕し業わざだ』とか『ドッペルゲンガーの仕業だ』って言ってる。ドッペルゲンガーが人に化けて、悪戯して回ってるんだそうだ。アホみたいな話だけどな。こういう話を広めるの、退たい屈くつだし好きな奴やつが多いんだよ」

　ふーん、と小柳津は髪かみの毛を弄いじる。少なくとも仕事がこんな話だけで貰もらえるとはとても思えない。「で、他ほかには？　俺は別に分かってることを確かく認にんしてこいと言った覚えはないぜ」

「──キラメキ通りの張チヨウさん、知ってるだろ。豚とん骨こつラーメンの旨うまいラーメン屋のジジイだ。常連客が立て続けに四人、不ふ審しん死しているらしい。全員に共通するのが、その噂のドッペルゲンガーを見たって死んだような顔してたことだ」

「不審死？　見ただけでか？　……うーむ、今までそんなの聞いたことねぇぞ。なんでまた」

　小柳津が興味深そうに唸うなる。これはちょっと反応が良いんじゃないだろうか。

「四人の関連性は？　他殺の線はねぇのか」

「他に四人の接点はない、張さんの店でラーメン食ってただけだ。ラーメンに小麦入れてる店でもないし、四人ともオアシスにたまに立ち寄るだけの堅かた気ぎだよ。他殺も考えにくいらしい。ただの事故とか、分かりやすい自殺もあったらしいけどその程度だ。ドッペルゲンガーについては、どうも信しん頼らいできる張さんにだけ話したみたいだな」

「被ひ害がい者しやがただの堅気ねぇ……」

　小柳津が新しい煙草に火を点つける。「新型ＭＤＭＡペケの可能性は？　他に共通点もねぇのかよ」

「そっちの反応は無いってよ、むしろ最近のＭＤＭＡペケについてはあんたの方が詳くわしいはずだ。俺に聞くなよ」

「それ、警察は動いてないんスか？　聞いてる限り、同一犯の事件っぽい感じッスけどね」

　江え西にし陀だが口を挟はさむと、蜂須は腕うでを組んで大きく鼻で息を吐はく。

「さぁな。警察はただの事故や自殺で片づけるつもりらしいが、一応周辺洗ったり携けい帯たいの着信履り歴れきとかから不審なものがないかだけ洗ってる最中らしいぜ」

「なるほどねぇ……。そうそう、グラフィティアートの件はどうなってんだ、蜂須」

「ああ、アレ？　悪い、まったく情報なし」

　蜂須が肩かたを竦すくめる。「お化けは今までにあんなもの描かかなかったらしいんだけどな」

「グラフィティアートって、あの街中に描かれてるよく分からない記号か？」

　小柳津がそんなことまで調べているとは思わなかった。俺が訊たずねると、小柳津が腕を組んで頷うなずく。

「おう、アレがちょっちややこしいことになっててな。誰だれが描いてるのか捜さがしてるんだよ。むしろお前ら知らないか？　こいつは高く売れる情報になってきてるぜぇ」

　あんな風景汚よごしの名前が売れてるのか、気に食わない。

　全員、特に情報は無いらしい。小柳津がため息を吐く。「はぁ、そうかいそうかい。期待は元からしてなかったから別にいいよ」

　一呼吸つく。全員が口に手を当てて何かを考えていた。

　香か澄すみはどうなんだろう。香澄はドッペルゲンガー──自分自身を見ているのだ。でも、間違っても自殺なんてする奴にはとても見えない。そもそも、香澄の顔をしたお化けは何か悪戯いたずらでもしたんだろうか。いや、もしかしてグラフィティアートは──

　頭がこんがらがってきた。分からないことが多すぎる。

　なんとなく心配になって、つい香澄の表情を覗のぞいてしまう。香澄は真しん剣けんな顔で唸っていた。

「──キラメキ通りの豚骨ラーメン、食べてみたいね」

「ゆとりは黙だまってろ」

　前言撤てつ回かい。この子はきっと逞たくましく生きていける。

「んー、多少は新しいけど、聞いたことのある情報と被かぶってるな。ツケは消してやら。かわいそうだし、せめてコーヒー一いつ杯ぱいサービスしてやるよ」

　ムスッとした蜂須を横目に、小こ柳やな津つが懐ふところのメモ帳を開く。蜂須にとっては渾こん身しんのネタだったらしく、珍めずらしくしけた顔をしていた。

　しかし、このままではここに来た意味がないじゃないか。俺も頭を回転させる。

　──そういえば、この情報は売れるんだろうか。

「なぁ、小柳津。俺も売りたい情報があるんだけどいいか？」

　俺がそう言うと、楽しげに小柳津が笑う。「ガキが偉えらそうに言うねぇ。で、何だよ」

「この香澄も、自分のドッペルゲンガーを見てるんだけど──」




　途と端たん、小柳津の態度が大きく変わる。




　小柳津が目つきを鋭するどくして、大きく身を乗り出して香澄に顔を近づけた。

　香澄が、きょとんとした目で見つめ返す。

「詳しく聞かせろ。見たのは何時いつだ。どこで見た、そこには行ったことがあるか。見み間ま違ちがいとかじゃねぇよな。何回か見てるか。跡あとは追ったか。他に誰か確認したか」

「ちょ、ちょ！　そんなに一気に言われても香澄さんは巻けません！」

　香澄の頭がオーバーヒートしそうだったので、俺が間に入って聞いていた状じよう況きようを伝える。

　というか、話してみたら前に代表が香澄に訊きいていた質問とほぼ一いつ緒しよだったことに気付いた。

「……冗じよう談だん、じゃねぇみたいだな」

「なんだよ、それがすげぇ情報なのかマスター。……大体、最近変だぞ？　こんなオカルトみたいな話に興味なんてなかったろ。なんでこんな情報、俺まで使って集めてるんだよ」

　蜂はち須すが訝いぶかしげに小柳津を睨にらむと、小柳津が歯切れ悪く答える。

「いや、な、最近はそういうオカルト情報が組合とか連合でやたら需じゆ要ようあるんだよ。意味が分からん。オカルトとはまた違ちがうけど『切きり裂さきジャック』の情報もやたら売れたし」

　懐なつかしい単語を聞いて、俺と江西陀が唾つばを飲む。「──犯人の目星とか、ついてるのか？」

「さぁねぇ、そういや『神楽かぐら咲さきテロ』以来聞かないな。そうそう、『神楽咲テロ』の情報も需要がすげぇあるぜ。連合の連中がマジギレしてたしな、さすがに主犯はもう裏で捕つかまって埋うめられたんじゃねぇか」

　ケラケラと小柳津が笑うが、俺も苦笑いでしか返せない。今いま更さらだが、自分達の行動の重大さを改めて思い知った気分だ。

　組合や連合とは何だろうか。今度、代表にこの件はどうするのか聞いておこう……。

「えっと、香澄だっけか？　そのドッペルゲンガーの証言は今なら売れるかもしれないぜ。最近のトレンドだしな。連合にちょっとはマトモな仕事ないか、試ためしに口くち利きいてやるよ」

　香澄の情報は今までと何が違ったのだろう。露ろ骨こつな態度の変化が怪あやしいが、ここは様子を見ることにする。

「おお、本当か？　悪いな、小柳津。──ほら、香澄もお礼くらい言えって」

　これで香澄のバイトも多少は良いのが見つかるだろう。が、香澄は喜びもせずにムスッとしていた。

　さすがに一言ぐらい文句を言おうとした、その時である。




「あぁ？　ふざけんじゃねぇぞ、おい！」




　突とつ然ぜんの怒ど声せいに、店がシンと静まり返る。

　何事かと思って振ふり返ると、大おお柄がらな男が女子高生に向かって立ち上がって大声で何事か喚わめき散らしていた。

「今更値段吊つり上げるとか何様のつもりだ、あぁ!?　テメェみたいなの買ってやるだけマシだと思えよ！」

　確かあれは小柳津によると、客を待っていた売春をしている女子高生だったはずである。なるほど、あの大柄な男はお客さんらしい。

「アンタこそ何よ、ブサイク！　送ってきた写真と全然違うじゃない！」

　肩かたを怒いからせる男と同じように、女子高生は携けい帯たい電でん話わを弄いじりながら、苛いら立だちを隠かくさずに汚きたない言葉で喚いていた。

　オアシスらしい風景だと、呆あきれて何も言えない。

「マスター。放ほうっておいていいのか？」

「あちゃー……。いや、そのうちやるだろうとは思ってたけど、どーすっかね」

　蜂須の質問に小柳津も迷めい惑わくそうに頭を搔かく。誰だれも口論を止めようとはしない。

　その時、男が手を振り上げた。

　江え西にし陀だが動こうとするのを俺が制止する。正直こんな所で厄やつ介かい事に巻き込まれたくはない。

　が、生憎あいにく、俺の腕うでは江西陀を止められる二本だけしかなかった。




　硬かたい物を殴なぐった時に鳴るような響ひびき。




　思い切り手を振り下ろした男が憎にく々にくしげに、男と女子高生の間に入った女を睨みつける。

「──痛っ、なんだこのガキ！」

　あっという間だった。俺が止める暇ひまもなく、席から立ち上がって店を駆かけ抜ぬけていったのだからどうしようもない。

　ギターのハードケースを盾たてに男の拳こぶしを防いだ香か澄すみが、軽けい蔑べつするような目で男を見上げる。

　一いつ触しよく即そく発はつの空気が店を包んだ。

「マスター。放っておいていいのか？」

「あちゃー……。いや、そのうちやるだろうとは思ってたけど、マジどーすっかね」

　蜂須の質問に小柳津も迷惑そうに頭を搔く。誰も喧けん嘩かを止めようとはしない。

　香澄は昔からああだった。

　何せ正義感が無む駄だに強いものだから、ああやって喧嘩を始める子供がいると、関係が無くても仲ちゆう裁さいに入るお節せつ介かいなのである。

　とはいえ、それも昔の話。さすがに卒業しただろうと思っていたが甘かった。

　テンガロンハットを香澄が被り直す。

「どけよ、ガキんちょ。おじさんはお前みたいな乳臭くさいのを相手にしてるほど暇じゃねぇんだ」

「女の子巻く男なんてサイテーだよ、ロックじゃない」

「──んだと!?　ガキが生意気言ってんじゃねぇよ」




　すると、騒さわぎを聞きつけたのか、店の入り口から何人もの男がゾロゾロと入ってくる。




「おい、何手こずってんだよ。早くヤろうぜ」

「──あぁ、ガキが二人に増えてな」

「へぇ、その方が撮影にゃいいじゃん」

　その言葉を聞いて、女子高生の顔が急激に青ざめる。段々と事の全ぜん貌ぼうが摑つかめてきた。

「咲さき丘おか、止めなくていいんスか？」

　江西陀が低い声で俺に囁ささやく。「そこの箒ほうきを使えば、この程度の人数なら──」

「やめとけ、怪け我がするぞ。正直言って、あの馬ば鹿かが悪い」




　そう、厳密に言うと、香澄に喧嘩を売って笑ってるような大おお馬ば鹿か野や郎ろうが悪い。




　後から加わった男が、香澄に向かってニヤニヤと笑いかける。

「──お嬢じようちゃんも堅いこと言わないでどうだい？　一晩で金になるぜ？」

「……お金？」

　香澄の声から、温度が消える。

「そうだよ、楽しいことしてしばらく遊べ──」




　その言葉は、最後まで発せなかった。




　香澄がグルリと回転し、ニヤけた男の横顔にギターケースを勢いよく叩たたきこむ。瞬しゆん間かん、男の顔が真横に吹ふき飛んで、近くのテーブルに激げき突とつ。そのまま力無く男は倒たおれこむ。

「何すんだこのガキ──ぐぁっ！」

　香澄の回転は止まらない。

　男を倒したままの勢いで飛び上がってテーブルに着地すると、そのまま前方に回転して上段からギターケースをもう一人の男の顔面にめり込ませる。そのまま体重をかけて押し込み、男は派手な音をたてて背中から地面に倒れて動かなくなった。

　響く怒ど号ごう、それに沸わきあがる周囲の野や次じ馬うま。

「──おぉ、ありゃなんスか。曲芸、スタント？」

「ステージパフォーマンスだそうだ。あいつ、昔から運動神経良くて喧嘩慣れしてんだよ」

「ロックというより、パンクとかデスメタルっすねぇ……」

　店内が急激に騒がしくなる。

「おい、ガキ。それだけやって、どうなるか分かってんだろうな」

　最初に女子高生に絡からんでいた大おお柄がらな男が、若じやつ干かん語ご尾びを震ふるわせながら香澄に問いかける。

「俺たちゃ柏かしわ木ぎさんのところの──」




「お金のために、女の子を泣かせるの？」




　子ども一人が目の前にいる。

　そいつのそのたった一言で、大人達があまりの威い圧あつ感かんに押し黙だまる。

「そんなにお金が大事なの、お金ってそんなに大事なの？　──大人ってみんなそうだ。何のためでもお金、お金、金、金、金、金、金金金金カネカネカネ！」

　香澄がギターケースを縦じゆう横おう無む尽じんに振ふり回す。

　テーブルが吹き飛び、食器が割れ、床ゆかに亀き裂れつが走っていく。

「お金は音も出ないのに、お金は歌も歌わないのに！　その辺でお金と交こう換かんできる音なんかで大人はみんな満足して！　全部お金に換かえるんだ、全部お金で解決しようとするんだ！　そういうの、むしゃくしゃするんだよ。うざったいんだよ、邪じや魔まなんだよ、目め障ざわりなんだよ!!」

　その回転に、次は人間が巻き込まれる。

　香澄を止めようとした男達が次々と吹き飛び、殴なぐられ、グルグルと回転して墜おちていく。

　回る、回る、回る。

「全然そんなのロックじゃない、あんた達は全然ロックじゃない！」

　香か澄すみが激しくシャウトしながら、回る、回る、回る。

「大きな奴やつに媚こびを売って、小さな子供を殴り飛ばす。太い木にしがみ付いてる虫一匹のくせにミンミン鳴くんだ、声ばっかり五月蠅うるさくて鬱うつ陶とうしい！　あんた達は悪だ、あんた達が正しかろうが、あたしはそういうのが許せない！　絶対に！」

「お、おい、やべぇぞこのガキ！　狂くるってやがる！」

　大柄な男が腰こしを抜ぬかして倒れこむ。男が辺りを見み渡わたす。

　他ほかの全員は、香澄の回転に巻き込まれて、手や足をありえない方向に曲げたまま床に深く沈しずんでいた。

「ひ、ひいいぃぃぃ！」

「覚えときな、ロックンローラーはあんたみたいなのを許さない──」

　香澄がギターケースを上段に掲かかげると、振り下ろそうとしたその手が止まる。香澄が振り返ると、小こ柳やな津つがギターケースを押さえていた。

「俺の店で暴れんじゃねぇよ、馬鹿ゆとり。美少女じゃなかったらぶっ殺すぞ」

　そう言って、小柳津が男の前に立つ。

　手には蜂はち須すから借りたと思われる金属バットが握にぎられていた。

「テメェの店か！　分かってんだろうな、柏木さんが知ったらテメェの店なんて──」

「あの爺じじいの知り合いか、だったら伝えておけ。『喧けん嘩かしたきゃあの世でやれ』ってな」

　小柳津の尊大な態度に、男の顔が引き攣つる。小柳津が綺き麗れいなバッティングフォームを構えた。

「いや、正直あんたの所とは揉もめたくねぇよ。あんたが屑くずなのは知ってるし、女の方は自じ業ごう自じ得とくで、このゆとりはただのお節せつ介かいな馬ば鹿かだ。庇かばう価値もねぇ。本当に糞くそったれだよ、畜ちく生しよう」

「だったら──」

「ただ俺は、テメェの顔が気に入らない」

　それだけ言って、小柳津は男の顔面にバットを容よう赦しやなく叩きこんだ。

　男が声も無く崩くずれ落ちる。店内がまた、シンと静まり返った。

　小柳津が鼻歌交じりにカウンターに戻もどろうとする。

　途と中ちゆうで振り返って、隅すみで震えている女子高生に声をかけた。

「ああ、前から言おうと思ってたんだが、お前も客待ちなら他でやってくれ。一番安いコーヒーで長居されると回転が悪いんだよ。あと、俺の前でイチャイチャすんじゃねぇ。分かったらさっさと失うせろ、ブサイク」







「それで、香澄ちゃんってどうなったの？」

　一いつ緒しよに下校していた萩はぎ先せん輩ぱいが俺に尋たずねる。代表と出で島じま先輩は私用で休みだそうだ。仕方ないので、今日は萩先輩と二人きりでパソコン話に華はなを咲さかせていたのである。

「どうもこうも、散々小柳津に怒おこられて出禁食くらってましたよ。大人しくしてたら仕事くれたかもしれないのに、アホですよねぇ」

　香澄と小柳津に滅めつ多た打うちにされた男たちは、後から入ってきたサングラスをかけたスーツ姿の屈くつ強きような男と、その部下らしき人達に連れられて行ってしまった。

「組合の名前を汚けがす屑くずが失礼しました」とサングラスが小柳津に分厚い封ふう筒とうを渡わたしていたし、きっと仲間の人だったんだろう。

　あれはきっと病院に連れて行ってくれたんだと信じたい。

「後から聞いたんですけどね。香澄の奴、何度かバイトの面接の時に暴れたらしいんですよ。気に食わないのどうのって。そりゃ、近きん隣りんのブラックリストに載のるに決まってる」

「ははは……、それだとバイト探し大変そうだね。何か協力出来たらいいんだけど」

「自業自得ですよ、そのうち反省しますって」

　俺が肩かたを竦すくめると、萩先輩がポンと手を打つ。

「あっ、せめてウチに泊とまったらどうかなぁ。咲さき丘おかくんも大変でしょ」

「まだ大だい丈じよう夫ぶですよ。というか、あんな危険な肉食動物は預けられません。そのうち俺の胃い袋ぶくろが限界になったら、引き取ってやってください……」

　大きな通りまで来て、萩先輩と別れる。江え西にし陀だは今日は部活に出ずにサッサと帰ってしまった。どうも、集中したい絵があるらしい。

　時間が少し余った。ちょっとコーヒーを飲んで帰りたくなる風景である。

　俺はその足で、オアシスの裏通りに向かう。

　それなりに通る人は多いが、絡からんでくるようなヤバい奴もいない。その方が安全だということだ。さすが、店主が薦すすめるルートなだけはある。

　しばらく歩くと、無事に俺は寂さびれた感じの外装の建物、『ムジカ』に辿たどり着く。

　扉とびらを開ける。人で賑にぎわう店内に空いてる席を探した。が、カウンター席しか見当たらない。混こんでるのにあそこだけ空いてるなんて、小柳津はもしかして嫌きらわれているんだろうか……。

　カウンター席に座ると、小柳津が携けい帯たい電でん話わを操作しながら煙草たばこをふかしていた。

「咲丘か、よくここに面つらが出せたな。失せろよイケメン、胸むな糞くそ悪ぃ──あぁ！　誤ご爆ばくしちまったじゃねぇか！　くそっ！」

「酷ひどいこと言うなよ。そりゃまぁ、香澄の暴走を止めなかったのは悪かったけどさ」

「──まったくだぜ。だがよ、柏かしわ木ぎの爺さんの下したっ端ぱに喧けん嘩かを売る度胸は気に入った。あいつにゃ前から迷めい惑わくしててな。『今度は一緒に爆ばく竹ちく投げに行こうぜ』って伝えとけ」

　そう言って、ゲラゲラと小柳津は笑う。あの時は相当怒っていたように見えたが、案外茶ちや目めっ気のある人物なんだろうか。蜂須の知り合いなくらいだし、根はいい人なのかもしれない。

　一番安いのを一つ、と言って携帯電話で『カメラ俱く楽ら部ぶ』の風景写真を流し見する。嫌いやそうな顔をして、小柳津がコーヒーを淹れ始めた。

「俺も昔、職がなくて死にかけてな」

　しばらくすると、小こ柳やな津つがコーヒーを出してカウンターに肘ひじをつく。

「餓が死し寸前だったよ、世の中を呪のろったね。そしたら、ある人が俺にパンを半分くれたんだ。その人も俺と同じくらいボロボロだったのに、だぜ。その最後の一個のパンの半分を、見ず知らずの俺に渡して言ったんだよ。『一つしかない命なんだから、粗そ末まつにしちゃだめだ』ってな」

　コーヒーを啜すする。相変わらず、安いのはやたら酸すっぱい。

「その人にはパンを手に入れる方法を教えてもらった。意味分かんねぇくらいに働けば、多少は稼かせげる職を紹しよう介かいしてもらった。なけなしの金で買ったコーヒーを持ってきて、コーヒーの美味うまさを教えてもらったんだ」

「いい人だな」

　俺が言うと、小柳津が初めて笑え顔がおを見せた。

「恩人だよ。──だから、俺は汚きたないこともやりながら貯ためた金で『コーヒーハウス』を開いたんだ。会えるなら、もう一度あの人に会って俺の淹れたコーヒーを飲んでもらいたい」

　これが本当に美味いコーヒーなのかどうかは分からない。どちらかと言えば、俺は苦いコーヒーの方が好きなのだ。多分、あんまり好きではないんだと思う。

　でも俺は、今の話でこのちょっと合わない味に親しみを持てた気がした。

「がむしゃらに働くのはな、汚きたねぇし、くだらねぇし、キツイし、安いしで酷いけどよ。そういうのを馬ば鹿かにしちゃ絶対にいけねぇんだ。俺たちはテメェみたいな芸術とか抜ぬかしてる奴やつにはゴミみたいに見えるのか知らねぇけど、俺らなりに夢があって毎日汗あせ流して働いてんだよ。──俺がやってんのが世の中から見たら歯車みたいなもんでも、その歯車が世の中回してんだ。つまり俺が世の中回してるんだよ。かっけぇだろ」

　その言葉は、香か澄すみに言ってやってほしかったものだけど。でもいつか、香澄も音楽以外に色んな大切な事に気付いてくれると俺も信じている。




　風景しかなかった俺が、丘おか研けんに出会えたように。




「──そうだな。カッコいいよ、あんた。マジでイケメンだ」

「……あぁ？　そりゃ何だ、嫌みか、喧嘩売ってんのか。ぶっ殺すぞイケメン」

　小柳津が指をポキポキ鳴らし、俺にヘッドロックを仕し掛かけて来る。

「ちょ、なんで怒るんだよ、ま、タンマ、やべぇやべぇやべぇ！　ギブギブギブギブ!!」




　でも、この暴力的な店主のコーヒーハウスが繁はん盛じようしてるのは、オカルトだとしか思えない。
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　　＊＊＊＊＊＊＊




　某ぼう有名家電メーカーに勤めていた青あお島しま（仮か名めい）は、突とつ然ぜん上司に呼び出された。

「社外秘の資料を横流ししただろう」

　正直、何を言われているのか青島にはサッパリ理解できなかった。何かの冗じよう談だんかと一いつ瞬しゆん思ったが、上司の詰きつ問もんが激しくなってきて、ようやく事態の深刻さを悟さとる。

　どうも上司によると、とある高級料りよう亭ていでライバル企き業ぎようの役員と青島が密談をしている姿を目もく撃げきした人がいるらしい。そしてつい先日、そのライバル企業が自分たちの開発していた製品の設計図を丸々用いたとしか思えない新製品を発表したのだ。

　青島には何の心当たりもない。青島は自分の仕事に誇ほこりを持っている。




　そもそも、その料亭で目撃されたという日に、青島は日本にいなかったのだ。




　必死の弁解も虚むなしく、青島の降格は粛しゆく々しゆくと決まる。

　週が明け、青島が出社すると、青島のデスクには既すでに青島が座っていた。




　　＊＊＊＊＊＊＊




　部活を終えて雨の中、俺は梅雨つゆの風景を楽しみながら帰宅する。香澄は出かけているらしい。パソコンを起動して、検けん索さく画面を開いた。

　ワードを打って検索。『ドッペルゲンガー』。

　そうしようとすると、それをカタカナ変へん換かんした時点で予測変換が画面に出てくる。『ドッペルゲンガー　映画』とか、『ドッペルゲンガー　ゲーム』とか。とりあえず、単語そのものの意味を調べようと思った時に、ふと気になる予測変換を発見した。

「『ドッペルゲンガー　芥あくた川がわ龍りゆう之の介すけ』……？」

　そういえば、いつぞやかに小こ手で毬まり先生が「芥川がドッペルゲンガーを見た」なんて言っていたのを思い出した。

　まさか、と思ってそれをクリックしようと思った時に、玄げん関かんのチャイムが鳴る。来客らしい、もしくは香澄が帰ってきたんだろうか。

　ドアスコープを覗のぞきこむと、部屋の扉とびらの前に馴な染じみのある懐なつかしい顔があった。

　ピッチリした女性用スーツに身を包んでいて、背は俺より少し高い。スタイルも良くモデル体型の美人である。

「真ま弓ゆみ姉さんじゃないか!?　急にどうしたんだよ」

　俺が驚おどろいてドアを開けて話しかけると、扉の前の女性が無表情で片手を上げた。

「お久しぶり、ジュニア。随ずい分ぶんと遅おそい帰宅ね」

「──そのジュニアって呼ぶの、いい加減にやめてくれよ」

　俺が渋しぶい顔をすると、興味なさそうに美人が鼻を鳴らす。「いいじゃない、純じゆん一いちさんの弟なんだからジュニアでいいでしょ」

　俺には縁えんが無さそうなこの美人は、錦にしき木ぎ真ま弓ゆみという。俺の少し歳としの離はなれた父方の従姉いとこだ。

　確か都内で、女性ながら準キャリアで刑けい事じなんてやっている、女性の社会地位向上を形にしたようなバリバリの仕事人間である。以前に親族で旅行に行った際、叔母おばさんが「真弓は結けつ婚こんする気が無いんだ」と嘆なげいていた。

　それにしても久しぶりの再会だ。一体何年ぶりなんだろう。

「えっ、もしかして俺が帰るの待ってたのか？　来てたんなら携けい帯たいに電話でもくれよ、早く帰ったのに。兄貴は──ああ、さすがに寝ねてるかな。とりあえず上がってくれ」

　雨の中で立ち話もなんだ。真弓姉さんを家に招き入れる。

　真弓姉さんは俺の部屋を軽く見み渡わたすと、特に感かん慨がいもなさそうにベッドに腰こしかけた。

「何も無い部屋ね。──でも女の子の匂においがするわ、彼女でもいるの？」

「ははは……、刑事の鼻はすごいな。香か澄すみって覚えてるか、昔よく遊びに来てた奴やつ。最近よくウチに入り浸びたってるんだ」

　間ま違ちがったことは言っていない。ちなみに、今は香澄は外出中だ。どこかでギターを弾ひいているらしい。

「……ああ、あの帽ぼう子しの子ね。懐かしい。そのうち挨あい拶さつ出来ればいいけど」

　それにしても、スーツ姿の妙みよう齢れいの女性と部屋で二人きりというのは、親族とはいえちょっと緊きん張ちようする。……スーツのスカートから覗くストッキングが、その、えっちぃ。

「こ、コーヒーでも飲むか？」

「あら、ペットボトル紅茶クンが変わったわね。お構いなく、私も仕事で寄っただけだし」

「仕事？」現場で走ってるはずの刑事が、こんなところに何の用だろう。「何か事件か？」

「まぁね。ところでジュニア、昨日の夕方は何してた？」

　いきなり真弓姉さんが話題を変える。

「夕方って……、普ふ通つうに学校に行ってたよ。平日だし部活があるからな」

　聞かれて、ドリップ式インスタントコーヒーを淹れながら思い返してみる。

　朝は珍めずらしく早起きしたから朝食をしっかり作って、香澄に餌え付づけをして、清きよ宮みやと話しながら登校。授業中はいびきを搔かいていて、放課後には部室で神経衰すい弱じやくをやっていた。ほとんど代表が札を取っていってしまうので、後半からは『代表の集めた札』と『代表以外の全員が集めた札』の数を競きそうという、異種格かく闘とう技ぎみたいなゲームになっていたことまで覚えている。

「なるほどね、案外楽しそうじゃない。私はジュニアが学校嫌ぎらいだと思ってたんだけど」

「勉強さえしなきゃ、多分学校は楽しい所なんだろ？」

　ふむ、と真弓姉さんが口に手を当てて考え込む。何か問題でもあったのだろうか。刑事がわざわざ俺の家に来るなんて、嫌いやな予感しかしない。コーヒーを手て渡わたす。「何か俺に用か？」

　ようやく真弓姉さんが頭を上げると、いつもの無表情な目で俺を見つめる。

「昨日の夕方に、オアシスの色んな店てん舗ぽに設置してあった非常ベルが一いつ斉せいに鳴ったのよ。消防隊が無む理りやり入ろうとしたら悪戯いたずらだったみたいでね。まぁ、こんなのは迷めい惑わくだけど事件性が少ないからどうでもいいんだけど。あの事件の後にそういうのが多いから皆みなピリピリしてて」

　真弓姉さんは手帳と携けい帯たい電でん話わを取り出す。

「ただ、あそこって治安悪いでしょう？　火か事じ場ば泥どろ棒ぼうが何件もあってね、一応は見て見ぬ振ふりはできないから三課が捜そう査さしてるのよ。で、その時に非常ベルを押した犯人が防犯カメラに映ってたんだけど、その画像がこれでね──」

　真弓姉さんが俺に少し古い機種の携帯電話の画面を見せる。

　拡大されていて少し画像が粗あらいが、それはどこかで見た顔だった。




　というか、俺の顔だった。




「……もしかして、俺って疑われてる？」

「一応は。もちろん、アリバイについては学校関係者から裏を取ってるし、これは形式的なものよ。──ジュニアじゃないんでしょう？」

「そんなことやるわけないだろ。大体、俺に何の得があるんだ」

　そうよねぇ、と真弓姉さんが携帯電話をしまって脚あしを組み直す。頑がん張ばったが、ストッキングしか見えなかった。だが眼福だった。

「信じてもらえてなにより──。でも、真弓姉さんは都内勤務だったはずだろ。なんで神楽かぐら咲さきの警察で好き勝手やってるんだ？」

「大人の事情よ」

　真弓姉さんがため息をつく。

「うーん、それにしても何で俺の写真なんかが……」

「あなたを疑うわけじゃないけど、別に防犯カメラには変な細工も何も無かったわ」

　真弓姉さんが口に手を当てて唸うなる。「──何より顔よ、変装にしたってあそこまで似せられるのは漫まん画がとかアニメの世界の話。どうやったって、ジュニアがやったとしか思えない。写真も合成や加工の跡あとがない本物。正直言うと、さっさと『自分です』って謝ってくれた方がこっちの気は楽だわ。今からでも供述を変えてみない？」

「……でも、俺はずっと学校にいたんだよ」

「そうね、一応私もそこは信用してる。──でもね、ジュニア。同じ顔の人間というのは、双ふた子ごでもない限り二人といないの」

　そりゃそうだ、そんな人間いるわけ──




　いや、まさかとは思うけど、一つ心当たりがある。




「なぁ、真ま弓ゆみ姉さんは悪戯お化けのドッペルゲンガーって信じるか？」

　俺の質問に、真弓姉さんが変化の乏とぼしい顔に、露ろ骨こつに不快そうな表情を浮うかべる。

「……ジュニア、ふざけないでほしいんだけど」

「真面目まじめだよ、大真面目だ。姉さんは神楽咲に来たばかりで知らないだろうけど、オアシスでは前からかなり騒さわぎになってる。最近の悪戯騒ぎは、ドッペルゲンガーが誰だれかに化けてやったんだって」

　なんだか荒こう唐とう無む稽けいな話だが、それでも俺は必死に訴うつたえる。難しそうな顔をして、真弓姉さんは目元を押さえた。

「──ええ、そういう噂うわさがあるのは私も聞いた。ここの捜査本部はどうかしてるわ。そんなオカルトなんてあるはずないのに、オアシス関連の事件の特とく殊しゆ班には真面目な顔してオカルトを調べてる変人もいる。まったく、ふざけた話」

　やっぱり警察にもオカルトを調べている人はいるのか。でもまぁ、オカルトな事件は実際にあって、篠しの塚づかさんはいるんだし当たり前なのかもしれない。

「姉さんはオカルトって信じないのか？」

「大だい嫌きらいね、警察の敵はいつも自分と同じ人間よ。善人も悪人も狂きよう人じんも」

　そりゃそうだ。でも、よく考えたら最近会った中では新しん鮮せんな反応だった。俺の知り合いは、オカルトを無条件で信じるか、どうでもいいかの二択たくだったし。

「実は、ジュニア以外にも同じように窃せつ盗とうや強ごう盗とうの容疑で捕つかまっている容疑者もいるの。そいつらも全員同じ事を言ってるらしい、『ドッペルゲンガーがやったんだ！』って。そんなの、認められるはずがないでしょ。そんな言い逃のがれが通じるほど、世の中は甘くないわ」

「でも、俺はやってないんだよ」

「それを全部認めれば、犯人なんていなくなるの。──そのうち放火だって、殺人だってドッペルゲンガーの仕し業わざに出来るようになる。今はただの悪戯いたずらで済んでるけどね、この変装の得意な迷めい惑わくな人のせいで、こっちはいい迷惑よ」

　そう言って真弓姉さんが押し黙だまる。蜂はち須すが冤えん罪ざい事件が多発しているなんて言っていたが、この事件みたいなことだったのか。……迷惑かけたのが暴力団の事務所とかじゃなくて良かった。

　しかし、この悪戯をした『俺』は一体誰なんだろう。

　二人して黙っていると、真弓姉さんの電話が鳴った。真弓姉さんはそれを取ると、二、三言葉を交かわして電話を閉じる。真弓姉さんが立ち上がった。

「もう帰るわ、ジュニア。私もあまり本部を抜ぬけ出せないし」

「ああ、わざわざ来てくれてありがとう。今度は兄貴も誘さそうからさ、飯でも食べてゆっくりしようぜ」

　俺がそうフォローすると、少し機き嫌げんが良さそうに真弓姉さんが笑う。

「楽しみにしておくわ。ただ、こんな街に住んでるんだから一応は気を付けなさい。悪戯騒ぎについては警察も地味に焦あせってるから。……正直、そんなことに割さける人員もいないんだけど」

「──ふーん、警察も人手不足か。大変なんだな」

「『セントポーリア』って知らない？」

　初耳な気がする。「何だったっけ？」

「一応は民間団体なんだけどね、実質的にはカルト宗教な連中。『雇こ用よう状じよう況きようを改善せよ！』って、今日もオフィス街で大声出して暴れてるのよ。『切きり裂さきジャック』に『神楽かぐら咲さきテロ』と未解決事件も山積みだし。お陰かげで毎日お仕事しててね、嫌いやになるわ」

　真弓姉さんは肩かたを竦すくめる。「あんな落書きの何が良いんだか」

　それだけ言って出ようとする真弓姉さんを呼び止める。

「なんだよ、あんな落書きって」

「最近よく見るでしょう、あの太陽みたいなマークの──なに、グラフィティアートってやつ。『セントポーリア』いわく、あれは『現代日本を痛つう烈れつに批判する象しよう徴ちよう』らしいわよ。あれの下もとに団結するんですって。悪戯お化けといい、この街はマトモな人間が少なくて話に困るわ」

　あの絵にそんなファンが何時いつの間に出来ていたのか。「あれ、一体誰が描かいてるんだろうな。……ひょっとして、悪戯お化けかも」

　真弓姉さんは表情を動かさないまま、俺の質問には最後まで答えないで帰ってしまった。







　俺が部室で世界史の教科書と睨にらみ合っていると、萩はぎ先せん輩ぱいが部室にやってきた。

「……いけない、傘かさ忘れちゃった」

「今日は晴天ですからね！　久しぶりに布ふ団とんがよく乾かわくなぁ！」

　何気に失礼だな、この先せん輩ぱいも。別に俺が勉強していたっていいじゃないか。

　萩先輩が若じやつ干かん怯おびえながら、俺の向かいの席に座る。「どうしたの、咲さき丘おかくん。具合が悪いなら保健室に──」

「どうしても、俺が世界史を勉強しちゃいけないみたいですね。──ひでぇよなぁ、ツッチー」

　正直、休きゆう憩けいしたいと思っていたところだ。席を立ってケージに手を突つっ込んでツッチーの頭を撫なで回した後、エスプレッソを淹れる。萩先輩の分も淹れて手て渡わたすと、声を上げて笑え顔がおで受け取ってくれた。

　それにしても。子供がコーヒーを飲んでいるようで、どうにも慣れない風景だ……。

「ふーん、今はその辺りかぁ。中間試験が終わった後に復習なんて、偉えらいね」

「来週の頭に補習試験があるんですよ。──参ったな、内容がまったく分からん……」

　それもこれも、小こ手で毬まり先生の鬼おにの補習のせいだ。

　萩先輩はラジオのような物を取り出して、ヘッドフォンの端たん子しを接続してボタンを弄いじっている。選局に悩なやんでいるらしい。何度か手元を確かく認にんしながら、首を捻ひねっていた。

「今は何聴きいてるんですか、萩先輩」

「んー、お姉ちゃんに頼たのまれて作った『犯人追つい跡せき盗とう聴ちよう器き』なんだけど、まだ試作中で──」

「音楽を聴きましょう!?」

　立派なヘッドフォンの無む駄だ遣づかいすぎる。

「位置特定の信号と集音声が強すぎて、まだノイズが酷ひどいんだよ。小型にしたから、信号の出力上げ過ぎると調整が難しいんだよねぇ。ＧＰＳの機能は使いたいけど、ちょっと予算不足だし。でもほら、ここまで小さく出来たんだよ」

　萩先輩がニヤニヤ笑って、懐ふところからボタンのような小さな機械を取り出す。なるほど、あれが追つい跡せき用発信機と盗とう聴ちよう器きを兼かねているなら、服に仕込まれていても気付きにくいかもしれない。

「今時ＧＰＳもないのに、追跡装置と言われましても」

　俺の苦言にもめげず、萩先輩は発明品を解説する。

「受信システムの構築にお金と時間が掛かかっちゃうからね、プログラムも面めん倒どうでまだテスト段階だし。とりあえず、ラジオの原理を応用してノイズを追えば、仕し掛かけた人を追跡できるようにしてみたんだ。ちょっとだけ会話も拾ってくれるんだけど、実用レベルじゃないなぁ」

「うーん、中ちゆう途と半はん端ぱな性能だな。──言っちゃなんですけど、失敗作じゃないですか？」

　だよねぇ、と萩先輩が肩を落とす。が、マッドモードに入ってしまったのか、ヘッドフォンのコードを指で巻きながら笑い始めた。「……せっかくだからこれ、誰だれかに仕掛けてよ」

「その『せっかく爆ばく弾だん作ったんだから、どこかで爆発させよう』って考え方、いい加減にやめましょうよ。それは普ふ通つうに犯罪です……」

「まぁまぁ、いいからいいから」

　萩先輩が俺に発信機を押し付ける。

　使い方はシンプル。起動スイッチを押せば信号を発して、専用の改造ラジオが甲かん高だかい発信音を拾ってくれるというものだ。『犯人追跡盗聴器』に近づけば、その音も大きくなる。だが、ぶっちゃけて言うと市し販はん品の盗聴器と何かしらの発信機をセットで買った方がマシなレベルだろう。
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　こんなもの、どこで使えと言うのか。

　そんな話をしていると、代表とスーツ姿の男性が部室に入ってきた。

「代表、お疲つかれで──あれ、篠しの塚づかさんじゃないですか。部室に来るのは珍めずらしいですね」

「こんにちは、咲丘くん。偉いねぇ、勉強かい？」

　なんとも情けない笑い方をする中年──篠塚さんは柔やわらかく笑うと、手に抱かかえていた鞄を机に置いた。出で島じま先せん輩ぱいが見当たらないので、どうやら荷物運びにこき使われたらしい。

　一応、この人は不老不死の都市伝説そのものなんだが。扱あつかいが雑で涙なみだが込み上げてくる。

「はっはっは、学生なら当然ですよ。篠塚さんの言い方じゃまるで、今まで俺が勉強をしてなかったみたいじゃないですか」

「勉強していてあの成績なら、君は一度人生を見つめ直した方がいい」

　優ゆう雅がに椅い子すに腰こしかけた代表の言葉に戦せん慄りつする。「なぜだ!?　どうして俺の成績が悪いって知ってるんです!?」

「今、咲丘クンの口から聞いた」

　悪あく魔まみたいな人だった。そして、俺も大たい概がいに馬ば鹿かだった。

「そうそう、咲丘くん。この前に借りた本を返すよ。いやぁ、最近の家電製品は奥が深いね」

　篠塚さんが、抱えていた鞄かばんから雑誌を取り出して俺に手渡す。以前、最新の家電製品について学びたいと篠塚さんが言っていたので貸した専門誌だ。意外にも興味があるらしい。

「カセットテープの携けい帯たいプレイヤーが出た時にも驚おどろいたけど、最近は何万曲と持って歩けるらしいじゃないか。怖こわい世の中になったもんだよ」

「怖い？」

　萩先輩が訊きき返すと、篠塚さんが頷うなずく。

「昔はね、生きた音楽って一回しか聴けなかったんだ。でも、最近は録音の技術が発達して、同じ音楽が何度でも聴けるよね。だから、なんだろう。最近の曲は全部ゾンビに電気を流して、無理やり生き返らせた感じがするんだよ。そういうのちょっと気持ちが悪いなぁ」

「あー、言いたいことは何となく。篠塚さんは生演奏の方が好きな派ですかね」

「そうそう、僕は『生きてるライブ』音楽の方が好きだな」

　そりゃあ、現代人の中にだって生演奏派はたくさんいるけど。篠塚さんの言葉は時代の重みが違ちがって、ふむふむと頷いてしまう。「でも、『死んでるデータ』で聴いたって大差ないって皆みな言いますよ。今時は誰だって、全部ＭＰ３にするじゃないですか。音質の劣れつ化かはありますけど」

「いや、篠塚の言い分も分からなくはないよ。演奏はその日によって大きく違う。指揮者が違う、楽団が違う、舞ぶ台たいだって違うんだ。そこには二度と同じ音が作れない、本当にたった一度だけの魂たましいの輝かがやきがあったんだよ。ＣＤデータには、一番大事なそれが無いと言われている」

　代表が篠塚さんの意見に同調するとは、意外とレアな風景だ。

「魂の輝きって……。沈じん丁ちよう花げさんも、そういう言い方好きだよね」

　だが、篠塚さんは苦笑いしていた。「僕が言いたいのはそんな大層なものじゃないよ」

「──ただ、それでも私は、それら一つ一つに魂の輝きがあることを信じたいんだ。初めて聴いた名曲には、データだろうが生演奏だろうが、その唯ゆい一いつに対する純じゆん粋すいな感動があるだろう？　私はそういうものが、まだ世の中に生きていると信じている」

　代表はエスプレッソマシーンに向かって歩き、淹れたてのエスプレッソを豪ごう快かいに一気飲みする。その後、ラジカセまで歩いて行って、真新しいＣＤを入れて流し始めた。

「お姉ちゃん、それって昨日届いたやつ？」

「ああ、『世界名作劇場』だそうだ。どうも映画音楽がメインのようでね、たまたま輸入盤ばんのサイトで見つけてしまって、つい購こう入にゆうしてしまったよ。勉強のお供に聴いてみよう」

　ジャズにも似た、アップテンポな吹すい奏そう楽器の音が流れてくる。

　跳はねるように、転がるように、回るように、軽かろやかなリズムだ。

　代表が少し音量を上げた。

「はははっ、いきなり楽しい曲だな！　これはアレンジかな、オマージュかね。それにしても最初にこれを持ってくるなんて実に趣しゆ味みがいい。気に入ったよ」

「いつも聴きいてるクラシックっぽくはないですね。なんて曲なんですか？」

「チャップリンの『ティティナ』だよ。知らないかね？」

　代表がニヤニヤしながら椅子に腰かける。篠塚さんもニコニコしていた。

「懐なつかしいなぁ、『モダンタイムス』の曲だっけ。チャップリンが初めて歌った曲だよねぇ。思ったより声が良くて当時は驚いたもんだよ」

「ふふふ、リアルタイム世代は話が早くて助かる」

　どのくらい昔の映画なんだろう、怖こわくて聞けない質問だ。

　しかし、なかなか歌い出さない。イントロがやたら長い曲だ。

「……いつ歌うの？」

　萩はぎ先せん輩ぱいが待ちくたびれたように眉まゆを曇くもらせる。「そろそろさ」と代表が両手を軽く上げると、チャップリンの声真似まねをしているんだろうか、歌手が陽気に歌い始めた。

　透すき通るような声だ。時に色っぽく、時にふざけたように情熱的で。

　──が、英語なのかよく分からないけど歌詞が聴きとれない。

「代表、歌詞カードあります？」

　俺の質問に、代表と篠塚さんが目を見合わせる。とぼけた様子で篠塚さんが笑う。

「『ティティナ』に歌詞はないよ」

「えっ、いや、でも何か歌ってるじゃないですか」

　俺が狼ろう狽ばいすると、代表が椅子の肘ひじ掛かけに肘ひじをつく。

「そうだね、咲さき丘おかクン達にとって『カンタータ』がよく分からないけど意味のある歌詞なのに対して、『ティティナ』という曲はそれらとはまったく逆だとも言える」

「──意味が分かりません」

「チャップリンは意味のある言葉を使っていないんだよ。聴こえているのは全部、歌詞ではなくアドリブのでまかせだ。実際は曲に合わせてそれっぽく歌っているだけなんだな」

「えっ、噓うそでしょ!?　これって全部適当なの？」

　萩先輩がＣＤラジカセの傍そばに置いたままのケースを手に取る。歌詞カードを探すが、見当たらなかったらしい。「……本当だ、それっぽい解説も書いてあるね」

「チャップリンは音声映画トーキーのブームが始まっても無声映画サイレントを作り続けた偉い大だいな芸術家だ。『ひょっとして、チャップリンの映画は面おも白しろいけど声が悪いんじゃないか』とまで言われていた程ほどだよ。で、本人が初めて挑ちよう戦せんした音声映画トーキーが『モダンタイムス』でね。初めて観客に聴かせたチャップリンの肉声が、この『ティティナ』なんだ。実際、彼の声はとても綺き麗れいだった」

「なのに歌が適当なんですか？」

「だから、だろうね」

　代表は長い髪かみの毛を弄いじる。

「観客は音声映画トーキーが始まってから、それに夢中になった。もっと声を聴かせろってね。チャップリンは愚ぐ昧まいな観客に怒おこった。そしてその怒いかりを喜劇にした。人間を機械の一部の歯車のように扱あつかう現代資本主義を痛つう烈れつに皮肉り、観客が望む映画音楽に対して適当な歌を歌って、喧けん嘩かを売るような作品をわざと作ったんだ。まぁ、お陰かげで余計に名作となってしまったんだから、『喜劇王』の名は伊達だてじゃないということだよ。しかしまぁ、本当に楽しい話だから困る」

「へぇー、それでチャップリンって有名だったんですね」

　実は名前しか知らなかったとはとても言えない。古い映画に興味があるわけでもないし。

「我々は音楽を楽しんでいるように見えて、もしかすると上辺だけしか受容していないのかもしれないな。その唯一のメッセージに対して、既すでに同じ物があると、この人の歌だから聴くと、そういった安っぽい感動しかしていなくて。──『ティティナ』が意味のある歌詞に聴こえるように、我々は本質まで楽しもうとする心を失いかけているのかもしれないね」

『ティティナ』はもうとっくに終わり、別の曲のピアノ伴ばん奏そうが流れ始めた。

　篠塚さんが立ち上がる。

「それじゃあ僕は帰るよ。あまり学校の人に見られるのは良くないだろうしね」

「ん、助かったよ篠塚。引き続き、書庫の整理を頼たのむ」

「ははは……、それならあまり散らかさないでほしいんだけどなぁ。じゃあ皆みんな、またね」

　篠塚さんがコソコソと部室を出る。確かに、スーツ姿のオッサンが出入りする旧校舎は不気味かもしれない。

「──江え西にし陀だクンは、今日も休みか。こういう話題だと真っ先に食いついてくれるのに、寂さびしいものだ」

　見み渡わたすと、そういえば確かにまた江西陀が来ていない。この一週間ほど、部活には顔を出していないのでさすがに気になる。

「あいつ、最近は絵に没ぼつ頭とうしてますけど。なんでですかね」

「まぁ、彼女にもスタイルがあるんだろう。別に部活も強制じゃないし、フィールドワークだって不定期だ。来る来ないは勝手だが、私は皆で遊ぶのが好きだからね。来てくれないのは残念だ。──っと、今日はちゃんと議題があるんだったか」

「お姉ちゃん。議題って、やっぱり咲丘くんのこと？」

　俺が真ま弓ゆみ姉さんに言げん及きゆうされた旨むねは、既に皆にメールを回してある。

「勿もち論ろん、ここで何もせずに何が丘おか研けんだ。ああ、出で島じまはちょっと出で払はらっているから気にしないでくれ。あいつらには肉体労働でサポートしてもらう。我々の担当は頭脳プレーだ」

　代表がアイコンタクトを送ると、萩先輩が代表の鞄かばんから、大きめの封ふう筒とうを取り出して机の上に中身を広げる。紙の資料がたくさん出てきた。




「さぁ、我々の咲丘クンの無実を、オアシスの悪戯いたずらお化けから取り返そうじゃないか」




　代表の力強い宣言に、俺達も黙だまって頷うなずく。──なんだかくすぐったい気分になった。

　資料にざっと目を通す。俺が手に取ったのは、それぞれ違ちがう事件の調書か何かのようだ。共通するのは、全すべてに『ドッペルゲンガー』という単語が記き載さいされていることだろうか。恐おそらく、兄貴にでも頼んで手に入れたんだろう。

「ここ数日で同じような悪戯騒さわぎが何件か起こっている。ただ、惜おしいことにＩアイＬエルＢビーも毎日録画はしていないんだな。録画するなら、依い頼らいを受けて金を取ると聞いたが？」

「ただの観測が俺らの趣しゆ味みですからね」

「下品な趣味だね、まぁいい。一つ一つの事件は、正直まったく無害と言ってもいいね。くだらない悪戯ばかりさ。容疑者の多くに確かなアリバイがあるという点を除いて、だが」

　状じよう況きようは俺の時と同じものばかりだ。

　萩はぎ先せん輩ぱいが資料を見ながら「ふむふむ」とヘッドフォンを外して首に掛かける。

「別に疑うわけじゃないけどさ、学校からこの現場まで行くのってどれくらいかかるのかな。近いんだったら、学校に通ってても行って帰ってこれるんじゃない？」

「微び妙みようと言えば微妙だが、誰だれの利益にもならんことを咲丘クンがそうまでしてやるのも理解できんな。それより私は一昨日おととい、咲丘クン相手にくだらん日常を過ごした私を信じる」

「ってことは、やっぱりこの咲丘くんは誰かの変装なのかな。それにしたって、本物そっくりだよね」

　特とく殊しゆメイクか何かだろうか。しかし、変装にしては凝こり過ぎでリアリティがすごい。

「代表、これってドッペルゲンガーは関係あるんですかね」

　俺の質問に、代表が腕うでを組んで唸うなる。

「ん、何を言ってるんだい？　それは違うぞ咲丘クン。これはどう考えてもドッペルゲンガーじゃない。ドッペルゲンガーは自分に出会うだけだ、あの現象が何らかの行動を自分からするのはありえない。それこそ、フィクションとオカルトの勘かん違ちがい──」

　そこまで言って、代表が急に黙り込む。俺と萩先輩は顔を見合わせる。

「咲丘くんは、前にコーヒーハウスでドッペルゲンガーについて聞いたんだよね」

「ええ。蜂はち須す経由ですけど、確かその話は前にしましたよね。ドッペルゲンガーの悪戯騒ぎが流行はやってるとか、ラーメン屋の常連客がドッペルゲンガーを見て死んだって……あれ？　俺は死んでないぞ。というか、別に俺はドッペルゲンガーに会ってないし……」

　どうにもシックリ来ない。何か、色々と話が嚙かみ合わない気がする。

　代表がポンと手を叩たたいた。

「そうか、勘違いなんだ」

「何がです？」

「この事件、今までに出現していたドッペルゲンガーの名前が先行してしまってるが。強しいて言うなら、オアシスの悪戯お化けの犯人がいるとしたら『シェイプシフター』の方かもしれん」

「『シェイプシフター』？」

　もう代表以外の人間がついていけない。

「スキンウォーカーとも言う。その名の通り、獣けものの皮を被かぶって自在に変身できる悪あく魔まのことさ。日本的な言い方をすれば極きよく端たんな話、昔話に登場するような、人間に化ける狐きつねや狸たぬきみたいなものだよ。我々日本人はなぜか、それとドッペルゲンガーを混同していると聞いたことがある」

　ほぉぉ、と俺と萩先輩が口を開いて聴きき入る。

「それって、ドッペルゲンガーと何が違うの？」

「ドッペルゲンガーは自分を見ること、自じ己こ像ぞう幻げん視しだ。『自分の幽ゆう霊れいを見る』に感覚は近いかもね」

「あっ、なるほど。『自分の幽霊を見る』のと『他人に変身する』じゃ、確かに別物ですね。──あれ、なんでどっちもドッペルゲンガーって呼んでるんだ？」

「どうだろう、文化が輸入された時によくある勘違いじゃないか」

　言われてみれば二つは現象として全然違う気がする。俺自身も勘違いしていたが、話がややこしいことになっているのはこういう事情があったからだったのか。

「変化シエイプ悪魔シフター、ですか。要するに、そいつが俺に変身してやったってことですかね」

「キミが犯人でないなら、だが。少なくとも、『自分の幽霊を見る』方のドッペルゲンガーによって起きる事象とは大きく異なっている。もちろん、手間と予算の掛かり過ぎる特殊メイクを多用した、芸術家気どりの人間の悪戯いたずら魔まという線も否定しないがね。──だがね、同時に問題に気付いてしまったよ。これまでの情報が一いつ切さい信用できなくなってしまった」

「どういうことですか？」

　俺が訊たずねると、代表が資料の何枚かを手た繰ぐり寄せる。

「驚おどろいたことに二つの都市伝説の両方の現象が同時に起こっているみたいだね。しかし今の私達もそうだったが、現象の世間的な認にん知ちがゴチャゴチャになっていて、全員がドッペルゲンガーと両方を呼ぶから様々な混乱が生じているようだ。──こうなると、今までの会話も情報も嚙みあっていない可能性があるぞ」

「……今は神楽かぐら咲さきに、『ドッペルゲンガー』も『シェイプシフター』も広まってるんですか」

　それはかなり厄やつ介かいな話だ。

　つまり本来は正しい情報を持っているはずの人たちが、今の俺たちのようにそれぞれ違ちがう解かい釈しやくをしてしまっている上に、それを聞いた人まで解釈が違う可能性があるという、ある種の伝言ゲームの酷ひどい状態になっているのである。

　俺は手元の資料を手繰り寄せて、斜ななめ読みする。

「ざっと見ると、警察の資料もけっこう滅め茶ちや苦く茶ちやですね。ドッペルゲンガー事件についての調書とシェイプシフター事件の調書が混ざってるし、見解っぽいところもゴチャゴチャだ。適当だなぁ……」

「彼らはあくまで、人間が犯人という前提で調査するからね。そんなオカルトなことを言ってる証言なんぞに期待するものか」

　こうなると、ほとんどの情報がアテにならない。

「お姉ちゃん、もしかして今までドッペルゲンガーを見たって言ってた人も、皆みんなそろってシェイプシフターを見てたのかな」

　代表は立ち上がってエスプレッソを淹れる。

「その可能性はもちろんある。が、それはまた別の話だ。人間なのか『お化け』なのかはこの際さいどうだっていい。今はこの都市伝説──シェイプシフターを確保することを優先に考えよう」

「でも、どうやって？」

　萩はぎ先せん輩ぱいが尋たずねるが、代表は宙を睨にらみつけるだけで答えない。「どうしたものかな……」

　俺も色々と思案する。そもそも俺は、そのシェイプシフターとやらに全然詳くわしくないのだ。──あれ、でもどこかで単語だけは聞いたような。

　急に思い出した。

「代表、ここは気分転てん換かんに第三者の意見を聞くのはどうですか？」

　俺の提案に、代表が目を細める。「それは別に構わんが……。まさか、ここで話した内容を全すべて外部に漏もらす気かね？　シェイプシフターなんぞ、誰だれも知らんだろう」

「たぶん、そこまでしなくたって例え話でも食いついてくれますよ。そういう人だし」

「──勿もつ体たいぶらずに要点を言いたまえ」

　ムスッとして代表が口を尖とがらせる。いつもは俺達を置いてけぼりで話す癖くせに……。

「役に立つか分かりませんが、専門家なら知ってます」







「というわけで、真っ直すぐ確保してきたぞ」

　出で島じま先輩に電話が繫つながったので頼たのんだら、すぐに学校に戻もどってきてくれた。こういう無む謀ぼうだったり無む理りやりな行動をする時には、この人の度胸と勇気に頼たよるに限る。

　その肩かたには、白衣姿の小こ柄がらな女教師が抱かかえられていた。出島先輩がゆっくり椅い子すに降ろす。

　その人はいびきを搔かいて寝ねていた。

　一応、誘ゆう拐かいにも近い連れられ方をしているのに、大した爆ばく睡すいっぷりである。

　俺が肩を叩たたき、揺ゆさぶり、世界史のノートの角で頭を叩くとようやく目を覚ました。

「ふぁ──えっ、えっ!?　何事!?」

　本人にとっては突とつ然ぜんの事態だったんだろう。かわいそうに。

「よぉ、マリちゃん。丘おか研けんにようこそ」

「──どなた？」

「咲さき丘おかだよ！　あんたが担任のクラスの清きよ宮みやくんのボーイフレンドな咲丘だよ！　起きろマリちゃん、気持ちは分かるが現実と戦ってくれ!!」

　半分寝ぼけているらしい。口を開けて呆ほうけていた。「どうして私が丘研に？」

「決まっているだろう、『オカルトマリちゃん』。専門家として、貴女あなたの知ち恵えを拝借したい」

　代表がニヤニヤ笑って眼前の小こ手で毬まり先生に話しかけると、小手毬先生が俺の方をジットリと睨む。口笛を吹ふいて目を逸そらした。

「──私、暴力とかそういうのはちょっと……」

「貴女が我々を、普ふ段だんからどういう目で見ているのかは分かった。安心したまえ、何も爆ばく弾だんの起爆スイッチを押せなどと言うつもりはない。意見が聞きたいだけだ」

　小手毬先生は、あまりの恐きよう怖ふに泣き出してしまいそうだった。

　ちょっとかわいそうな風景かもしれない。

「お姉ちゃん、そういう言い方って良くないよ……。マリちゃん先生、シェイプシフターって知ってる？　ドッペルゲンガーじゃなくて」

　萩先輩が仲ちゆう介かいに入ると、小手毬先生はようやくホッとしたのか表情を緩ゆるませる。

「『変化悪あく魔ま』のことでしょ？　最近だとよく、ゲームにも出てくるよね」

　やはり分かってる人の回答だ。代表も満足げに頷うなずく。

「シェイプシフターってなんだ。おい、沈じん丁ちよう花げ、ドッペルゲンガーじゃないって何のことだよ」

「出で島じまは知らなくても問題ない」

　酷い、あんまりだ。実は俺だって大して分からないのに。でも事実だから困る。

「二つには大きな違いがあるよ。まずね、ドッペルゲンガーは自じ己こ像ぞう幻げん視し。自分がどこかで自分を見つけてしまうことなんだ。『自分の幽ゆう霊れいみたいなものを見る』だから幽ゆう体たい離り脱だつとちょっと似てるかも。それに対して、シェイプシフターは変化悪魔。『変化妖よう怪かい』って言い方もあるけど、それだと民みん俗ぞく学的な『妖怪』の認にん識しきへの事実誤認になりやすいから私はオススメしないなぁ。要は人や物に変身することができる存在なの。ファンタジー小説とかでは、よくこっちを『ドッペルゲンガー』って呼ぶけど、厳密に言うとそれは『シェイプシフター』なんだよね。この辺りの創作の影えい響きようで勘かん違ちがいしてる人は未いまだに多いんだー」

　一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もく。

　ノリノリで話す小手毬先生を見ながら、俺達は口を開けて黙だまるしかない。

「──だそうですよ、出島先輩」

「どうせ出島の事だし、説明するまでもないと思っていたんだが。御ご苦く労ろう、マリちゃん。確かに咲丘クンの人選にミスはないようだね」

　代表のお墨すみ付つきということなら、きっと小手毬先生も大したものなんだろう。

　俺は目をパチパチさせている小手毬先生の耳元に小声で囁ささやく。

（俺達、もしシェイプシフターが実在したらどうやって捕つかまえたらいいかを話し合ってたんだよ。代表の思いついた遊びでさ、ちょっと付き合ってほしい）

（えっ、ああ……。まぁ、そっか。沈丁花さんだもんねぇ……。咲丘くんも大変だねぇ……）

　納なつ得とくの仕方が少し気になるが、様子を見るに協力はしてくれるらしい。

「で、私は何を意見したらいいの、沈丁花さん」

「ああ、まずは具体的に相手をシェイプシフターと判断するにはどうやったら──なんだね、そのかわいそうな人を見るような目は。咲丘クン、マリちゃんに何を吹きこんだ」

　代表は小手毬先生の態度が、なんだか気に食わないようだった。

「別に協力してくれるらしいんだから、どうでもいいじゃないですか。代表らしくもない」

　代表は咳せき払ばらいすると、再び小手毬先生に向き直る。

「シェイプシフターはどうやったら判別できるか、マリちゃんは知ってるか？　文ぶん献けんを漁あさったんだが、特に伝承もなくてね」

「『シェイプシフター』って言葉は、世界中にある変身する化け物の総そう称しようみたいなところがあるからね。それで調べても多くは分からないと思うよ。そもそも『この人は私の知らない誰だれかが化けているだけではないか、という疑ぎ心しん暗あん鬼きの気持ちが誰にでもあるよね』っていう一種の教訓としての成り立ちがあるんじゃないかって言われてるくらいだし」

「やはり概がい念ねんに近い物だったか。具体的に、類語だとどういったものがあるんだね？」

　代表が尋たずねると、流りゆう暢ちように小手毬先生が話し始める。

「神話的な法則としてのシェイプシフターもあるよ。ほら、ギリシャ神話とかだっけ。ある神が他ほかの神に化けて、純真な神を騙だます話とかあるじゃない。創作に使われる古いルーツはこれなんじゃないかな。ちなみに、身体からだを変化することが出来る妖怪とかの話はアジア圏けんにも広く見られているし、話題としては割とポピュラーだよね」

「ああ、なるほど『メタモルフォセス』か。ナルシスの鏡像の話は私も好きだ」

「だから、一口にシェイプシフターなんて言っても派生作品はいくらでもあるんだから、何か限定したモノとして考えるのは難しいんじゃないの。例えば『アサルトＤ』っていうアメリカ映画があるんだけど、これの原題って実は『シェイプシフター』なんだ。でも、これなんか『素質のある子供が修しゆ行ぎようすると、シェイプシフターになる』なんてすごい設定になってたりするし」

「ああいった刑けい務む所しよパニックは設定ではなく、雰ふん囲い気きを楽しむモノだよ」

「広義の意味では、ゲームに出てくる宝箱に化けた魔ま物ものを『ミミック』って言うじゃない。あれもシェイプシフターって言っちゃうくらいに、現在進行形で変化を遂とげる存在だからこそのシェイプシフターという概念も──」

「ちょ、ちょちょ！　ストップだマリちゃん、代表も！　二人とも日本語で話してくれよ！　出で島じま先せん輩ぱいがオーバーヒートで死んじまう！」

　全員が出島先輩を見る。出島先輩は直立しながら、顔を真っ赤にして白目になっていた。

「あれ、分かりにくかったかなぁ。もうちょっと簡単に解説すると──」

「やめようマリちゃん、私も含ふくめて自制した方が良さそうだ」

　小こ手で毬まり先生が指を咥くわえて、残念そうに唸うなっている。「──ここ、オカルト研究会だよね」

「……お姉ちゃん、今になって気付いたんだけどさ。もしかして『丘おか研けん』って名前にしてるせいで、実はウチの部活って本当にオカルトが好きな人は一人もいないんじゃ……？」

「気のせいだ、萩はぎちゃん。私は都市伝説が大好きだよ。──そうだろう、咲さき丘おかクン！」

「まさかの無む茶ちや振ぶり!?　……えっと、すまん、マリちゃん。つまりシェイプシフターを判別する方法とか、弱点っていうのは、こう、無いのか」

　小手毬先生は少しの間、宙を見て思案する。

「無いんじゃないかな。そもそも法則が特にないもん。皮を被かぶるとか人肉を食べるシェイプシフターがいても、どのタイプか分からないとねぇ」

「じゃあマリちゃん先生。例えばシェイプシフターが学校内に紛まぎれ込んでたら、どうやって捜さがしたらいいかな。なんかこう、吸きゆう血けつ鬼きの十じゆう字じ架かみたいな弱点って無いの？」

　萩先輩の質問に、小手毬先生はきょとんとする。「シェイプシフターって基本的にモンスターじゃない。そんなのいたら食べられちゃうよ……」

　やっぱり、そういう単純な考え方になるよなぁ……。

「我々は人間よりも強いモンスターを飼ってるから、戦力的に特に問題は無い」

　これもまた極論すぎる。代表は出島先輩のことをなんだと思ってるんだろう。

「じゃ、じゃあ、例えばシェイプシフターが俺になっていたとして。そのシェイプシフターが悪さしたら、俺のせいになるだろ。どうやって無実を証明したらいいと思う？」

「そ、そんなシェイプシフターいるかなぁ……。要するに、高等な知識を持ってるモンスターって設定なの？　それじゃファンタジー小説だよ」

　異常な説明のし難にくさに、俺も少し早口になる。とにかく仮定の説明だと埒らちが明かない。

　これも無む理りやりな例えだった気がするが、それでも小手毬先生は腕うでを組んで考えてくれた。

「えっと、だったらシェイプシフター本人を捕まえるしかないよね。現実的なのだと張り込みとか、あとは本人しか知らない質問をしてみたりとか、かなぁ……」

　代表が渋しぶ々しぶといった表情でため息をつく。

「──オーソドックスに攻せめるしかないか。日光に弱いとか、そういったものがあったら良かったんだが。御苦労、マリちゃん。中々楽しい話だった。是ぜ非ひ、また詳くわしく聴きかせてくれ」

　もう用事は無いとでも言いたいのか、代表が手をヒラヒラと振ふる。一応、この人は俺の担任の先生なんだけど。

　それを見て安心したのか、喋しやべれるだけ喋って満足したのか、小手毬先生はご機き嫌げんに部室から出ようとした。

「あっ、マリちゃん先生。あの、もし良かったら、オカルト研究会の顧こ問もんになってくれると嬉うれしいんだけど。どこの部活の顧問もしてないよね」

　その背中に、萩先輩が声をかける。……そういえば忘れてたな、顧問問題。

「顧問──丘研の？」

「『オカルトマリちゃん』なんだろ？　ウチの部活、このままだと部室から追い出されそうなんだ。助けてくれよ、マリちゃん」

　これほどまでオカルト好きだとは俺も思わなかったくらいだ。顧問には理想と言っていい。

　小手毬先生の表情には若じやつ干かん迷いがあった。が、すぐにそれは苦笑いに変わってしまう。

「ははは……、ごめんねぇ。私も最近はすごく忙いそがしいんだ。寝ねてないから、今も眠ねむいし……」

「それはただの歳としだろう」

　代表が悪びれも無く皮肉を言うと、小手毬先生が半泣きで否定する。

「ち、違ちがうもん！　私はまだ二十代なんだから！　──もう知らない！」

　トドメの一言だったのか、プンスカと怒おこって小手毬先生は出て行ってしまった。

　部室には、静せい寂じやくだけが残る。

「今のは代表が悪いです」

「だが、事実だ」

「事実は時に人を悲しませます」

「──私もそうだが、キミも相当に酷ひどい奴やつだな」

　代表が腕を組んで、小手毬先生の出て行った扉とびらを睨にらみつける。「しかし、マリちゃんか……。いい人材だな、確かに欲しい。あの人ならウチの部の顧問にうってつけだ」

「オカルト、詳しかったですもんねぇ」

「何より、あの人はアホそうだから顧問にしても御ぎよしやすい」

　俺もそうだが、代表も相当に酷い。

「──おおおっ、終わったか!?　俺はどうしたらいい、殴なぐるか!?　前に進めばいいんだな！」

　出島先輩が、遠い所からようやく帰ってきた。少し錯さく乱らんしている。

「いや、待とう。しばらくオアシスで張り込みだ。シェイプシフターかどうかの確かく認にんは後回しで、とにかく悪戯いたずら騒さわぎを起こしている奴を捕つかまえる」

「結局、いつもの力押しなんだね……」

　萩先輩がため息を吐つく。まぁ、よく考えたら俺たちに頭脳プレーは似合わないのだ。







　オアシスとオフィス街の境目くらいに、暗くてうるさい路地がある。

　そこの小さなボロアパートに、そいつは住んでいた。

　俺が扉をノックする。返事が無い。

　少し考えて、辺りを見み渡わたす。郵便受けを覗のぞき、電気メーターを開き、近くにあった何も植えてない植うえ木き鉢ばちをどかす。その下のブロックをどかすと、鍵かぎが見つかった。

　すまん、恨うらむならもうちょっとマシな場所に隠かくせよ。

　鍵をねじ込み、強ごう引いんに蹴けり開ける。




　下着姿の江え西にし陀だが牛乳を飲んでいた。




　沈ちん黙もくが俺達を包む。

　正直、馬ば鹿かにしていた。

　こいつが美人であることぐらいは知っている。だが、これはいくらなんでも反則だろう。

　とにかく、胸以外に無む駄だな贅ぜい肉にくがない。腕も脚あしもしなやかに伸のびていて、濡ぬれた髪かみの毛はそれこそ艶つや々つやとした輝かがやきを

「──着き替がえるんで、ちょっと扉を閉めてもらえます？」

「はい」

　ゆっくり扉を閉める。

　手に汗あせが出てきた。顔が火ほ照てり、目の前がグラグラしてきて、思わず扉に寄りかかる。動どう悸きが止まらない。立ちくらみで吐きそうだ。

　しばらくすると、「どうぞー」と声がした。扉を開く。




　眼前に鉄棒の先せん端たんがあり、それは俺の顔にめり込んで、そのまま俺の体を吹ふき飛ばした。




　自じ業ごう自じ得とく以外に言葉が見当たらない。

「で、何か用ッスか、咲さき丘おか。事と次し第だいによっちゃ、代表に言いつけますよ」

「お願いしますそれだけは勘かん弁べんしてくださいマジで！」

　急いで起き上がって土下座する。学校指定の赤いジャージ姿の江西陀が呆あきれていた。

「えっとだな、最近お前、学校に来てないだろ？　携けい帯たいも繫つながらないし、生きてるかどうか確認しに来たんだよ。ノックしても物音一つしないから、変な汗あせ搔かいちまったぜ」

「……ああ、そうだったんスか。いや、咲丘の変態度を考こう慮りよしなかった自分も悪いッス。てっきり勧かん誘ゆうか何かだと思って無視したんスけど、まさか合あい鍵かぎ使うとまでは思わなかったもので」

「えっ、なんだよ、じゃあ江西陀が悪いんじゃねぇか。せめて返事くらいしろよな、まったく」

　悪態をつきながら江西陀の家にあがる。江西陀は信じられないものを見たように半分閉じた目を見開くと、蹴りを入れて扉を閉めた。立て付けが悪いらしい。

　部屋は相変わらず散らかっていた。片付いていないのもあるが、とにかく臭しゆう気きが酷い。

　特にキツいのは、部屋に充じゆう満まんしている油絵の具の匂においだ。

「あー、すみません。もう無事な座ざ布ぶ団とんがないッスね。適当に掛かけてください」

　いや、座る場所がないのにどうしろと。




　という言葉を飲み込むくらいに、美しい絵がキャンバスに飾かざられていた。




　ほとんど江西陀を無視して、俺はキャンバスに向かう。

　その絵を間近で見て、俺は絵に直接触ふれないように慎しん重ちように曲線を指でなぞる。

　目を閉じれば、ありありとその風景が俺の瞼まぶたの裏で再生される。




　赤い絵の具が足された。何度も何度も、絵筆が叩たたきつけられる。荒あら々あらしいなんてものじゃない、これはただの八つ当たりだ。バン、バン、バンとキャンバスを叩く音が響ひびき、それらが画面全体に広がる。

　黄色が足された。赤の混じった、橙だいだい色いろにも近い色だ。それらは赤をなぞる様に丁てい寧ねいに線を描えがき始める。が、絵筆が止まったと思うと、震ふるえる指先でその橙色をガリガリと汚きたならしく擦こすりつける。赤を足した。まだ混ざりきっていない、濁にごった赤色だ。前の絵の具が乾かわいていない状態のそれに絵筆を叩きつけ、それが全体の色合いに輪りん郭かくを持たせる。

　炎ほのおだった。多分、怒いかりと憎にくしみの炎だった。

　そして、その中心で焼かれているのは苦く悶もんに満ちた表情で絶ぜつ叫きようしている女だった。




　目を開けると、俺の前にはその完成された絵がある。

「タイトルは？」

「『地じ獄ごく変へん』、芥あくた川がわ先生へのオマージュっすね」

　疲つかれた様子で、江西陀が床ゆかに座り込む。恐おそらく、本当についさっき完成したんだろう。それまできっと、江西陀は寝ねる間も惜おしんでこれを描かいていたのだ。

　見れば見るほど、惚ほれ惚ぼれするような美しい絵だった。

「咲丘にだけは見せようと思ってたんスけど、わざわざ来てくれたんで手間が省けました。いやぁ、久しぶりに遠えん慮りよなく楽しく描きましたよ。──さてと。咲丘、ちょっといいッスかね」

　江西陀は立ち上がろうとしているんだろうか、腰こしが抜ぬけているのか上手うまく立ち上がれないらしい。俺が手を貸すと、江西陀はなんとかキャンバスの前へ辿たどり着く。




　足元に落ちているカッターナイフを江え西にし陀だが拾って、キャンバスに向かって切りつける。




　ガリガリと破り、削けずり、ボロボロになったキャンバスを前に、ふと俺は我に返った。

「……な、なな、ああああっ！　何しやがる!?」

「何って、もう完成したんで──」

「完成したら壊こわすのか!?　ああぁ、これじゃ複製画での復活も出来ねぇ……」

　美しかった作品の残ざん骸がいは、ただ無残なだけだ。自然と涙なみだが溢あふれてくる。

「……訳を聞かせろよ。ちょっとこいつは、ここ最近で一番のグロ画像だ……」

　俺は怨おん念ねんを込めて江西陀を睨にらみつける。こいつがやったのは、子供殺しくらいに凄せい惨さんなことである。過ぎたこととはいえ、文句の一つも言わなければ気が済まない。




　しかし、それ以上に江西陀の笑え顔がおが寂さみしげで、俺はそれ以上を言葉に出来なかった。




　長い沈ちん黙もくがあった。

　もしかすると、五分も無かったのかもしれないけど。

　江西陀が口を開く。

「芥川先生の『羅ら生しよう門もん』、現代文の授業でやったじゃないッスか。覚えてます？」

「──いや」

　いつやったんだろう。授業なんて大半は聞いてないから覚えていない。

「芥川先生といえば、自分はすぐに『地獄変』の話を思い出したんスよ。本物の地獄の絵を描きたくて、自分の娘むすめが火か刑けいにあってもその様子を名画に表した画家の話。そしたら急に、その絵が描いてみたくなって、ここんところ頑がん張ばって描いてたんです」

　最近部活にも出ずに熱心に描いてたのは、やはりこれだったようだ。

「楽しかったッスよ。モチーフが既すでにあるんですもん。筆はサクサク進むし、構図はいくらでも浮うかびます。今までにもそれなりに描いたんスけど、すごくラクで、やっぱり楽しくて」

「じゃあ、なんで壊したんだ？」

　俺がその質問をすると、江西陀が声を震わせて嗚お咽えつを漏もらす。

「──自分じゃ、ないんスよ。どうやったって、これは自分の絵じゃないんです。自分が描きました、構図だって自分で考えてます。色だって、何回もパレットで練り直して……っ」

　江西陀が肩かたを震わせる。

「でも、これは自分じゃないんですよ、ただのパクリなんです」

「オマージュって、そういうもんだろ。それも一つの作品だ」

「違ちがいます、自分はラクがしたかっただけでした！　女性の死体が描きたい、でも現実で見られないから創作からネタを引っ張って。──違う、違うんです。自分はもう死体を描かないって誓ちかったのに、なのにどうしても──だからっ──」

　それは俺が、禁止したことだ。

　そして江西陀も、そうあるべきだと認めたことだ。

「分かってました。オマージュならいいって、それなら自分の絵だって信じたくて、完成したら自分の絵だって言える気がしたのに！　なのに、こんなの、自分じゃないんです。でもすごく気がラクで、自分のモノだと勘かん違ちがいするくらい楽しくて……っ！」

　江西陀はその場に泣き崩くずれて、両手で顔を覆おおう。

　俺は半ば分かっていたこととはいえ、何も言葉にすることが出来ない。

　江西陀に普ふ通つうの風景は、今のままでは多分描かけない。

「自分が、分からないんですよ……。やっぱり死体が描きたい……、もう自分は、死体しか描けないんです。もういっそ、誰だれかその辺で死んでいてほしいんです……」




　俺はただ、何をしたらいいのか分からなくて。

　そっと、江西陀の小さな頭を抱かかえて。

　しばらく、背中を優やさしく叩たたいてあやしてやることくらいしか出来なかった。




　どのくらい時間が経たっただろうか、ようやく江西陀が落ち着きを取り戻もどす。

「──もう、咲さき丘おかの期待してくれてるレベルなんて雲の上ッスよ」

　江西陀が、鼻を啜すすりながらため息をつく。「咲丘は、自分の絵のどこが良かったんスか？」

「少なくとも、今いま更さら他人のモチーフ使って描いてる奴やつに言って分かることじゃない」

　俺が厳しく突つき離はなすと、江西陀が力無く笑う。

「……きっついッスねー。女の子が落ち込んでるのに、師し匠しようは優しい言葉もくれないなんて」

　深いため息を吐ついて、江西陀は背中を丸める。また泣いてしまうんじゃないだろうか。

「お前の絵には、お前にしかない魅み力りよくがある」

　俺は立ち上がる。

「筆を捨て、街に出ろ。世の中はこんなにも描くものに溢れている。それでも描けなければ本を読め。歴史に触ふれれば、偉い人じんの思想に触れればいくらでもモチーフなんて湧わきあがる。音楽を聴きけ、写真を見ろ、映画を見て胸を熱く焦こがし、それから何よりも手を磨みがけ。何枚でも描き続けて、ひたすらにデッサンしろ。人の作品を見たらどこが良かったのか、どこが心に響ひびいたのかを隅すみ々ずみまで記き憶おくするんだ」

　俺は手を振ふり、時には口調を強めて江西陀に説く。

「と、言ったらお前はその通りにするか？」

　江西陀は泣きそうな顔で俺を見上げていた。

「──無理、だと思います」

　それは否定でも拒きよ否ひでもなかった。

「咲丘には悪いんスけど、何かそれって違う気がするんスよ」

　凄すごく悲しそうに、江え西にし陀だが俺に頭を下げる。「すみません、聞くだけ聞いて、最悪ッスね。でも、もうどうしたらいいか分からなくて──」




「つまり、それがお前だってことだよ」




　ポン、と江西陀の頭に手を置く。

　呆ほうけた顔で、江西陀が俺を見上げた。

「一番お前の悪かったことはな、俺たち丘おか研けんに何も相談しなかったことだ。一人でグジグジ悩なやみやがって。大事なのは何をモチーフにするかとか小さなことじゃねぇ、お前の魂たましいの輝かがやきだ。俺はな、お前の絵が俺に与あたえた、あの一いつ瞬しゆんの崇すう敬けいを本当に尊敬してるんだよ。もっと自分に自信を持て、ありのままのお前を信じろ」

　江西陀が俺を見ている。

「──悪かった。俺が無む茶ちや言ったんだ、謝るよ。お前はもっと自分のやりたいようにやっていいんだ。俺の言うことをイチイチ鵜う吞のみにしないで、描きたいものを描いてくれよ。もし、もしもだ。いつか死体を描くのに飽あきたら、その時に気が向いたらでいいから俺に風景を描いてくれないか？　──それまで待ってるよ。俺はずっと待ってる」

　あの眠ねむそうな目を少し大きめに開いて、江西陀はマジマジと俺を見つめる。




　は、恥はずかしいっ！




　ガラにもなく、カッコいいことを言ってしまった気がした。急に照れ臭くさくなって、俺は江西陀の背中をバンバン叩く。「だから気にすんな、なっ？　日本と欧おう米べいの芸術評価の違ちがいとかも、これから教えてやっから！　元気出せよ！」

　少し時間を置いて、江西陀は困ったように笑う。

「──咲丘はホント、何考えてるか分かんないッスね」

「失礼な、お前よりはマシだよ」

　二人でケラケラ笑うと、江西陀も立ち上がって伸のびをした。

「う───ん、よっしゃ！　ちょっと休きゆう憩けいします、自分。ああ、馬ば鹿かみたいッスよ、本当に」

　コキコキと肩かたを鳴らして、江西陀が部屋の中央を陣じん取どっていたキャンバスを蹴けり倒たおす。床ゆかに放置されていた無数の絵の残ざん骸がいを、まとめてゴミ箱に突っ込んだ。

「この頃ごろは引き籠こもってたもんですから、どうも体が鈍なまってしまって。──良かったら、飯でも食いに行きますか？　ファーストフードのセットくらいは奢おごりますよ」

　おお、まさか江西陀から言い出すとは思わなかった。だったら説明の手間が省けていい。

「そうか、じゃあちょっと付き合ってくれ」

「付き合うって、どこに？」

　小首を傾かしげる江西陀に、俺は親指を立てて笑う。

「デートに決まってんだろ」










　俺達が来店すると、携けい帯たい電でん話わを操作しながら露ろ骨こつに嫌いやそうな顔をする奴やつがいた。

『ムジカ』のマスター、小こ柳やな津つである。

　これ以上ないくらいに不ふ機き嫌げんな様子で、小柳津が俺を睨にらむ。

「ほら、江西陀。今日は奢ってやろう、何がいい？」

　江西陀は俯うつむいたまま答えない。

　そういえば、制服にジャージと二人とも凄い恰かつ好こうで来てしまった。デートなんだし、着き替がえくらいはするべきだっただろうか。

「へぇ、普ふ通つうのメニューがあったのは知ってたけど結構美味うまそうだな。プレートメニューとかあるのか。なぁ、本日のプレートメニューって何だ？」

「……『牛肉の赤ワイン煮に込こみ』」

　小柳津がぶっきらぼうに答える。接客の態度かと愚ぐ痴ちの一つも言いたくなるが、デートの時間が惜おしい。

「らしいぜ、江西陀。でもなぁ、レギュラーメニューも美味そうなんだよなぁ」

　江西陀は俯いたまま答えない。何かモゴモゴ言ってる気がしたが、よく聞こえなかった。

「……言っておくがな、咲さき丘おか。ここはコーヒーハウスだ、失うせろ。俺の前で女の子とイチャイチャすんな、ムカつくんだよイケメン」

「まぁ、そう言うなよ。一番安いやつを三つと、本日のプレートメニュー三つ」

　俺が注文すると、小柳津は無言でプレートを出してコーヒーを淹れ始める。

「でも、別に俺達はまだイチャイチャなんかしてないぞ」

「あぁ!?　ざけたこと言ってるとマジで追い出すぞゴルァ！　そんな顔した女連れてる野や郎ろうが何言ってんだよおい、リア充じゆうか、リア充なんだな!?　表で爆はぜてろよ!!」

「うわぁぁ！　ぼ、暴力反対！」

　小柳津は俺の襟えり首くびを摑つかんで、無む理りやりカウンターに引き寄せる。このままだと殺されそうだったので、ジタバタともがいて振ふり払はらった。あんな怖こわい表情、俺は蜂はち須すのように喜べない。

　店長が客相手にマジギレしている。滑こつ稽けいを通り越こして、信じ難がたい風景だった。

「はぁ、はぁ……、別に小柳津が怒おこることじゃないだろ……。なぁ、江西陀」

　俺が話題を振るが、江西陀は俯いたまま答えない。さっきからずっとこの調子だ。

「あーあー、羨うらやましいねぇ。学校帰りにお食事ですかい。結構な御ご身み分ぶんで、ケッ。というかな、せめて着替えろよ、お前ら。特に咲丘は学ランの上にパーカーとか何考えてんだ。なんとか、なんとも……」

　そこまで言って、小柳津が震ふるえ出す。ジメジメした頭をグシャグシャと搔かき乱して暴れ始めた。「だぁぁ！　羨ましい、羨ましいぞ青春じゃねぇか畜ちく生しよう！　糞くそったれ！」

「何をそんなに怒ってるんだよ……」

　もう訳が分からない。ようやく落ち着いたのか、小柳津が俺にそっと耳打ちする。

「なぁ、ちょっとマジな質問なんだけどよ」

「情報屋さんが、マジな質問ってなんだよ」

　ちょっとだけ頰ほおを赤く染めて、小柳津が遠えん慮りよがちに俺に尋たずねる。

「そこのかわいい娘こって、咲丘の彼女か？」




「違います！　ただの友達です、それに僕は男です！」




　小柳津の問いに対して、俺の隣となりで怯おびえていた清きよ宮みやが必死に否定する。

「またまた、御ご冗じよう談だんを。ははははっ！　面おも白しろいねぇ、キミ。待ってろよ、かわい娘こちゃんにはとっておきのプレート作ってやる」

　友達という言葉に安心したのか、小柳津が俄が然ぜんやる気を出す。

　先ほどまで俺にくっついて怯えていた清宮は、頰をプリプリ膨ふくらませて怒っていた。

「もうっ！　咲丘君がいきなりご飯に誘さそうから付いて行ったら、まさかオアシスに行くなんて思わなかったよ。ねぇ、ここのお店は大だい丈じよう夫ぶなの？　誘ゆう拐かいとかされないよね……」

「大丈夫だって、気にすんな！　ここは知り合いの店だしな。ちゃんと護衛に江え西にし陀だも付けたし、万ばん事じ抜ぬかりはないぞ。なぁ、江西陀？」

　俺が江西陀に聞くと、江西陀が顔を上げる。

　凄すごい目だった。

　睨むとか、恨うらむとか、そういうのじゃない。何かこう、怖かった。

「自分は時々、咲丘のことが、鬼おにか畜生じゃないかと思うことがあります」

「んだとテメェ!?　励はげましてやったのに何て言い草だ！」

　まぁ、この恩知らずにしっかりした礼節を期待するのがそもそも間ま違ちがいだろう。ここは俺が大人の対応をしてやるべきだ。

　ちょっと恥はずかしかったが、今度はちゃんと清宮に向き直る。

「──まぁいい、そんなのはどうだっていいことだ。さぁ、清宮！　せっかくのデートなんだし、追加注文があったらどんどん頼たのめ。今日は俺の奢おごりだぞ！」

　ここの所は、清宮と中々ラブラブ出来なかったから精神的に辛つらかった。香か澄すみがいると安易に清宮も呼べず、代表は都市伝説を追っていて、江西陀は引き籠こもってるし、俺は濡ぬれ衣ぎぬを着せられるし。これも全部、『清宮パワー』の補給を欠かしていたからだろう。
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　そう、俺にとって、清宮といることは生きることなのだ。

「いや……。悪いから割り勘かんにしよう、ね？　──ああ、江西陀さんの分は僕と咲丘君で出すから……。本当にごめんね、わざわざ付き合わせちゃって……」

　律りち儀ぎなことに、清宮が江西陀に頭を下げる。江西陀は大きくため息をついて、清宮の手を取って優やさしく握にぎった。

「本当、勿もつ体たいないッスよ、清宮。妹に欲しかった……」

「せめて弟にしよう!?」

　なにやら清宮が奪うばわれそうだったので、江西陀を無理やり引っぺがす。

「やめろよ、江西陀。今日の主しゆ賓ひんは清宮だ、テメェにやる『清宮パワー』はねぇ」

「ほほぉ……」江西陀がいやらしい目つきでこちらを見ている。「咲丘はナニをやって、その『清宮パワー』を摂せつ取しゆするんでしょうねぇ」

「変な言い方すんじゃねぇ！　ほら、見ろよ！　清宮が泣きそうじゃないか！」

　俺が指差すと、本当に清宮が心底恐おそろしそうな目で俺を見ていた。

　風評被ひ害がいにも程ほどがある。

「──で、話ってなんスか？　わざわざここに連れて来るってことは、何かあるんでしょう？」

「ん、まぁな。なぁ小こ柳やな津つ、ドッペルゲンガーについての情報ってまだ集めてるのか？」

　俺が声をかけると、上じよう機き嫌げんな顔をした小柳津がプレートとコーヒーをカウンターに並べて笑う。「なんだよ、続報か？　あと、香澄のその後はどうだよ」

「香澄は……。そういえばあいつ、最近は外出してるけど何してるんだろう」

　今になって不安になってきた。最近はバイト探しも放ほうって音楽に打ち込んでいるらしいが、実はその辺りについてしっかり話し合っていなかったりする。

「ああいう奴やつは、放っておくと絶対にマトモな職につかねぇぞ」

「なんで分かるんだ？」

「見た目だ。服は口ほどに物を言うからな、あんなパンクな恰かつ好こうした奴が真面目まじめに働くかよ」

　今度ばかりは説得力がちょっとあって、上手うまく言い返せない。

「過保護になってもなぁ、どうせ言っても聞かない奴だし。あいつの人生はあいつが決めるよ」

　当然のことを言ったつもりだが、小柳津は仏ぶつ頂ちよう面づらのまま俺を見ていた。

「……まぁ、別に知ったこっちゃねぇさ。で、ドッペルゲンガーが何だって？」

「最近起きているドッペルゲンガー騒さわぎ、もしかしたら『シェイプシフター』も混ざってるかもしれないって話なんだけど」

　清きよ宮みやは小首を傾かしげ、江西陀は興味深そうに眠ねむそうな目を細める。

「──意味が分からん、とりあえず聞こう」

　清宮にも理解できるように、俺達が丘おか研けんとしてオカルトを調べていることや、これまでの様々な経けい緯いを含ふくめて俺は小柳津に説明する。

　ドッペルゲンガーのこと。最近はシェイプシフターらしき存在も混ざっていること。

　食事もしながらなのでやたらと時間がかかったが、ようやく大体の事情を解説し終えたところである。清宮はニコニコしながら相あい槌づちを打っていた。

「なんか初めて、咲さき丘おか君からオカルト研究っぽい話を聞いたよ。楽しそうだね」

　清宮は興きよう味み津しん々しんに俺の話を聞いてくれたが、小柳津はどうなんだろう。

「小柳津さん、今の話はどうなんスか？」

「あ、ああ、いや。なるほどな、シェイプシフターねぇ。要は変装野や郎ろうか」

　歯切れは悪いが、一応は新情報らしい。

「……というわけで、最近出しゆつ没ぼつしてるドッペルゲンガーも、このシェイプシフターを見ただけじゃないかって路線で調査するつもりなんだ」

「なんだそりゃ。勿体ねぇ話だな、おい」

「ああ、何か問題でもあるか？」

　俺が訊きき返すと、小柳津が眉まゆを曇くもらせる。「いや、俺は悪戯いたずらお化けやドッペルゲンガー現象のままの方が売れると思うんだけどな。それじゃ、ただの変装野郎の話じゃねぇか」

「んなのどうだっていいッスよ、オカルトも一ひと皮かわ剝むけばこういうもんですって」

　江西陀がヘラヘラと笑う。「んで、これからどうするんスか？」

「それについては明日あしたから部活で話し合うっぽいぜ、お前もいい加減に部室に来いよ」

　食事も済んだので立ち上がる。やはり勘かん定じようは全すべて俺持ちということで、清宮にも納なつ得とくさせた。いつも夕飯のおかずを提供してくれるのだ、これぐらいは当然である。

　会計を済ませて、店を出ようとした時だ。

「咲丘、さっきの情報の報ほう酬しゆうだが」

　小柳津が煙草たばこを吹ふかしながら、宙を見上げている。

「えっ、ああ、忘れてた。香か澄すみのバイトの件、まだ有効か？」

「シェイプシフターか何か知らねぇがな。ドッペルゲンガーは間ま違ちがいなく、いる。香澄が見たって言うんなら、これから何が起こるか分からねぇぞ」

　バイトの件は無視されてしまった。「──どういうことだよ」

「俺はちゃんと情報を売ったぜ。使えるかどうかは、お前次し第だいだ」

　小柳津はそれだけ言って、黙もく々もくと食器を洗い始める。俺たちは店を後にした。

　情報屋というのは、気難しくて困る。







　俺たち丘研がオアシスで張り込みを始めて、三日が経過した。

　夜のオアシスは正直言って生理的な嫌けん悪お感かんのする汚きたない街だったが、最近ではむしろ不気味さが増している気がする。

『神楽かぐら咲さきテロ』以降、若じやつ干かんだが深夜の人通りが減った気がするのも、その原因の一つだろうか。やけにこう、街が暗いのだ。

　だが、一番の原因は間違いなく例のグラフィティアートと、あの壁かべに埋うめ込まれた鏡だ。

　張り込みついでにオアシスを少し歩いたのだが、間違いなく今挙げた両方の数が増えている。

　記号は数を増やし、単純だったその構成がより複雑に描えがかれている。ぼんやりしていた像が、時としてハッキリとしたメッセージ性すら感じる物として仕上がっているのを見たら、さすがに俺もただの落書きと一いち概がいに笑えなくなってしまった程ほどだ。気味の悪い絵である。

　鏡は大小問わず、中には割れた物もあるが、道が交差する様々な場所に仕し掛かけてある。視線を逸そらせば、どこにも自分が映るのだ。──なんだか、俺たちが『カメラ俱く楽ら部ぶ』で秘ひ密みつ裏りにやっていることがバレている気分になって少し不安になった。

　早くこの場所での用事を終わらせたいが、まだ悪戯お化けが出てきたという情報はない。

「何やってるの、咲丘くん。ラジオなんか弄いじって」

　耳に当てていたヘッドフォンを少しずらして、萩はぎ先せん輩ぱいが俺の手元をじっと見る。

「前に萩先輩に貰もらった、『犯人追つい跡せき盗とう聴ちよう器き』のテストですよ。……これ、本当にあの発信機のノイズなのか？　混線してるだけじゃねぇよな……」

　とりあえず二人一組で行動しているのだが、今日はＡチームが代表と出で島じま先輩、Ｂチームが江え西にし陀だと篠しの塚づかさん、Ｃチームが俺と萩先輩という構成だ。

　もし悪漢に絡からまれたら、Ｃチームは降こう伏ふくするしかないという点以外では、バランスのいい配置とも言える。

　最悪の事態に備えて思い出の『燻くん製せいトロピカル爆ばく弾だん（果実抜ぬき）』を一個だけ萩先輩が抱かかえているらしい。いざとなったら、それを使用して逃にげよう。

「うん、ちょっと高い音で『ポッ、ポッ』って発信音が鳴ってるでしょ。近付くと、その音が大きくなって、ザーって音が消えるから。……まぁ、確かにあんまり使えないよね」

　今は最大音量にしているのだが、微かすかにその発信音が聞こえるくらいでノイズの方が大きく、盗聴なんて出来るレベルではない。

　仕掛けた場所がちょっと遠いのは分かってるし、まぁ、こんなもんなんだろう。

「萩先輩こそ、今度は何を聴きいてるんですか？」

「えっとね、最近投とう稿こうされた動画サイトの曲聴いてるの」

「動画サイトの、ですか？」

　一いつ緒しよに張り込みをしているのだが、萩先輩は相変わらず巨きよ大だいなヘッドフォンを耳に当てているので、ちょっと会話に困る。話しかけていいのか、微び妙みように躊ちゆう躇ちよしてしまうのだ。

「あっ、今ちょっと変だと思ったでしょ。最近はああいうオリジナル曲だって結構クオリティが高いんだよ？　市場に出てるやつより良い曲も多いんだから」

　返し方が悪かったのか、萩先輩はプリプリと頰ほおを膨ふくらませる。

「いや、ちょっと意外でしたけど、別に変ってわけじゃないですよ。もしかしてあれですか、ＤＴＭとかってやつ」

「うんうん、それそれ。なんだ、咲さき丘おかくんも知ってるじゃない」

「一応は俺もネットユーザーですからね。──ああ、そうか。そう考えると、丘おか研けんで話が分かるのは俺だけなのか」

　ネット文化の話になるが、メロディーをコンピューターに入力することで、サンプリングされた音声を合成することができるソフトウェアが結構前に発売された。

　それが多くのアマチュア音楽家の中で大ブレイク。現在でもそのソフトウェアを用いた創作楽曲を作っている人は非常に多い。

　動画サイトの普ふ及きゆうも手伝って、アマチュア音楽家の活かつ躍やくの場が広がったとも言われている。以前から世間で注目を集めているネット文化の一つだ。

　インターネット嫌ぎらいな代表や、ネットに興味の無い出島先輩や江西陀相手では通じない話題だろう。

「咲丘くんは知ってる曲とか、好きな曲ってある？」

「俺はあんまり聴かないんですよねぇ、ああいうの」

「えぇー、咲丘くんも良い曲聴けば絶対に好きになるって。もしかして、コンピューターが演奏してるのが駄だ目めなの？」

「いや、下手だとかコンピューターとか、そういうのは割とどうでもいいんですよ。そうじゃなくて、俺は全部同じデータなのがあんまり印象良くないんですよね」

　萩先輩は不ふ機き嫌げんな表情で尋たずねる。「うーん、何で？」

「別に生演奏主義者じゃないんで、動画サイトの音楽を否定するつもりはないんですけど。モチーフが全部一緒なんですよ。色んな作曲や曲調があったって、結局は全部同じデータを元に作ってるでしょう？　それってただのコピー品じゃないかと思うんです」

「それは違ちがうと思うな、ちゃんと全部に作り手の気持ちが籠こもってるもん。それにやっぱり、すごい実力があっても表おもて舞ぶ台たいで活躍できない人とか、本業にするには忙いそがしい人とかがたくさんいるじゃない。そういう人が自分を表現できる場所って、すごく大事だと思う」

「そんな片手間に芸術をされてもなぁ。それで食べたい人もいるのに、そんなデータで同じ土俵に立たれるのは嫌いやなんですよね。音楽だけじゃない、絵画だってそうだ」

「──もうっ！　咲丘くんは頭硬かた過ぎ！」

　ついに萩先輩が怒おこってしまった。

「そんなこと言ったら、誰だれも何か作ることを楽しめないじゃない。発明はエンターテイメントなんだよ、咲丘くん。表現の場所は誰にでもないと今時ダメなんだよ。元が同じデータでも、ちゃんとそれぞれに個性があって、感動があるんだから！　私達はそれが好きで、真しん剣けんに応おう援えんしてるの！　──ふんだ、咲丘くんなんて知らない！」

　そう言って、萩はぎ先せん輩ぱいがプレイヤーの音量ボタンに手を伸のばす。ヘッドフォンから漏もれていた微かな音は、オアシスの雑音の中でも鮮せん明めいに聴こえるくらいに大きくなってしまった。

　まずい、今のは俺の言い過ぎだ。調子に乗った。全面的に俺に非がある。

「あ、あの、すみません！　別に曲が嫌きらいとかじゃなくて、その、ちょっと相あい性しようが合わないっていうか、は、はははは！　──ごめんなさい、お願いですから無視しないで……」

　身み振ぶり手振りを駆く使しして謝罪するが、萩先輩は完全に俺を無視している。

　くそぅ、こんな悲しすぎる風景は認めたくない。というか、このまま萩先輩を怒らせておくと代表に謀ぼう殺さつされそうだ。俺は必死で頭を回転させる。




　そこに、微かに聴こえる歌声。




　耳に覚えのあるその方向に、つい萩先輩を置いてフラフラと近付いて行ってしまう。

　テンガロンハットに長身貧乳娘むすめが叫さけんでいた。

　それはきっと、そいつの伝えたいメッセージなんだろう。贔ひい屓き目めになってしまうが、上手うまい。

　言葉の一つ一つには言いようのないパワーがあって、時にそれは通り過ぎる人を振ふり返らせるほどだ。

　だが、誰も立ち止まらない。

　誰もが聴きいていて、誰もが一度振り返っても、その誰にも無視をされる。




　香か澄すみは、汗あせを撒まき散らしながら懸けん命めいに歌っていた。

　それは楽しそうで、本当に、ただひたすらに楽しそうなのに。

　なぜかそれを見る俺には、残ざん酷こくな風景に見えた。




　演奏が終わったのか、香澄が黙もく々もくと片づけを始める。

　俺が拍はく手しゆすると、香澄は驚おどろいた様子で振り返った。

「上手いな、ガラにもなく感動しちまったよ」

　一いつ瞬しゆん手の動きを止めると、すぐに能天気な笑え顔がおを俺に向ける。

「や、やっほー咲丘。なんか知り合いに聴かれると思ったより恥はずかしいね。……なに、香澄さんというものがありながらナンパしてんの？」

「お前こそ何やってんだよ、香澄。今まで聴かせてくれないと思ったら、こんな所で歌ってたのか。──紹しよう介かいします、萩はぎ先輩。こいつが俺の幼おさな馴な染じみの香澄です」

　一応、体で表現したんだが伝わっただろうか。のそのそ俺に付いてきた萩先輩がムッスリした顔のまま、香澄をじっと見つめる。「……丘おか研けんの、女郎花おみなえし萩です」

「へー、なんだ丘研か。ちっこくってかわいい子じゃん。あっ、その曲『ＤＲＩＶＥドライブ』っしょ！　ロックだよねぇ、イントロのギターがいいわぁ。あれは巻きまくりだよね！」

　香澄が勝手に捲まくし立てると、急に萩先輩の表情が明るくなる。音おと漏もれしまくっていたヘッドフォンを耳から外して、首にかけた。

「だよねぇ、そうなんだよ！　最近はバラード調が流行はやってるから、こういうアップテンポの曲が減っちゃってさ。私はやっぱりこの曲のサビが好き！」

　音楽好き同士、何やら意気投合したらしい。

「それ入ってるアルバムの曲だと、あたしは二番と五番の曲が好きだったなぁ」

「えっ、『ＤＲＩＶＥドライブ』の入ってるアルバムって売ってたっけ？」

「ん、なんかＣＤ屋さんにあったよ。店頭で流れてたから、思わず買っちゃった」

　香澄の奴やつ、俺が貸した軍資金をそんなことに使っていたのか。道理で妙みように減りが早いわけだ。

　だが、今回はグッジョブだ。許す！　「今度、咲さき丘おかにも巻いたげるよー」

「はい！　それを聴いて勉強します、すみませんでした俺が悪かったです萩先輩！」

　腰こしを九十度に曲げて謝罪すると、萩先輩は恥ずかしそうに頰ほおを搔かく。

「──い、いいよもう。私の方こそごめんね。私に好きな曲があるのと同じで、咲丘くんにも好きな曲があるよね。香澄ちゃんの歌を聴いてたら、ムキになってたのが恥ずかしくなってきちゃった……。うん、生演奏もいいね、すごく良かった」

「そ、そうですか!?　ありがとう……、ありがとう……！」

　良かった……っ！　思ったよりも早く仲直り出来た……。

　涙なみだと鼻水を拭ふいて、改めて恩人の香澄さんに向き直る。

「それにしても、お前もよくこんな所で歌うな。一人じゃ危ないだろ」

「んー、前はけっこう絡からまれたけどね。何回か巻いたら来なくなったよ。──ま、ここじゃ誰だれも聴いてくれなくなっただけなんだけど」

　香澄は片付けを再開する。「やっぱり、拾った電池式アンプじゃ駄だ目めかなぁ」

「というか、それこそ働いてイイやつ買ったらいいんじゃないかなぁ。十分巧うまいんだしさ、お金貯ためてもっと大きなことをしたらいいんじゃない？　オフィス街の近くにあるライブハウスを借りるとか、コミュニティーに入るとか。色々やり方はあると思うけど……」

　萩先輩はけっこう建設的な意見を言ってくれたと思うんだが、香澄はそれを一いつ蹴しゆうする。

「むっふっふ、こう見えてそこら辺は香澄さんも巻いてるんだよ。──でも、場所は確かに悪いかもね。よし、やっぱりオフィス街にするかぁ。それで解決だねっ！」

「でもお前、ライブハウスの参加料とかあるのか？」

「『セントポーリア』って知ってる？」

　初耳な気がする。「何だったっけ？」

「ボランティアの人達なんだけどさ、就職支し援えんとかやってくれてるんだー。でもって、その人たちに『元気が出るから歌ってくれ』って言われてて、ちょくちょく集会で歌ってるんだよ」

「へー、良かったじゃないか。その調子でアルバイト探しも頑がん張ばれよ」

　香澄が無い胸を張る。

「ふふーん、香澄さんは気付いたんだなぁ。場所を変えると、お客さんが増える。お客さんが増えると、おひねりが増える。おひねりが増えると、なんとコンビニで肉まんが買えるんだよ。だから最近は食事に困らないんだよね」

「どこまでも肉まん勘かん定じようで生きてるんだな、お前……」

　幸せな奴め。

「でもさ、お金なんてそんなに必要ないんだよ。あたしは好きなように歌って、聴いてくれる人が楽しんでくれたり、喜んでくれたらそれでいいんだ」

「それでも、金が無ければ生きていくのは大変なんだよ」

「……あたしは、そんなの認めたくない」

　香澄は手早くセットを片付けると、俺に向かって敬礼する。

「んじゃ、あたしはまだ巻きまくるからさ。デート頑張ってねん、あんまりかわいい子怒おこらせちゃだめだよん。チュッチュしちゃいなよ、ヒューヒュー！」

　そう言って、香か澄すみは背中を向けてロケットのように駆かけだしてしまった。

　背中にハードケースとアンプを背負ってるくせに、やたら速い。

「おい待て香澄！　話はまだ終わって──うわぁ、萩はぎ先せん輩ぱい!?　ヤバい、その鼻血の垂らし方はいくら萩先輩でも風景的にアウトです！　ちょ、香澄はどこだ!?　囃はやし方が古いんだよ！」

　情報処理が追い付けなくなり、ちょっとパニックになる。

　萩先輩の鼻にティッシュを突つっ込んだ頃ころには、香澄の姿はもう見えなくなっていた。

　その上、携けい帯たいまで鳴り始めた。あたふたとそれを取り出す。

「うるせぇ、こっちはそれどころじゃねぇんだ!!」

「まだ何も言ってないんスけど!?」

　江え西にし陀だの悲痛な叫さけびが聞こえる。──なんだ、江西陀か。安心の江西陀で良かった。

「あああっ、咲丘のせいで気付かれた！　悪戯いたずらお化け発見ッス、今さっき変身しましたよマジで！　Ａチームも呼んでるんで合流してください！」

　一方的に電話を切られる。真っ赤な顔をしてフラフラした萩先輩が、ちらちらと俺の方を見ながらティッシュの赤い染しみを広くしていた。

「──お、俺にどうしろと……!?」

　いつも以上にグダグダな風景だった。







　深夜のオアシスを、青年が走る。

　オアシスの路地を右に左に、縦じゆう横おう無む尽じんに駆け回る。相当、地形を熟知した奴やつなんだろう。

　しかし、それでも相手は一人だ。萩先輩と篠しの塚づかさんは息が上がってしまったので休んでもらっているとはいえ、四人から追われて簡単に逃にげ切れるはずもない。

　ついに袋ふくろ小路こうじに、俺達はその悪戯お化けを追いこんだ。

「──いつもなら、撒まけたはずなんだけどな」

「ナビゲーターの腕うでが良いもので、リアルタイム中ちゆう継けいで追ってましたから。ご愁しゆう傷しよう様さまッス」

　江西陀が手に持ったポールを突き出して言う。

　全員の携帯の位置情報はモニタリングしていたし、俺も携帯で実じつ況きようしながら跡あとを追っていた。

　更に、兄貴による録画追つい跡せきもある。路上生活者に頼たのんで設置した分も含ふくめると、オアシスにあるカメラは俺も把は握あくしきれてない程ほどに相当な量だろう。これで逃げられる方がどうかしている。

　……とはいえ、確かに今回ばかりは普ふ通つうなら逃げられていて不思議はなかった。

　なぜなら、俺たちが最初に追っていた悪戯いたずら魔まは女性だったのである。

「というわけで、逃げ場はないぞ。シェイプシフターならそれらしく、変身でもして逃げてみたらどうかね。私はそれでも一向に構わん」

「……みんな、俺のこともドッペルゲンガーって言うんだけどな」

　青年は観念したらしい。両手をポケットに突っ込んで、俺たちに向き直る。




　その顔は、どこからどう見ても俺のものだった。




　目の前にいる俺の姿をしたシェイプシフターが、代表に対して俺の声でオーバーリアクション気味に尋たずねる。「追っ手にご本人様がいたんじゃ撒まけねぇわけだ、こりゃ」

「──江西陀クンから言われなければ、さすがに私も信じなかっただろうさ」

　代表が神しん妙みような顔をして腕を組む。

「それにしても興味深いな。予想はしてたが、声帯までコピー出来るのか」

「ああ、勿もち論ろん。見て聞いた人間は全部コピー出来る。ちゃんと見れば指し紋もんから何まで全部だ。さすがに人外は無理だったけどよ。俺もずっと人間やってたから、変え方が分からん」

　ということは、例えば鳥にでも変身して飛んで逃げるというのは不可能なんだろうか。

　それにしても、俺が代表とあんなにもフランクに話している。頭がおかしくなりそうだ……。

「ヒトから突とつ然ぜん生まれたのか……？　まぁ、どうだっていいことだな」

　超ちよう常じよう現象の発生を、代表は『どうでもいい』で片づける。「なぜ、こんなくだらんことを？」

「それこそ、俺みたいな化け物に聞くか？　俺は捕つかまらないんだよ、なにせそこに俺がいるんだからな」

　シェイプシフターがニヤニヤ笑う。

「そもそも、俺の方が本物かもしれないぜ。そこにいる奴が本物だという証しよう拠こは？　俺はここに存在し、俺はそこにも存在している。顔も、背せ恰かつ好こうも、声だって同じなんだ。何が違ちがう、何の見分けがつく。そうだろう。お前らはいつだってそうさ」

　笑うシェイプシフターに対して、代表はまったく動じない。

「私の事を代表と慕したい、口を開けば風景風景と喧やかましいのが咲さき丘おかクンだ。キミぐらいだと、咲丘クンにするには少々恰かつ好こ良よすぎる。そんな咲丘クンは、何を企たくらんでるのか逆に気味が悪いね」

　二人がそんな話をしているのを横目に、江西陀が俺に耳打ちする。

「──あの、咲丘。さっきからピコピコうるさいんスけど、何持ってるんスか？」

「ピコピコ？」

　指し摘てきされて気付く。そういえば、さっきから近くで甲かん高だかい発信音のようなものが聴こえていた。「……どこで鳴ってるんだ、この音」

「いやいや、咲丘と合流してからずっと鳴ってるんですよ」

　鞄かばんに、ポケットに手を突っ込んで何が鳴っているのかを確かく認にんする。手に硬かたい感かん触しよくがあって、それを引っ張り出した。

　ラジオである。

　先ほどから萩先輩から預った改造ラジオが、うるさいくらいに『ポッ、ポッ』とビートを刻んでいた。

「──咲丘クン、悪いがシリアス中なんだ。マナーモードにしてくれ」

「いや、映画上映じゃないんですから……」

　そもそも、この改造ラジオはなぜ今になってこんなにうるさくなったのだろう。こんな所にあいつがいるはずないのに──

　まさかと思い、改造ラジオをシェイプシフターの方に向ける。

　発信音が、一段と大きくなった。

「なんだそれ、シェイプシフター発見器か？」

　出で島じま先せん輩ぱいがラジオを覗のぞきこむ。

　俺の顔で怪け訝げんそうな表情を浮うかべたシェイプシフターに、思い切って尋ねる。




「お前、もしかして小こ柳やな津つか？」




　シェイプシフターを含ふくめた全員が、啞あ然ぜんとした表情で固まっていた。

　沈ちん黙もくが俺達を包む。

「──説明を要求する」

　最初に口を開いたのは代表だった。

「いや、萩先輩に頼たのまれて『犯人追跡盗聴器』のテストをしようと思ったんですけど、特に誰だれに仕掛けたものか思いつかなくて。どうせならと思って、情報通の小柳津に仕掛けたんですよ。──これが反応してるってことは、目の前にいる俺はたぶん小柳津かと。……だよな」

　しばらく、無言。




　そして突然シェイプシフターを中心に風景が歪ゆがむ。

　その体が一いつ瞬しゆん、服装も含めて人型の赤いゲル状になる。




　シェイプシフターはすぐに元の形に戻もどり、その時にはいつものコーヒーハウスでの服装をした、目つきの悪いオッサンが立っていた。




　小柳津が、その殺さつ伐ばつとした目で俺達を睨にらむ。




　エプロンのポケットに手を突つっ込むと、中からボタン型の機械が出てきた。

　それを踏ふみつぶして、小柳津が舌打ちをする。「──いつ仕掛けた」

「えっと、前に江え西にし陀だと清きよ宮みやを連れて『ムジカ』に行ったろ。摑つかみかかられて、その時に……。はっ、はははは」

「ははは、じゃねぇよ！　マジふざけんな！　人のプライベートをなんだと思ってやがる！」

「う、うるせぇ、エプロンくらい洗って変えろよ！」

「逆切れか!?　何歳児だよテメェ、ちょっと面つら貸せや！」

　俺だってまさか、こんな事態になるとは思っていなかったのだ。

『犯人追跡盗聴器』なんて、使う機会すら見つからない失敗作と思っていたが、こんな形でもなければ役に立つことなんてなかっただろう。

「──はぁぁ、こんなもんに気付かないなんて……。最悪だ、死にてぇ」

　小柳津が髪かみを搔かき乱して嘆なげく。もう、ただの不運だとしか投げてやれる言葉が無い。

　代表が小柳津の前に一歩踏み出し、腕うでを組んで仁に王おう立だちする。

「自己紹しよう介かいが遅おくれたな、マヌケなシェイプシフターくん。初めまして、私は沈じん丁ちよう花げ桜さくら。彼らの所属する『オカルト研究会』の代表だ」

「……小こ柳やな津つ亮あきらだ。コーヒーハウスを経営してる」

　小柳津は懐ふところから煙草たばこを取り出すと、それに火を点つけた。「お前が咲丘の連れの親玉か」

「ウチの部員が世話になっているらしいね。私もそのうちご馳ち走そうになろう」

「──胸だけじゃなくて、態度もデカイな」

　小柳津が煙草を咥くわえたまま舌打ちをする。「で、『オカルト研究会』さんは俺を捜さがしてたんだろう？　何の用だよ」

「一度聞いたことも覚えていない鳥頭では仕方ないね。ならもう一度聞こうか、シェイプシフター。……なぜこんな下らんことをしているんだ」

　代表が再び同じ質問をする。小柳津は、深い深いため息を吐ついた。

「なぜって、面おも白しろいからに決まってるだろ。笑えるじゃねぇか、俺が好き放題やったって捕つかまることはねぇ。たかが悪戯いたずらって言っても連中がタコみたいに怒おこるのはたまんねぇぜ。胸むな糞くそ悪わるいイケメン共が血祭りになるんだよ。──お前も変身できるようになったら分かる」

「ふざけたことを抜ぬかすな。貴様が変身して人を殺せば、それだけで人の運命を一つ支配できる。貴様が変身して語れば、それだけで世界の事象を一つ変えられる。それだけの力を持っていながら、それを有効に活用しないなど愚ぐの骨こつ頂ちように過ぎん」

「馬ば鹿かなこと言ってるのはテメェの方だ。んな事に何の価値があるってんだよ」

　小柳津が手を広げて嗤わらう。

「この街を見てみろ。あれだけの騒さわぎがあったって、根本的には何も変わらない。どうせ俺が何をしようとしても、この糞くそみたいな街が変わることはねぇ。それぐらいデッカイ街なんだよ。それに比べて、俺達は本当にちっぽけだ。──俺だって、何かが出来ると思ってたさ。でも何も出来なかった！　俺がどんだけ人の見た目を借りて強ごう盗とうしたって、そいつが捕まって世の中は平和になる。何も変わらない、俺達には何も変えられない！」

「貴様のやり方が手ぬるくて下手糞だと言っているんだ。──分からんな、だったら私はその力で、この美しい世界を支配する道を選ぶ」

「世界？　──はははっ！　馬鹿じゃねぇか、黙だまれよ中二病！　んなもんに価値なんてねぇ。糞みたいな人間どもがウジャウジャしてるだけなのに、美しい世界とか恥はずかしくねぇのかよ。俺はもう、長いものに巻かれてノウノウとアホみたいに生きれりゃそれでいい」

　怪かい物ぶつが静かに唸うなり始める。

　そこにあったのは、煮にえたぎる怒いかりだった。

「いいか、人間は見た目だ。見た目なんだよ。糞みたいにつまんねぇ生き物だ。誰も中身なんて見てねぇ。誰だって姿形が良ければ、それが一人でなくたって認めるんだ。俺じゃないのに、この顔は、この恰かつ好こうは、肌はだ色いろは、背は、筋肉は、髪の毛からつま先まで！　誰も俺を見ていない、誰だっていいんだよ、見た目さえ良ければ！　中身なんて誰も見てねぇ、本当に誰もが口ばっかりだ！　人間は見た目だよ。それを否定したって、中身だと言ったところで、それが崩ほう壊かいしたらどんな顔をしてくれると思う!?　ひゃはははっ、最高だった、自分がもう一人いることに怯おびえる奴やつらの顔はそりゃもう傑けつ作さくだったさ！　俺はあの顔がもっと見たい、あの顔をこの世の全すべての人間にしてもらいたいんだ。それだけでいいんだよ、それだけが生きがいなんだ。分かるか、分からねぇだろうなぁ！　だってお前らはイケメン美少女ばっかりだしなぁ！」

　人間の中で生活した怪物は自分がほしいのに。自分を認めてほしいのに。

　それでも人間は、どこまでも人を姿形でしか判断しない。

　狂くるおしいほどに、それでも人は中身が全てと綺き麗れい事を言って。

「くだらんな。ならば私の軍門に降くだれ。その貴様には分不相応な力、私が有効利用してやろう」

　対する代表も、口の端はしを吊つり上げて怒っていた。

「ほとんど何も行動せずに、何が『何も変えられない』だ。甘ったれるなよ、化け物。貴様が思う程ほどに世界は弱くない。だから徹てつ底てい的に攻こう撃げきするのさ！　手を休めるな、足を使って走れ、頭を回転させろ、思考を停止するな！　その程度の絶望で何が変えられるものか。そうだよ、その通りだ。あの程度のコンサートはデモンストレーションに過ぎない！　だから私は何度でも戦ってやろう。戦力を増強し、敗者から全てを奪うばい、更さらに自分を磨みがき続け、人間達に致ち命めい的てきな一いち撃げきを与あたえるまで、私は何度でもこの街に音楽を流してみせる！」

　その言葉に、小こ柳やな津つは啞あ然ぜんとして固まる。

「……は？　まさか、テメェがアレをやったのか!?　おいおいおい、噓うそだろ、ちょ、な、何考えてやがる……っ！」

　代表もそれを否定しない。

「私が貴様を導いてやろう。この美しい世界を人間から取り返して、愚おろかな人間に思い出させてやる。貴様が言う人間のつまらなさを全世界に知らしめてやるさ。そして、私も知る。貴様というオカルトを手にすることが、どれだけの運命を操あやつれるかどうかを見み極きわめてやろう。私と共に来い、シェイプシフター」

　暴君が、拳こぶしを握にぎりしめて嗤う。

「この美しい世界を、人間から取り返そうじゃないか」

「──ふざけんなよ、何様のつもりだテメェ。俺は今までもこうやって自由に生きてきた。テメェなんぞに従うくらいなら、さっさと組合でも連合でも入ったよ。それに、オアシスで人に物を頼たのむ時には必要なもんがあるだろ？　金か、権力か、暴力だ」

　シェイプシフターが代表を指差して嗤う。「まぁ、それでもお前の誘さそいは絶対にお断りだね」

「ほぉ、なぜかね」




「決まってんだろ、俺はテメェの顔が気に入らない」




　その絶望的な否定を口にして、笑いながら小柳津は代表に突とつ撃げきをかける。

　速い。

　小柳津はあっという間に落ちていた鉄パイプを拾うと、俺の横をすり抜ぬける間ま際ぎわに、俺と江え西にし陀だを両手を使った左右の裏拳で殴なぐりつける。

　俺はマトモに受けも出来ずに無様に路地を転がった。痛みを堪こらえ、急いで起き上がる。

　出で島じま先せん輩ぱいの両りよう腕うでが、小柳津の持っていた鉄パイプを防いでいた。

「交こう渉しよう決けつ裂れつだな、残念だよ。──出島、殺やれ」

　代表の言葉を皮切りに、二人の魔ま人じんの戦いが始まる。

　出島先輩が鉄パイプを左ひだり腕うでで捌さばくと、そのまま右足で回し蹴げりを放つ。その風切り音も高い一撃を間かん一いつ髪ぱつで避さけると、小柳津はそのまま上体を巨きよ体たいに向けて零ゼロ距きよ離りまで肉にく薄はくさせて関節を取ろうと試みる。

　前にしか進まない巨きよ人じんは、それに怯ひるみもしない。

　逆に体当たりをかけて押し戻もどし、腰こしの入った右ストレートを放った。

　相手が一いつ般ぱん人なら、その時点でＫＯの決まった一撃だろう。しかし、相手の動きもまたバケモノだ。

　その剛ごう腕わんに軽かろやかに飛び乗って、上段から思い切り鉄パイプを突つき下ろす。

　鈍にぶい音が響ひびく。

　右手を払はらって、出島先輩は小柳津と距きよ離りを取った。

　そこに乱入する鉄ポール。

　江西陀の振ふるったそれを小柳津は鉄パイプで勢いよく弾はじき、甲かん高だかい金属音が木霊こだまする。さすがに性差もあるからか、江西陀の手から鉄ポールが離はなれて吹ふき飛ぶ。

　江西陀は手首を押さえて顔をしかめていた。

「江西陀、大だい丈じよう夫ぶか!?」

「あたた……、なんつー馬ば鹿か力ぢからっすか。出島先輩はあんなの受けてなんで平気なんスかね……」

　さすがに江西陀でも無理か、口くち惜おしいが俺がどうこう言えることではない。

　小こ柳やな津つは江西陀を深追いしようとはしない。足を踏ふみ出し、出島先輩を攻せめる。

「気が付けば、俺はブサイクだった。何もしてねぇ、本当に何もしてねぇのに俺はブサイクになっていた。何もしなかったからブサイクになったんじゃねぇ、勝手にそうなったんだ。勉強した、スポーツだって全部やった、ギターもベースもドラムもやって、誰だれにでも話を合わせられるように努力したよ。それでも虐いじめられた、シカトされたよ、露ろ骨こつに避けられたりもした！なのにだ、ちょっと顔を変えたら全員の態度が一いつ斉せいに変わるんだぜ！　信じられるか!?」

　小柳津の斬ざん撃げきには一いつ切さいの容よう赦しやも加減も、適当さもない。

　殺陣たてのように速く、綺麗に、体を回しながら上から下から横から次々と鉄パイプが出島先輩を襲おそう。

「分かるぜ、俺は分かる！　テメェだってそうなんだろう!?　デカイ図ずう体たい、空っぽにしか見えない頭。テメェだってどうせ人間扱あつかいなんかされなかったクチだろ、えぇ!?」

「いちいち覚えてねぇよ。どうでもいい」

　出島先輩はそれを避け、時に受けながら大きく踏み込むが、決定打を与あたえる前に小柳津が素す早ばやく後退する。蜂はち須すの時とは違ちがう、狡こう猾かつさと圧あつ倒とう的な速さがそこにはあった。

「俺達の唯ゆい一いつなんて身体からだだけだ、中身なんざ紛まがい物が集まって、その辺に転がった安いちっぽけなもんだろう!?　テメェの何が違う、違うと言って誰が信じる!?　熱血漢だとか冷静だとか、スポーツが得意だとか楽器が弾ひけるだとか、優等生だとか不良だとか、ツンデレだとかヤンデレだとか、イケメンだとか二枚目だとか三枚目だとかお調子者だとかバカだとかアホだとか!!　何を基準に判断する、何を基準に他人と比べる？　見た目だよ、俺達は結局見た目でしか判断できない！」

「そんなのお前の基準だろ。俺と一いつ緒しよにすんな」

　右上段から振り下ろされる鉄パイプ。

　今度はそれをガッチリと両手で摑つかむと、出島先輩が小柳津の眼前でそれを直角に曲げた。

「──マジかよ」

「お前よりは人間だ」

　出島先輩が小柳津の両腕を右手で摑み、左ジャブを小柳津の顔面に何発か叩たたきこむ。

　小柳津が鉄パイプを離して思わず仰のけ反る。

　ローキックを入れられて地に伏ふす小柳津に、出島先輩は更さらに蹴りを加えようとした。が、それはまだ遅おそい。

　ブレイクダンスのように、小柳津が頭を軸じくに巨きよ軀くへ足払いを仕し掛かける。出島先輩が距離を取ると、小柳津は全身をバネにして両手の力だけで起き上がった。
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　次に仕掛けるのは出島先輩だ。

　前に踏み出しながら、前に、前に、次々と小柳津へ拳こぶしを叩きこむ。小柳津はそれを素早く払いつつ、時には蹴りを混ぜて反はん撃げきする。

　出島先輩は前進をやめない。

　飛び上がってハイキックを小柳津に叩きこむと、小柳津は両腕でガードしたにも拘かかわらず後方に大きく吹き飛んだ。

　積んであったビールケースに激げき突とつし、それはジェンガのように崩ほう壊かいする。

　モクモクと立ち昇のぼる埃ほこりの中、血の混じった唾つばを吐はいて小柳津が悪態をつく。

「……そんな風に割り切れる奴やつが何人いるってんだ。そんな風に言える奴が何人いてくれるってんだ！　テメェだってその辺にいる人間の内のどうでもいい一人じゃねぇかぁぁぁっ！」

　小柳津が咆ほう哮こうと共に出島先輩に肉薄する。

　軽いジャブの連続に、ストレート、肘ひじ鉄てつ、ジャブ、ローキック。

　小柳津の放つそれらを踊おどるように捌き、出島先輩が肩かたを入れたタックルを見み舞まう。

　それを上体に受けながら、それでも小柳津は膝ひざ蹴げりを出島先輩の腹に叩きこんだ。

　瞬しゆん間かん、小柳津の顔が引き攣つる。

　出で島じま先せん輩ぱいが小柳津の足をガッシリと摑んでいた。

「てめ──」

「避よけるのが面めん倒どうになったんでな」

　足を摑んだ出島先輩は、小柳津の体を持ち上げて背負い投げを浴びせる。

　受け身も取れずに地面に激突する小柳津。

　片足を摑んだまま大きく回転し、ジャイアントスイングの要領で出島先輩は小柳津を投げ飛ばした。

　壁かべに細めの体が叩きつけられ、鈍にぶい音が響ひびき渡わたり、そのまま小柳津が地面に落ちる。

　フラフラと起き上がった小柳津が、赤いゲル状の体になる。

　なんと、代表の姿に変身した。

　代表の声で、小柳津が笑う。

「──はっ、はははっ！　どうよ、これならさすがに手が」

　出島先輩が、既すでに小柳津に肉にく薄はくしていた。

「出せ──」

「勘かん違ちがいするな。いくら見た目が一緒でも、お前は沈じん丁ちよう花げと入ってる中身のレベルが違う」

　容赦の欠片かけらもない一いち撃げきだった。

　代表の顔をした小柳津の顔面に、渾こん身しんの右ストレートが刺ささる。

　脳震盪を起こしたのか小柳津が地に伏す。

　その体が、代表の姿から小こ柳やな津つの姿に戻もどる。

　殴なぐられて腫はれあがった顔は小柳津の顔で。

　心なしか、いつもより醜みにくかった。







　しばらくすると、縄なわで縛しばられた小柳津が目を覚ました。

「よう、小柳津。生きてるか？」

「──ああ、ムカつくくらい生きてるぜ」

　出島先輩たちには、徹てつ夜やだったこともありこれから時間がかかりそうだったので、コンビニに買い出しに行ってもらっていた。残っているのは、俺と代表だけである。

「代表、小柳津が起きましたよ」

「ん、そうか。しかしまぁ、私が殴られるのを見るのは気分が良いものではないな。──あいつ、変に私に恨うらみを持ってなければいいんだが。出島とは腹を割って話さねばなるまい。今度あいつにバナナでも買ってやろう」

　代表がゆったりと近づく。モゾモゾと動こうとして、小柳津が舌打ちをする。

「おい、さっさと解ほどけよ。煙草ケムリが吸えねぇだろ」

「口の利きき方に気をつけろよ。たかが『シェイプシフター』の分際で、私を差し置いて神楽かぐら咲さきを支配しようとしただけでも、本来なら万ばん死しに値あたいするんだ」

「──テメェは何もしてねぇじゃねぇか」

「部下が優ゆう秀しゆうなのでね」

　皮肉っぽく代表が笑うと、小柳津が悪態をつく。「好かねぇ女だ」

「で、どうするんだよ小柳津。なんだったら、警察か暴力団の事務所にでも直行するか？」

「はっ、馬ば鹿か言え。俺が口を割らなきゃ、何も解決なんてしねぇぞ？」

　俺が肩を竦すくめると、代表が腕うでを組んで小柳津に警告する。

「私の軍門に降くだれと言っているだろう。まだ断るのかね？　その場合いざとなったら、その口を縦に割って計画プランＢ決行だ。真相は闇やみに葬ほうむり、キミには川で魚の餌えさになってもらう」

　すごく楽しそうに、代表は嗤わらっていた。

「おい、咲さき丘おか。この女やべぇぞ。噓うそをついてる目じゃねぇ」

　自じ業ごう自じ得とくとはいえ、さすがに小柳津も表情を引き攣らせる。フォローを入れなければ誤解されそうなので、ちゃんと言っておいてやろう。

「ああ、この人が言うことは大体マジだ。──俺なんか前に『罰ばつゲームは官能小説の朗読だ』って言われて、部室で皆みんなの前で江え西にし陀だ持参のヤバいのを一章分、芝しば居い付きで読まされたこともある」萩はぎ先せん輩ぱいが失血死しそうになったのは、記き憶おくに新しい。

「なんだよそれ……。ありえねぇだろ……」

　都市伝説があまりの恐きよう怖ふにビビっていた。

「さて、私の気はあまり長くないんだ。陽ひが昇のぼる前には、結論を貰もらいたいんだが」

「結論って……だぁぁぁ！　駄だ目めだ、ニコチンが足りねぇ。煙草ケムリをくれ、そしたら考え──」




　すると、火の点ついた煙草が小柳津の前に差し出される。




「キャスマイだったっけ？　昔とパッケージが変わったから、合ってるといいんだけど」

　散々ごねていたくせに、小柳津はその煙草を咥くわえもせずに差し出した男をじっと見つめる。

　篠しの塚づかさんが、屈かがんで微笑ほほえんでいた。

「し、篠塚さん……？　そんな、まさか……」

　小柳津が『さん』付けで人を呼ぶのを初めて見た。「篠塚さん、どうしてここに!?」

「ははは……。まぁ、あれから色々あってね。今は沈丁花さんのお世話になってるんだよ」

　──なんと、どうやら知り合いらしい。

「面識あったんですか、篠塚さん」

「うん、『シェイプシフター』を追ってるとは聞いてたけど、まさか小柳津くんだとは思わなくてさ。もっと早く来るべきだった」

　そう言って、篠塚さんが勝手に縄を解く。代表が止める様子もない。

　篠塚さんと小柳津が向き合った。

「会いたかった……。出来るならもう一度会ってお礼が言いたかったんです、篠塚さん！」

「僕もだよ。小柳津くんにはちゃんと挨あい拶さつがしたかった。──煙草、合ってたっけ」

「うっす！　頂きます！」

　今まで見たこともないような笑え顔がおで、小柳津が篠塚さんから煙草を受け取る。

　篠塚さんがライターを点ける。

　火が弱くなった煙草を咥えたまま、その火を受け取る。

　小柳津は本当に美味うまそうに、煙けむりを吸って泣いていた。

「昔、オアシスで泣きじゃくっていた男性がいてね。ずっと気になっていたんだ」

　篠塚さんが煙草を手に遊ばせながら呟つぶやく。

「彼は何日も食べず、飲まず、ただ泣いていた。立派な体をした大人が、子供みたいにいじけていたんだよ。そのうち動かなくなった。──悪くなる前の、良かった時代のもっと前。あの頃ころの古いオアシスでは中々食料を手に入れるのが難しかったんだけどね。それでも僕は、なぜか彼を助けようと思ったんだ。助けてあげなきゃいけない、そんな気がした。僕たちはきっと、同じなんだって」

「……変身するのが嫌きらいだったんです。変身すれば金が稼かせげましたよ、簡単に。でも俺は絶対に、この能力で金かね儲もうけはしないって決めたんです。篠塚さんは、俺を見てくれたんだ」

　それが、小こ柳やな津つらしい。

　そして、その救われた都市伝説が慕したった存在もまた、都市伝説だったというのか。

　このオアシスという場所は、本当に謎なぞだらけだと再さい認にん識しきする。

「最初は本当に言うことを聞いてくれなかったよねぇ。野の良ら犬いぬみたいだったよ、あの頃は」

「──やめてくださいよ、昔の話は。俺はずっと感謝してるんです」

　あの小柳津が、優しく笑う中年に頭をヘコヘコと下げている。




　不思議な、でも心温まる風景だった。




「篠塚さん、小柳津は喫きつ茶さ店てんをやってるんですよ。オアシスでけっこう繁はん盛じようしてる『ムジカ』ってボロい店です」

「なっ、ばっ、余計な事言うんじゃねぇよ！」

　そう言うと、篠塚さんの顔が明るくなる。

「そうかぁ！　いや、はぐれてからずっと、小柳津くんがどうしているか分からなかったんで心配していたんだよ。お店かぁ、良かったねぇ。おめでとう」

　まったく毒の無い祝いの言葉に、小柳津が頭を搔かいてそっぽを向く。

「──ただ、残念なことに、そいつには魚の餌えさになってもらうがね。私の要求を飲まないんだから仕方ない。私の要求を飲まないんだからね、仕方ないよ」

　代表が肩かたを竦すくめる。「本当に残念だ。私もその『一番安いやつ』というものを飲んでみたかったんだが……」

「代表……」

　なんだかんだ、この人はこういうのに弱いんだよなぁ。

　全員が注目する中で、代表は腕うでを組んで、口の端はしを吊つり上げて笑う。

「小柳津。世界に絶望するには少し早いとは思わないか？　世の中は見た目かもしれん、私だってその価値観を否定する気はないよ。だが、それが何だと言うんだ？　お前はそこに存在し、それさえ伝えれば見てくれる人だっている。勝手に誰だれも見ていないと決めつけるなら、その姿を、魂たましいの輝かがやきを恥はじらいもなく人に焼きつけろ。それさえもしてないのに、勝手に世界を決めつけるんじゃない。見ろ、世界はこんなにも美しい」

　何かを常に企たくらんでいるような眼めがギラギラと輝く。

　その笑顔は、やっぱり運命の女め神がみのようで。

「それでもまだ分からないというのなら、だ。その力、お前の存在、私が支配してやろう」

　その言葉は絶望的に、強大な支配者の言葉だった。

「この美しい世界を、人間から取り返そうじゃないか」







　朝焼けが眩まぶしい。

　眠ねむらない街オアシスの中でも、恐おそらくこの時間が一番静かな時間帯だろう。

　帰りの遅おそい出で島じま先せん輩ぱいたちと合流するために、俺たちは四人でゾロゾロ歩いていた。

「出島先輩たち、どこまで買い出しに行ったんですかね。オフィス街のコンビニでしょう？」

「どうも萩はぎちゃんが体力的にダウンしてしまったみたいでね。そこでちょっと休ませているみたいなんだ」

「──なるほど」

　まぁ、俺も体力がけっこう限界だったりする。日課として徹てつ夜やで『カメラ俱く楽ら部ぶ』などをチェックすることは多々あるが、走りまくったので身体からだが悲鳴を上げているのだ。

「しかし、本当にシェイプシフターなんてものが実在するとは思わなかったな。篠しの塚づかに次ぐ発見だよ。実に興味深い。──故ゆえに勿もつ体たいない」

　少し不ふ機き嫌げんな様子で、代表が俺たちの先頭を歩く。

　小柳津は結局、代表に従うこと自体は承しよう諾だくしなかった。とにかく代表の言い方が悪いので、俺が丘おか研けんに入るだけでいいと言ったんだがそれも断られた。どんな口上があろうと、小柳津は代表が気に入らないらしい。

　ただし、篠塚さんの説得もあり、悪戯いたずらお化けとしての活動はしばらく自じ粛しゆくしてくれると誓ちかってくれた。代表はそれだけかと不満げだったが、別に俺はそれで構わないと思っている。

「だが、これほど精度の高い能力なら、ドッペルゲンガーと見分けもつかないだろうな。間ま違ちがえられるのも無理はない。変身能力なんてものはこの世に無いからこそ、概がい念ねんが混ざってしまうんだ。これほどややこしい状じよう況きようが生まれるわけだよ」

　代表がそう言うと、これまで黙だまっていた小柳津がボソボソと呟つぶやく。

「──俺じゃねぇ」

「何だって？」

「ドッペルゲンガーは俺じゃねぇ、別にいる」

　小柳津の言葉に、俺と篠塚さんは顔を見合わせる。

「何を言ってるんだい、多分勘かん違ちがいだよ。小柳津くんは色んな人に化けてるから、誰かにそれを見られただけだって」

　篠塚さんが笑いかけるが、小柳津は仏ぶつ頂ちよう面づらのままだ。

「それじゃ事故に遭あう理由や自殺した理由にはならないでしょう、篠塚さん。そいつらは俺じゃなくて、ドッペルゲンガーを見たから死んだんだ」

　小柳津は何を言っているんだろう。確かにそれもそうだが、だからと言って小柳津は本当にシェイプシフターだけではなくドッペルゲンガーまで実在すると言うのだろうか。

「──だったらお前は、それをどう証明する？」

　代表が険しい顔をして、小柳津に尋たずねる。「お前は今までに変身した全すべての人間を覚えているとでも言うのかね？」

「いや、そういうわけじゃねぇが……。そうだな、お前らに分かりやすい例を言うとだな──」

　小柳津は煙草たばこに火を点つけて、宙を仰あおいだ。

「俺は香か澄すみに変身したことは無いんだ」







[image: 第三部　都市伝説『ドッペルゲンガー』──Mezzosoprano solo]
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『第一の手紙』




　私は私だ。

　私は一人なのに、私はたった一人なのに。

　皆みなとは違ちがうのに、私は私だけなのに。

　違う！

　そんなわけない、私は頑がん張ばってきた。私は努力した。ずっと、ずっとだ！　勉強もした。部活だって頑張った。委員会は真面目まじめにやった。絵を描かいたら表ひよう彰しようされたこともある。

　友達もたくさんいる。趣しゆ味みだって多い。マナーについては人より多く調べたつもりだし、実じつ践せんもしてる。服にだって気を遣つかってるし、顔はそんなに言うほど悪くない。

　親だって普ふ通つうだ。私をここまで育ててくれて──

　いや、普通じゃない！

　そう、特別なんだ、私にとって一人ずつしかいない大切な人だ。

　姉もそうだ、弟だってそうだった！

　だから私だって、私だって特別なはずだ。

　私は一人しかいない、たった一人、特別なんだ。




　だから違うって言ってるでしょう!?




　どうして、どうしてあんたは笑ってるの！　何もせずに、何も言わずに、どうしてあんたは私の顔で私を笑っているの!?

　私は特別なんだ、皆だって特別のはずだ。

　やめて！　私を否定しないで！

　あんたに私の何が分かるの、あんたが私の何を知ってるの!?

　何とか言いなさいよ！　なんで、なんで一方的に否定しかしてくれないの。

　私を認めてよ、私を愛してよ、私は必要でしょ、私のことを特別だって言ってよ！

　──やめて、そんな言葉聞きたくない。

　そんな言葉を聞きたいんじゃない。あああぁぁぁぁあああ！　やめてよ、私の顔で笑わないで、私を返して、私だった私を返して、私が私でいられたあの頃ころの私を私から私へ返して!!




　ぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁああああああああああああああああああああ!!







『第二の手紙』




　……そうか。あなたも、私なんだね。




　私は私を恐こわがっていただけなんだ。

　きっと私達は分かり合える。だって、あなたも私じゃない。

　きっと私は、あなたを認めたくないんだと思う。

　でもね、疲つかれたの。

　あなたを否定するのは無理だったの。

　だって、あなたは私なんだから。みんな私なんだから。

　だったら私は、もうあなたでいいよ。

　あなたも私でしょ。

　認めてよ、認めなよ。──あなたは、私なんだから。




　不安なんだ。

　これはただちょっと、ぼんやりとした不安なんだよ。
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　丘おか研けんメンバーや小こ柳やな津つと別れて部屋に戻もどると、すでに香か澄すみは帰宅していた。

「おかえりー、どこ行ってたの？」

「夢と情熱とロマンを追ってた」

「ロックだねぇ」

　香澄が真っ赤なギターを黙もく々もくと布で磨みがく。髪かみの毛は、束ねていない時には整えていないのかボサボサだ。鏡ぐらい見てほしい。

「というか、まだ起きてたんだな。オフィス街に行ってみたんだっけ」

「──まぁね」

　何気ない質問のつもりだったのだが、香澄の返事は冴さえなかった。

「どうかしたのか？　元気ないな。……ちょっと顔色悪いぞ。ほら、肉まん買ってきたから、これでも食って元気出せって。──ふぁぁぁ……」

　香澄が無言で肉まんを頰ほお張ばる。心ここにあらず、といった感じだ。何かあったのだろうか。

　事情を聞いてやりたいが、強きよう烈れつな眠ねむ気けが襲おそってきて思わずベッドに横になる。普ふ段だんなら朝食を食べているような時間だ。学校に遅ち刻こくしてもいいから少し仮か眠みんしたい。

「ねぇ、咲さき丘おか……。寝ねちゃうの？」

「──ん。ちょっと疲れた──」

　風景が滲にじんでいく。

「ドッペルゲンガーがね、見えるの」

　それは香澄のものとは思えない程ほど、冷たい声だった。

「ずっとそいつがあたしを見てる──。それでね、──チカチカして頭痛が──の。だか──すごく頭が──。──あたしを──」

　意識が沈しずんでいく。

　風景が落ちていく。

「──が回るの──」

　俺が聴ききとれたのは、そこまでだった。




　久しぶりに普ふ通つうの夢を見た。

　懐なつかしい夢だ。

　女の子がいた。やたら大きな帽ぼう子しを被かぶった女の子だ。

　小さな女の子が、自分の身長ぐらいある大きなギターを一いつ生しよう懸けん命めいに弾ひこうと努力していた。だが、相当重たいのか足元がフラついている。しかも弦げんに指が届いていない。

　男の子も傍そばにいた。

　そいつはギターを抱かかえるのも手伝わずに、泣きそうな顔でその様子を眺ながめていた。

「香澄は、大きくなったら何になるの？」

　男の子が訊きく。

「うーん、ロックンローラー！」

「ろっくんろーらー？」

　女の子が笑う。

「世界一カッコいい夢なんだって、お父さんが言ってた！」

　女の子はギターを置いて一息つく。「──は何になりたいの？」

「んとね、お絵かき屋さん」

「お城の見張りじゃないの？」

「……絵が描かきたいって言うと、みんなが馬ば鹿かにするから」

　ああ、そういやこの頃ころから友達少なかったなぁ、こいつ。っていうか、見張りも馬鹿だろ。

　だから、こんなこと話せるのは香澄しかいなかったんだ。

「マンガ？」

「ううん、絵の具の絵。お母さんと絵がたくさんある所に行ったんだよ。すごかったんだ。僕もあれくらい大きな絵が描いてみたい。……お絵かき屋さんってどうやったらなれるかな」

「──ならなれるよー。あたしより図工すごくうまいもん」

　女の子の笑え顔がおが眩まぶしい。

「なれるかな？」

「なれるって」

「本当に？」

「ホントホント。じゃあね、競争しよ！　あたしがロックンローラーになるのと、──がお絵かき屋さんになるの、どっちが早いか競争だよ！」

「……うん！　ずっと応おう援えんしてる。香澄が引っ越こしても、香澄の事ずっと応援してるよ！」

　もう忘れてしまったんだと思ってた。

　お前は夢を叶かなえてくれよ。俺たちの子供の頃の夢を。

　今だってそうだろ、ロックンローラーになりたいんだろ？

　ずっと応援してたんだ、どこかで歌ってるって。

　俺も忘れるまでずっと応援してたんだ。




　ふと目を覚ます。少し泣いていたらしい。

　時計を見ると、もう夕方だった。

「──やっべ」

　部活がそろそろ終わるような時間だ。慌あわてて携けい帯たいを開くと、何件かメールがあった。最後のメールは代表からである。

『昨日はお疲つかれ様。私も少し疲れた。考えをまとめてくるので、明日あした会議をしよう』

　まぁ、もう間に合わないことだし。一応謝罪のメールを打って携帯電話を放ほうり投げる。

　部屋を見み渡わたす。

　香か澄すみがいなかった。

「あいつ、起こしてくれてもいいじゃないか……」

　パソコンの電源を入れようとした瞬しゆん間かんに、玄げん関かんのチャイムが鳴った。ドアに向かう。

　ドアスコープを覗のぞきこむと、真ま弓ゆみ姉さんが立っていた。

「よぉ、どうしたんだよ」

「どうしたも何も、メールは送ったはずよ。近くにいるから少し寄って行くって」

「……あー、ごめん。今起きた」

　呆あきれたように真弓姉さんがため息を吐つく。「台所、借りていいかしら。簡単に何か作るわ」

「おおっ、マジで？　どうぞどうぞ、上がってくれ」

　この仕事人間が料理をするなんて、ちょっと意外かもしれない。

　真弓姉さんはスーツの上着を脱ぬいで、俺の使っているエプロンをワイシャツの上に身につけると、さっそく料理の準備を始める。

「意外と片付いてるのね。色々あるし、使いやすい台所だわ」

「滅めつ多たに使わないだけで、掃そう除じは徹てつ底ていしてるからな」

　そう言うと、真弓姉さんが眉まゆを顰ひそめる。

「……設備がこれだけあるのに、滅多に使わないの？」

「電気屋の店員さんが『今年はこれが一押し！』って言うからさ。オール電化ってやつを導入してみたんだ。お陰かげさまで光熱費はとことん安くなったよ。電気代の半分以上はパソコンが食ってるだろうし。あと、その電子レンジの機能が便利でさ。買ってきた焼き魚を冷れい凍とうしても、突つっ込むだけでグリルにしてくれるんだぜ。二段構造になってるから、下の段で弁当も温められるし一石二鳥だ」

「スチームオーブンレンジも、それだけ無む駄だ遣づかいをされたら哀あわれね……」

　確か清きよ宮みやも同じようなことを言っていた気がする。何やら俺の部屋の台所は、とにかく便利らしい。あんまり使わないからよく分からないけど。

「そういえば、真弓姉さん。なんで神楽かぐら咲さきに来たんだ？　東京で仕事してたんだろ」

「認められたのか出世から外されたのか、ここの特とく殊しゆ犯捜そう査さ係に入れられたのよ」

「特殊犯？」

　前に訊けなかったことを言うと、真弓姉さんは表情を変えずに野菜を切りながら答える。




「『神楽咲テロ』って覚えてる？」




　──

　なるほど、色んな意味で納なつ得とくだ。そして、色んな意味で残念だ。

　代表は大だい丈じよう夫ぶだと笑っていたが、そんな簡単にあの惨さん劇げきを忘れられるわけがないだろう。

「ああ、すごい騒さわぎだったからな。──真弓姉さんが捜査してるのか？」

「本庁からの推すい薦せんってことになってね、管かん轄かつ外もいい所だわ。そもそも、あの事件は全体的にきな臭くさくて絶対に関かかわりたくなかったのに。……何か、偉えらい人の陰いん謀ぼうに巻き込まれてる気がする。嫌いやな感じよ」

　真弓姉さんが苦々しく唇くちびるを嚙かむ。

「犯人とか、まだ分からないのかよ」

「まだ分かってないことを含ふくめて、この事件は異常だわ」

　天下の警察様に褒ほめられても嬉うれしくない。

「最初は海外組織か何かのテロも疑ったわ。でも、それらしい犯行声明もないし、そういう関連性は一いつ切さい不明。単独犯は最初からありえない。実際、テログループの一番最初の攻こう撃げきは自じ爆ばくだって言うし、その後の催さい涙るいガスも個人で用意できる量じゃないわ。──何より分からないのは『カルミナ・ブラーナ』よ。……って、ジュニアは知ってる？　あのテロの時に流れた曲」

「あー、うん。一番最初の部分だけ知ってるわ。ＣＭとかでも聴きくし」

『カルミナ・ブラーナ』の良さが分からないんなら、そりゃ俺たちに近づくのは不可能だ。

「あれはただの電波ジャックでは説明が出来ないわ。神楽咲の街頭テレビは『小お倉ぐらビル』の関連会社が管理していてね。あの日、やっぱりクラッキングを受けたらしいの。一週間近く街頭テレビが復活しなかったでしょう？　徹底的にプログラムを壊こわされたらしいわ。詳くわしくは無いけど、相当のヤリ手の仕し業わざみたい。ハッキリ言って、犯人は外げ道どうというより狂きよう人じんね」

　フライパンを温めながら真弓姉さんがぼやく。

「あまり考えたくないけど。多分これは、少人数グループによるただの模も倣ほう犯だと思う」

「模倣犯？」

「映画とかで街が徹底的に破は壊かいされる時に、派手なＢＧＭが流れるでしょう？　あれを再現したかっただけなの、きっと。──だとしたら、本当に怖こわいのはこれからよ」

　心外だ。代表や俺たちは、自分の意思でやったんだ。

　あれは俺たちの唯ゆい一いつだったんだ。

「具体的には？」

　真ま弓ゆみ姉さんが野菜を炒いため始める。

「第一に、犯人達の今後ね。あれだけの騒ぎを起こしておいて、まだ捕つかまっていないのよ。確実に再さい犯はんするわ、賭かけてもいい。それも、もっと酷ひどい事件という形で」

　ご期待に添そえられるか分からないけど、代表なら何かしてくれるだろう。多分。

　俺たちは世界を取り返すんだ。

「それよりも恐おそろしいのは、さらにその模倣犯が出ることよ」

「……意味が分からないんだけど」

「『神楽咲テロ』は劇場型犯罪だった。それも清すが々すがしいくらいに盛大な、ね。私があの事件が起きて一番恐れているのは、誰だれかが後に続くことなの。日本は平和よ。大小の事件はあれ、世の中は正常に回っている。でも、あの事件が起きた時に一番戦せん慄りつしたのは、あのニュース映像を見て少しでも自分が興奮したことだった。心の底からワクワクしてしまった。掃はき溜だめのように腐くさった街が破壊されていくのを見て、世の中がどう変わってしまうんだろうと食い入るように画面を見てしまった。──私はそれが、とても怖い」

　野菜炒めが出来上がった。真弓姉さんがそれを皿に盛り付ける。

　無表情でそれを口にする真弓姉さんの真意は、俺には見えない。

　風景が曲がる。

　風景が歪ゆがむ。

「さて、出来たわ。簡単な物だけど食べてみて。どうせロクな物を食べてないんでしょう？」

「──おお、ありがと」

　白米は用意してあったので、スチームオーブンレンジでそれを温める。

「変わるのは、いけないことかな」

　俺にはそんな、子供のような聞き方しかできない。「間ま違ちがってるなら、変えるべきだろ」

「変わることは仕方ないわ。でも、変えることは多くの場合は正しくない。皆みなが正しいと思うことにＮＯノーと言ってしまうのは、良いことでもあれば悪いことでもある。少なくとも、あの事件は間違ってる。私はそれを止めないといけない、警察として」

　饒じよう舌ぜつに話していた真弓姉さんが、会話を唐とう突とつにやめる。「──って言っても、つまらない話よね。忘れてちょうだい。要はこれからもっと忙いそがしくなるから、たまに愚ぐ痴ちに付き合ってほしいだけよ。純じゆん一いちさんにもよろしく言っておいて、そのうちしっかり挨あい拶さつに行くから」

「真弓姉さんは大人だな」

　レンジから温めた白米を出して、テーブルに野菜炒めと並べて置く。

「ジュニアだって、若い内から色々考えてるのは立派よ」

　いただきます、と野菜炒めを頰ほお張ばる。

「……無む茶ちや苦く茶ちや辛からいんだけど、これ」

「そうでしょうね。喋しやべりながら作っていたら、醬しよう油ゆの分量を間違えたわ。捨てていいわよ」

　無表情でサラリと言う真弓姉さんは、すごくクールだった。







　俺が鍵かぎを開けて部屋に上がると、真っ暗な部屋に人工的な明かりが眩まぶしいほどに灯ともっていて、一いつ瞬しゆん目がチカチカする。

　部屋の奥にいた甚じん平べい姿の汚きたない男──咲さき丘おか純一が俺の顔を見て笑え顔がおを作った。

「来たか、弟。さぁさぁ、もっと近ちこう寄れ」

「どことなくエッチな響ひびきがするからやめろ。その風景はさすがにキモい」

　兄貴と距きよ離りを離はなして、自分の部屋から持ってきた座ざ布ぶ団とんに腰こしをおろす。そのまま座ると、コードの類たぐいがあったりして尻しりが痛いからだ。

　モニターを眺ながめる。延々と風景が移り変わっていく。

「そういえば、今日は真弓姉さんが家に来たよ。久しぶりにモリモリ野菜を食った」

「ああ、そうだったな。こっちに真弓が来たんだったか。挨拶するのすっかり忘れてた」

　兄貴は少し年上の真弓姉さんすら敬わない。

「真弓姉さんは、俺達のことをどこまで知ってるんだ？」

「教えてはいない、そのうち気付くだろうけど証しよう拠こはほとんどない。──あと、真弓は警察って職業を優先する奴やつだから、信用はするなよ」

　非常に簡素で分かりやすい立場紹しよう介かいだった。「りょーかい。でも、顔くらい見せてあげたらどうだ？　真弓姉さんも喜ぶぜ」

「だったら風ふ呂ろに入って髭ひげを剃そらないとな。真弓はそういうの、うるさいんだ」

　面めん倒どうくさそうに兄貴が唸うなる。「正直、真弓の相手をするぐらいなら幽ゆう霊れい議論の方がマシだ。仕事仕事ってうるさいし、俺には外で働けって文句を言う。何より、あいつは夢が無い」

　いや、俺だって外に出ろとは言いたいんだが。言っても聞かないから言わないだけだ。頼たのむから風呂に入ってほしい。臭くさい。

「今は何をやってるんだ、兄貴」

「ん、『セントポーリア』についてちょっとな。ちょっと個人の依い頼らいで調査頼まれてんだよ。なんでも、金持ちの大事な大事な一人ひとり息子むすこが就活もしないでカルトにハマってるんだそうだ」

「そうだったのか、そりゃいい。丁度俺もそれについてちょっと聞こうと思ってたんだよ」

『セントポーリア』。

　以前に真弓姉さんに聞いた、カルト宗教にも似た活動団体だ。

　小こ柳やな津つの吐いたいくつかの情報を信じるなら、シェイプシフターではなく、死人も出ている『ドッペルゲンガー』の現象はこの団体が活動を始めた頃ころから始まったらしい。

　明日あした、丘おか研けん全員でこの現象について議論する予定なのだ。休んだ分、兄貴からこの『セントポーリア』についてだけでも聞いておきたかったのだが、タイミングが良かったようだ。

「『セントポーリア』についてはどれぐらい分かったんだ？」

「ネットなら、山のように情報があるぞ」

　モニターの一つを、カメラからインターネットブラウザに切り替かえる。それに連動するように、四つの画面がニュース記事などを流し始めた。

「福ふく祉し事業に手を出してたりもするが、実情は過激派の活動団体だ。雨の中でもビラ配りとか最近よく見ないか？　『個性を認めろ！』だとか『企き業ぎようの傲ごう慢まんを許すな！』とかってチラシ」

　その文面、どこかで聞いたような──

「ん……、あっ！　ああ、見たことあるよ。登校した時に貰もらったんだ、覚えてるよ。──あれ捨てたな、そういえば」

　確か、クシャクシャに丸めて放置自転車の籠かごに突つっ込んだんだった。あのレインコートの団体が『セントポーリア』のメンバーだったらしい。

　兄貴がネットで検けん索さくすると、『セントポーリア』が作ったと思われるサイトが表示される。

「でもって、こいつがあいつらの言い分だ。カルト臭しゆうがぷんぷんするぜ。ある意味グロいぞ」

　トップページに書かれていたのは、あの神楽かぐら咲さきに出現した大量のグラフィティアートの一つと訓示だった。

　ハッキリとした目的が書かれているわけでもない。

　ハッキリとした手段が書かれているわけでもない。

　それはただの、呪じゆ文もんのようなものだった。




　　＊＊＊＊＊＊＊




　こんにちは。

　お時間を頂きありがとうございます。

　私達はあなたを見守る者です。

　本来なら見守るだけで、私達は干かん渉しようをしてはいけないのでしょう。

　ですがあなたに、どうしてもお伝えしなければいけないことがあると思い、『セントポーリア』を設立させていただきました。どうか、ご清せい聴ちようしてはいただけないでしょうか。




　学校での生活、とても大変だと思います。

　就職活動、とても大変だと思います。

　必死に働く毎日、とても大変だと思います。

　本来なら世界は常に、新しい個性を求めています。あなたは個性を認めてもらえましたか？

　認めてもらえたのなら、それ以上に幸せな人はいないはずです。

　しかし、世の中は残ざん酷こくなほどに、私達の個性を認めてくれません。







　今となっては、世界は常に優ゆう秀しゆうを求めています。

　あなたに『平へい凡ぼんな優秀』を強要し続けています。

　あなたは世界に虐しいたげられている。世界が優秀を求め続けるのはなぜでしょう。

　恨うらみです。憎にくしみです。嫉しつ妬とです。

　自分達の個性の無いことを隠いん蔽ぺいし、あなた達に無理難題を押し付けることで、あなたから個性を奪うばおうとしている。世界はそうして、かろうじて回っているのです。

　あなた達を『個性』の被ひ害がい者しやと呼び、憐あわれんで、ため息を吐つき、嘲ちよう笑しようし、悦えつに入ることで世界は正常を保っているのです。あなた達がとても苦しんでいるのは、そんな一部の人たちの娯ご楽らくのためなのです。

　そんな暴ぼう虐ぎやくが許されていいのでしょうか？

　許されていいはずがない。

　あなたは許してはいけない。

　あなたは『一いつ般ぱん人』という言い訳を振ふりかざす個性の無い人々に遊ばれるために、生まれてきたわけではないでしょう。それは支配なのです。

　世界は誤った道を進んでいます。かつては正しい道に進み始めていたのに。

　それなのに、今では世界中の人々が『平凡な優秀』への賛美しか歌わない。

　ですが彼らにとって必要なのは、それを非難することが出来る人々なのです。

　あなたは彼らに抵てい抗こうしなければいけない。あなたは彼らと闘わなければいけない。

　しかし誰だれが、それをあえてするのでしょうか。

　私達は立ち上がりましょう。

　あなた達を守るために、私達が愛したはずの個性を彼らから取り返すのです。

　目を覚ましてください。そして、私達と共に闘たたかいましょう。

　私達が力を合わせればきっと取り返せるはずなのです。なぜなら、私達は世界に呼ばれたのですから。そう、今日こそが私達の本来の出発の日なのです。







　時にはこんな酷ひどい事を言う人もいます。

　あなたは別に特別ではない。

　あなたに個性なんてものはない。




　夢は叶かなえるのが非常に難しいから夢なのだと。

　才能は凡ぼん人じんが持っていないから輝かがやくのだと。




　あなたは、あなたの望むあなたにはなれない。

　あなたは人々が憧あこがれるスポーツ選手にはなれない。

　あなたは人々から尊敬される医者にはなれない。

　あなたは世界が才能を羨うらやむ料理人にはなれない。

　あなたは世間が注目する作家にはなれない。

　あなたは人々が口ずさむミュージシャンにはなれない。

　あなたは歴史に名を残す画家にはなれない。

　あなたは人々の夢を叶えるエンジニアにはなれない。

　あなたは子供たちから愛される教師にはなれない。




　あなたには何も特別なものなどないのだから、と言う人もいます。







　違ちがいます、私達は世の中で唯ゆい一いつなのです。

　それを邪じや魔ましているのは、それを否定しだした世界なのです。




　共に立ち上がりましょう。私達はあなたの個性を守ってみせます。

　あなたは平凡でなくてもいい。

　あなたはただの一般人でなくてもいい。

　平凡を誇ほこったところで、誰があなたを認めてくれるのでしょうか。

　特別であることに、あなたは誇りを持つべきなのです。

　あなたは世界中にただ一人しかいない。

　あなたはここ以外のどこにもいない。




　だって私達は、ただ一人しかいない、特別な存在なのですから。




　　＊＊＊＊＊＊＊




「……個性個性って。なんだこれ、なんだよ……」

　文脈の壊こわれたその文章は、トップページに何行にも亘わたって書かれていた。

　もはや正常な思考をした人間の書くものとは思えない。

　だが、確かに気味の悪いくらい心ここ地ちいい言葉だ。

　胸に沁しみ入り、世の中を否定したくなる気持ちに一いつ瞬しゆんでも駆かられてしまうような衝しよう動どうがここにはあるのかもしれない。

　しかしそんな伝説、今時誰が信じているのだろう。

　──いや、つまりこれを信じている人々が『セントポーリア』なのだ。

「これを始めとして、ビラ配りから小さいデモ行進とかまでたまにやってるぜ。政治思想に近いけど、カルト宗教の側面がかなり大きい。ただな、こういう団体には珍めずらしいことに指導者らしい指導者がいないんだよ。大きすぎるファンクラブってのが、分かりやすいかねぇ」

「──なんだそれ。信者がいるのに教祖がいないのか」

「正確には、教祖が誰だか分からない」

　そう言って、兄貴はモニターのいくつかに『カメラ俱く楽ら部ぶ』を表示させる。そこにあるいくつかの画像を拡大した。

　それは、禍まが々まがしいグラフィティアートだった。

　いくつもの色いろ鮮あざやかな円が多重に重なり、その一つ一つの周囲に凹おう凸とつがある。それは隣となりの円の凹凸と綺き麗れいに組み合い、その風景に一つの機械工芸のような景色を焼きつけていた。

「連中はこの絵を描かいた奴やつを崇あがめてる。誰だれが描いてるのかも分からない、この落書きをシンボルマークに使ってるんだよ。──弟は、これが何に見える？」

「……さぁな。風景をあんな風に汚よごす奴のメッセージなんて分からん」

　俺が小さく呟つぶやくと、「まぁいいさ」と兄貴がモニターに向かう。

「ちょうど弟の世代はゆとりなんて一生言われるだろうしなぁ。失業率とか見てみろ、お偉えらいさんが偉そうなこと言っててこれだ。ゆとりな上に氷河期再来とかボコボコに言われて、文句の一つも言いたくなるのは分からんでもない。ははは、お前ら涙なみだ拭ふけよ」

「だからって、個性賛美の宗教が流行はやるのか？　分からないな……」

「信者はすごい勢いで増えてるぜ。不ふ況きようのせいだろうよ、誰だってここまで酷ひどくなるとは思わなかったさ。就活難民、ホームレス、派は遣けん社員やフリーターみたいな低所得者層の支持も大きい。まぁ、弟も就職活動すりゃ気持ちがちょっとは分かるさ。現実は小説よりずっと厳しいぞ。全員、『自分には個性がある』って信じてるからな」

　兄貴が煙草たばこに火を点つける。「と、そうだ。いつもの作業は滞とどこおりなく進んでるから安心しろよ」

　あのグラフィティアートの危険性について、俺がどれだけ甘い認にん識しきをしていたかということは分かった。だが、俺の聞きたい話はそれだけじゃない。




「兄貴の私見が聞きたい。ドッペルゲンガーってのは、何だと思う？」




　俺の質問には基本的に待ち時間を置かずに返す兄貴が、珍しく言葉を選んでいる。

「俺は世界が、二進数で説明出来ると思ってる」

「知ってるよ」

「だから俺には、ぶっ壊れた奴の頭の中で、どんな計算式が出来てたのかは想像も出来ない」

「俺だってそうだ」

　兄貴が、大きな煙けむりを吐はき出す。「それだけだ。犯人なんていない。ドッペルゲンガーを見た奴は勝手にぶっ壊れて、勝手に死んだ」

「噓うそだろ？」

「俺は自分に自信があるから、わざわざ噓なんてつかない」

　それも知っている。だからこそ、兄貴の出した結論が信じられない。

「弟が話してくれたシェイプシフターの話、中々傑けつ作さくだったよ。ただな、香か澄すみちゃんの言ってたそいつは正しよう真しん正しよう銘めいのホンモノだ。さすがに表おもて沙ざ汰たになってないが、ドッペルゲンガーを見たって言って死んだ奴は、実はここ最近で十件近くにもなる。これはシェイプシフターがいるってだけじゃ、とても説明がつかない」

「そんなにか!?　それなら兄貴だって調査はしたんだろ？」

　むしろ、そういうものを暇ひま潰つぶしにするのが兄貴だ。実際、代表だって兄貴の情報に頼たよる部分はけっこうある。

「警察が完全に詰つんでるのも納なつ得とくだ。こいつは本当にオカルトみてぇだ。幽ゆう霊れいにとり憑つかれた、って方がよほどシックリ来るぜ」

　幽霊の仕し業わざだって、それはそれで代表は調べるんだろうけど。

「幽霊ねぇ……。ん、警察が詰んでるってどういうことだ？　ただの事故とか自殺で処理してるんだろ」

「ところが共通項こうが見つかったんだよ。『セントポーリア』だ」

　──嫌いやな名前をまた聞いた。

「被ひ害がい者しやは全員、これの活動に参加していたことが分かってな。あの団体、色々な所に迷めい惑わくかけてるから、お国が潰つぶしたくてウズウズしてるんだ。どうにかして、このドッペルゲンガーを『セントポーリア』による殺人として立件できないか模も索さく中らしい」

「でも、そんなこと出来るのか」

「だから詰んでるんだよ。マインドコントロールって説まで上がってるくらいだ。ただ、誰の得にもならないから現実的な考え方じゃねぇなぁ。信者を殺すなんてそれこそオカルトだよ、何を考えてるのかさっぱり分からん。そもそも『セントポーリア』の連中だって、あのグラフィティアートを描いた奴を追ってるんだぜ。一体、この絵を描いた奴は何がしたいんだ」

　そこまで語って、兄貴が煙草に集中する。

　マインドコントロール、というのはあながち否定できないかもしれない。信者の中に実は教祖が混じっていたっておかしくはないのだ。あの言葉を、教祖が書いていたらどうなんだろう。




　あなたは平へい凡ぼんでなくてもいい。

　あなたはただの一いつ般ぱん人でなくてもいい。




　それはいつか、俺も思ったことで──。違ちがう、俺はあんな風に悦えつに入っているんじゃない。もっとちゃんとした決意なんだ。そのために俺は、一般人でいるのだ。奴らとは違う。

　……あれを何かしらの催さい眠みん術として使えば、ドッペルゲンガーを作ることが可能なのか？

　じゃあドッペルゲンガーというのは、何なんだろう。

「……なぁ、兄貴。ドッペルゲンガーの本とかって持ってるか？　読んでみたいんだけど」

「あー、海外小説ばっかりだな。元々はドイツの話だし。──おお、そういえば実際に見た人で、かなり忠実にドッペルゲンガーの話を遺のこした日本人もいるぜ。まだ持ってたかな」

　ニヤッと笑って、兄貴が立ち上がる。開けることが稀まれな押入れを開くと、パソコンパーツやソフトなどが立ち並ぶ中から、ゴソゴソと一冊の文庫本を取り出した。

　兄貴が手に持った本を俺に放ほうる。受け取ると、埃ほこりっぽい臭においがして思わず噎むせ返った。埃を払はらって表紙を見る。

　表紙には大きく、『芥あくた川がわ龍りゆう之の介すけ短編集』と書かれていた。







　翌日。俺が部室で芥川龍之介と睨にらみ合っていると、江え西にし陀だと萩はぎ先せん輩ぱいが部室にやってきた。

「……おおっと、傘かさを忘れました」

「もうそろそろ梅雨つゆ明けだぞ」

　皆みんなはいつまで俺のことを不勉強な奴やつだと思っているんだろう。この反応にも新しん鮮せん味みがない。

「咲さき丘おかくんが読書なんて、なんか意外かも。どうして芥川先生なの？」

「まぁ、芥川先生は現代文でやりますし、今後の予習をしようと思って。どうも、この中にドッペルゲンガーの話があるらしいんですよ。『二ふたつの手て紙がみ』と『歯は車ぐるま』って短編です」




『二つの手紙』では、ひたすら自分達と同じ姿をしたドッペルゲンゲルに追い回される夫妻の妄もう想そうと葛かつ藤とうが描えがかれている。一枚目の手紙は何とか読めるが、二枚目はもはや文章の体ていをなしていない、という意味の分からない短編作品だ。

『歯車』でも、男が似たようにレインコートを着た何者かの存在に怯おびえている。やがて視界には半はん透とう明めいな歯車が回り始め、その数が増していき、激しい頭痛に襲おそわれる。

　明らかな狂きよう気きを内包しながら、淡たん々たんとした言葉で描かれる風景が、やけに印象に残る話だ。

　先に『二つの手紙』が世に出てから十年も経たってから、同じような内容の『歯車』を芥川は執しつ筆ぴつしているのである。

　その『歯車』や『或ある阿あ呆ほうの一いつ生しよう』という小説を遺し、未発表のまま芥川は服毒自殺をした。

　遺書として記した手紙にはこういった言葉が残っている。「少なくとも僕の場合は唯ただぼんやりした不安である。何か、僕の将来に対する唯ぼんやりした不安である」




　俺の言葉に、江西陀が首を捻ひねる。「はぁ……、そんな話ありましたっけ。ちなみに、自分は『藪やぶの中なか』が大好きッス。──響ひびきがエロくないッスか？」

「エッチな話だしな！」

　萩先輩が俯うつむいて鼻血を押さえている。やはり、内容を知っているのか。──と言っても、ちゃんとした深い話なのに、江西陀が言うと低てい俗ぞくっぽくて色々酷ひどい。こいつに文学は無理だ。

「えっと、それで……。あと、その人はなんでそこに？」

　おずおずと、萩先輩が俺に尋たずねる。まぁ、いずれ聞かれるとは思っていたけど。




　指差した先には、地べたに座ってコーヒーを飲みながら携けい帯たい電でん話わを弄いじる小こ柳やな津つがいた。




「篠しの塚づかさんに頼たのまれたんだよ。沈じん丁ちよう花げの奴が『証人喚かん問もん』とやらをしたいらしい」

　小柳津が煙草たばこを取り出して、やはり懐ふところに戻もどす。

「今日は臨時休業だ。一応怪け我がは変身で隠かくしてるけどよ、正直言ってまだ身体中が痛ぇ。昨日は何とか営業したけど、さすがに休みにしたわ。──おっしゃ、釣つれた釣れた。こんな画像にＩＤ真っ赤にしてやがる。ふひひ……」

「薄うす々うす気づいてたけど、小柳津ってネットにどっぷり浸つかってるよな……」

　萩先輩がテレビを点つける。どのチャンネルでも神楽かぐら咲さきで起きている『セントポーリア』主しゆ催さいの小さなデモ行進の特別番組を放送していた。今はその様子の映像が流れている。

　男女の比率は同じくらいだろうか。ホームレスのような人々の姿も時々見える。

　俺達の学校の近くだというのに、漠ばく然ぜんとだが違う世界のような風景だった。

「そういえばこの学校、部外者って結構平気で入れますよね。大だい丈じよう夫ぶなんスか？」

「太ももの形の良いロリ顔少女に化けて入ったから、何の問題も無い」

　存在がずるーい。

「最近の学校は綺き麗れいになったな。でも、女子全員着てるのがセーラー服ってのは素す晴ばらしい」

　小柳津が妙みようにテンションを上げる。「やっぱり、ブレザーより昔むかし懐なつかしい元祖セーラー服の方がいいんだよ。色気が違うっていうか、マニアの心を揺ゆさぶるよな！」

「そう、あんたは話が分かる男だ！　ブレザーという近代の風景も俺は否定しないけど、やっぱりセーラー服の女子高生が列に並んで歩いてる風景は壮そう観かんだよ」

「いいねぇいいねぇ、目の保養だ！　これで十年は生きられる！　よーし、おじさん次はセーラー服に化けちゃうぞー！」

「そ、そうか……！　性別無視して変身出来るなら、あんなことやこんなことも──」

　疲つかれを吹ふき飛ばすようにテンションを高め合い、男同士の友情が深まっていく。

　暑苦しい風景なんだろう、女子二人が黙だまって距きよ離りをとった。

「オアシスは下着で歩いてる女はいても、こういうコスプレをやってくれる店は貴重でねぇ。そもそも女子高生は最高だ。女子高生の服は、こう、コスプレとして神かみ懸がかってる……」

「え、えっと……。別にコスプレで着てるわけじゃ……」

「──は？　じゃあ何でセーラー服なんて着てるんだ？」

　小柳津が目を丸くする。萩はぎ先輩が泣きそうな目でこちらを見ていた。

「制服だからだ。『私達はまだ支配されてます』という目印だよ」

　力強い言葉に振ふりかえると、代表と出で島じま先せん輩ぱいが呆あきれた様子で部室の入り口に立っていた。

「萩ちゃんを虐いじめるのはやめてもらおうか？　私の妹分だぞ」

「虐めてください、って顔してるじゃねぇか」

「否定はせんが、そこがいいんだ」

　代表は椅い子すに座る前にツッチーに冷れい凍とうマウスを与あたえる。蛇へびというのは食事の周期が長いらしく、案外放ほうっておいても大丈夫なので世話もラクだ。現在は専もつぱら、代表が餌えさやり当番を独どく占せんしている。どうやら楽しくなったらしい。

「さてと、それぞれの意見を聞く前に、さっさと『証人喚問』だけでも終わらせるか。──小柳津、なぜ今のタイミングになってシェイプシフターの本ほん性しようを現した？」

　代表が椅子に座って、頰ほお杖づえをついて尋じん問もんを開始する。

　小柳津が頭を搔かきながらブツブツと語り始めた。

「いや、昔からちょくちょく悪戯いたずらはしてたよ。俺はな、この変身能力で金かね儲もうけは絶対にしないって決めてんだよ。俺が俺でいる意地だね。だから、ムカつくイケメンがいたら嫌いやがらせで変身して悪戯した。俺にとっちゃ、それ以上の能力はいらなかったんだ」

「──それが勿もつ体たいないと言っているのだけどな」

　代表の言い分も分かるが、きっと小柳津にとってはそれが正しい選せん択たくなんだろう。

「そしたら、最近は皆みなが皆『ドッペルゲンガーの仕し業わざだ』って言うんで驚おどろいた。正直、俺には都合のいい話だったよ。だからドッペルゲンガーが誰だれの仕業か知らねぇが、活動してりゃ向こうから接せつ触しよくしてきたりして、そしたら一いつ緒しよに組んで話でもしようかと思ってな。ここ一月くらい超ちよう頑がん張ばって悪戯しまくってた。……ぶっちゃけると、俺は新しいシェイプシフターが神楽咲に来たんだとずっと思ってたんだよ。まぁ、どうにも違ちがうみたいなんだけどよぉ」

「ふーん、じゃあドッペルゲンガーってお前じゃないのか。あれ、ドッペルゲンガーとシェイプシフターって何が違うんだ？」

　出島先輩が、小柳津の独白を遮さえぎる。小柳津は不ふ機き嫌げんそうに出島先輩を睨にらむ。

「お前らがドッペルゲンガーとシェイプシフターは違うって言ってたんじゃねぇか。俺だって知らねぇよ」

「整理をしよう」

　代表がざわついた部室で凜りんとした声をあげる。注目が、一いつ瞬しゆんで代表に集まった。

「小こ柳やな津つ、お前がドッペルゲンガーについて知っている情報を全すべて言え」

「──お前もよく分かってねぇんじゃねぇか？」

「自じ己こ像ぞう幻げん視し、ということなら知っている。自分が自分を見る現象だ。幽ゆう霊れいみたいなものだろう。……それ以外に、言いようが無い」

「それは何で起きるんだ？　見る奴やつと見ない奴の違いはなんだよ」

「知らん。少なくとも私は幽霊の類たぐいを見たことがない」

　代表が大きな胸を張る。開き直られてしまった。

　これで本当に、丘おか研けんにはオカルトに詳くわしい人がいないのだと改めて思い知る。代表がシェイプシフターに気付いたのだってちょっとした蘊うん蓄ちくのお陰かげみたいなものだ。小柳津が肩かたを竦すくめた。

「俺も詳しくはねぇし、有力なネタは入ってねぇよ。今回は組合や連合の関連組織にほとんど被ひ害がいがねぇし。オアシスじゃ大きく事態が動かないのは、そこにも理由があるんだろうな。新型ＭＤＭＡペケの線で調べてるんだが、まったく手がかりなしだぜ」

「組織には被害がないんスか？　はて、死んだのは確かラーメン屋の常連と──」

　江え西にし陀だが首を捻ひねる。

「ああ、兄貴から聞いたんだけど、どうもドッペルゲンガーを見て死んだのは『セントポーリア』の人間だけらしいんだよ。警察は『セントポーリア』が信者を殺してるんじゃないかって疑ってる」

「その信者の場合、就職が嫌になって自殺したとかそういう話じゃないの？」

　萩はぎ先せん輩ぱいが口を尖とがらせると、大きく代表が息を吐はく。

「不ふ況きようでカルトだ。そういう心理も分からなくはないが、ちょっと異常だな。──新型のクスリねぇ、その辺りを少し洗ってみるか。小柳津、そちらはそちらで頼たのめるか？」

「いいぜ、今までは適当だったからな。『セントポーリア』絡がらみで集めて──」

　小柳津が急に立ち上がる。「……誰か来た、面めん倒どうだから出て行くぞ。後でまた連れん絡らくする」

「えっ──」

　俺達が返事をする前に、小柳津が赤いゲル状になる。

　どこで見かけたのか、神楽かぐら咲さきの制服を着た女子に変身した。「ロリ顔女に制服のマイナーアレンジバージョン、イカすだろ」

　部室のドアを開けて、「失礼しました」と一礼して出て行く。

　入れ違いに小こ手で毬まり先生が入ってきた。

「こんにちはー……。あれ、今の子って丘研にいた子？」

「い、いい、い、一年生だよ、迷い込んできたみたいでさ。勧かん誘ゆうはしたんだが、江西陀がエッチな話をするんで幻げん滅めつして帰っちまった。──お前は最悪だな、江西陀！」

「はぁ!?　──さ、咲さき丘おかはもっと最低ッスねぇ、しかも畜ちく生しようです！　ふははははっ！」

　小手毬先生は「ふーん」と興味なさそうに部室に入って、空いている席に座る。

　よし、上手うまいことごまかしたぞ。ナイスな演技だ。額に浮うかんだ血管が鬼き気き迫せまるぜ、江西陀。

　というか、まさかこの人気付いてないのか？

「と、ところで、マリちゃん先生から来るなんてどうしたの？　前に勝手に連れて来たのは謝るけど……」

「えっ。──いやぁ、また面おも白しろい話してないかなー、なんて……」

「顧こ問もんやっちゃえよ、もう顧問やっちゃえよ」

　どんだけオカルト話が好きなんだ、この先生。前に強制連行した時もノリノリだったし。

「顧問はちょっと今忙いそがしいからねー。あっ、オカルト研究会だけに、幽霊部員ってことにしてくれない？」

「そんなことは私が許さん。……そうだ、丁度いい。ドッペルゲンガーについては詳しいか？」

「丁度いいって、何話してたの……。まぁ、詳しくなくもないかなー」

　話題を振ふられてご機き嫌げんになった。この人も御ぎよしやすい人だなぁ。

「自己像幻視、ということは以前聞いた。だが、そもそもなんでそんなものを見る」

「シェイプシフターと違ちがって、これはかなり話題としてメジャーだからね。日本でも『影かげのわずらい』って言って、江え戸ど時代あたりに伝承が残ってたりするよ」

　そんな昔から流行はやってたのか、ドッペルゲンガー。

「そんなことは知っている。海外小説だとポーの『ウィリアム・ウィルソン』、映画だとエーヴェルスの『プラーグの大学生』でドッペルゲンガーは扱あつかわれているな」

「そうそう、物知りだねぇ。あと、知ってると思うけど芥あくた川がわ龍りゆう之の介すけもドッペルゲンガーを見て自殺したって言われてるんだよ」

「──ああ、そうだった。完全に失念していたよ。芥川の頭痛の話だったんだ。うーむ、やはりインターネットを使わないと中々情報が網もう羅らできないものだな」

　ネットを使わないでそれだけ知ってるとか、それでも十分すぎる知識な気がする。というか、前にも思ったけど代表と知識面でタメを張ってる人というのも珍めずらしい。

　江西陀が感心したように頷うなずく。

「へぇー、本当にそうだったんスか。詳しいんスねぇ、マリちゃん。いや、てっきり咲丘のいつもの勘かん違ちがい病かと」

「俺がいつ勘違いしたって言うんだよ」

「──どの口がそれを言うんスか」

　なぜか江西陀にすごく睨にらまれてしまう。おかしい、こいつは何に腹を立てているんだ。

「それで、どうしてドッペルゲンガーを見るんだと聞いているんだがね」

　代表が脱だつ線せんしていく小手毬先生を睨んだ。

「あははは……。──えっと、芥川の自殺の研究ということもあって、臨りん床しよう精神医学の分野でも盛んに議論された時期があったんだ。似たような症しよう例れいを持つ患かん者じやもたくさんいたらしいし」

「精神病、なのか？　なんか幽ゆう霊れいだとかそっち系だと……」

　ちょっと予想外の回答である。悪あく魔まとか幽霊とか、魔ま法ほう陣じんの類たぐいの話を期待していたのに。

「そうじゃないか、って前提での研究がかなりされてる。幽霊とは、そういう意味で解かい釈しやくがまったく違うよね。だから何らかの精神的な疾しつ患かんで、こういったものを幻げん視ししてしまうようになってしまったんじゃないかっていうのが今の定説かなー」

　それだとマインドコントロール説がまた一歩強くなった気がする。

　だとしたら、あとは香か澄すみにでも直接聞くのが一番早いのだろうか。

　──って、あれ？

「待ってくれ、マリちゃん。明らかに悩なやみの無さそうな馬ば鹿かでも、ドッペルゲンガーって見るもんなのか？」

「そ、それはまた極論だね」

　小手毬先生が苦笑いする。しかし、大事なことだ。

「どうなんだろ、小説とかだと精神的にナイーブな人が多いかなぁ。こう、現実を割り切れてなかったり、潔けつ癖ぺき症しようだったり。──そもそもね、咲丘くん。人の事を馬ば鹿か馬ば鹿か言っちゃいけません。皆みんな、一いつ生しよう懸けん命めいに生きて考えてるんです」

　お説教をされてしまった。

　うーん、しかしこれに香澄が当てはまるとは、ちょっと想像しづらい。

「ドッペルゲンガーに解決策はあるんスか？　精神疾患ってことは、そっち系の病院に行けばいいんスかね」

　江え西にし陀だが話の筋を戻もどす。

「もちろん、そういう病院に通えばきっと相談に乗ってもらえるよ。そうして見えなくなった人もいないわけじゃないし。でもよく聞く話では、ドッペルゲンガーという幻げん覚かくを追い払はらう一番の方法は『罵ば詈り雑ぞう言ごんを浴びせること』らしいんだよね」

「あっ、それ私も聞いたことあるかも。何でもいいから、とにかく悪口を言い続けたら追い払えるんだっけ」

　萩はぎ先せん輩ぱいが思い出したように相あい槌づちを打つ。代表が興味深そうに唸うなった。

「ああ、なるほど。だとしたら、不ふ審しん死の原因は──」

　──言いたいことは分かるけど、これで分からない人に理解しろというのも酷こくだろう。

　案の定、出で島じま先輩が滝たきのように汗あせを流ながしながら目を回す。

「そ、それってどう悪いんだ……？」

「それが『ドッペルゲンガーを見た人は謎なぞの死を遂とげる』の真相なんじゃない？　まぁ、根こん拠きよのない話なんだけどねー。私はむしろ、鏡面効果による自己と身体の分ぶん裂れつ説派だけど」

　駄だ目めだ、この二人は他人に物を教えてるんじゃなくて知識を披ひ露ろうしているだけに過ぎない。

　ぶっちゃけ、単語を知ってることを前提に話すんで文意を汲くむのが難しすぎる。江西陀も混乱で気分が悪くなってきたのか、不自然に窓まど際ぎわに寄って深呼吸していた。

　そんな中、小こ手で毬まり先生の携けい帯たい電でん話わが震ふるえる。メールだったらしい。

「あぅぅ……。ごめん、ちょっと会議入っちゃった。もう行くね」

「そうか、ありがとうマリちゃん。相変わらず役に立つな、貴女あなたは。気が向いたらいつでも来たまえ、とびきりのコーヒーを淹れよう」

　代表も満足げに頷いていた。

「私は紅茶派なんだけどなぁ……。じゃ、またねー」

　そう言って、小手毬先生は急ぎ足で部室を後にする。

　後には知識の詰つめ過ぎでオーバーワークを起こしている俺と江西陀と出島先輩と、難しい顔で考え事をしている代表と萩先輩しか残っていない。

「と、とりあえず香澄を呼びましょう」

　俺は携帯電話を取り出す。あいつには連絡用に携帯電話を持たせたのだ。

「香澄に訊きくのが、やっぱり何よりも先決だと思うんです。あいつ、『セントポーリア』の集会で歌ってるって言ってたんですよ。だったら何か知ってるはずだ。どうやって『セントポーリア』がドッペルゲンガーを見せているのかも、もう少し詳くわしく聞かないと」

「彼らがドッペルゲンガーの召しよう喚かん者なら、だがね」

　代表が呟つぶやく中、さっそくコールしてみる。

「……出ないな」

「出ないなら、迎むかえに行くまでッスよ」

　江西陀が立ち上がる。「どうせどこかで歌ってるんでしょう？　何度かオアシスで見ましたし、あの辺りを捜さがせば見つかりますよ。良くも悪くも、目立つ子ッスからね」

「そうだな……。一いつ緒しよに来てくれないか、江西陀。代表達はどうします？」

　代表が申し訳なさそうに頭を搔かく。

「すまんな、咲さき丘おかクン。ちょっと私達は私用があってね。何かあったら電話をくれ」

「了りよう解かいです。何も分からなくても、今日中にメールくらいは入れますよ」

　俺と江西陀が出かける準備をするのを横目に見ながら、代表が声をかける。

「香澄クンが演奏するのは、やはりパンクロックかね？」

「あー、何ロックかはよく知らないッスけど、立ち聞きしたら上手うまかったッスよ。代表はやっぱり、ロックって苦手なんスかね」

　確かに、代表からはロックなんて言葉を聞いたことがない。

「いや、私はロックだって好きだよ。出で島じまもクラシックよりはロック派だったな」

「沈じん丁ちよう花げがそう言うなら、そうなんだろ」

　出島先輩がどうでも良さそうに頷うなずく。

「ただね、ロックという音楽はクラシックとは対極にあるからな。私の趣しゆ味みは、香か澄すみクンには理解されないと思う」

「対極なんですか？」

「ああ。クラシックが本当に好きな奴やつは他人の音楽を尊重するが、ロックが本当に好きな奴は他人の音楽を決して認めない」

　どういう意味だろう。

「なんかロックが悪者みたいだね」萩先輩が首を傾かしげる。

「いや、むしろそこが本来のロックの素す晴ばらしさなんだ。自分の音楽性に絶対の唯ゆい一いつがあって、体制に迎げい合ごうしないというのがロックの始まりなんだよ。だから、私の『ロックが好き』と、香澄クンの『ロックが好き』には天と地ほどの差があると思っていい」

　いくらロック好きだからって、そこまで考えている人間がいるんだろうか。

　まぁ、きっとそれがロックンローラーとかいうやつなんだろう。







　一度江え西にし陀だの家に寄って、護身用にあの鉄製のポールを持って来た後。

　江西陀と二人、オフィス街を歩く。

　オフィス街は普ふ段だんとはまた違ちがう喧けん騒そうに包まれていた。

「咲丘、あれッスかね。『セントポーリア』のデモ行進って」

「……そうかもな」

　江西陀が指差す方向を見ると、リクルートスーツに身を包んだ若者たちがプラカードを手に声を荒あらげて行進していた。

　段々とその規模が大きくなってくる。

　遠巻きにそれを見ているのは、同じようにスーツを着た大人達。

「他ほかにやることねぇのか、あの人たちは」

「他に何もしようがないからするんでしょう。わざわざオアシスの貧民街みたいな所で、誰だれも暮らしたくはないッスからねぇ」

　携帯電話が鳴ったので、それを取る。兄貴からだった。

「よう、兄貴。どんな調子だ」

「オフィス街を見てる。弟と江西陀ちゃんの姿もバッチリだぜ。……二人ともくっつき過ぎだ、もっと離はなれなさい。お兄ちゃんはそういう破は廉れん恥ちな関係は感心しないぞ」

「もっと人生とか大切なものに目を向けてくれよ、しかも節穴じゃねぇか」

　どうやらストーキングされていたらしい。「香澄は見えるか？　画像は送ったろ」

「うーん、オフィス街にはいないと思うけど。このデモ行進だしまだよく見えん。悪いけど俺も仕事中でな、片手間にしか見れないんだよ」

「そうか……。江西陀もいるし、オアシスの近くを捜してみるよ。兄貴はそのままオフィス街を見ててくれ」

　了解、と聞こえたので兄貴からの電話を切る。江西陀はデモ行進をジットリとした目で見ながら唸うなっていた。

「そっちは兄貴に任せたから、ちょっとオアシスに行こうぜ。──何見てるんだ？」

「いやぁ、女の子のリクルートスーツのスカートから覗のぞく生足はやっぱり良いなぁと……」

「生足なんてどうでもいいだろ、俺はストッキング派だ」

　先に進む俺を追いながら、江西陀が抗こう議ぎする。

「えぇー、咲丘も肌はだ色いろ信者じゃないんスか？」

「いいや、違うね。確かに生足は魅み力りよく的だ。だがな、剝むき出しの肌色の全すべてがいいとは限らない。ことスーツに関してはそれが顕けん著ちよだ。ストッキングは風景に人間がいても一種の統一性を出してくれるんだよ。裸ら体たいばっかり見ている奴には、あの様式美は分からないかもしれないけどな」

「咲丘こそ、生足を軽く見過ぎでしょう。それぞれに特とく徴ちようのある膝ひざから、太もものラインと瑞みず々みずしい肌はだのムチムチ感は生足だからこそ発揮されるんス。特に社会人になりたての女性のスーツ生足は素晴らし──」

「はぁ!?　それこそストッキング上等だろ！」

　俺が声を荒げると、江西陀が眉まゆを吊つり上げる。

「何言ってるんスか、ストッキングなんて年輪と弛たるみを隠かくすためのただの手段でしょう！」

「てめ……っ！　なんてこと言いやがる!!　謝れ、ストッキングさんに謝れ！」

「咲さき丘おかこそ、女性の生足の軽視は裁判モノっすよ！　生足さんに謝ってください！」

「うるせぇ、人類全員がテメェみたいに見せられる脚あしだと思うな！」

「──お、お前ら、こんな所で、何やってんだ？」

　ものすごい呆あきれた声が聞こえて、思わず振ふり返る。

　いつの間にかオアシスに入っていたらしい。なぜか手を膝につけて息を上げている蜂はち須すが目の前にいた。

「聞いてくれよ、蜂須！　江西陀の奴、ストッキングに暴言吐はいたんだぜ！」

「聞いてくださいよ、蜂須！　咲丘が生足のこと悪く言うんスよ！」

「んなの知るか、パンツさえ見えりゃどっちでもいい!!」

　そこはかとなく最低な結論だった。

「なんでこんな時に通話中なんだよ……、もう走りまくったら心臓爆ばく発はつしそうで一周回って楽しくなってきたぜ、へっへっへ……。いいから早く来い！」

　今いま更さらだが、一体何事だろう。蜂須が興奮した様子で目を輝かがやかせているのを見て、俺たちもふざけるのをやめる。「──急にどうしたんだ、蜂須」




「香澄が路地で暴れてんだよ！　このままだと組合の連中が来る、早く止めろ！」
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　俺と江え西にし陀だは顔を見合わせる。

　蜂須が走り出したので、急いで跡あとを追った。

「どういうことッスか、なんで香澄が!?」

「俺が知るか！　咲丘が面めん倒どう見みてるんだろ」

　確かに、俺が朝に帰宅した時から少し様子はおかしかった。

「……分からない、最後に会った時に顔色は悪かったんだけど」

　蜂須がゲラゲラ笑う。

「ハハハッ、いいねぇ事件の臭においだ！　とにかく、あそこがどっちの縄なわ張ばりか分からねぇから急いでくれ。案内だけすっから、組合の連中が来たら俺なりに時間を稼かせいでやんよ」

「でも、何もそこまでしてもらわなくても──」

「最前線と殿しんがりはマゾのお立ち台だぜ、願ってもねぇ晴れ舞ぶ台たいだ！　そもそもなぁ、何にキレてんのか知らんが、柏かしわ木ぎの爺じいさんの息子むすこ殴なぐるのはヤバいって。あんなんでも組合のＶＩＰだぞ」

「──悪い、恩に着る！」

　蜂須が親指を立てて立ち止まった。

「そこの裏道の突つき当たりを右に行った所の開けた路地だ、さっさとしろよ。もしもグラサン先生達が来たら、俺も十分は耐たえられねぇ！　やべぇ……、あいつらにどんだけ殴なぐられるのか想像したら鼻血が出て来たぜぇ！　あぁー、興奮してきたぁ！　フゥハハハハ!!」

　マゾは上じよう機き嫌げんにそのまま真っ直すぐ走って行ってしまう。大通りに向かっているらしい。

　俺は江西陀を連れて裏路地を走る。

　突き当たって、右に曲がる。少し走ると確かに開けた場所に出た。




　異様な空間だった。




　建物の壁かべにはあの大量のグラフィティアートが描かかれていて、それらは全すべて複雑に絡からみ合っている。これほどの規模の絵なら、どれだけ時間が掛かかったのだろう。想像もしたくない。

　地面には割れた鏡の破は片へんが散乱していて、それらの全てにグラフィティアートと自分の姿が映る。気の狂くるいそうなミラーハウスの中にいるような気分になり、吐き気と悪お寒かんが止まらない。

　そこに立っていたのは、ハードケースを背負ったテンガロンハットの少女が一人だけ。

　俺たちが来るまでに、既すでにそれなりの乱らん闘とうがあったらしい。以前にすれ違ちがったことのある同じ色のパーカーを着た集団が、折り重なるように倒たおれていた。全員が殴られたのか、血を流して気を失っている。あの中に、組合のＶＩＰとやらがいるんだろうか。

「──香澄！」

　俺が呼びかけると、ゆったりと香澄が振ふり向く。

　その顔に、かつてあった垢あか抜ぬけた笑いはない。

　蒼そう白はくの顔で、ただ遠い目をして、無表情のまま首を傾かしげる。

「咲さき丘おか？　どうしてここにいるの？」

「どうして、じゃねぇよ。お前こそなんでこんなことしてるんだ……」

「あたしがこんなにいるんだよ。あたしはあたしなのに、だから──ああああぁぁぁ！　もう、違う！　咲丘は咲丘なの、あたしじゃなくて咲丘だって言ってるじゃん!!」

　俺がゆったりと宥なだめるように話すと、香澄が髪かみの毛をグシャグシャにして唸うなり声を上げる。

　これは独り言なのだろうか。とにかく、正常な状態とは思えない。

「落ち着け香澄、何があったんだよ。そりゃお前は我わが儘ままだよ。ガキみたいに怒おこって、ムカつく奴やつを殴るような性格なのは知ってる。でも、こんなことする奴じゃなかっただろ？」

　江西陀がそっと身構えるのを、俺が手で制する。

「──あたしがたくさんいるんだ」

　血走った目で香か澄すみが俺に訴うつたえる。

「歯車が回るの。どこを見てもあたしがいるの。あたしに話しかけてあたしがヘラヘラしてるんだよ。歯車が出て来るんだ。歯車だらけだよ。あたしがいる。ほら！　そこにもあたしがいるじゃん！　あんなのあたしじゃない、あたしじゃないんだ！」

　江西陀を指差して、香澄がヒステリックに喚わめく。

「お前、ドッペルゲンガーが見え──いや、ドッペルゲンガーしか見えないのか？」

「……もう嫌いや、全然分かんないよ。目の前にいるのは咲丘なんでしょ、でもあたしに見えるんだ。嫌だよ……、もうあたしじゃないのは嫌……、頭痛い……、痛いよぉ……」

　香澄がボロボロと涙なみだを流しながら頭を押さえる。

　その様子を見ながら、江西陀が半開きの目を鋭するどく細めて囁ささやく。

（咲丘、自分も詳くわしくはないッスけどね。あれって香澄なりに戦ってるんじゃないッスか？）

（どういうことだよ）

（ドッペルゲンガーは『罵ば詈り雑ぞう言ごん』で追い払はらえるんでしょう？）

　香澄は何時いつの間にか正気でいられる限界の段階にいたらしい。見えてしまった『自分』を否定することで、必死に『香澄』を守っているんだ。

　なんで一言相談してくれなかったんだよ、香澄。

　──いや、聞いてやらなかったのは俺の方だ。

「……なぁ、香澄。ちょっと休きゆう憩けいしないか。バイトでもまた一いつ緒しよに探しに行こうぜ」

　俺はあの頃ころのケラケラ笑っていた香澄に戻もどってほしかった。「小こ柳やな津つに頼たのめばまだ──」




「なんで」




　香澄が今までに見たことのないような冷たい目で俺を睨にらむ。

「なんで咲丘まで、そういうこと言うの」

　この香澄は、誰だれだ。

　俺の知っている香澄は、そんなゴミを見るような目で人を睨まない。

「──もういい。あたしはあたしで、咲丘は咲丘だもん。あたしはあたしだから、咲丘なんかに理解されない。だってあたしだもん。あたしの事はあたしにしか分からないんだから、咲丘があたしの事が分からなくて当然だもんね。あたしは一人しかいなくて、咲丘だって一人しかいないんだから──。うっ、ううう、ううううううううう！」

　頭を押さえながら小さな声でブツブツ呟つぶやいて、香澄がそのまま背を向けて歩き出す。

　俺は香澄の腕うでを摑つかむ。

「おい、どうしたんだよ！　しっかりしろ、香澄！　お前はそんな簡単にドッペルゲンガーに負けるような奴じゃなかっただろ？　『ロックンローラー』になるんじゃなかったのかよ！」

　しかし、腕を払って振り返った香澄は、俺の事を両手で突つき飛ばして叫さけぶ。

「うるさい、あんたなんか咲丘じゃない！　咲丘の声で喋しやべるなぁぁっ!!」

「か、香澄……」




「応おう援えんしてくれるって言ったのに！　咲丘は私の事ずっと応援してくれるって言ったのに!!」




　上段に掲かかげられるギターのハードケース。

　テンガロンハットがその勢いで飛んでいく。

　思わず、俺は目を瞑つぶってしまう。

　しかし、それが振り下ろされる気配はない。目を開けると、ハードケースは俺の眼前で鉄製のポールに止められていた。

「──言いたいことはそれだけですか？」

　江え西にし陀だがその眠ねむそうな目を開き、香澄を睨みつけている。「それだけしか言わないで、分かれって方がどうかしてますよ。それとも暴力で分からせてくれるんですかねぇ」

「──またあたしか。もうあたしと咲丘の邪じや魔ましないで。巻くよ？」

「ぶっ殺す、ぐらい婉えん曲きよくしないで直接言ってくださいよ。いつまでそうやって逃にげ続けるんです、被ひ害がい者しや面づらした我わが儘ままなお子ちゃまは──」




　瞬しゆん間かん、ハードケースが回転する。




　身体からだを軸じくに香澄が回転して、遠心力を加えたハードケースによる一いち撃げきを江西陀に放ったのだ。俺が地面に伏ふせて避さけると同時に、江西陀もバックステップで距きよ離りを取る。

　俺は這はうように、その乱戦エリアから脱だつ出しゆつした。

「大体ですね、前から言おうと思ってたんスけど、香澄は我儘なんですよ」

　江西陀がポールを振ふるって香澄に襲おそいかかる。「誰がちっぽけな個性なんて優やさしく認めてくれるって言うんですか。そんなに個性的だってんなら、そいつを自分に焼きつけてみせてくださいよ！　香澄の歌で世界を変えるんでしょう？」

「そうだよ、頑がん張ばった！　寝ねる間も惜おしんで頑張った、お金が無くても頑張った、誰かに認めてもらいたくて！」

　江西陀のポール捌さばきは速いが、香澄の攻こう撃げきにはそれを潰つぶすほどの破は壊かい力がある。

　巨きよ大だいなハードケースでポールを受け止めると、そのまま勢いよく身体を回転させて江西陀に重い薙なぎ払いを仕し掛かける。江西陀はそれをポールで受け止めるが、脚あしが浮ういて吹ふき飛ばされた。

　江西陀が体勢を整えようとする間に、香澄がハードケースを地面に引きずりながら駆かける。

「なのに誰も認めてくれない、何度も、何度も、何回ギターを弾ひいても、何回歌を歌ったって！　全員が鼻で笑うんだ、『お前みたいなのはどこにでもいる』って！」

　横よこ薙なぎにされたハードケースを、今度は思い切り江西陀が食くらう。

　江西陀の身体は派手に吹き飛んで転がった。

「一回なら分かるよ、二回だって泣きそうになるけど我が慢まんできる。でも、その度たびにいらないって言われるんだ。それが何度も、何度も、何度も何度も何度も何度も！」

「なっ──やめろ香澄！」

　倒たおれた江西陀に追い打ちをかけるように、重くて硬かたいハードケースを香澄が振り下ろそうとする。

　俺はタックルを仕掛けて香澄を取り押さえようとしたが、軽々と拘こう束そくを解かれてハードケースの一撃を思い切り横腹に食らう。

　天地がひっくり返ったような衝しよう撃げきを受けて、俺の目に映る風景が二転三転とした。

「分かる？　学校なんて通ってるあんたに、その惨みじめさが分かる!?　五十回言われてみなよ、百回言われてみなよ、個性が無いって!!　──人生が否定されてるみたいなんだ。あたしがこんなに一いつ生しよう懸けん命めいに生きてきたのに、人格が否定されてるみたいなんだ。あたしが否定されるんだ、あたしを認めてくれないんだ、あたしがあたしで無くなるんだ!!」

　視界が明めい滅めつする中で、香澄が手に持ったハードケースを振り回すのが見える。

「あたしはロックンローラーになりたかっただけなのに！　あたしはあたしでいたかっただけなのに！　あたしからあたしを奪うばって何が楽しいの!?　あたし達の何があたしよりも認められたって言うのさ!!」

「──っ、その程度で何がロックンローラーですか、ふざけないでください！」

　どうやら、江西陀は俺が吹き飛んでいる間に立ち上がれたようだ。香澄が滅め茶ちや苦く茶ちやな体勢で振り回すハードケースを冷静に見切って避けている。

　香澄が放つ重い攻撃を、江西陀は下手に受けるのはやめたらしい。

　リーチの長い黒い棍こん棒ぼうを身を捌いて避けて、突き攻撃を主体に攻せめに回る。

「そりゃあそうでしょう、香澄みたいな子供はどこにでもいます！　その歳としになって、まだ自分が正しいとか信じて。そのくせ、それを押し通しもせずに認めてくれる人だけを探す都合のいいガキ!!　そんなの、ただ逃げてるだけじゃあないですか！」

「あたしだってそうじゃん！」

「ええそうですよ、丘おか研けんは確かに似たようなもんですよ。でも代表はそんなもんじゃない！　あの人はそれでいて、否定する連中と戦うことを選んだ！　尊敬できるくらいに馬ば鹿かげてる！」

　俺が立ち上がって加勢しようと走ると、今度は目の前に巨大な物体が迫せまっていた。

　ハードケースである。

　なんと、香澄はあの状じよう況きようで中のギターをケースから取り出し、俺に向かってケースを投とう擲てきしたのだ。思い切りそれを体に受けて、俺も盛大にこける。

　風景が回る、回る、回る。

　その隙すきを見たのか、江え西にし陀だのポール突つきが何度か香澄の身体にクリーンヒットしたらしい。顔を上げると、香澄の動きが少し鈍にぶくなっていた。

　だが、香澄が力強く踏ふみ込んで放ったむき身の真っ赤なギターの一撃を、江西陀が避け切れずに受けてまた吹き飛ぶ。

　お互たがいに肩かたで息いきをしながら、美女が二人で血ち生なま臭ぐさい殴なぐり合いを続けている。

「なのに香澄の『ロックンローラー』はなんですか、どこのモチーフのパクリです!?　誰だれに影えい響きようされたんですか、何に影響されたんですか？　そうじゃないでしょう!?　自分達のモチーフはそんなもんじゃない、自分達の魂たましいはそんなもんじゃない！　それをちょっと否定された程度で何を諦あきらめてるんですか、絵え描かきはその程度の絶望をいくらでも乗り越こえていかなきゃなんないんですよ！」

「それを誰が認めてくれるの、誰が理解してくれるの!?　あたしは一人なのに、一人しかいないのに。あたしのことなんて誰も見てくれないんだよ。それならあたしの人生なんて意味なかった！　皆と何も変わらないんだったら、あたしの人生に意味なんてなかった！　あたしを返して、あたしだった頃のあたしを返して、あたしがあたしでいられた頃のあたしを返してよぉぉっ!!」

　江西陀の放った突きが、ついに香澄の鳩尾みぞおちに深く入る。「がっ──」と喉のどから何かを潰したような音を出して香澄がよろめく。
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　あとはもう、香澄の防戦一方だった。

「人間が文明を持って何千年と経たっています。自分達が今から遅おくれて新しいモノを創造すること自体が、一つ一つの奇き跡せきなんです。芸術家はそれと延々と闘たたかい、挑いどみ続けなければならない。自分達は常に新しい価値を創造することを趣しゆ味みに選んだ、特技として磨みがいた、そして仕事として欲ほつしているんです！　そんなちっぽけな決意を個性なんて言わないでください、香澄は女性の身体からだの何が好きだって言うんですか!?　香澄がそうやって言い訳を作っている間に、自分は死体を見続けた。そこに新しい価値があったから、自分を表現出来る場所があったから、美しかったから、エロかったから、何より自分は死体が大好きだったから！」

「──な、えっ!?」

　嗤わらいながらポールを振ふるう江西陀を見て、香澄が絶句する。

「香澄の身体は美しいですよねぇ、身長の高い女の子はやっぱりラインのシャープさが違ちがいます！　贅ぜい肉にくが無いんです、それに楽器をやってるから二の腕うでの引き締しまりも最高の塩あん梅ばいです。香澄はバランスがいいんですよ、頭身がすごく整ってるんです。胸なんて無くたって構わない、あれは豊満さを主張する記号であって香澄の身体に求める美とは違います！　殺したいです、死んでほしいです、死体になってくれたらどれだけ良い絵になることか！　でも殺せない、殺したくない、この抑おさえられない気持ちを自分はどうしたらいいんですか!?　せめて殴らせてください、ボコボコに、徹てつ底てい的に、打ちのめされてぶっ倒れてくださいよ！　そうしたら香澄を絵にしましょう、香澄の美しさを自分が焼きつけて見せる！　どうです、乗りませんか!?　それなら香澄も唯ゆい一いつになれるでしょう、唯一にしてみせます!!」

　トドメとばかりに、江西陀が香澄の横よこ面つらをポールで殴りつける。

「だから自分は、香か澄すみには負けない。全すべてを犠ぎ牲せいにしても『好き』と言えるものも無い香澄に自分は負けない、絶対に！」

　香澄はふらふらとその場に腰こしを砕くだいて倒たおれ込んでしまった。

「な、な、何……。あんた、な、何なの……!?」

　今にも気絶しそうな状態の香澄は、それでも江西陀に立ち向かおうとギターを手放さない。どうあっても江西陀に屈さないという、強い意志がまだ目に燃えていた。

「──あたしは、あたしなんだ……っ。あたしは、あたしなんかに──」

　江西陀がゆったりと香澄ににじり寄る。

「おい、江西陀──」

「──分かってますよ」

　江西陀が立ち止まり、荒あらい息を整えて、振り返ってヘラヘラと笑って道を譲ゆずった。

「あとは咲さき丘おかの仕事でしょう？」

「すまん、ありがとよ、香澄を助けてくれて。──お前に借りを作るのは嫌いやだ。絶対に返してやるから覚かく悟ごしとけ」

　俺が江西陀の頭をワシャワシャ撫なでると、江西陀はくすぐったそうに身を捩よじる。

　香澄の前まで歩いていくと、香澄が震ふるえて身構える。

　膝ひざをついて顔の高さを一いつ緒しよにすると、顔面をはたかれた。嫌きらわれてしまったもんだ。まぁ、俺が屑くず野や郎ろうなことには変わりない。




　俺は殴られながら、傷だらけになった香澄を抱だきしめる。




「あ、え……」

　何が何だか分からない、といった表情で香澄が視線を彷徨さまよわせる。

　俺と目があった。

　俺が苦笑いすると、香澄の目に色が戻もどってくる。

「あたし、今、何を──」




「怖こわい大人は、もういないんだよ。香澄は香澄だ。それは俺も知ってるし、江西陀だって知ってる。だからもう、恐がらなくていいんだよ。ドッペルゲンガーなんていないんだ」




　俺は自分にも言い聞かせるように、優やさしく囁ささやく。

「つまらないとか、下手とか、個性がないとか。言われると悲しいよな、何もかも投げ出して筆を折りたくなる気持ちも痛いほど分かるよ。でも、誰か一人でも応おう援えんしてくれたら、友達が笑ってくれたらそれだけで俺はいいんだ。そんな喜んでくれる誰だれかがいる限り、百人にとって価値がなくたって俺だけの誇ほこりになれるんだ。──俺は、昔から香澄の歌が好きだよ。江え西にし陀だだって聴きいたらきっと笑ってくれる。それだけできっと、香澄には価値があるんだ。お前にとって価値がなくたって、俺にとってお前はたった一つの唯一なんだよ」

「あ……うぁ……」

　香澄の目から、止めどなく涙なみだが溢あふれる。

「私のこと、嫌いじゃないの？　──もう嫌われたんだと思ってた。咲丘は全然何もしないあたしのこと、嫌いになっちゃったんだって──」

「本当に嫌いだったら無視するよ。芸術家にとって最悪の地じ獄ごくは、誰だれからも見向きもされないことだ」

　俺も涙が止まらない。

「──すごく心配したんだ。ずっと応援してたんだよ。俺には無理だった。でも俺は、香澄にだけは絶対に夢を叶かなえてほしいんだ。香澄には、俺が見れなかった風景を見せてほしい」

「っ!?　そういえば咲丘の──」

「なぁ、香澄。お前の事だから、とっくに忘れちまってたのかもしれないけどさ」

　ごめん、香澄。

　なれなかったよ。

　あの頃ころの夢はもう、俺には叶えられなくなった。




「今まで、絵の事を訊きかないでくれて本当にありがとう」




　愕がく然ぜんとした様子で、香澄が江え西にし陀だに尋たずねる。

「……あなたは、あたしなの？」

「自分は江西陀ッスよ。江西陀梔くちな、花も恥はじらう女子高生ッス」

　江西陀がいつもの口調に戻り、落ちていたのを拾ってきたのか、テンガロンハットを香澄の頭に被かぶせる。「あなたは、誰ですか？」

「あたし──あたしは、苧環おだまき香澄、なんだ」

　香澄が声を上げて泣き出す。

「ロックが好きで、咲丘、のっ、幼おさな馴な染じみでっ──う、ぁあぁああああああ！」

　それは子供が、親に甘えるような幼よう稚ちな泣き方で。

「ごめんなさい……、ごめんなさいごめんなさい、咲丘、本当にごめんなさい……っ」

　誰かにボコボコにされたのか、蜂はち須すが千鳥足で上じよう機き嫌げんに戻ってくる頃まで。

　香澄はただ、ずっと泣いていた。







　ボロボロになった俺達が『ムジカ』に転がり込むと、小こ柳やな津つが目を丸くして煙草たばこを床ゆかに落とした。テーブルを移動してくれたので、小柳津と協力してＬ字形のソファに怪け我が人を寝ねかせる。

　比ひ較かく的てき軽けい傷しようだった俺が小柳津に事情を説明し、代表に連れん絡らくを取るまで全員が死んだように休んでいた。代表はすぐに『ムジカ』まで迎むかえに来てくれるらしい。

　一日持っていたので携けい帯たい電でん話わの電池が切れかかっている。とりあえず、電源を切った。

「あのな、今日は臨時休業にしてたからいいけどよ。次に怪我人担かつぎこんだらぶっ殺すぞ」

　湿しつ布ぷに包帯まで用意してくれた小柳津が俺に憎にくまれ口を叩たたく。

「しかし、蜂須も理解できねぇ馬ば鹿かだな、おい。──組合の連中にやられたのかねぇ。お前らに何の義理があってそこまでするんだ？」

「有り難がたい奴やつなんだけどな……、こいつの性せい癖へきには俺も時々ついていけないんだ……」

　そういえば、蜂須の怪我もまた相当に酷ひどかった。身体中を青痣あざだらけにして、先さき程ほどまで「ふひひ……、肉まで青い……」と涎よだれを垂らして笑っていたので、今は大人しく寝かせている。

「──前から気になってたんだけど、組合とか連合ってなんだよ」

「蜂須から聞いてないか？　実質的にオアシスを牛ぎゆう耳じる二大組織だ。柏かしわ木ぎ組合と、神楽かぐら咲さき連合。なにせこの辺りは小さい縄なわ張ばりが多いからよ、結局はどこも自衛しきれないから、どちらかの陣じん地ちである程度の数でつるんでたりするんだ。まぁ、ぶっちゃけ俺も、どこのどいつが組合側で、どこからどこまでが連合側の縄張りか知らねぇけどな」

　たまに名前が出てくる柏木というのも、そういう連中のことだったのか。なるほど、ヤバそうな相手だ。お近づきにはなりたくないものである。

　蜂須がそいつらから香か澄すみを庇かばってくれたというのであれば、その恩は返しても返しきれないわけだが。そのうち、香澄を連れて改めてお礼をしよう。

「しかしよ、ドッペルゲンガーはやっぱり幻げん覚かくだったのか？」

　小柳津が煙草を咥くわえる。「今の咲さき丘おかの話だと、香澄は江西陀のことを分かってなかったんだろ？　完全に自分と殴なぐり合ってるみたいだったらしいじゃねぇか」

「そうッスねぇ、自分もそこが分からないんスけど」

　江西陀が上半身だけ起こして口を挟はさむ。「起きてて大だい丈じよう夫ぶか？」

「身体中痛くて寝付けないんスよ。──香澄は確実に、自分のことを何度も『あたし』と呼んでました。ありゃ何だったんスか？」




「ああ。香澄クンは多分、本当に『幻まぼろしの自己』を見ていたんだろう」




　入り口に目を向けると、代表と出で島じま先せん輩ぱいと萩はぎ先輩が店内に入ってきていた。

「うおおっ！　──いつからいたんですか、代表」

「今さっきだ、間に合わなくて申し訳ない。江西陀クン、具合はどうだ。怪我は痛むかね？」

「ボチボチっす。それより代表、香澄の話は──」

「咲丘クンから、大体の事情は聞いたよ」

　優ゆう雅がに代表が席に腰こしかける。出島先輩と萩先輩が「大丈夫？」と俺の事も心配してくれた。俺は大した怪我じゃないんだけど。

「ふむ、メニューは充じゆう実じつしてるじゃないか。──一番安いのを頼たのむ」

「うるせぇ、休ませろ」

　小柳津がぶっきらぼうに注文を断ると、代表はすごく残念そうに眉まゆを曇くもらせた。

「あれ……、ここって……」

　そんな中、香澄がゆっくりと起き上がる。「ひょっとして『ムジカ』──痛っ」

「よう、ゆっくりしたお目覚めだな。ロックンローラー」

「──やめてよそれ。は、恥ずかしいから」

　香澄が顔を赤らめてそっぽを向く。

「私は好きだがね、香澄クンのロックンローラーは。素す敵てきじゃないか、応おう援えんしているよ」

「囃はやさないであげてくださいよ、代表。こいつも今回ので十分に懲こりたでしょう。──悪かったよ、香澄。お前がそんなに頑がん張ばってたなんて知らなかった。ごめん」

「いいんだ、……あたしの方こそごめんね。なんか勘かん違ちがいって言うかさ、今まで他ほかの大事な物を全部無視しちゃってた」

　香澄が舌を出して笑う。

「あたし、働くよ。咲丘たちが学校に行ってるみたいに、もっと色んなものを見なきゃ駄だ目めなんだって思う。あたしも咲丘たちみたいに、色んなものが見てみたい」

「──そうか、頑張れよ」

　今回の件で、色んな意味で香澄も成長したのかもしれない。

　以前より少し、香澄の笑え顔がおはボロボロだが輝かがやいて見えた。

「さて、色々と無事に収まったところで、ドッペルゲンガーの話だ」

　代表の目が鋭するどくなる。香澄が代表に向き直り、萩先輩がヘッドフォンを外して首を傾かしげた。

「『幻の自己』っていうのが、ドッペルゲンガーの正体なの？」

「あくまで仮説だよ、全すべてのドッペルゲンガーがそうだとは言えない。たまたま香澄クンの場合はそうだったみたいだな。他人の中に自分を見たというか、それぐらいに『自分』を否定されて追いこまれていたんだと思う」

「なんでまたそんな……」

　江西陀が口を手で押さえて疑問の声を出す。

「なぁ、香澄。お前『セントポーリア』に何かされたか？　あいつらの集会で歌ってたんだろ」

「えっ、いや。歌ってくれって言われたら巻いてたけど。どっちにしても、あんまり歌を聴ききたかった感じじゃなくて、なんかずっと変な話聴かされてた。すごくやな感じだったんだけど、なんか断れなくて何回も──」

「やっぱりな。──だとすると、トリガーは歯車と鏡か？」

　俺の推論は、そこにしか届かなかった。代表だけが文意を汲くんだのか、それに反応する。

「暗示効果、というやつかね？　そう簡単なものだろうか……」

「『セントポーリア』の言葉もそれに相乗したらどうでしょう」

「ふむ。更さらに反復、時勢と数とで。──ああ、場所か。……それが本当なら、まさにオカルト魔ま術じゆつの召しよう喚かん魔ま法ほう陣じんのようだな。ここでしかあり得ない、ドッペルゲンガーの召喚魔法だ」

「おい、二人で勝手に話を進めるなよ。ちゃんと前で言え」

　出島先輩が口を尖とがらせて、俺と代表に不満をぶつける。

「えっと、画像は……あった。出島先輩、これって何に見えます？」

　俺が携けい帯たいで撮とったあの禍まが々まがしいグラフィティアート、凹おう凸とつのある円を複雑に絡からませたような絵を見せると、出島先輩が首を捻ひねる。

「名前が思い出せねぇ。江西陀はどうだ？」

「んー、機械ッスかね。やっぱり。萩先輩は？」

「私も機械に見えるなぁ。だから何なの？」

　かなり惜おしいが、ちょっとニュアンスが違ちがう。

　最近は特にそれらしく見えるようになったが、俺は最初に見た時からこれが何なのか直感していた。だから余計に、こんなものを風景に描えがくことが許せない。




「歯車だよ。神楽かぐら咲さき全体に描かれていて、『セントポーリア』の象しよう徴ちようにもなってるこの絵は、歯車の絵だったんだ」




　俺が断言すると、代表も腕うでを組んで頷うなずく。

「歯車は『工業』や『労働者』という記号としての意味があるんだよ。実際、様々な国の国旗や国章に使われてるくらいポピュラーな記号さ。前に、チャップリンの『モダンタイムス』の話はしたね」

「えっと、歌詞がデタラメな曲の映画？」

　確か、俺と代表と萩はぎ先せん輩ぱいと篠しの塚づかさんの間で話した雑談だ。

　その他大勢が首を傾げている。

「あの映画でも大量の歯車が使われているんだ。チャップリンの演じる主人公は、工場でひたすらねじ回しをする作業に追われて遂ついに発はつ狂きようする。そして冒ぼう頭とうから巨きよ大だいな歯車の世界に巻き込まれるんだ。最後には束そく縛ばくされない自由な世界を求めて少女と旅立つ。あれなんて、資本主義への皮肉の塊かたまりじゃないか」

「白黒映画なんざ興味ねぇよ」

「主題に似合わず楽しい映画だよ、一度観みてみるといい」

　小こ柳やな津つが面めん倒どうくさそうに「はいはい、中二病中二病」と代表のお勧すすめを一いつ蹴しゆうする。

「要するに、今まで『個性を大事にしろ！』って言ってたくせに、いきなり『歯車になれ！』って言われて怒おこってるんスかね、『セントポーリア』は」

「──あたしは、そんな風に感じたかな」

　江え西にし陀だの疑問に香か澄すみが答える。「なんかね、あたしには特別なことが出来るって信じてたのに、一気に裏切られた気分になったんだ。あたしがあたしでなくても良くて、皆みんなはあたしの事を歯車みたいに思ってるんじゃないかって、すごく気分悪くなった」

「ガキの理り屈くつだな」

「──ガキだもん」

　小柳津の皮肉に、香澄が頰ほおを膨ふくらませる。

「そして異常な量の鏡だ。壁かべに大量に埋うめ込まれてたあの鏡にも法則がちゃんとある。あれにはどの角度から見ても、歯車のグラフィティアートが見えるように精せい巧こうな計算がされていた。今じゃ神楽咲のどの方向から風景を見ても、歯車と自分が見えるようになってるくらいにな。──常に風景が反射されてるんだ。どこから見ても自分と歯車が見えて、それは網もう膜まくに一種の『焼き付き』を起こす」

「そして空前の不ふ況きよう、『セントポーリア』の教義の反復。だが、それだけではドッペルゲンガーは現れるわけが無い。ここで『オアシス』という場所と小柳津の存在がトリガーを引く」

「はぁ、俺？」

　代表の思わぬ指し摘てきに、小柳津の目が丸くなる。香澄は首を傾かしげていた。

「俺はその、シェイプシフター、なんだろ？」

「小柳津という存在がこのオアシスに古くからいる、というのが重要な要因なんだ」

「──意味が分からん」

　小柳津が眉まゆを顰ひそめると、代表が解説を続ける。

「証人喚かん問もんの時、お前は昔からたまに人の顔を使って悪戯いたずらをしていたと言ったな。浅いとはいえ、そういう歴史があるとイメージが土地に付着する。『この土地にはドッペルゲンガーが出るらしい』というイメージが、この街に『もう一人の自分がいるかもしれない』という幻げん想そうを生み出すんだ」

「でも、それだけでドッペルゲンガーが見えるの？」

　萩先輩が納なつ得とくのいかなそうに唸うなる。

「もちろん、所しよ詮せんは幻想に過ぎんがね。現に多くの人がそれに気付かず平和に暮らしているし、歯車のメッセージだけを汲み『セントポーリア』というカルトを勝手に生んだ連中もいるが、彼ら全てにドッペルゲンガー現象が起きてるわけではない──極ごく少数の人に、たまたま最悪の負の連れん鎖さが起きただけなんだ」

　香澄と出で島じま先せん輩ぱいは理解を放ほう棄きしたらしい。二人で何度も顔を見合わせていた。

　代表がため息を吐つく。

「『鏡像段階』という論がある。我々が他人を見る時に、それは実体を伴ともなって認にん識しき出来るだろう？　対して、自分を見ることは何らかの反射が無ければ絶対に起こり得ないんだ。鏡に映った自分を見て初めて、我々は身体からだをイメージする。だが鏡に映る自分の姿がイメージとあまりにも違ちがう時、我々はそれを認められないことも時にあるかもしれん。鏡像なんだしね、逃にげるのは勝手さ。だが、延々と鏡から自分を見させられるとどうだろう。──遂に我々は、自分というものを否定して認識できなくなる。自分と『理想の自分』の間に絶望的な乖かい離りが起こるんだ。それは他人と言う実像を伴って、あたかも『他人の自分』のように錯さつ覚かくをしてしまう程ほどの精神的な病を引き起こす可能性も、実は内包してるとは思えないかね？」




　そうして、自分から完全に離はなれた自分が、他人の姿を以もってドッペルゲンガーとなるのだ。




「──一応、香澄はドッペルゲンガーを克こく服ふくしたみたいなんだろ？」

　小柳津が訝いぶかしげに訊きく。

「死んだ人間との違いは何だ」

「ドッペルゲンガーの対処法に『罵ば詈り雑ぞう言ごんを浴びせる』というのがあるそうだ。要するに、自分の目で見てしまった『他人の自分』を認めては駄だ目めなんだよ。香澄クンは『他人の自分』という幻げん覚かくの存在を認めて、精神的に壊こわれる寸前だった」

「でも、江西陀はあまりにも『自分』じゃなかった──」

　小柳津が江西陀をジロジロ見ながら呟つぶやく。

「そう、だから完全に否定することが出来たんだよ。『これは自分じゃない』ってね」

　というか、あんな変態がこの世に二人と居てたまるか。

「あとはそうだね、決定的なのは愛じゃないか？」

「愛!?」

　なんか声が裏返ってしまった。代表が頰ほお杖づえをついて、つまらなそうに語る。

「香澄クンは自分を見失いかけていた。そこに咲さき丘おかクンが颯さつ爽そうと登場して、香澄クンという個人の存在を認めたんだ。王子様のようだねぇ、まったく。もしかすると、ドッペルゲンガーを本当に退治するのに必要なのは、他者による『自分の肯こう定てい』なのかもしれないな。──ドラマチックで素す敵てきな展開じゃないか、なぁ、そうは思わないかね、咲丘クン……」

　一いつ瞬しゆん、場が完全に沈ちん黙もくする。

　香澄がちょっと上うわ目め遣づかいで俺を見つめる。

　えっ、なにこの風景。怖い。

「と、ということは、別に『セントポーリア』も悪意があってドッペルゲンガーを広めているわけじゃないんスか。シェイプシフター騒さわぎも含ふくめて、偶ぐう然ぜんが重なったことなんスね」

　江え西にし陀だが少し早口で沈黙を破る。

「──ああ、ドッペルゲンガーなんてものはいなかった。だが、それは確かに見える者には見え、恐きよう怖ふを感じる者もいる。これまでも小こ柳やな津つという『ドッペルゲンガーと呼ばれていたシェイプシフター』がいたということで定着した、神楽かぐら咲さき独自の新しい都市伝説の正体がこれだ」

「じゃあ、『ドッペルゲンガー』って」

「半端な芸術家の悪夢なんだよ、きっと」

　代表の言葉を最後に、店内が再度シンと静まる。

　俺達は現在神楽咲に伝わっている都市伝説を、恐おそらくこれで知れたことになる。科学的な検証とかをしたわけではないし、そもそもこれが正しい解なのかどうかは不明だ。

　だが、今の俺たちにはこれ以上は確かめようがないし、必要のないことだった。

「──でも、解決してない問題が一つあるよね」

　萩はぎ先せん輩ぱいが静かに口を開く。

「ねぇ、咲丘。結局さ、このグラフィティアートは誰だれが描かいたの？　鏡を埋うめ込んだのもさ、要するにあたしみたいな駄目人間にドッペルゲンガーを見せるためだったんでしょ？」

　香か澄すみの疑問ももっともだ。この一連の儀ぎ式しきのような行こう為いは、ドッペルゲンガーを見せようとしたかは不明にしても、確実に悪意を持って誰かが行ったことである。

「俺はそんな人間に心当たりはないな」

　そういう風に俺だって信じたい。

「でも、どうしても確認したいことが一つだけあるんだ。──悪い、小柳津。ちょっと協力してくれないか。行きたい場所がある」










　校門も閉まっているはずの夕方の神楽咲高校の社会科準備室に、一人の先生が机に向かっていた。

　何か仕事をする様子もない。

　よく見ると、彼女は頰杖をついたまま器用にバランスを取って眠ねむっていた。

「よぉ、マリちゃん。オレオレ、咲丘」

　俺が話しかけると、白衣の教師──小こ手で毬まり先生が驚おどろいた様子で振ふり返る。

「おおおおはようございます！　──ってあれ、駄目だよ、こんな時間に学校に残ってちゃ。早く家に帰りなよー、最近は物ぶつ騒そうなんだからね」

「いいじゃないか、またお茶しようぜ。今日は代表も連れてきたんだ」

　俺がそう言うと、きょとんとした顔で小手毬先生が俺を見つめる。情けなく笑った。

「えー、そんなことしたっけ。まぁ、沈じん丁ちよう花げさんも咲丘くんと一いつ緒しよなら帰りに困らないかな」

　そう言って、小手毬先生は慌あわただしくお茶の用意をする。

「でも、早く帰らないと駄目だよ。あっ、コーヒーと紅茶どっちにする？」

「コーヒーで。マリちゃんの淹れるのは不味まずいけどな」

「えー、酷ひどいなぁ咲丘くんは。えっと、沈丁花さんもコーヒーだよね？」

　小手毬先生が、俺の隣となりの人物に尋たずねる。

「──わざとじゃないよな」

「ん？」

「わざと合わせてくれてんだよな」

「はい？」

　認めたくなかった。

　いつもの天然ボケだと信じたかった。

「噓うそだって言ってくれよ、マリちゃん……」

「──どういうこと、咲丘くん。えっと、ごめんね、咲丘くんのジョークって時々よく分からなくって……」

　俺は唇くちびるを嚙かみしめて、最後の宣告をする。




「実は、俺の隣にいるのは代表じゃないんだ」




　そう言うと、小手毬先生が「しまった」という顔をして手をバタつかせる。

「ご、ごめんなさい……。実は今でも生徒の顔がよく覚えてなくって。いやぁ、担任とかやってると生徒の顔をたくさん覚えないと駄だ目めなんだけどさ。暗記って実は苦手で……。うん、ごめんね、沈丁花さんくらい覚えないと怒おこられちゃうよねぇ。あはは……」

「……そんなんじゃ、いつかオレオレ詐さ欺ぎに引っ掛かかるぞ」

　申し訳なさそうに、小手毬先生が俺の隣の人物に尋ねる。

「うわぁ、気を付けよっと。──えっと、失礼しました。あなたのお名前は？」




　小手毬先生が、小手毬先生に名前を尋ねていた。




「この顔に、本当に見覚えがないのか？」

　そう言うと、俺の隣の小手毬先生が赤いゲル状になって小柳津に戻もどる。その様子を、驚きもせずにきょとんとした様子で目の前の小手毬先生が眺ながめていた。

「──貴女あなたが本当に、ドッペルゲンガーの召しよう喚かん者だったのか」

　外で待機していた丘おか研けんメンバー全員が、狭せまい社会科準備室の入り口を固める。

　部屋に上がった代表は彼女に話しかけた。「どうやら私の眼めも節穴だったようだな。貴女がこれだけの大事を起こすような人間だとは思っていなかったよ」

「えっ、──えっ」

　小手毬先生の顔が、見る見る青ざめていく。「どういうこと、なんで……？」

「貴女の目の前にいるその男はね、以前に貴女に相談した『シェイプシフター』なんだよ。さっきまではあなたの姿に化けていた。そして今、目の前でその変身を解いた。信じ難がたい現象だろう、呆ほうけるのも無理はない。……だが、その様子を見て、感想の一つもないのかね？」

「ま、まさかー、冗じよう談だんだよね。そんなオカルトチックなのがいるわけ──」

　ケラケラ笑おうとした小手毬先生が、俺たちの表情を見て固まる。

　俺だって、あんたみたいな人間がいるわけないと信じてたんだ。

　萩はぎ先せん輩ぱいが、今までに見たことも無いような悲痛な表情を浮うかべている。

「そういえば、いつもマリちゃん先生はそうだったよね。なんかアホっぽく笑って、『生徒の名前忘れちゃった』って言うから、つい許しちゃうんだよ。でも、本当はもう『外見じゃ誰だれも分からなかった』んだよね。クラスの子も、誰も……」

「……噓だ、そんな奴やつがいるわけねぇ。人間は見た目だろ？　なんなんだ、こいつ……」

　小こ柳やな津つが顔を蒼そう白はくにして、目の前の人間を指差す。

「なんで俺が怖こわくねぇんだ、えぇ!?　あんたが二人いるんだぞ、怖いだろ、気味悪いだろ！　化け物だって怯おびえろよ、信じられないって泣き叫さけべよ！　なんだってんだ、そのロリ顔にちゃんとくっついてる目で一体何見てるんだよ、テメェはよぉ！」

　都市伝説が、目の前のただの人間に本気で怯えていた。

　その様子を見て、さすがに観念したらしい。

「──どうして分かったの？　何かすごくマズイことしちゃったかなぁ」

　小こ手で毬まり先生が深いため息を吐ついて呟つぶやく。

「まず、マリちゃんは名前を聞いた奴のことしか認にん識しきできていなかった。俺が咲さき丘おかと呼ばれたら咲丘、代表を名前で示したら代表。それまで絶対に、ボケた態度を徹てつ底ていしてたじゃないか。人の会話から名前を聞いて、そいつが誰か認識するためだったんだろ」

「そうだけどさ。でも、普ふ通つうは人がそんなことしてるって考えもしないって」

「……自分、実はたまにやります」

　江え西にし陀だが床ゆかを見ながらボソボソ呟く。「ほら、人の名前をド忘れする時ってあるじゃないッスか。超ちよう失礼ッスけど、そういう時は『誰か名前言ってくれないかなー』って待ってたり」

　いや、俺も実際よくある。

　ただ、この人はそれが必ずあるのだ。出で島じま先輩と同じ病も疑ったが、それにしては名前を聞いた後の対応はしっかり覚えているとしか思えなかった。

「でも、私はさ、ボロを出すようなこともしなかったつもりなんだけど」

「昨日の昼間だ。ドッペルゲンガーについて講こう釈しやくしてくれた時、入り口で女子生徒とすれ違ちがっただろう？　──あれな、ここにいるシェイプシフターが制服着たマリちゃんに化けてたんだぜ。──今のマリちゃんには、もしかして他人が全部マリちゃんに見えるんじゃないか？」

　小手毬先生は、青白い顔で微笑ほほえむ。

　否定はしない。

「貴女の大学時代の論文の一つを拝見させてもらった」

　代表が、静かに語り始める。

「『鏡面効果による自己と身体の分ぶん裂れつ説』、面おも白しろい主題じゃないか。西洋文化学のレポートとは思えんな。ここまでくると、もはや思想哲てつ学がくや臨りん床しよう心理の類たぐいじゃないかね？」

「あー、それね。教授にも言われた。懐なつかしいなぁ、それ。私が見えなかった頃に書いたやつじゃない？」

「連れん絡らくを取ったら、その教授はあっさり思い出してくれたよ。当の昔に卒業した貴女のことを、今になっても鮮せん明めいに覚えていた。いつでも院に戻ってこい、だそうだよ」

「相変わらずだなぁ、あの人」

　楽しそうに小手毬先生が笑う。「沈じん丁ちよう花げさんはそのレポート、どう思った？」

「どうもこうもない。暇ひま潰つぶしに思考実験やブレインストーミングくらいはしても、こんなものをまさか実じつ践せんするなんて、正気の沙さ汰たとは思えん」

「あー……、覚えてらんないけど説明しろよ」

　出島先輩が頭を搔かく。

「出島はもう覚えていないだろうがね。まさに今回のドッペルゲンガー現象の根本となる論だ。『日常と化した鏡があれば、自分と「理想の自分」がかけ離はなれていると、その間に乖かい離りが起こる。それは他人と言う実像を伴ともなって、あたかも「他人の自分」のように錯さつ覚かくをしてしまうのではないか』という類の話がされている。それをかつて、ドッペルゲンガーと呼んだのかもしれないと、無理やり西洋文化学のレポートにまとめているがね。無む茶ちや苦く茶ちやだがユニークではある」

　ユニークかぁ、と小手毬先生が頰ほおに手を当てて照れる。

「それにね、この街には昔から悪戯いたずらお化けのドッペルゲンガーがいたんだよ。歯車は芥あくた川がわ龍りゆう之の介すけの見たオカルト記号だったから取り入れたんだけどね、なんか変なカルト団体が出来ちゃった。文句のメッセージを送ったら、酷ひどい人とか言われてトップページでそのまま訓示に使われちゃうし。──あれ、どうしたらいいのかなぁ」

「知らん。元は貴女あなたが作ったものだ。あんなもの、放ほうっておけば勝手に解散する」

　代表が冷たく一いつ蹴しゆうする。

「しかしだ、だとすればなぜ貴女は存在できる。『他人という自分』の存在を認めているのだろう？　『自分の肯こう定てい』がされているのなら、そもそもドッペルゲンガーは見えないはずだ」

　代表の質問に、小手毬先生が腕うでを組んで目を伏ふせる。




「うーん、どうなんだろうね。結局のところさ、私はどこにでもいて、どこにもいないんだ」




　小手毬先生はぼんやりとした表情で、淡たん々たんと言葉を連ねる。

「今まで生きてきて培つちかった身体の経験と、記き憶おくと、感情と、想おもいが私なんだよ。だから、私は私で、私がたくさんいても私はきっと私の中にいる。そうやって私は出来ていて、私が別の事を言うのは仕方のないことなんだよ。自分が思いついたと思えない位に怖こわいことを想像して、急に眠ねむれなくなったり。つまりそれと一いつ緒しよ。私は私だけど、その全部を私が把は握あくしてるわけじゃない。だから皆みんなはきっと私の思いもしない無意識の想像で、多分その全部が私を反射してるだけなんだよ。だから皆は私で、私は皆なんだと思う。世界にはね、実は私しかいないんじゃないかな。こうやって話しているのは全部独り言で、それに対して私が考えたことを私が返しているだけなんだよ」

　今までドッペルゲンガー現象は、自分を認識出来なくなったから生まれるものなんだと思っていた。

「教室に入ると、たくさんの私が出で迎むかえてくれる。私はその私に何かを教えて、私が何かをまた学んでくれるのを確認出来ることがすごく嬉うれしいの。私が私に笑いかけてくれて、時々私の事をからかったり、私に悪戯したり。私の関係ない所で暴れて、私が思いつきもしなかったカルト団体を作ったりする。それはきっと実は私が私に望んでいることで、きっと私が見ている私は現実には存在しないんだよ。存在しない私の可能性なんだ。私が何か別の仕事をしていたり、私が昔に作れなかったタイプの私と友達になったり、そうやって私の可能性を妄もう想そうして、私は私で本当に良かったんだって認にん識しきするの」

　逆だ、この人はまったく逆なんだ。

　完全に他人の存在を否定したことで、世界に自分しかいなくなってしまったんだ。

「だから本当はそれぞれの私に名前を付けないといけないんだ。だって他人だったら困るじゃない。本当は名札を付けてほしいんだよ。でも、そんなこと言うとね、もっと大人の私が否定するから簡単に出来ないの。そうやって私は私に規律とか、規則を守らせてるんじゃないかな。そうすれば私の中に安心が生まれて、私はまた私の中で安定するの。そうしてたくさんの私に触ふれていって、私は私をまた認めることが出来る。私がね、そうやってずっと回り続けるの。だからずっと私は私であり続けて、きっと世界は私だけで出来ているんだー……」
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　自分という像は、身体から脱だつ出しゆつすることは出来ない。

　だからナルシスは水面に映った自分に恋こいをして、混こん沌とんと化した身体に発はつ狂きようして死んだのだ。




　そんな人間が、どうして普ふ通つうに生活できて、俺たちと普通に会話できるというんだろう。

　矛む盾じゆんに矛盾を重ね、それで理解と納なつ得とくをするなんて正気とは思えない。

「──なのにね、私はなぜか、他ほかの私を区別しちゃうの。全部私なのにね、その可能性達は絶対に他の私を受け入れない。なんでだろうね、私なのに」

　悲しそうに、小こ手で毬まり先生が微笑ほほえむ。

「だから皆に、私は私なんだって認めてもらいたかった。そのために毎日すごく頑がん張ばったんだ。絵を描かいたり、鏡を打ちこんだり──」

「……そのために、香か澄すみは壊こわれかけたんだぞ」

　俺は湧わき上がる怒いかりが抑おさえられなかった。「あんたのせいで香澄は自分を見失いかけたんだ！　あんたが勝手に妄想した世界を俺の幼おさな馴な染じみに押し付けるんじゃねぇ！」

「えっ、私が私を見ることが出来たの!?　すごい!!」

　それなのにこの教師は、目を輝かがやかせて嗤わらう。

「どんな私なの？　会いたいなぁ、きっと私なんかとは全然違ちがう私だよ！」

「ふざけるなよ、香澄は香澄だ！　小こ手で毬まり綾あや芽めなんて狂くるった教師はな、この世に二人といないんだ！　二人もいてたまるかよ!!」

「どうして、あなたはそんなに怒おこってるの。怒って悲しそうな顔をするの。あなたも私なのに」

　教師が俺を憐あわれむような目で見み下くだす。

「……そうか。あなたも、私なんだね」

　そして勝手に納得した。

「私は私を恐こわがっていただけなんだ。きっと私達は分かり合える。だって、あなたも私じゃない。きっと私は、あなたを認めたくないんだと思う。でもね、疲つかれたの。あなたを否定するのは無理だったの。だって、あなたは私なんだから。みんな私なんだから。だったら私は、もうあなたでいいよ。あなたも私でしょ。認めてよ、認めなよ。──あなたは、私なんだから」

「──マリちゃんは何が不満なんスか」

　江え西にし陀だが唇くちびるを嚙かみしめて尋たずねる。握にぎった拳こぶしが震ふるえていた。「世界が全部、自分で完結したんならもういいじゃないッスか。どうしてそれでも他人を巻き込むんです？」

　それに対して、小手毬先生もまた悲しそうに笑うのだ。

「不安なんだ」

　それは時に人を殺す、漠ばく然ぜんとした恐きよう怖ふ。

「これはただちょっと、ぼんやりとした不安なんだよ」




「言い訳はそこまでか、ドッペルゲンガーの召しよう喚かん者よ」




　これまで平然としていたのが不思議な位だった。

　これまで黙だまっていたのが不思議な位だった。

「私は──」

「黙れ、聴きけ。これ以上私の前で世界を侮ぶ辱じよくするな」

　先ほどまで黙って暴論を聴いてあげていた暴君が、ついに本ほん性しようを見せる。

　奥歯が見えそうな程ほどに口を割さいて嗤っていた。

「貴女あなたがこの世での唯ゆい一いつだと？　ふざけた口を利きくのもいい加減にしろ。私はね、たかが『教師』の分際で、私の支配するはずの神楽かぐら咲さきを荒あらし回るなど、性分が許さんと言っているのだ」

　そして何よりも、大好きな世界を蹂じゆう躙りんされて怒っていた。

「貴女は我々というオリジナルを否定した。それはね、認めたくないが新しい教育の形だよ。確かにあの程度で自己を失うような連中への警けい鐘しようは必要なのだ。勝手に希望を押し付け、勝手に夢を見せ、挙げ句その先に絶望が待っていようと、誰だれも責任を取らずに何が教育だ。──それに比べたら、貴女は考えようによっては素す晴ばらしい教師かもしれん。希望に目を輝かせる生徒に絶望を押し付け、夢を抱いだく生徒に現実を見せる。私は教師なんてものは糞くそ以下だと思っているがね、貴女のそれは真に子供を愛した教師だと初めて感動したよ」

　珍めずらしく、本当に珍しいことに。代表が敵と認めた存在を讃たたえる。

「だがね、それでは世界は征せい服ふくできない。なぜならその言葉に絶望するのは、真に凡人な奴やつだけだからだ。故ゆえに、私はあなたの儀ぎ式しきに支配されない。丘おか研けんは誰一人、貴女に屈くつしない」

「あなたは私なんだよ。どこにでもいて、あなたに唯一なんてない」

「確かに私はどこにでも存在する。確かに私は絶対の唯一になんてなれないかもしれないよ。しかし私は私だ。それはなぜか？　私だからだ！　誰かが誰かの中に私を見ようと、私は私という、私が認めるたった一つの唯一だ。全員が私などありえない、ありえてたまるか！　誰にも否定させはしない、誰にも理解されはしない、誰にも私以外と認めさせはしない!!」

　暴君が、教師を圧あつ倒とうする目つきで射い貫ぬく。

　それでも小手毬先生は、顔面を蒼そう白はくにさせて懸けん命めいに訴うつたえる。

「どうしてそんなに私を否定するの、あなたは私なのに！　私同士は何で認め合ってくれないの、だからずっと争うんじゃない！　私は私を認められるはずなんだよ。そうやって、それぞれが私という可能性を守り合っていけばきっと──」

「個性など、最初から食うか食われるかだろう!?」

　社会科準備室に響ひびく破は砕さい音。

　代表が机に拳を叩たたきつけたのだ。その破砕音は間ま違ちがいなく、代表の拳から鳴った。

「甘ったれるのもいい加減にしろ。同じ人間がいたら、そいつを排はい除じよして、屈くつ服ぷくさせて、絶望させて滅ほろぼせばいい。これまでだって歴史はそうやって唯一を作ってきたんだよ。貴様は殻からに閉じこもって、その殻に他人を巻き込もうとしているだけにすぎない。嘆なげくだけで貴様やそれに便乗した連中は何をした。何を人から奪うばえた!?　被ひ害がい者しや面づらをするのはやめろ、私も貴様も行動した時点で立派な加害者だ！　守る？　認める？　笑わせるな、勘かん違ちがいも甚はなはだしい!!　太陽を見ろ！　あれは全すべてを食い尽つくし、私達を支配する強大な唯一だ！　貴様も含ふくむ沈じん丁ちよう花げ桜さくらがたとえ何人いようが、私はそいつらを食い尽くして唯一の私になる！」

　そうか、この人たちは似た者同士なんだ。

　お互たがいに絶対の唯一を主張して。

　でも、その方向はまったく逆で。

　小こ手で毬まり先生が他人の存在を否定したことで、自分しかいなくなってしまったのに対し。

　沈丁花代表は完全に他人と割り切って、自分を保つためにあらゆる手段を用いて戦い続けているのだ。

　両者の違ちがいは、逃にげるか戦うかという、たったそれだけの違い。

「私の癖くせに、私じゃないなんて言わないで。あなたは全部、私なんだから──」

「勝手にそう信じて果てるがいい。私はもう貴様を知った。貴様が奪っていった世界、あれは元は私の物だ。返してもらうぞ」

　代表が食い殺さんばかりの剣けん幕まくで小手毬先生に歩み寄る。

「──私は、私なんだ」

　小手毬先生が、それでも必死に言葉を漏もらす。

「そうだね、貴様は貴様だ。それ以外の何物でもないことは私が保証してやろう。貴様は夢を見過ぎただけだ。この世の全てが貴様で出来ているなど傲ごう慢まんにも程がある。貴様はただの『オカルトマリちゃん』だよ。それ以上でも以下でもない。貴様のせいで、多くの人間が惑まどわされたんだ。その知識、行動力、狂気、私が支配してやろう」

　暴君は嗤わらって教師を見下ろす。

「しかし、貴様の奪った世界のなんと脆もろいことか！　こんなことで世界が支配出来るわけがないだろう。──一言だ。たった一言で貴様が我々から奪った世界を取り返してやる」

　そして、絶望的に正しい言葉を悪あく魔まに叩き付けた。







「個性や唯一など関係ない、ただの貴様の力不足だ。身の程を知れ、人間」
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　清きよ宮みやが寝ね坊ぼうしたらしい。

　出で掛かけにそんなメールを受け取って、俺は家を出る。

　いや、これ自体に特に意味は無いんだが、こうなると朝の登校が一人になってしまうではないか。いつもの待ち合わせ場所に清宮がいないのは、ちょっと淋さびしい風景だったりする。

　のんびりと歩いて風景を楽しむ。一枚の張り紙が目に入った。

『大規模清せい掃そうの最中につき、迂う回かいをお願いします。ご迷めい惑わくをおかけします』

　仕方ないので、いつもの道を曲がって見慣れない道を歩く。




　先日に決まったことになるが、あまりにも落書きが街全体に多くなってしまったので、行政の企き画かくによって今は辺り一帯の清掃作業が急ピッチで行われている。

　それに合わせるように、オアシスの人々もようやく重おもい腰こしを上げて、自分の持ちビルなどにある落書きを一いつ斉せいに消し始めた。内心は気味が悪いしサッサとやりたかったのに、キッカケがなかっただけだろうと小こ柳やな津つは語る。

　それに合わせて鏡も撤てつ去きよされていく。埋うめ込まれたり杭くいで打ち込まれた鏡を取るのは大変そうだが、しばらくすれば全て片付くだろう。

『セントポーリア』の連中がそれについて非難していたが、新しい絵が描かかれないことと、上層部の賄わい賂ろだとか、会計偽装だとかが発覚した問題も合わさり、その勢いを急速に弱めていく。

　結局、代表の言うとおり放ほうっておけばどうにでもなったのではないか。

　だが、俺たちはきっと、あの教師から世界の一つを取り返したんだ。

　たまたま今回は公共の益になってしまった気もするが、それもまたいいのかもしれない。

　現に、小こ手で毬まり先生に俺たちがやったことは私し刑けいであって、ある意味で十分に無責任な行動なんだろう。

　誰だれも迷惑を被こうむったことを知らなければ、それは公共の益のままでいいんだと思う。




　そのまましばらく歩いていると、懐なつかしい顔にバッタリと遭そう遇ぐうした。

　さくらんぼの髪かみ留どめをした眼鏡少女である。

「あっ……」

「──よぉ、久しぶりだな」

　俺が挨あい拶さつすると、城じよう尾び滝たきさんがぎこちなく笑う。「お久しぶりです、咲さき丘おかさん。こんな所でお会いするなんて珍めずらしいですね。通学路だったんですか？」

「いつもの道が清掃作業中だったんだよ。──なぁ、どうやったら高校に辿たどり着くんだ？　さっきから同じ所を回ってる気がするんだ」

　実はこの辺りは来た事が無かったので、本当に迷っていた。風景男ともあろうものが、学生街で道に迷うなんて屈くつ辱じよくである。今度、暇ひまな時にでも踏とう破はしてやろう。

「それは災難でしたね、学校はこちらです。良かったらご案内しますよ」

「おお、助かるよ」

　俺と城尾滝さんが並んで歩く。随ずい分ぶん前に、一いつ緒しよに下校したことをなんとなく思い出した。

　あれから一ヶ月くらい経たったんだろうか、それにしても本当に遠い昔のようだ。

「学校は楽しいですか？」

「部活は楽しいな」

「進路はもう決めましたか？　私はそろそろ考えないといけないんですけど、まだ迷っているんです」

「永久就職を狙ねらってるし、俺は大だい丈じよう夫ぶだよ」

　どうでもいい話に終始する。

　お互たがいに笑っているのにひどく機械的で、歪いびつな感じがした。

「──まさか、小手毬先生がオカルト研究会の顧こ問もんをされるとは思いませんでした」

　城尾滝さんが初めて、感情らしい感情を混ぜた声を出す。苦笑いしていた。

「あの先生はお忙いそがしいようで、これまでどの部活動の顧問も断っていたということもあり、生徒会としてはノーマークだったんですけど。さすがは沈じん丁ちよう花げさんですね。大方、無む理りやり口車に乗せたのでしょう、あの人のやりそうなことです。先生が不ふ憫びんでなりませんが、ご本人の意思というのであれば仕方ありません」

「それを関係者の目の前で言うか、普ふ通つう……」

　小手毬先生の私物からは、大量のスプレー缶かんや鏡が出てきた。あと、グラフィティアートを描く時に使っていた変装用の大きなコートや帽ぼう子しやマスクも見つかる。

　代表が小手毬先生の持つ教師として致命的な欠けつ陥かんを公表しないことと引き換えに出した条件は、あのドッペルゲンガー召しよう喚かんの儀ぎ式しきを無期限停止することと、丘おか研けんの顧問になるということだった。

　あの人が周りにかけた迷惑を考えたら、どれほど簡単な条件なんだろう。代表の考えることはとても難しくて、俺にはまだその意図が見えない。

　小手毬先生はしばらく逡しゆん巡じゆんしていたが、「先生は辞やめたくないしなぁ」という吞のん気きな理由で割とあっさりそれを受け入れた。

　とはいえ、あれから部室には一度も来ていないけれど。まさに丘研の幽ゆう霊れい顧こ問もんの誕生である。

　しばらく、無言で歩く。

「あの──」

　二人同時に声をかける。

「咲丘さん、どうぞ……」

「いや、城尾滝さんこそ……」

　どうしよう、少し迷う。だが、チャンスは今くらいしかない。

　俺は意を決して、城尾滝さんに訊たずねる。

「そういえば、一つ聞きたかったことがあるんだけど」

　俺から話しだして逆に緊張したのか、城尾滝さんの声が少し上ずった。

「何ですか、咲丘さん」




「……城尾滝さんは、俺達を恨うらんでないのか？」




　突とつ然ぜんの質問に目をパチパチとさせると、少し淋さびしげに城尾滝さんが笑う。

「──どうでしょう、私にも分からないんです」

　それは、一つの悟さとりを開いた人の所作だった気がした。

「あれから色々と考えました。咲丘さんと距きよ離りを置いて、私自身を見つめ直して。少なくとも咲丘さん達には、どうしようもない場所から楓かえでを救ってくれたことに関しては感謝しているんです。私には、ああしてまで楓を救う勇気なんてなかったんですから」

「──そうなのか」

　少し、意外な返事だった。

「でも、私はあなた達のやったことが正しいと言ってはいけないんですよ」

　そうとも、俺達はきっと間ま違ちがっている。多分、いつだって。

「だから、私は咲丘さん達が正しいと言わない。ただそれだけです。私にあなた達を裁く権利なんてないんです。……私たちが楓を壊こわしてしまった。楓のためを思って私があなた達を裁くなんて勝手に決めつければ、今度こそ私は楓に許してもらえないと思うんです」

　城じよう尾び滝たきさんがため息をつく。以前のような切せつ羽ぱ詰つまったような雰ふん囲い気きはそこになく、とてもゆったりとした落ち着きがあった。「どうして、私と楓は顔も同じ双ふた子ごなんでしょうね」

「双子だから悪かったんじゃないと思うぞ、俺は」

「人間は見た目なんですよ。楓の辛つらさを、私は分かってあげられなかったんです」

　どこかの誰だれかさんのようなことを、城尾滝さんが口にする。「どうしようもなく、人間って見た目なんだと思うんです。咲丘さんは、そうは思いませんか？」

　それに対する俺の答えも、実は決まっていたことに気がついて。

「そうかもな。でも俺は、そうだって言っちゃいけないんだ」

「……なら、お互い様なんですね」




　二人で笑い合う。

　それはきっと、和なごやかな風景のはずなんだ。




「ところで咲丘さん。オカルト研究会の活動も、最近は大人しいようですね。少し感心しています。そんな折に朗報ですよ。部活動再編に伴ともなって、生徒会では多くの協力者を求めているんですが──」

「あんた、まだ懲こりてなかったのか!?　た、タフだなぁ！」

　ようやく調子を取り戻もどしたのか、城尾滝さんが危険な電波を発信し始める。

「懲りるも何も、咲丘さんは本来であれば私達と共にあるべきだったんです。そうすれば咲丘さんも、学校を良くする活動を通じて様々な経験と道徳を備えて、立派な社会人として復帰できる人だと私は確信しています。少なくとも、社会を悪とするオカルト研究会になんていてはいけない人材なんですよ。そもそもですね、咲丘さんは学校教育というものを根本から勘かん違ちがいしているんです。現在では教室の制度も様々となり、黒板制から会議制へと──」

　俺は早足で学校に急ぐ。とにかく学校だ、学校に行こう。そうすれば解放されるんだ。

　だが、対たい抗こうするように城尾滝さんも息いき継つぎ無しに俺へと電波を飛ばし続ける。

「であるからして、私はそういった規律を正すことで自分自身の成長を促うながし、それが自然と社会貢こう献けんへと発展していくことにこそ──」

「どうやってそういう話に発展したんだ……!?　おおっと、大事な用事を思い出したぞぉ！　学校に行く前にちょっと寄って行かないといけない所があったなぁ、大変だぁ!!」

　俺がわざとらしく声を張り上げると、城尾滝さんが眉まゆを吊つり上げる。

「……どういうことですか、咲丘さん。今からどこかに寄っては始業時間に間に合わなくなりますよ。まさか生徒会長の目の前で、学校をサボる気ですか？」

「それほど大事な用事なんだよ。じゃ、そういうことで！」

　走って俺が逃にげると、背中から必死な声が聴こえる。

「さ、咲丘さん！　私は諦あきらめませんからね、咲丘さぁぁん！」







　さて、学校をサボってしまった。時間が有り余っているけどどうしよう。

　とりあえず俺はその足で、オアシスの裏通りに向かう。

　しばらく歩くと、無事に俺は寂さびれた感じの外装の建物、『ムジカ』に辿たどり着く。

　扉とびらを開けると、まだ開店したばかりの店内に威い勢せいのいい声が響ひびいた。

「いらっしゃいませー！　何名様ですか？」

　ウェイトレスらしき少女が俺の元に駆かけ寄る。

「よお。いい加減仕事に慣れたか、香か澄すみ」




　声をかけると、ウェイトレスの少女──香澄が嬉うれしそうに表情を明るくした。




「ってなんだ、咲丘じゃん。なんか用事？」

　いつもの安全ピン付きの黒いシャツではなく、フリル付きのエプロンドレスを着ているのでギャップが凄すごいが、こういう服を着てると香澄も女子なんだなぁと感かん慨がい深くなる。

　少し前まで、働く気の一いつ切さい無かった奴やつとは思えないほど元気な様子だった。

「ちょっと様子を見にな。似合ってるぜ、その服」

「ふふぅん、そりゃもう香澄さんが着てるんだからね。かわいいでしょー、マスターの手作りなんだよ」

「──マジか」

　絶句する。小こ柳やな津つがこんなにかわいい趣しゆ味みを持っているなんて想像もしたくない。もしかして、実はこういう服に変身してみたりしたいんだろうか、あのオッサン。

「そうそう、酷ひどいんだよマスターって。床ゆか掃そう除じ全部あたしに任せてさ、煙草たばこ吸って携けい帯たい電でん話わ弄いじってるの。まっ、掃除もけっこう楽しいからいいけどねー」

「ギターはどうだ、練習してるのか」

「もちろん、時々マスターもお店にステージ作ってくれるし。そしたら贔ひい屓きのお客さんとかが聴きいてくれるんだよ。あとねあとね、最近ファンも出来ちゃった」

「……楽しそうだな、良かったよ」

　香澄が照れたようにはにかむ。

「今日は夕方からお休みもらったし、後で咲さき丘おかの学校行ってみていい？　高校って一回行ってみたかったんだー」

「おお、来いよ。神楽かぐら咲さき高校って言えば、誰だれかしら知ってるさ。校門から入ったら、裏手にある木造の校舎の三階の一番奥の部屋に行け」

「……覚えてればねっ」

　ニシシと香澄が笑うと、他ほかの客が来店する。「マスターならカウンターにいるよ」とだけ言って、走って案内をしに行ってしまった。まったく、元気な奴。

　カウンターに座ると、小柳津がやはり煙草をふかしていた。

「咲丘か。朝っぱらからイケメン見せんじゃねぇよ、胸むな糞くそ悪ぃ」

「……お前は俺にどうしてほしいんだ？」

「そりゃ美少女に──、あー、でも最近太もも成分足りてるからいいわ、死ね」

「あんまり商売する気ないよな、小柳津って」

　一番安いのを一つ、と言って俺も携帯電話を取り出す。『カメラ俱く楽ら部ぶ』にログインして、朝の風景チェックを始めると、小柳津が嫌いやそうな顔をしてコーヒーを淹れ始めた。




　あの事件の後、香澄はようやく働く気になってくれたらしく、新しくアルバイトを探し始めた。が、既すでに近隣のブラックリストに載のってしまったらしく、門前払いばかりで途と方ほうに暮れていたところに、小柳津から声がかかる。

　なんと、小柳津が住み込み、賄まかない付きで香澄を雇やとい入れると言うのだ。

　とりあえず、渡わたりに船ということで香澄が二つ返事でオーケーしてしまい、俺が少し考えるように言うのも聞かずに「お世話になりましたっ！」と俺の部屋から飛び出してしまった。

　小柳津は一体何を企たくらんでいるんだろう。とりあえず経過を陰かげながら見守っているのだが、今のところ香澄は楽しそうに毎日仕事をしている。




「なぁ、小柳津。ドッペルゲンガーって本当にいなかったのかな」

「いきなりなんだよ」

　俺が肘ひじをついて訊たずねると、小柳津が怪け訝げんそうに口を尖とがらせる。

「あの時は代表の説明になんとなく納得したんだけどさ、やっぱりトンデモ科学じゃないか。……香澄が見たのは、本当に『幻の自己』なんて曖あい昧まいなモノなのか？」

　俺の質問に、小柳津が鼻で笑って答える。

「俺も含めて超常現象だ、って言ったらテメェは信じるのか？」

「──信じないかもしれない。篠塚さんだって小柳津だって、きっといつか科学で説明出来るんだ」

「んじゃ、そういうことなんだろ」

　話は終わりだ、といった感じで小柳津が黙る。

　科学は万能だ。それは俺もそうだと信じている。

　でも超常現象だと信じなければ、それは本当にどんなことでも科学で証明出来るんだろうか。

　ふと香澄の方を眺める。

　あの目には、何が映っていたんだろう。

「俺が人を雇うのがそんなに意外か？」

　小柳津がしかめっ面つらで俺に話しかける。

「そりゃまぁ、意外だよ。どういう風の吹ふき回しなんだ？」

「いつもの取引で、組合から香澄の名前が挙がってな。なんでも、柏かしわ木ぎの爺じいさんの娘むすめだか孫だかが、香澄のファンになったらしいんだよ」

「歌のか？」

「歌のだ。あんなの聴いてる物好きもいるんだねぇ」

　小柳津が得意げに鼻から息を吐はく。

「ここで手元に置いておけば金になりそうだったんでな。本人も働く気になったんだろ、渡りに船はこっちの方さ」

「あんたがそう言うなら大だい歓かん迎げいだけど、あいつ仕事出来るのかよ」

「いや、ひでぇよありゃ。床掃除任せたんだけどよ、まさかナプキンで雑ぞう巾きんダッシュするとは思わなかったぜ。他にもなんというかな、飲食店の常識がねぇ。普ふ通つうだったら初日でクビだね」

　そんな風に憎にくまれ口を叩たたきながら、小柳津が香澄の方を見る。

　笑え顔がおで接客してる香澄を見て、ため息をついた。

「ただよぉ、美少女がスラム行きなんて胸むな糞くそ悪わるいしな。勘かん違ちがいすんなよ、あいつが美少女だからだ。美少女だし仕方ねぇ……なにニヤニヤしてんだよ」

「はははっ、まぁ、そういうことにしておくよ。──でも、なんで今になって人を雇ったんだ？　他にも働いてくれそうな奴はいたんだろ。いつも混こんでたじゃないか。こっちは香澄を引き取ってくれて嬉うれしいけど、早く誰か雇えば良かったのに」

「コーヒーハウスで働くのには条件があるんだ。一つ、真面目まじめによく働く。二つ、腕うでっ節ぷしと度胸。そして三つ──」

　小柳津の視線を目で追うと、こちらに向かう香澄がそこにいた。

「オーダー入りまーす。……えっと、多分日ひ替がわり三つ！」

「情報を無む駄だに出さない、無駄に入れない程度にアホなことだ」

　なるほど。

　香澄にとっては、最高の職場に違ちがいない。







　遅おくれて学校にようやく辿たどり着く。今はもう、午後の授業が始まっているはずだ。

　部室に直行して寝ねていても良かったが、俺はとりあえず社会科準備室に寄ってみる。俺の記き憶おくしていた通り、この日に午後の授業を持っていない小こ手で毬まり先生は、案の定幸せそうに昼ひる寝ねしていた。

　このマヌケ面が、カルト教団の教祖となって、人々にドッペルゲンガーの恐きよう怖ふを蘇よみがえらせたと知ったら、俺たち丘おか研けん以外の人はどう思ったんだろう。

　寝ていた小手毬先生がくしゃみをする。

　薄うすく目を開けると、椅い子すに座りなおした。

「……おはようございます。寝てません」

「意味分かんねぇよ、なんだそりゃ。おはようマリちゃん、咲丘だ」

　俺が名乗ると、小手毬先生があくびをして目をこする。

「なんだ、咲丘くんかぁ。驚おどろかさないでよ、もう……」

　小手毬先生はフラフラと立ち上がる。「お紅茶淹れるねー……」

「はぁ、そりゃどうも」

　今度は問答無用だった。でも、久しぶりなのでありがたく紅茶を頂くことにする。

　小手毬先生はティーバッグをカップに入れると、そこへ熱湯を注いで俺に手て渡わたす。そのまま静かに座った。

「どうして部活に来ないんだ？」

　単刀直入に聞くと、小手毬先生は苦笑いをして答える。

「──昔の話をしていいかなぁ。あんまり楽しくない話だけど」

「楽しい話は、最初から期待してないから」

　小手毬先生は深くため息をつく。

「前にいた高校でね、虐いじめられたの」

「──高校生の時か？」

「ううん、先生になってから」

　そう言って、無造作に小手毬先生が羽織っていた白衣を脱ぬぐ。

　夏も近くなり、蒸むし暑くなってきたこの季節。半はん袖そでから伸のびた腕には──

　俺が露ろ骨こつに顔を顰しかめたのを見て「ごめんごめん」と、慌あわてて小手毬先生が白衣を羽織り直す。

「でも、やっぱり私は先生だもん。先生は子供を殴なぐっちゃ駄だ目め。先生は子供に逆らっちゃ駄目。先生は子供を楽しませないと駄目。先生は子供の良い所を認めないと駄目。先生は子供の悪い所を指し摘てきしちゃ駄目。先生は子供に優やさしくないと駄目。先生は余計なことを教えたら駄目。先生は子供を良い大学に入れないと駄目。先生は子供を笑わせないと駄目。先生は子供の荷物になっちゃ駄目。先生は子供の質問に何でも答えられないと駄目。先生は子供の親の期待を裏切っちゃ駄目。先生は子供の喧けん嘩かに口を挟はさんじゃ駄目。先生は学校の名前に泥どろを塗ぬっちゃ駄目。先生は退学者を出しちゃ駄目。先生は停学者を出しちゃ駄目。先生は、子供を守らないと駄目」

　子供が好きだから教師になったんだ、この人は。

　そしてきっと、教師はそうでなければ、やってはいけないはずだったんだ。

　なのに、どうしてこの人が苦しまないといけないのだろう。

「結局、私は神楽かぐら咲さき高校に行くことになったんだけどね。全部が私に見えるようになったのは、それからだった」

　その時にはもう、この人の中で何かが終わってしまったのかもしれない。

「この高校の子はね、すごく優しいんだよ。いつも私に笑え顔がおで話しかけてくれて、『マリちゃん』ってあだ名で呼んでくれる。──でもね、それじゃ分からないよ。私は皆みんなが真面目で輝かがやいて見えて、誰だれが誰だか全然分からない。だから、私に優しくしてくれる皆のことを覚えられない。皆、すごく真面目で。一いつ生しよう懸けん命めいで。そんな生徒がたくさんいるから、顔も、名前も、髪かみ形がたも、成績も、特技とか、趣しゆ味みとか、大事なものまで。私はもう、同じにしか見えない。変だよね、私はそういう子供たちと一いつ緒しよに学校生活が送りたかったのに。──これじゃあもう、何のために学校にいるのか分からないよ」

　そこまで一息で言うと、小手毬先生はガックリと肩かたを落とす。

「私、教師に向いてないのかなぁ」

　俺は迷っていた。

　この人の境きよう遇ぐうが俺に理解できるかと言えば、決して理解出来ないと思う。

　小手毬先生の孤こ独どくと絶望が、俺には分かるようで、それでも決して分かってはいけないものなんだと理性が訴うつたえている。

　でも俺は、この人とは違ちがう。そして、この人は俺と違う。

　だから俺は、自分の事を全部棚たなに上げて。




　目の前の存在の主張をただ憎にくみ、怒おこることしか出来なかった。







「個性なんて、あんたみたいな現代人に認にん識しきできるわけねぇだろ」







　俺の言葉に耳を疑うように、呆ほうけた表情で小こ手で毬まり先生が俺を見つめる。

「最初から無いものを守ろうってのが、そもそも俺には理解できないんだ。マリちゃんの言ってることは結構分かるよ。あの歯車は風景を汚よごしていたけど、俺と同じことを思ってくれてる人がやってるんだと思ったんだ。この世が歯車で出来てるんだって伝えたくて、怒いかりのメッセージを発信している人がやってるんだとずっと思ってた。でもな、違うんだよ。あんたが言ってるのは、やっぱり個性が世の中にあることが前提なんだよ。──そうじゃねぇだろ。個性なんてな、とうの昔に滅ほろんだんだ。夢見てんじゃねぇよ」

　その目に映るのは、小手毬先生なんだろうか。

　きっと小手毬先生なんだろう。

「油ゆ彩さいは最高だ、この世でたった一つしか存在しない。彫ちよう刻こくも悪くない、あれは瞬しゆん間かんのエピソードの塊かたまりだ。演奏会もいいよな、香か澄すみの路上ライブは最高だった。ＣＤで聴きいたのと全然違う情熱と理念と感動がある。俺には上手うまいかどうかなんて分からねぇよ。でもあの歌を聴いた時の衝しよう撃げきは、あの時、あの場面で、あの想おもいであの風景で歌ったから最高なんだよ。──でもなんでそれが良かったのか。見たことが無いからだ、聴いたことがないからだ、感じたことがないからだ、伝わったことがないからなんだ。あの時の唯ゆい一いつだ、あの時の思い出だ、あの時のたった一度の宝物だったからなんだよ」

　かつての俺たちには、新しい物への期待と感動があったはずなんだ。

「──なのに、調べればいつだって前例があるんだ。たった一つの構図が、たった一つのデザインが、たった一つの文面が、たった一つのリフが同じでもパクリなんだよ。今までは誰も気にしなかった。その時の瞬間に感動してた。現代人はどうだ、常に前例を探しやがる。それに情熱を注ぐ奴やつが少なかったから俺たちは感動できた。そうさ、それを判断するのはいつだって自分だった。なのにこんなにも簡単に検けん索さくできたら、個性なんて作れるわけねぇだろ。人間が現在何人いるか知ってるか、芸術が現在いくつあるか知ってるか、そして歴史がどれだけの数の人間と芸術を生んできたか知ってるか？　──限界なんだよ、もう。いい加減に諦あきらめろよ。人間は頑がん張ばった。脳ミソってソフトウェアを発達させて、身体からだってハードウェアを発達させ続けた。そして誰もが芸術家を名乗るようになったんだからもうお終しまいなんだ。デジタルのこの時代に個性なんて生き残ってるわけねぇだろ」

「な、何言ってるの、咲さき丘おかくん──」

　顔面を蒼そう白はくにして、小手毬先生が震ふるえる。

「いいか、井い戸どの中の蛙カエルは海を知らなかったから唯一なんだ。世界には俺達しかいなかった。だから俺達には個性があったんだ。でもある日、海が向こうからやって来た。これは革命的なことだったんだよ、俺達が考えているよりもずっと。海にはたくさんの生き物がいる。珍めずらしいやつ、大きいやつ、色とりどりのやつ。長い歴史が積み重なっていて、それらがずっと残ってるんだ。それが風景として一いつ瞬しゆんで把は握あく出来るんだぞ、すごいよな。そりゃ海を見てれば楽しいさ、俺たちだってその仲間だと思い込んじまう。……でもさ、俺たちは蛙なんだ。あの風景の中に入れない、あの風景の中じゃ生きられないんだよ」

「いや、やめて……。私じゃない、そんなの私じゃない、私が何を言ってるのか分からない！」

　そうだ、現実に後こう悔かいしろ。

「インターネットだよ、マリちゃん。現代人はインターネットを手に入れちまった」

　反吐へどが出る理想を語る自分の口を恨うらめ。

「ネットの風景は世界中と自分を繫つなげちまう。なのにネットは、あの風景を全部保存しちまうんだ。そして何度だって再生するんだよ。あの感動を、あの情熱を！　あの瞬間の喜びが好きなのに、ただの電子データに俺と同じ喜びを感じたとか抜ぬかしやがる。ふざけんじゃねぇ！　あんなもんの何がいいんだ!?　テメェは薄うすっぺらい液えき晶しよう画面のどの色に感動したって言うんだ。ＸＹＺ表色系でいくつの数字に感動した!?　サンプリングレートはいくつの電子データを見た？　ビットレートは高い方が好きなんだろう？　解像度は、圧縮率は、ｆｐｓの数字はヌルヌルだったらそれでいいのかよ!?　それがテメェの愛する唯一の風景かよ！」

「もうやめて……。やめてよ……、やめて……。私はそんなこと思ってない、思いたくない！私がそんなこと考えてるなんて嫌いやだ、もうやめてぇぇ！」

　小手毬先生が耳を塞ふさいで叫さけぶ。

「テメェの瞬間はそれだけかよ、あんな風景、右クリック一つでいくらでもコピー出来るじゃねぇか!!　それで満足してんだろ、だから風景をタダで見て、芸術だとか金額にしていくらだとかほざいてんだろ。鼻の穴膨ふくらませてコピーのコピーのコピーして悦えつに入ってんじゃねぇよ!!　そうじゃねぇだろ！　俺達の風景はそんなもんじゃねぇだろ!?　言葉になんて表せないんだ、文章にも出来ねぇよ、絵でも描かききれない、音楽じゃ伝えきれない！　俺たちの感動は、情熱は、魂たましいの輝かがやきはそんなもんじゃ伝えられるわけねぇんだよ！　何が個性だ、笑わせるんじゃねぇ。もう俺たちには、その個性を認識するための大事な感覚が、魂の震えが無くなっちまったんだ。認めろよ、認めるしかねぇんだよ、もういい加減に諦めろよ！　もう個性なんて風景はな、とっくの昔に滅んじまったんだよ!!」




　社会科準備室に、静せい寂じやくが訪おとずれる。

　俺の荒あらい息と、小手毬先生がガタガタと震えて机にしがみつく音だけがそこに響ひびく。

　恐おそる恐る、小手毬先生が口を開いた。

「……あなたは、誰だれ？」

　もうその目には、自分の姿しか映っていないはずなのに。

　小手毬先生は、明らかに俺の事を異物と認にん識しきしていた。

「あなたは、私じゃない。あなたなんて私じゃないよ。誰なの、そんな怖こわいことを考えるのは一体誰なの？」

「俺は『風景男』だよ、マリちゃん」

　俺の宣告はこれだけだ。

　結局、言葉程度じゃ俺の想いは半分も伝えられないことに気付いて余計にイライラする。

「だから俺は、あんたというオカルトの存在を信じない。風景の素す晴ばらしさもその目で認識出来なくなった奴が、世界を語るんじゃねぇ。……俺達はあんたみたいな連中から、世界を取り返すんだ」

　俺は目の前の教師を睨にらみつけて、社会科準備室を出ようとする。

「そうか、そうなんだね。──分かったよ、あなたが他人なんだ」

　俺の背中に、怨えん恨こんに満ちた声が投げつけられる。

「私とは絶対に分かり合えない他人。そうなんだよね、咲丘くん。そうか、咲丘くん。ありがとう、咲丘くん。あなただけは絶対に私の敵だよ、咲丘くん。私、頑張るよ。頑張って咲丘くんを倒たおしてみせる。だから、咲丘くんはずっと他人でいて。咲丘くんがいるだけで、私はまだまだ頑張れる。ねぇ、そうでしょ咲丘くん──」

　小こ手で毬まり先生はうわ言のように、他人の名前を呼び続けていた。







　部室のドアを開けると、札束が舞まっていた。

　豪ごう快かいな風景である。

「おー、やっと来ましたか咲さき丘おか。遅おそいッスよ」

「ほんとだよ、いつまでかかってるのさ。あっ、見て見て、子だくさん～」

　江え西にし陀だと香か澄すみが手持ちのワゴン車の駒こまに、何本もピンク色の棒を刺さして遊んでいた。よく見ると、既すでに部室の中央には巨きよ大だいな人生ゲームのマップが広げられていた。

　左手に巻かれた包帯の留め具の位置を調節していた代表は、入って来た俺を一いち瞥べつする。その視線をすぐに香澄の方へ向けた。

「咲丘クン、なぜここに香澄クンがいるんだ。いつからウチの部活は一いつ般ぱん公開になったんだね」

「まぁまぁ、別に知らない顔じゃないでしょう」

「では、知らん顔でもないので、この間咲丘クンが朗読した官能小説の録音を試し聴ちようしよう」

「申し訳ありません！　今度はちゃんと代表に許可を取って、然しかるべき手順を踏ふんだ後に厳正たる心構えを香澄にさせてから来させるんで今日はお許しください！」

「よろしい。キミは香澄クンに甘すぎる」

　萩はぎ先せん輩ぱいはヘッドフォンを耳に当てて、手元のノートパソコンを軽快にタッチしている。出で島じま先輩は頭の上にツッチーを乗せて、ボールで遊ばせていた。芸を仕込んでいるらしい。

「また人生ゲームですか？　今日って新しい盤ばんを買って来たんじゃなかったでしたっけ」

「いや、ね。たまたま安値でハイターゲット向けの古い人生ゲームを見つけたんだ。せっかくだから香澄クンをこれで負かそう」

　代表が、香澄の隣となりの席で殺気立っていた。「私は彼女を大貧民にしないと気が済まない」

「お姉ちゃん、盤ゲームの人生ゲームに攻こう撃げきカードはないよ……」

「どうしてそこまで香澄を敵視してるんですか……。いや、我わが儘ままだし腹が立つ奴やつなのは分かりますけどね」

「そーなんだよ。さっきから桜さくらちゃんが冷たくて……。オヨヨヨ……」

　香澄が俺の足元で膝ひざをついて、俺の手を取る。悲劇のヒロインのつもりらしい。

「あーはいはい、いいから席に戻もどれ。入れないだろ、な？」

　俺が頭をクシャクシャ撫なでると、香澄がくすぐったそうに笑って席に戻る。

　その様子を、代表と江西陀がなぜか凍いてつくような目で見ていた。

「新しいメンバーが来たら、まず人生の勝者を決めるという丘おか研けんの鉄の掟おきてがある」

「なるほど、掟じゃ仕方ないッスね」

「そして、新入りは大貧民にするという血の掟がある。格の違ちがいを教えてやろう」

「ほほぉ、腕うでが鳴りますね。自分も本気を出そうじゃないッスか」

　面めん倒どうくさい掟だった。

　萩先輩と顔を合わせて苦笑いする。

「ところで咲丘、その白衣の奴は誰だ？」

　さすが出島先輩は、自分の通っている高校の教師すら知らないらしい。

　──って、あれ？




「やっほー、ちゃんと活動してるー？」




　全員が、呆ほうけた様子で固まっている。

「え、あの、その──えっ!?　な、な、な、なんで!?」

　最初に我に返った俺が、思わず腰こしを抜ぬかして後ずさりしてしまった。

「マリちゃん、いつから後ろにいたんだ!?」

「さっきからずっとだよ、もう。咲丘くんは駄だ目めだなぁ、本当に咲丘くんは駄目な子だなぁ」

　小手毬先生が、ほんの少し前まで絶望して震ふるえていた顔とは一転した笑え顔がおを俺に向ける。その目は爛らん々らんと輝かがやいていた。

　しかも、若じやつ干かんテンションが高い。

「私も参加していいかな、人生ゲーム」

「構わんよ、席は空いてる」

　どうでも良さそうに、代表が指で傍そばに畳たたんであったパイプ椅い子すを指す。「出で島じま、マリちゃんと咲丘クンの分の金をくれ。さぁ、始めようか」

　出島先輩がゲーム用の通貨を江西陀に手て渡わたし、中ちゆう継けいして俺と小手毬先生が受け取る。二人とも着席した。

「──マリちゃん」

「何、咲丘くん」

「そんなに見つめないでくれよ、恥はずかしい」

「その程度で落ち着かなくなるの？　あははー、咲丘くんは本当に駄目な子だなぁ」

　ヤバい、さっきから目が本気マジだ。もしかしてこの人、俺を敵視することで自分の人格が安定することを覚えたんじゃ──いや、まさか、そんなはずはない！

　どっちにしても早まった……。何か致ち命めい的てきに選せん択たくを間ま違ちがえた……!?

　代表もその様子に気付いているはずだ。しかし、俺が助けを呼ぶつもりで視線を送ると、冷たい視線が帰ってくる。「よく分からんが知らんよ」と目が語っていた。

　代表がルーレットを回してゲームスタート。そういえば、代表が勝手に最初に始めるものだから、俺たちはゲームを始める前に順番を決めたことがない。

「丘研も賑にぎやかになりましたねぇ。まぁ、マリちゃんなら同じ穴の狢むじななんで大だい丈じよう夫ぶッスか」

　江西陀が宙を見て呟つぶやく。「──同じ穴の狢って、もしかしてエッチな言葉ッスかね？」

「気持ちは分からんでもないが、そのことわざに下心は多分ねぇよ」

「こういうの久しぶりー。ていっ！」

　香澄が勢いよくルーレットを回して、駒を進める。「山で遭そう難なんする……、救助で借金!?」

　こいつはほとほと金に縁えんがないようだ。テンガロンハットに貯ためていた札束が魔ま法ほうのように消えていく。

「むむむ、メカ子ちゃん、借金のやつ取って」

「あの、メカ子ちゃんって呼び方はちょっと……」

　萩はぎ先せん輩ぱいのあだ名が決定したらしい。かわいそうに。

「うがー！　あっ、ロック聴きこうよ、ロック。ちゃんとラジカセあるじゃん、ＣＤあるよ」

「おお、そうだな。たまにはそういう曲でも聴くか」

　香か澄すみの提案に俺が立ち上がってラジカセに近づくと、代表が俺の前に立ちふさがる。

「部室はロック禁止だ」

「──初耳、なんですが」

「今言ったからな」

　代表は腕を組んで目を怒いからせている。「それよりも咲さき丘おかクン、ピアノ協奏曲の気分にはならないかね。あれはいいぞ、旋せん律りつの波に心が躍おどる」

「は、はぁ……」

　強ごう引いんにラジカセを代表が開き、クラシック盤ばんを入れようとする。

「はっはっは、桜ちゃんはダサいなぁ。ピアノなんてキーボード以下じゃん。全然ビートが足りないよ、こうね、心臓にグッと来ないし」

　ケラケラ笑う香澄の声に、部屋の温度が一いつ瞬しゆん下がった。

「よろしい。表に出ろ、香澄クン。出で島じまが相手になってやる」

「なに面倒くさいこと言ってんだよ、沈じん丁ちよう花げ。お前の番だからルーレット回してくれ」

　出島先輩がそう言って、ツッチーとじゃれている。いつの間に、けっこうな大金を手にしていた。ツチノコパワーだろうか。

「役に立たん奴やつめ……！　おい、この子は咲丘クンのペットだろう。私の事は代表と呼べと何度も言っているんだがね。躾しつけは厳しくしないと駄目じゃないか」

「そんなに邪じや険けんにしなくてもいいじゃないですか、代表。ムカつくのは分かりますけど、代表らしくもない」

　この人なら、これぐらいの軽口は笑って流しそうなものだけど。

「音楽性の違ちがいだ」

「クラシックが本当に好きな人は、他人の音楽を尊重するんじゃ……!?」

「ただし、相手が私の音楽を否定する場合を除く」

　理り不ふ尽じんすぎる。




　その後も、香澄が特に考えずに発言すると、それに対して代表や江え西にし陀だの文句が入るという対立構造が延々と続く。

　だが、これは察するに、別に互たがいが嫌きらいでいがみ合っているわけではないんだろう。

　香澄はケラケラ笑いながら代表をおちょくる。代表はそれに憮ぶ然ぜんとした様子で返す。

　もしかしたら、代表にとっても良い好敵手が現れて楽しい状じよう況きようなんじゃないだろうか。

　それはきっと、美しい風景に違いない。




　小こ手で毬まり先生は、そんな様子を茫ぼう然ぜんと見ながら座っていた。

「それにしても。なんで皆みんな、そんなに楽しそうなの？　ここって、オカルト研究会だよね」

「決まってるだろう、人生は楽しいじゃないか」

　代表がケラケラと笑ってルーレットを小手毬先生に渡わたす。「ルーレットを回すのは貴女あなただ。止まったマスの出来事を受け入れろ。どう解かい釈しやくするかは、貴女次し第だいでしかない」

　小手毬先生が唾つばを飲んで駒こまを進めると、強制停止マスに止まった。

「あっ、就職マスですね……。はい、どうぞ」

　カード係の萩先輩が何枚か職業カードを小手毬先生に渡す。

「それにしても、この人生ゲームってカードの種類がやけに露骨ですね。コネカードとか資格カードとか」

「テーマは『バブル崩壊』らしい。就職しても気を抜くなよ、イベント一つで職を失うぞ」

　なんて無駄な再現率なんだ。というか、職業の種類がいつもの人生ゲームに比べて尋常じゃなく多い。

　しかし、このゲームはそうやってある程度自由に職業を選択出来るのが、何よりも救いなんじゃないだろうか。あと、強制で結けつ婚こんも出来るし。

「これ、どれを選んだらいいのかな」

「賭と博ばく師と歌手以外は似たようなものさ。好きに選んでいいだろう」

　その単語に香澄が反応する。

「あっ、歌手はあたしがなるんだから取っておいてね！」

「ふむ、だったら金銭効率は悪いが私が歌手になろう」

「ムキィィ！　桜さくらちゃんのイジワル！」

　小手毬先生はけっこう悩なやんでいた。

　悩んで、悩んで、悩んだ挙げ句。

「まぁ、結局、これ以外に仕事が思いつかないんだよね」




　教師の札を選せん択たくした。







　あとがき







　おはようございます。耳目口司です。

　二巻目が出るとは思わなかったですか、私もです。完成したことがミステリー。




　本書を手にとっていただき、誠まことにありがとうございます。

　ところで、あなたは映画が好きですか？　私は映画が大好きです。

　有り難がたいことに自宅の近くに、上映開始時刻になってから自転車を飛ばしても本編に間に合うような映画館があるもので、ついつい二時間近くをフィクションに費ついやしてしまいます。

　特に大爆ばく発はつする映画が好きで、私にとって好きな映画というものは『筋肉×火薬[image: ÷]仲間の人数』なくらいに、マッチョマンが一人で敵地に潜せん入にゆうして爆発する話が大好きなんです。最近はイケメンガリマッチョのＣＧアクションの方が多くて、少し筋肉と火薬が足りません。とても悲しいことです。

　ですが、別にコメディーやサスペンスが嫌きらいなわけではありません。アニメ、ＳＦ、ファンタジーなども好きです。そして、私はそこに使用される映画音楽が好きでたまらないのです。




　今回は物語に緩かん急きゆうを付けようと思い、選曲を随分と大人しいものにしました。『カルミナ・ブラーナ』に比べるとインパクトは小さいかもしれませんが、とても賑やかで素敵な曲です。

　とはいえ、サイレント時代の偉人の魅力を、ベラベラと喋ることが好きな私が口にしても説得力がまるで無さそうですが。この本を機に、ちょっと昔の映画にも興味を持っていただければ、それ以上に嬉しいことはありません。

　続編を書く上で、自分の執しつ筆ぴつスタイルを見直したり、登場人物を増やしたり、〆しめ切きりに追われたり間に合わなかったり、本当に貴重な経験ばかりさせていただきました。まだまだ試行錯誤を重ねている最中ですが、楽しんでいただければ幸いです。




　また少しつまらない話をします。あなたは鏡の中にいるのが誰だれかご存知ですか？

　私が鏡を見た時に、鏡に映っているのは本当に私なんでしょうか。完全に肯こう定ていはできません。なぜなら簡単な話、左右が反転しているからです。この現象についてはカントの「右手と左手」の議論からよく知られています。左右反転の問題は、ご存知のようにグレゴリーの「物体が反転している」という結論が導き出されて、ひとまずの解決を迎むかえました。

『トゥルーミラー』という左右反転のしない鏡もあるのですが、あれは人によっては酷ひどい違い和わ感かんを感じるものだと聞いています。一いつ般ぱん的に、私達は普ふ通つうの鏡の中で生活しています。そうなると『トゥルーミラー』こそが左右反転の虚きよ像ぞうに思えてしまうのです。でも、相手からは実際「そう見られている」んですよね。これまた、奇き妙みような話ですが。

　というわけで、鏡の中にいるのは誰なんでしょう。私という物体が反転した存在です。そんなもの、私ではないはずです。他人から見た私でもないわけですし。

　つまり鏡に映るアレは、私にとても近い何かです。鏡の中にのみ存在する歪ゆがんだ存在です。

　光の反射による視覚体験としての哲てつ学がく的ゾンビ、というのは言い得て妙です。だとしたら、アレは私ではないのに何故なぜアレを普段は私として私は意識してしまうのでしょう。

　ジョージ・ストラットンは逆さ眼鏡をかけ続けることで、逆さまの世界に対応することに成功しました。ストラットンは正立が触覚と運動の経験が一致した視野像というだけであり、絶対的な視野は存在しないという結論を述べています。鏡に映るアレも一緒で、広げられた視野の生んだ一つの私なのでしょうか。

　鏡の中にいるのは一つの視野としての私なのでしょうか。私ではないのでしょうか。

　私にはそのどちらも、オカルトに見えて仕方がないのです。

　と、つまらない話を失礼しました。そんな妄ぼう言げんに今後もお付き合いいただければ幸いです。







　私事ですが、関係者の方々に謝辞を。

　担当Ｎさん、遅ち筆ひつでご迷めい惑わくばかりおかけして、本当に申し訳ありませんでした。しかし、ようやくＮさんのマニアックな趣向も垣かい間ま見えてきて──おっと、これ以上は差し替えられてしまう！　次からはしっかりプロットを作ります。今後もよろしくお願いいたします。

　まごまごさん、今回も素す敵てきなイラストを提供していただき本当にありがとうございました。ラフを頂いた瞬しゆん間かんにキャラが生まれたと言いますか、その、今回は特に「生んでいただいた」感が強いのです。最近は想像の斜め上の発想のイラストが送られてくるので実はビビってますが、それに負けないような文章作りを頑張ります。これからもよろしくお願いいたします。

　部屋の模様替がえを手伝ってくれた家族、大学の講義中に寝ねている私にレポート提出期限を教えてくれる優やさしい友人達、非常に興味深い書しよ籍せきを数多く提示してくださった教授、偉い大だいな先人達、編集部の方々、その他この本を出版するにあたってお世話になった全すべての方々に駆かけ足ながら言葉に表せない程ほどの感謝を。

　そして何より、読者様に重ねてお礼を申し上げます。ありがとうございました。







　三巻では、一巻のようにまた無む駄だに派手な音楽の紹介がしたいと思っています。

　これからも『丘ルトロジック』を、どうかよろしくお願いいたします。
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